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序 文

一般県道河原インター線は、中国縦貫自動車道の佐用 JCTか ら鳥取 ICを結ぶ鳥取

自動車道のバイパス道路として建設が進められているところです。事前の調査によ

り、開発予定地内には既に知られていた「奈免羅・西の前遺跡」をはじめ、広範囲

に遺跡が分布していることが判明し、平成 21年度に引き続き、平成 22年度も記録

保存のための発掘調査を実施したものです。

昨年度の調査では、弥生時代中期の竪穴住居跡や弥生時代後期から古墳時代前期

の溝状遺構をはじめ多様な遺構を検出し、また、有鉤銅釧や石器、在地系や外来系

の土器など相当数の遺物も出土しました。

今年度の調査においても、調査前にはあまり想定していなかった 17基に及ぶ古墳

を検出するとともに、昨年度調査と同様に外来系の土器が出土するなど貴重な調査

成果を得ることが出来ました。

八東川左岸における当地が、弥生時代以降に集落あるいは墓域として展開してい

った様相が確認されるとともに、北近畿系や吉備系の土器の出土に見られるように、

他地域との活発な交流の拠点として重要な役割を担っていたことがうかがわれます。

終わりになりましたが、本町の文化財保護行政におきましては日頃より町民の皆

さんはもとより多くの方々のご理解により進めておりますことについて深 く御礼申

し上げるとともに、調査にあたり、ご指導・ ご協力をいただきました鳥取県八頭総

合事務所県土整備局、鳥取県教育委員会事務局文化財課、鳥取県埋蔵文化財センタ

ーをはじめとした関係各位、地元関係者の皆様に対し心から感謝いたします。

この報告書が郷土の歴史を解明する一助になることを期待するとともに、文化財

保護に対する一層のご理解とご協力をお願いしまして序文といたします。

平成 23年 3月

八頭町教育委員会

教育長 西 山 淳 夫



例 言

1.本報告書は、平成 22年度県道河原インター線道路改良工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査として実施 した上

野遺跡 と奈免羅 。西の前遺跡の発掘調査報告書である。奈免羅 。西の前遺跡は前年度に引き続き、第 3

次調査にあたる。

2 上野遺跡は鳥取県八頭郡八頭町上野に所在する。

3.奈免羅・西の前遺跡は鳥取県八頭郡八頭町船岡、下濃に所在する。

4 上野遺跡の発掘調査面積は 1・ 2区 3657だ 、3・ 4区 2497だ 、計 6154だ である。

5,奈免羅 。西の前遺跡の発掘調査面積は 614だである。

6.上野遺跡の調査期間は下記の通 りである。

本調査   平成 22年 5月 17日 ～平成 22年 11月 12日

整理作業  平成 22年 6月 1日 ～平成 23年 2月 10日

報告書執筆 平成 22年 11月 29日 ～平成 23年 3月 31日

7.奈免羅 。西の前遺跡の調査期間は下記の通 りである。

本調査   平成 22年 8月 17日 ～平成 22年 10月 31日

整理作業  平成 22年 8月 30日 ～平成 23年 2月 10日

報告書執筆 平成 22年 11月 29日 ～平成 23年 3月 31日

8 本遺跡の発掘調査および整理作業・報告書執筆は八頭町教育委員会発掘調査監理者の監督のもと、安西

工業株式会社文化財調査部が行った。

9 本文の執筆、編集は、安西工業株式会社文化財調査部の久富正登、入江剛弘、東貴之が行い、文末に氏

名を括弧内に記 した。また、第 3章についてはパ リノ・サーヴェイ株式会社の執筆による。

10.遺構の写真撮影は原則各調査区担当者が撮影を行った。遺物の写真撮影は入江が行った。遺物集合写真

は有限会社小谷写真館に依頼 し、安西工業株式会社調査員の指示のもと同館のスタジオにて撮影 した。

H 自然科学分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼 した。分析内容は赤色顔料分析、鉄器保存処理、石器・

石製品の石材鑑定である。

12出土遺物の観察について、財団法人鳥取県教育文化財団調査室室長の松井潔氏にご指導 とご助言を頂い

た。記 して感謝致します。

13.発掘調査により作成された図面、写真などの記録類および出土遺物は八頭町教育委員会に保管されてい

る。



凡 例

1.上野遺跡の略称は「10KN」 とする。遺物註記を含む各記録類にはこの略号を使用 した。

2.奈免羅・西の前遺跡の略称は「10NN」 とする。遺物註記を含む各記録類にはこの略号を使用 した。

3.遺構記号及び遺構性格の区分は、下記のとお りである。

SI:竪穴住居跡  SB:掘 立柱建物跡  SD:溝 状遺構  SK:土坑  SE:井戸

SZ:落 ち込み   SU:土 器溜まり   SP:ピ ット

4.古墳名称は調査経過に伴う発見順に基づいて付けた。

5.発掘調査時は調査区ごとに通 し番号 (1区 1001～ 、2区 2001～、3区 3001～、4区 4001～ )で管理 し、

遺構の性格が確定 した段階で遺構性格 ごとに新たに番号を付けた。

6.本調査における測量記録は世界測地系第 V系 に属 し、方位は座標北を示す。また、高さは Lで表記 し海

抜標高を示す。

7.本報告書掲載挿図の縮尺については、遺構図については不同としてその都度明記 している。遺物実測図

については土器類 (弥生土器、土師器、須恵器 )は 4分の 1、 鉄器は 3分の 1、 石器・石製品は大きさに

応 じて 2分の 1、 3分の 1、 4分の 1で掲載 している。

8.土層断面及び土層観察表の色調は、『新販 標準土色帖 2003年度』に基づいて註記を行った。

9,報告書掲載遺物番号は、遺物実測図・遺物観察表 。遺物写真図版に共通する。

10.本報告書の遺構・遺物の時期比定は以下の文献を参照 した。

清水真― ,1992,「 因幡・伯者」『弥生土器の様式 と編年 山陽・山陰編』正岡睦夫 。松本岩雄編 ,木耳社

谷口恭子他 ,1991,「 第 4章第 2節 遺物について」『岩吉遺跡Ⅲ』鳥取市教育委員会・鳥取市遺跡調査団

河合章行 ,2009,「 第 5章第 1節 弥生時代後期から古墳時代前期初頭の甕について」『鳥取県鳥取市青谷

町 青谷上寺地遺跡 10第 9次発掘調査報告書』鳥取県埋蔵文化財センター

牧村哲雄 1999,「第 9章 第 1節 古墳時代の土器について」『長瀬高浜遺跡Ⅷ 園第 6遺跡』財団法人

鳥取県教育文化財団

中村浩 .2001『和泉陶邑窯出土須恵器の形式編年』 芙蓉書房出版
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序章

第 1節 地理的・歴史的環境

地理 鳥取県八頭郡八頭町は、平成 17年 (2005)3月 に郡家町、船岡町、八東町が合併 して誕生 した。

県東部に位置 し、周囲を鳥取市、若桜町、智頭町と接する。町内を東西方向に流れる八東川は鳥取平

野を形成する千代川の支流の中でもっとも大きなもので、その源流は鳥取県 と兵庫県の県境である戸

倉峠西側から発 し、加地川、春米川 と合流 し、若桜町を経て八頭町へ と至る。八頭町内でさらに細見

川、大江川、私都川などが合流 し、千代川へ流れ込む。上野遺跡 と奈免羅・西の前遺跡は周囲を猫山、

城山、天満山に囲まれた八東川南岸の河岸段丘上に立地 している。

縄文時代 八東川周辺では北岸に位置する西御門遺跡 (13)で 縄文時代後期の深鉢や石匙、石錘、石鏃、

打製石斧などが出土 している。また万代寺遺跡 (11)か らは早期に帰属すると考えられる落 とし穴遺

構や後期中葉の深鉢などが出土 してお り、わずかではあるが、縄文時代からの生活の痕跡がうかがえ

る。

弥生時代 弥生時代前期に原属する遺跡は今のところ確認されておらず、中期以降から遺跡の数が増

加する。万代寺遺跡からは 2棟の竪穴住居跡 と木棺墓群、また、それに伴 う祭祀溝が確認されている。

丸山遺跡 (7)か らも 1基の竪穴住居跡が確認されている。中期以降には前述 した万代寺遺跡を始め、

奈免羅・西の前遺跡 (8)、 西ノ岡遺跡 (10)、 牧野遺跡、久能寺狐塚遺跡 (12)な どが挙げられ、弥生時

代における当該地域の活発な活動の様子がうかがえる。

鳥取県内で弥生時代を代表する遺跡に米子市、大山町に立地する妻木晩田遺跡 と鳥取市青谷町に立

地する青谷上寺地遺跡が挙げられる。妻木晩田遺跡は県西部大山の麓の丘陵上に展開する遺跡で弥生

時代中期後葉から集落が出現 し、後期に最盛期をむかえる。大型の掘立柱建物跡や多数の竪穴住居跡

が確認され、いわゆる「国邑」の景観を紡彿 とさせる遺跡である。青谷上寺地遺跡は県東部勝部川 と

日置川によって形成された三角州上に展開する遺跡で弥生時代前期～古墳時代にかけて集落が盛行す

る。多数の建築資材が極めて良好 /1‐ 状態で出土 してお り、そのほか、殺傷痕が明瞭に残る人骨や弥生

人の脳など希有 /A― 事例が出上 している。また現在では青谷平野 となっている沖積平野は弥生時代では

大半が海であったことや他地域の遺物、 とりわけ大陸からの鉄器などが出上 していることから、日本

海沿岸における交易拠点の性格がうかがえる。

占墳時代 古墳時代前期に帰属する遺跡はほとんど確認されていないが、山田遺跡 (16)で古式土師

器の出上が認められる。前述の丸山遺跡からは前期の竪穴住居跡 と中期の前方後円墳の可能性も考え

られる円墳が確認されている。中期以降になると、古墳の築造数が増加する。まず、5世紀中葉から

後葉に築造された山ノ上 32号墳に始まり、5世紀末から 6世紀初めには久能寺 25号墳 (御建山古墳 )

(30)が築造される。久能寺 25号墳 (御建山古墳)か らは形象埴輪や円筒埴輪が出土 していることから、

この地域の首長墳の可能性が考えられる。後期になると私都川、八東川流域に多数の群集墳が築造さ

れる。特に、私都川右岸の霊石山周辺 と私都谷の入口にあたる丘陵上に集中し、そのほとんどが横穴

式石室を有する小規模円墳である。

対照的に八東川南岸では、群集墳の分布は少なくすでに消滅 している古墳もあることから、詳細に

ついては不明な点が多い。調査事例も少ないが、天満山の麓に立地する大谷平古墳では片袖式の横穴

式石室内から直刀などの鉄製品や高郵、提瓶などの須恵器が出土 している。 このほか、奈免羅・西の

L
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前遺跡の区域内では奈免羅古墳 (26)と 梨ノ木古墳 (27)が存在する。いずれの古墳も消滅 しているが、

奈免羅古墳からは横六式石室の側壁 と 7世紀初めの須恵器高不など確認され、梨ノ木古墳からは勾

玉、須恵器が出土 している。

鳥取県東部いわゆる因幡地方の古墳の特色 として線刻壁画を伴 う横穴式石室が広 く分布 してお り、

八頭町内においても、米岡 2号墳 (35)や 福本 4号墳から人物・綾杉文などが確認されている。また、

鳥取市国府町に立地する梶山古墳は赤色顔料による壁画を有 し、他地域および大陸との関係を知る上

で重要な要素である。

古代 国史跡に指定されている土師百井廃寺跡 (79)が 7世紀後半に建立される。法起寺式の伽藍配

置を有 し、南北 1町半、東西 1町の寺域を持ち、塔跡は心礎を含め礎石が完存する非常に貴重な事

例である。また奥谷窯跡からは土師百井廃寺跡から出土 した瓦 と同様のものが出土 していることから

瓦の供給源であったと考えられている。また私都川対岸の万代寺遺跡からは、大型掘立柱建物跡群や

円面硯などが出土 してお り、八上郡衝 と推定されている。さらに西ノ岡遺跡からも掘立柱建物跡 と円

面硯 /3-ど が出土 していることから、当該地周辺が古代の因幡国にとって重要な位置を占めていた可能

性が示唆される。このほか、私都谷周辺では下坂古窯跡群 (74)、 山田古窯跡群 (75)、 花原古窯跡群 (76)、

山路古窯跡群 (77)、 山ノ上古窯跡群 (78)/d‐ どの須恵器窯が多 く造 られ、周辺に供給されていたと考

えられる。 これらの窯跡は 8世紀前半を中心に生産を行ってお り、万代寺遺跡から出土 した須恵器 と

同一形態のものが花原古窯跡群の出土品に見 られることや、古窯跡群の立地が因幡国府や因幡国分

寺 。国分尼寺 と近いところに形成されていることからも、律令体制下での生産地 と消費地の有 り様を

示 している可能性がある。

中世 私都川、八東川、大江川周辺の山上には山城や砦などが多数存在 し、因幡の有力国人が当該地

を支配 していたことが うかがえる。大江川周辺では地頭であった伊田氏が承安 2年 (1172)か ら天正

9年 (1581)の羽柴秀吉による鳥取城攻略までの約 400年間にわたって当地を支配 してお り、領域内

では主城である半柵城を中心におよそ 15箇所の城砦跡が築かれ、谷の入口には西側に丸山城跡 (88)、

東側の天満山山裾には坂田大谷平所在城跡 (89)、 郡家大平所在城跡 (90)が築かれている。私都川周

辺では室町幕府奉公衆の私部毛利氏が私都城を中心に、勢力を誇った。私都城はしばしば動乱の中心

とな り、記録では文明 11年 (1479)の私部毛利氏 と因幡守護山名豊時の合戦から天正 9年 (1581)の

羽柴秀吉による第 2次因幡侵攻までの間当該地における激動の様子がうかがえる。

そのほか山路 1号墓 (82)、 山路 2号墓 (83)な どの中世墳墓や下峰寺経塚群 (81)/A~ど の信仰に関わ

る遺跡 も数多 くみられ、活発な生活の様子がうかがえる。

第 2節 調査 の経緯

上野遺跡は鳥取県八頭郡八頭町上野地内、奈免羅・西の前遺跡は同町船岡・下濃地内に所在する。

平成 20年 (2008)に 県道河原インター線道路改良工事が計画され、上野遺跡および奈免羅・西の前

遺跡の包蔵地を含む広範囲な工事予定地が設定されたため、工事予定地内の遺跡の有無を確認する必

要が生じた。これを受けて、八頭町教育委員会が平成 20年度、平成 21年度に範囲確認調査を行っ

た。平成 20年度調査は平成 20年 (2008)H月 19日 から平成 21年 (2009)2月 26日 にかけて実施し、

計 14本の試掘 トレンチ、総調査面積 176.5置 を調査した。平成 21年度調査は平成 21年 (2009)4月

6日 から同年 5月 22日 に一旦終了し、同年 11月 19日 から再開し平成 22年 1月 15日 に終了した。



計 20本の試掘 トレンチ、総面積 298� を調査した。この結果を受けて工事主体である鳥取県八頭総

合事務所は、平成 22年 (2010)2月 10日 、文化財保護法 (昭和 25年法律第 214号 )第 94条第 1項

の規定に従い周知の埋蔵文化財包蔵地内での土木工事を実施い旨を県教委教育長宛に通知した。これ

に対して、県教委から、盛土による道路設置工事に際しては事前の発掘調査が必要との指示を受け、

関係機関の協議の結果、鳥取県八頭総合事務所からの依頼で前年度に引き続き、八頭町教育委員会が

調査を実施することとなった。前年度は 6731,918rを 調査し、弥生時代中期～古墳時代後期の遺構・

遺物を中心に、多くの成果を得ることができた。特に全国でも 80例 しか確認されていない有釣銅釧

片が出土するなど、鳥取県の古代を考える上で貴重な事例が確認されている。今年度についても、調

査面積が 6000面 を超えることから八頭町教育委員会の監督のもと民間調査機関である「安西工業株

式会社」に当該業務を委託して実施することとなり、4月 18日 に県教委教育長宛に文化財保護法第

99条第 1項の規定に従い発掘調査着手の届出を提出した。

遺跡名称については遺跡台帳、遺跡地図に登録されている「上野遺跡」の名称のそのまま用い、「 1

次調査」とした。「奈免羅。西の前遺跡」については前年度からの継続であるので、「3次調査」とした。

調査区は上野遺跡については東から 1区・2区。3区・4区 とし、調査面積は計 6154だである。奈免羅・

西の前遺跡は調査面積が 614∬ と小規模なことから、調査区名称は付けなかった。約 6ケ 月の調査を

経て、9月 25日 に現地説明会を実施。10月 1日、H月 6日 にラジコンヘリによる空中撮影を実施し、

11月 11日 に全ての現地調査を終了した。

第 3節 調査 の経過

上野遺跡および奈免羅 。西の前遺跡の調査は平成 22年 4月 15日 から準備工に入 り、5月 11日

に発掘作業員の面接を八頭町立船岡トレーニングセンターで実施。5月 18日 から重機 (バ ックホー
)

による上野遺跡 1区の大 トレンチ掘削と表土掘削を開始した。5月 25日 に 2区の大 トレンチ掘削と

表土掘削、5月 31日 に 3区の大 トレンチ掘削と表土掘削を行い、6月 11日 に 4区の表土掘削を完

了した。5月 20日 に刀場事務所にて八頭町教育委員会発掘調査監理者と安西工業株式会社発掘調査

担当者一同で第 1回工程会議を開催し、以降は毎週木曜日に定例会議として行ったこととなった。5

月 31日 から発掘作業員による遺物包含層掘削および遺構検出を開始した。8月 17日 から奈免羅 。

西の前遺跡の表土掘削を行った。9月 25日 に現地説明会を行い、悪天候にもかかわらず 47人の参

加を得た。10月 1日 に上野遺跡 1区、4区および奈免羅 。西の前遺跡、H月 6日 に上野遺跡 1区、

写真 1発掘作業員 面接風景 写真 2表土掘削状況



2区、3区のラジコンヘ リによる空中撮影を実施。 11月 11日 に全ての調査を終了し、H月 12日 に

鳥取県八頭総合事務所に現地を引き渡 した。現場事務所の撤収を 11月 18日 に行い、現地作業を完

了した。

整理作業は 11月 12日 に見槻中地内に整理作業所を設置 した。遺物接合、実測および調査報告書

作成等を行い、八頭町文化財調査報告書 6『上野遺跡 I 奈免羅 。西の前遺跡 Ⅲ』を刊行 し、平成

23年 3月 31日 に全ての委託業務を完了した。

各調査区の経過は以下の通 りである。

(1)上 野追跡 1区調査経過 5月 18日 ～ 5月 20日 、 トレンチを掘削 して基本層序確認。5月 20日

～ 6月 5日 、重機による表土掘削。5月 31日 から人力による遺物包含層掘削および遺構検出を行っ

た。包含層の堆積が厚 く、一部回場整備前の耕作痕跡などで手間取 ったが、7月 8日 に遺構検出状況

写真撮影を実施。7月 29日 から遺構掘削を行った。調査区東側か ら順次調査を進める。8月 25日～

27日 に 2区 との間の道路部分の表土掘削を行った。10月 1日 にラジコンヘ リによる空中撮影を実施。

10月 4日 から古墳の埋葬施設を主体に補足調査を行った。11月 2日 に人力による下層確認を行った。

11月 6日 に古墳群を中心に 2度目の空中撮影を実施。 H月 11日 に調査完了および発掘調査監理者

による完了確認を行い、調査を完了した。

(2)上野遺跡 2区調査経過 5月 25日 ～ 28日 、 トレンチを掘削 して基本層序確認。6月 1日 ～ 6月

3日 、重機による表土掘削。調査区中央は東西方向に大きなカクランによって破壊されていた。6月

11日 から人力による遺物包含層掘削および遺構検出を行った。8月 3日 に遺構検出状況写真撮影を

実施。8月 25日 ～ 27日 に 1区 との間の道路部分の表土掘削を行った。10月 4日 から遺構掘削を行っ

た。11月 6日 にラジコンヘ リによる空中撮影を実施。補足調査を行い、11月 8日 に重機 (バ ックホー
)

による下層確認調査を行った。 H月 10日 に調査完了および発掘調査監理者による完了確認を行い、

調査を完了した。

(3)上 野遺跡 3区調査経過 5月 31日 、 トレンチを掘削 して基本層序確認。6月 7日 ～ 6月 9日、

重機による表土掘削。6月 21日 から人力による遺物包含層掘削および遺構検出を行 った。7月 28

日に遺構検出状況写真撮影を実施。8月 23日～ 25日 に 4区 との間の道路部分の表土掘削を行った。

10月 1日 から遺構掘削を行った。H月 6日 にラジヨンヘ リによる空中撮影を実施。補足調査を行い、

11月 9日 に重機 (バ ックホー )に よる下層確認調査を行った。 H月 9日 に調査完了および発掘調査

監理者による完了確認を行い、調査を完了した。
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(4)上野遺跡 4区調査経過 6月 1日 、 トレンチを掘削して基本層序確認。断面観察から遺構面が 2

面存在することが分かった。6月 9日 ～ 6月 12日、重機による表土掘削。6月 25日 から第 1遺物

包含層上に堆積する客土の除去を行い、7月 6日 に第 1遺物包含層検出状況を撮影 し、同時に第 1

遺物包含層上での遺構が存在しないことを確認 した。7月 9日 から第 1遺物包含層掘削と第 1面遺

構検出を行い、7月 23日 に第 1面遺構検出状況写真撮影を実施。7月 27日 から第 1面の遺構掘削に

着手 した。竪穴住居跡の掘削中に第 2面の焼失住居跡を確認した。8月 6日 に第 1面遺構完掘状況

写真撮影を実施。8月 9日 ～ 8月 11日 まで竪穴住居跡の断割りなどの補足調査を実施し、第 1面の

調査を完了した。8月 11日 から第 2遺物包含層掘削と第 2面遺構検出を行った。8月 23日～ 25日

に 3区 との間の道路部分の表土掘削を行った。9月 3日 に第 2面遺構検出状況写真撮影を実施。9月

6日 から遺構掘削を行った。 10月 1日・ 2日 に遺構完掘状況写真撮影を実施。 10月 4日 から補足調

査を行った。 10月 16日 に重機 (バ ックホー )に よる下層確認調査を行った。 10月 18日 に発掘調査

監理者による完了確認を行い、調査を完了した。

(5)奈免羅・ 西の前遺跡調査経過  8月 17日 、 トレンチを掘削して基本層序を確認した後、表土掘

削を行った。8月 20日 に表土掘削を完了。8月 23日 から遺物包含層掘削と遺構検出を行った。8月

27日 に遺構検出状況写真撮影を実施。8月 30日 から遺構掘削を行った。9月 7日 に遺構完掘状況写

真撮影を実施。 10月 9日 に重機 (バ ックホー )に よる下層確認調査を行った。 10月 12日 に発掘調

査監理者による完了確認を行い、全ての調査を完了した。

(6)整理作業経過 6月 14日 ～ 11月 12日 、遺物洗浄作業。7月 7日 ～ 11月 13日 、遺物註記作業。

11月 13日 ～平成 23年 3月 31日 、遺物接合、実測作業。台帳類作成作業。調査報告書作成作業。

平成 23年 2月 3日 、土器検討会開催。

第 4節 調 査方法

遺跡記号略号 前年度の調査方法を踏襲し、上野遺跡は「10KN」 、奈免羅・西の前遺跡は「10NN」 として、

遺物取 り上げカー ド・遺物註記などにこの略号を使用した。

グリッド設定 調査予定地内に国家基準座標 (世界測地系第V系 )に よる 10mグリッドを設定した。

前年度調査と同様に北西隅をAlグ リッド、 Y軸方向を東に 1～ 28、 X軸方向を南にA～ Hと記号

を振った。

試掘 トレンチ設定 。調査 発掘調査監理者の指示に従い、金調査区に幅 2mの試掘 トレンチを 10箇

写真 5 ラジヘリ空撮状況
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所設定し、重機 (バ ックホー )に よる掘削と作業員による壁面精査を行った。基本層序の検討 と遺物

包含層および遺構確認面の把握を行った結果、上野遺跡 4区では遺構面が 2面存在することが判明し

た。

表土掘削 重機 (バ ックホー )を用いて、現代の耕作土と圃場整備の際の盛土層、回場整備前の耕作

土を除去した。オペレーターは発掘調査経験を有し、高度な技量を有するものを選任し、調査員と発

掘調査監理者の立ち会いのもと行った。

遺物包含層掘削 表土掘削の進捗に伴い、人力による遺物包含層掘削を行った。調査員と補助調査員

が作業を監督し、遺構確認面の見極めと遺構の有無の確認を行った。出土遺物はグリッドごとに取り

上げた。

遺構検出 遺物包含層掘削後、遺構確認面を慎重に精査 し遺構検出作業を行った。検出遺構について

は石灰による白線引きを行い、その平面形状を測量して平面略測図を作成した。遺構検出完了後、足

場からの検出状況全景撮影を行った。

遺構番号 検出遺構には調査区ごとに通 し番号を振った。すなわち上野遺跡 1区から 4区ではそれ

ぞれ 1001～、2001～、3001～、4001～ となる。また、奈免羅。西の前遺跡は調査工程上 5区 と扱っ

たため、5001～ とした。

遺構記号 遺構性格ごとの記号は、原則として調査完了後に調査成果を検討した上で新規に振 り直し

た。遺構記号と性格は、SI:竪穴住居跡、SB:掘立柱建物跡、SD:溝状遺構。周溝、SX:墓墳、SK:土坑、

P:ピ ット、SU:土器溜まりである。

遺構調査 原則として検出遺構は半我、土層断面観察、分層、土層断面写真撮影、実測、完掘、完掘

写真撮影、完掘平面記録の手順で調査を行った。なお、調査の過程で出土遺物や特徴的な様相が確認

された段階でその都度、精査と記録作業を行った。ピットの半載は原則、長軸方向に沿って行った。

溝状遺構および周溝はグリッド軸もしくは遺構の中心軸に直交するセクションを設定し、掘削を行っ

た。直径 lm以上の土坑は十字セクションを、竪穴住居跡などは L形セクションを設定して、掘削を

行った。

記録写真撮影 撮影機材は 6× 7カ メラは MamiyaRB67を 、35mmカ メラは NikonFM 10を 使用 した。

またデジタルカメラは NikonD90と NikonD5000を 使用した。記録方法はリバーサルフィルムと白黒

フィルムを使用し、デジタルカメラで遺跡名、区番号、グリッド番号、対象遺構、撮影内容、撮影方向、

日付、撮影者名を記入した写し込みを撮影し、デジタルカメラで適正露出、35mmカ メラで適正露出・

写真 7遺物整理状況 写真 8報告書編集状況



半オーバー露出・半アンダー露出の 3枚を撮影した。また、特に必要と思われるものについては 6

×7カ メラを使用し、同アングルで適正露出・半オーバー露出・半アンダー露出の 3枚を撮影した。

平面図 。断面図の図化 遺構および遺物出土状況平面図は原則、写真測量と測量士による実測によっ

て記録した。断面図および立面図は遺構によって測量士、調査員、補助調査員による手測り実測とデ

ジタル測量を選択し、記録を行った。図面は旬測した測量データを編集ソフトによって、編集を行っ

た。測量士は、データ観測の際は調査員と打ち合わせを行い、遺構の要点を理解した上で観測を行っ

た。また、調査区全体で標高を観測し、コンタ図を作成した。

遺物 ドット測量 出土遺物のうち、特に必要と思われる遺物については調査員の指示に基づき測量士

が空間座標の観測を行つた。測点名称は金調査区共通で観測日付と通し番号を組み合わせて名称付け

した。(例 :100601-1、 1006012、 …… )ま た、自然科学分析サンプルの採取も同様の方法で行った。

図面整理 測量士、調査員、補助調査員が作成した原図を調査員が校正を行い、測量士が編集、修正

した図面を納品に適した縮尺、レイアウトで出力して成果品を作成した。また、出カデータを指定の

ファイル形式に統一し、最適なメディアに保存して、電子納品の体裁を整えた。上記の作業と併行し

て、調査報告書掲載図版の作成も行い、報告書の縮尺、レイアウトに適した図面の出力を行った。ま

た、図面検索の省力化を目的に実測図台帳、図版台帳を作成した。

写真整理 記録写真は、6× 7リ バーサルフィルム・同白黒フイルム・35mmリ バーサルフィルム 。

同白黒フィルムの 4種類をアルバムに収納し、撮影内容を写真台帳に入力し、検索を速やかに行える

ようにした。

遺物整理 出土遺物については現地調査と併行して 1次整理として遺物台帳作成・洗浄・乾燥・註記

作業を行った。現地で取り上げた遺物は、原則その日のうちに取り上げ番号を付与し、遺物ラベルの

記載内容を遺物台帳に入力した。洗浄は洗浄ブラシとスポンジを併用して水洗を行った。乾燥は自然

乾燥と室内でエアコンによる乾燥を併用した。註記については前年度調査を踏まえて、調査員と発掘

調査監理者が協議の上、遺跡略号 。調査区 。取り上げ番号を註記した。次に 2次整理として接合・復

元作業を行い、調査報告書掲載個体を抽出し、実測、遺物観察表作成、デジタル トレース、遺物写真

撮影など調査報告書掲載のための作業を行った。

土壌サンプル水洗選別 埋葬施設の棺内埋土など特に必要と思われるものについては、すべて土裏袋

に入れて採取し、2mmメ ッシュのフルイを通して水洗選別を行い、遺物の採取を行った。

基本層序の記録 基本層序の観察は上野遺跡 1区 Tr.1・ Tr.2、 2区 Tr.3・ Tr.4、 3区 Tr.5・ Tr.6、 4区

写真 9遺物検討会風景

9-
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Tr,7・ Tr.8、 奈免羅 。西の前遺跡 Tr.1・ Tr.2の計 10本の トレンチと調査完了後に掘削した下層確認

トレンチで行った。

まず、調査に先立ってTr.1～ 8を基盤相当層まで掘削し、遺物包含層と遺構検出面の確認を行い、

調査終了後に各調査区で下層確認 トレンチを設定し、下層遺構の有無を確認した。

第 5節 調査体制

上野遺跡および奈免羅・西の前遺跡発掘調査の体制は以下の通りである。

調査主体

調査指導

八頭町教育委員会

鳥取県教育委員会文化財課 と鳥取県埋蔵文化財センター

発掘調査監理者 八頭町教育委員会生涯学習課社会教育係  係長  野田

同 上           主任  下田

同 上       文化財専門員  上田

現場管理人   安西工業株式会社工事部主任           榊

主任調査員   安西工業株式会社文化財調査部          久富

調査員           同 上               入江

同 上              東

補助調査員         同 上               東

同 上               山本

同 上               藪野

同 上               黒田

同 上               毛利

同 上               鈴木

測量士     安西工業株式会社工事部文化財調査部       宮本

同 上               舟橋

同 上              川崎

同 上              岩口

発掘作業員・整理作業員

石上 節夫  石破 繁美

荻原 紀美子 小田 敏江

木下 秀美  北浦 真奈美

小林 宣子  佐々木 和男

高垣 一男  高嶋 一男

武田 堅史  谷口 隆信

西田 和美  畑井 靖行

福田 英次郎 藤田 供子

前嶋 文雄  前田 文俊

山本 純資  山本 進一

吉田 廣志

石谷 則正  伊藤

片山 雅彦  川西

木村 健次  窪田

清水 洋子  下田

竹内 英子  竹内

中瀬 豊美  中本

八田 星代  濱橋

藤田 ますみ 古田

森田 輝子  安本

山本 善実  山本

一美  猪上 春美

準治  川登 勇

京子  倉掛 みどり

茂登子 鈴木 佐智子

豊一  竹田 千代一

昭雄  中村 芳夫

了   東田 可南恵

和美  古田 親憲

勝    山下 よし子

徳明  山本 和則

(50F雪 )蜃

大和

智大

哲夫

孝浩

正登

剛弘

貴之

伸浩

雅徳

勝久

和英

裕起

啓史

亮太

哲郎

雄二

八郎

猪上 美知子

岸本 知恵子

倉掛 簾

鈴木 節子

竹田 勝

西川 敏博

吹上 恭子

古田 敏明

山平 雅也

吉田 千賀子

敬称略 )(久富 )
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第 1章 上野遺跡 Iの遺構と遺物

概要 上野遺跡は八東川左岸の谷底平野上に立地する複合遺跡である。調査面積は 1・ 2区 3657だ、

3・ 4区 2497だ の計 6154∬ となる。立地地形は八東川に近接 し、東西方向については八東川上流か

ら下流に、南北方向は南側から北側の八東川に向かって緩やかに傾斜 してお り、回場整備によって整

然 とした耕作地が展開 している。

今回の調査が第 1次調査 となるが、得 られた成果は大きく弥生時代中期後葉か ら古墳時代前期に

かけての集落跡 と新たに古墳時代中期から後期前半にかけての古墳群を確認することができた。集落

に関わる遺構 として 1区か ら 3区を貫 く弥生時代後期後葉から古墳時代前期前半の大溝 とそれか ら

分岐する溝 4条を始め、4区からは大溝 とは方向を違える 8世紀に属する須恵器高台郷が出土 した清

を 1条確認 した。また、焼失住居跡 1棟を含む弥生時代中期後菜から古墳時代前期にかけての竪穴

住居跡 18棟 と布掘 り建物 1棟を含む掘立柱建物跡 5棟、さらに時期不明であるが礎石建物跡を含む

掘立柱建物跡を 5棟確認 した。その他、土器の人為的な破砕行為 と埋納意図が認め られる土抗や廃

棄土坑 と思われる土器溜まりなど当時の人々の生活活動を紡彿 とさせる遺構を確認 した。

古墳時代に関わる遺構 としては新たに方墳 4基を含む 17基の古墳を確認 した。 これ らは調査開始

当初は全 く予想 しておらず、思いがけない発見 となった。古墳群は八東川の近接 した微高地上に展開

してお り、古墳の立地条件 としては適 しているとは言えない。また、度重なる耕作によって墳丘は

削平されていることから、往時を忍ぶことはできない。 このような状況にかかわらず、埋葬施設を 9

基確認 した。内訳 としては箱式石棺が 6基、組合式木棺が 3基である。箱式石棺の うち 1基は、耕

作に伴 うカクランによって破壊され、2基は蓋石が取 り外されていたが、残 りは未盗掘の状態で発見

された。また組合式木棺のうち 1基は小口に石を使用 している構造である。

副葬品も確認され、鉄刀、鉄鏃の他ほぼ完形の須恵器高邪、土師器高邦、壷や玉類な どが出土 して

お り当該地での古墳の展開を知るうえで貴重な成果を得ることができた。

出土遺物も多種にわたり遺物包含層 も含めて弥生時代後期から古墳時代中期を中心に縄文晩期から

中近世にいたる遺物が確認されている。また石器、石製品についても石鏃や打製石斧、砥石などが見

られるが、遺物包含層や遺構確認面からの出土がほとんどを占めている。前年度の奈免羅 。西の前遺

跡 Ⅱのように生産の痕跡は確認できなかった。

以下より、調査区ごとに基本層序から遺構 。遺物の事実報告を行 う。

第 1節 1区 基本層 序・ 遺構 と遺物

第 1項 1区基本層序 (第 3・ 4図 表 1写真図版 2)

1区調査に先立ち、八頭町教育委員会発掘調査監理者の指示のもとトレンチ調査を行った。調査

区南側と東側に Tr.1・ Tr.2を設定し、基盤層まで重機による掘削を行い、堆積状況の確認と遺物包含

層および遺構確認面の確定を行った。表土掘削後、グリッドに沿ってサブ トレンチ (STr.21～ 27)を

設定 し、遺物包含層の堆積状況と遺構の有無を確認し/A― がら包含層の除去を行った。調査完了後に

STr.24を 対象に下層確認調査を実施 した。基盤層まで掘削し、堆積状況の再確認と遺構の有無を確

認 した。

堆積の様相は基盤層である 1-6層 は南に傾斜することから谷状の地形であったと考えられ、15層



は滞水により 16層上層に砂泥が沈殿 した結果、形成されたと考えられる。 1-4層 は堆積が厚 く、均

質なことか ら河川痕跡 と考えられる。 また、礫や植物遺存体な どは見 られない。 1-3層 は旧表土で

14層上層が地表化 したものである。 12層 は集落の廃絶後、遺物包含層 となる。包含する遺物の時

期が幅広いことから、河川氾濫による流れ込みが堆積要因であろう。耕作地 としての展開時期 は古代

から中近世に比定される。また、一部に耕作カクランによる破壊が見 られることから 14層 を削平 し

ている。 11層は現代まで続 く回場整備後の耕作地である。

平面的な堆積状況は北東側に 1-6層 が露頭するが、大部分は 14層 に起因する砂質層で形成される。

また、14層の堆積要因が河川作用によるものと考えられ、堆積方向が現八東川に沿 うことか ら、八

東川の変遷過程を示唆する可能性がある。

表 1 1区基本層序表

基本層序区分 STr.24 土 質 特 徴

1-1 1～8 1 1～3 表土 。客土 圃場整備前の耕作土。

19。 20・ 24 黒色シル ト～灰黄褐色砂質土

遺物包含層。縄文晩期～中近世の遺物を包含

する。但し、黒色シル ト中には遺物が包含さ

れなも`。

25-30 23・ 25。 26 黒褐色砂～褐色砂
遺構確認面。締まりが強い。1-4層上層が地表

化したもので、旧表上である。

明黄褐色砂～にぶい黄

握色砂質土

締まりは弱く、砂質が強い。均質な堆積で礫

などがほとんど混ざらない。Tr.2の 堆積】犬況ズ

ら南に傾斜する様相と1-6層 に擦りつく様相が

確認できる。河川堆積上である。

1-5 32-24 7
黒褐色シル ト～暗褐色

粘質シル ト

粘質が強い。滞水作用による沈殿物と考えら

れる。

27-29 黒色シル ト礫層

人頭大の礫を多く含む。南側に傾斜する様相

が確認できる。基盤層であるが、一部では遺

情確認面となる。

第 2項 1区遺構 と遺物

1区の調査面は 1面だが、複数時期の遺構が検出され、明瞭な切 り合い関係が認められる。検 出遺

構は大溝 SD0001と それから分岐する溝 SD0002・ 0003・ 0005、 大清を切 る SD0004、 竪穴住居跡

S101を 1棟、礎石建物跡 SB03・ 05を含む掘立柱建物跡を 5棟、焼成土坑 SK0054、 土器埋納遺構

SK0127、 3・ 16号墳の 2基の方墳 (3・ 16号墳 )と 5基の円墳 (1・ 2・ 4・ 5。 17号墳 )と 箱式石棺 4

基 と組合木棺 1基、小日に石を用いた木棺 1基の計 6基の埋葬施設、その他多数のピッ トな どが挙

げられる。

出土遺物は少な く、抽出遺物はコンテナ 3箱である。内訳 としては弥生時代後期後葉から古墳時代

前期のものが多 く、古墳時代中期の土師器や古墳時代後期後半の須恵器、4号墳の埋葬施設か らは緑

色凝灰岩製の平玉がある。

また、遺物包含層や遺構に伴わないものでは、縄文晩期～弥生時代中期の上器片や打製石斧、中世

の瓦製火鉢片などがある。

つ
る
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SD0001(第 5図～第 8図 表 2～ 4写 真図版 3・ 53)

位置 1区 D21～ G・ H27グ リッ ドに位置 し、調査区を南東から北西方向に横断する。H27グ リッ

ドで SD0002・ 0003、 G25グ リッ ドで SD0005が分岐する。G26グ リッ ドで SD0004、 E21・ 22グ リ

ッドで 3号墳に切 られる。

検出状況 Tr.2の断面観察で幅 3.00m、 深さ 0.60mほ どの落ち込みを確認 したため、当初か ら規模

と存在は把握 していた。H27グ リッド検出時に所々に人頭大の礫を包含するにぶい黄褐色砂質土を

溝状に検出し、結果、調査区を横断する大溝 と判明 した。調査はグリッドを基準に 5m間隔でセクシ

ョンを設定 し、 トレンチ掘削で堆積状況 と規模を確認 してから層ごとに調査を行った①

遺構形状・ 規模 南東か ら北西方向にのびる。幅は 2.40～ 3.20m、 平均の深さは遺構確認面か ら

0,78mと 大きく深い。断面形状は逆台形を呈す。2区にのびる。

堆横状況 おおむね上層、中層、下層の 3層 を確認 した。上層は締まりの強い石粒を多 く含むにぶ

い黄褐色砂質土が堆積 している。弥生時代後期～古墳時代後期の遺物を含む。人為的な痕跡は認めら

れず、出土遺物の時期幅が広いことから河川氾濫に伴 う埋没によるものであろう。中層は黒褐色砂質

土～シル トが堆積 している。締まりは弱 く、所々人頭大の礫を含む。断面観察から下層堆積を掘 り直

している様相を確認 した。古墳時代前期の出土遺物を多 く含む。下層は暗褐色砂質シル ト～黒褐色シ

ル トが堆積 している。締まりは弱 く、やや粘質が強い。弥生時代後期後葉の遺物を含む。底面は基盤

層に至1達 している。

出土遺物 全体に出土遺物は少ない。G・ H27グ リッ ドで人頭大の礫が集積 している。検出当初は護

岸施設の可能性を考慮 したが、平面観察から水流を意識 した配置は確認できなかった。また、下層に

も礫が混 じっていたことから、構築物ではなく流入物の可能性が高い。周辺からは古墳時代後期後半

の須恵器四耳壺口縁部 (11)と 長脚無蓋高邪 (12)が出土 したが出土位置や層序から SD0004に帰属す

ると考えられる。

D o E21グ リッド中層中位から土師器甕 (3)が出土 している。出土状況から埋没過程での廃棄物の可

能性が高い。複合口縁甕で口縁部内外面ナデ、体部外面ハケメ、肩部に波状文を廻らせる。体部内面

ケズリのちナデで頸部押さえ痕が残る。国縁部は外傾 し、端部は平坦に整え、口縁下端の突出は鋭い。

全体の摩耗が著 しい。時期は古墳時代前期前半に比定される。

その他上層からは古墳時代前期の土師器高邪雰部片 (4)、 下層からは弥生時代後期後葉の装飾壺口

縁部片 (5)な どが出土 している。4は外面ハケメのちナデで内面に放射暗文を施す。高邪底部に棒状

工具痕が残存する。口縁部が残存 しないため詳細は不明であるが、古墳時代前期前半 と推定される。

5は 口縁部ナデのち内面にミガキを施す。端部は平坦に整える。外面に波状文を廻 らし、円形渦巻文

状に粘土組を貼 り付ける。胎土は赤い。時期は弥生時代後期後葉に比定される。

3号墳に近接する E22グ リッ ド上層から鉄鏃が 7本出土 している (4～ 10)。 当初は墳丘外埋葬の

可能性を考慮 したが、鉄鏃が散乱 している状況 と木棺を想定 しうる箇所にサブ トレンチを掘削 して断

面観察を行った結果、木棺痕跡を確認できなかつたことから、3号墳の墳丘もしくは埋葬施設の破壊

に伴 う混入の可能性が高いと判断した。鉄鏃はいずれも短頸鏃で 4は茎部破片である。5～ 10は鏃

身部柳葉形、断面は両丸で関部はナデ関であるが、7の 関部は直角で、8の鏃身部断面は鏑である。

また、6・ 8・ 9は茎端部が欠損 してお り、5。 8は切先が欠損 している。

遺構の性格・蛇属時別 大溝 と考えられる。規模を縮小 しながらも掘 り直 しの痕跡が確認されること
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か ら長期間にわたって使用されていたであろう。時期については 3期が推定される。初現は下層堆

積 と出土遺物から弥生時代後期後葉に比定される。その後、古墳時代前期前半に再掘削されるが、前

期後半には埋没 していたと考えられる。一部、古墳時代後期に再掘削されているが、その時点で機能

は SD0004に変更されていると推定される。

SD0004(第 5図、第 9図～第 12図 表 2。 3 写真図版 4・ 53)

位置 1区 F19～ G・ H27グ リッドに位置 し、蛇行 しながら東西方向にのびる。G26～ H27グ リッド

で SD0001、 G21グ リッドで SD0002、 F21グ リッドで SD0005を切る。G21グ リッ ドで 4号墳に切

られる。

検 出状況 当初 は明瞭に切 り合 い関係 が確認 できず、SD0001か ら分岐す る溝 の想定 していた。

SD0001の調査の過程で分岐箇所の上層を除去 したところ、SD0001中層を切っていることが判明 し

たので、SD0001東側のセクションを観察 したところ、SD001埋没後に掘 り直 していることを確認 し

た。G25グ リッドから以西は掘方が不明瞭であるため、グリッド基準のサブ トレンチを手がか りに検

出を行った。検出後、SD0001と 同様に 5m間隔でセクションを設定 して、 トレンチ掘削で堆積状況

22-



凡例

■■I推定範囲 (S=4:50)

(S三 コ:40)

と規模を確認してから層ごとに調査を行った。

また、4号墳との切り合い関係については当該箇所にセクションを設定し、堆積状況を確認したが、

SD0004埋没後に 4号墳周溝が掘られている様相を確認した。

遺構形状・規模 蛇行しながら東西方向にのびる。幅 0.90～ 1.80m、 平均の深さは遺構確認面から

第 9図 SD0001・ 0004遺構図
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(S三 コ:4)

第 11図 SD0004遺物実測図

045mと 比較的深い。断面形状は盤形を呈す。2区にのびる痕跡は認められなかった。

雄積状況 おおむね上層、中層、下層の 3層 を確認 した。上層は締ま りの強い石粒を多 く含むにぶ

い黄褐色砂質上が堆積 している。中層は黒褐色砂質土が堆積 している。締まりは弱い。下層は暗褐色

砂質土に基本層序 1-4層 のにぶい黄褐色砂質土がブロック状に含まれる。

出土遺物 中層・下層か ら土師器片が出土 しているが、細片であることと摩耗が著 しい ことか ら

時期の比定は困難である。上層か ら口縁部に斜行文を持つ壺 もしくは甕の細片が出土 しているが、

SD0001と の関係や出土層序から混入の可能性が高い。その他、SD0001集石周辺出土の須恵器四耳

壺口縁部 (11)と 長脚無蓋高邪 (12)が帰属する。 Hは 日縁部が内湾 し、端部が内側に肥厚する。肩部

には鉤状の把手を 4方 向に貼 り付けている。外面に波状記号、内面に 3条の平行ヘラ記号が確認で

きる。 12は有蓋郵の蓋を不部に転用 している。邪部口縁下端にはにぶい稜が認められる。

遺構の性格・帰属時期 SD0001の埋没後に、再掘削された溝である。時期は切 り合い箇所の断面観

察 と須恵器の時期から古墳時代後期には埋没が始まっていたと推定されるが、4号墳周溝 との新旧関

係から、当該期に溝 として全体が機能 していたか どうかは不明である。また、須恵器の出土状況 と周

辺の様相から後期古墳が近接 していた可能性が推定される。

SD0002・ 0003(第 5図、第 12図 表 2写 真図版 4)

位置 1区 G21～ H27グ リッ ドに位置 し、若千蛇行気味 に東西方 向にのび る。H27グ リッ ドで

SD0001か ら分岐する。G21グ リッドで SD0004に切 られる。

検出状況 SD0001検出時に人頭大の礫を包含するにぶい貢褐色砂質土が SD0001か ら溝状に分岐 し

ている様相を確認 した。H27グ リッドから以西は掘方が不明瞭であつたことから、グリッ ド基準の

サブ トレンチを手がか りに検出を行った。検出後、SD0001と 同様に 5m間隔でセクションを設定 して、

トレンチ掘削で堆積状況 と規模を確認 してから層ごとに調査を行った。調査過程で SD0001と の切 り

合い関係については確認できなかったことから、SD0001か ら分岐するものと判断した。また、H26

グリッドにおいて南壁面で基本層序 1-3層 を切 り込む堆積を確認 したことから、遺構が広がる可能性

が生 じた。そのため G23～ H26グ リッド間の SD0002サブ トレンチの再観察を行ったところ、明瞭

な切 り合い関係を確認 したことから、新 しい段階の溝を SD0002と し、古い段階の溝を SD0003と し

て引き続き調査を行った。SD0003は H24～ 27グ リッドまでは確認できるが、H24グ リッド以西で

は SD0002に完全に切られている。また、SD0002も G21グ リッドで SD0004に 切 られ始め、G21グ

リッドでは完全に切 られて、消失 している。SD0001と の分岐箇所は人頭大の礫が集積 していること

から、SD0001の最初の埋没 と同時に廃絶 したと考えられる。
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遺構形状・規模 蛇行 し/1-が ら東西方向にのびる。SD0002は幅 0,75～ 273m、 平均の深さは遺構

確認面から 043mと 比較的深い。断面形状は盤形を呈す。SD0003は推定幅 0,73～ 1.08m、 平均の

深さは遺構確認面から 0.40mと 比較的深い。断面形状は盤形を呈す。SD0002・ 0003共 に溝幅のば

らつきが著 しい。

堆積状況 SD0002・ 0003共におおむね上層、下層の 2層を確認 した。SD0002は上層が黒褐色～暗

褐色砂質土、下層が基本層序 14層 に由来するにぶい黄褐色砂質上で堆積 している。遺物などの混入

はほとんど見られ /A― い。上層・下層共に砂質が強い。SD0003は上層がにぶい黄褐色砂質土、下層が

灰黄褐色～にぶい貢褐色砂質土で堆積 している。同じく遺物などの混入はほとんど見られない。上層・

下層共に砂質が強い。

出上遺物 上層から弥生土器片・土師器片が出土 しているが、細片のため時期の比定は困難である。

また、上層からの出土のため氾濫に伴 う混入 と考えられる。

遺構の性格・帰届時期 SD0002・ 0003共 に SD0001か ら分岐する溝であるが、一方で堆積埋上の

砂質が強いことや出土遺物が極めて少ないこと、清幅がばらつ くことから自然流路の可能性も考えら

れる。時期については出土遺物からの判断はできないが、SD0001の集石状況や堆積状況から遅 くと

も古墳時代前期には埋没 してお り、SD0001の初現が弥生時代後期後葉 と考えられることから、消極

的ではあるが SD0002・ 0003も 同じく弥生時代後期後葉に帰属する可能性が考えられる。

SD0005(第 5図、第 12図 表 2 写真図版 4)

位置 1区 G21～ 25グ リッドに位置 し、東西方向にのびる。G25グ リッドで SD0001か ら分岐する。

G22・ 23グ リッドで 2号墳周溝に、G21グ リッ ドで 4号墳周溝に切 られる。G21グ リッド以西では

SD0004に切 られて、消失する。

検出状況 G25グ リッドを検出中に SD0001か ら溝状に分岐するにぶい黄褐色砂質土の範囲を確認 し

た。G25グ リッドから以西は掘方が不明瞭であったことから、グリッド基準のサブ トレンチを手がか

りに検出を行った。

G23・ 24グ リッドにおいて 2号墳周溝および 4号墳周溝 と接するが、平面観察から切 り合い関係

が確認できたことから、古墳に先行する遺構 と判断した。検出後、グリッドを基準に 5m間隔でセク

ションを設定 し、 トレンチ掘削で堆積状況 と規模を確認 してから層ごとに調査を行った。調査過程で

SD0001と の切 り合い関係については確認できなかったことから、SD0001か ら分岐するものと判断

した。SD0004と の切 り合い関係については 4号墳周溝のため、明瞭な切 り合い関係の把握はできな

かったが、SD0004の時期 と古墳 との切 り合い関係から、SD0004が優位に立つ と判断した。

遺構形状・ 規模 若干蛇行気味に東西方向にのびる。幅 0.81～ 1.64m、 平均の深さは遺構確認面か

ら038mと 比較的深い。断面形状は盤形を呈す。SD0004と 平行にのびる。溝幅のばらつきが著 しい。

堆積状況 おおむね上層・下層の 2層を確認 した。上層が締まりの強い黒褐色～にぶい黄褐色砂質上、

下層が灰黄褐色～炭化物を含む暗褐色砂質土が堆積 している。

出土遺物 上層・下層共に弥生土器片・土師器片が出土 しているが、細片のため時期の比定は困難で

ある。また、摩耗が著 しいことから氾濫もしくは埋没に伴 う混入の可能性が高い。

遺構の性格・帰属時朗 SD0001か ら分岐する溝であるが、堆積状況や遺物出土状況から自然流路の

可能性 も考えられる。時期については出土遺物からの判断はできないが、2・ 4号墳周溝に切 られる

ことと、SD0001・ 0004と の位置関係から弥生時代後期後葉から古墳時代前期の時期幅が推定できる。

-27
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｀ヽミミ■∞_位 置 1区 D o E21グ リッドに位置し、南北方向

にのびる。E21グ リッドで SD0001に切られる。

3号墳周溝に近接する。

検出状況 E21グ リッド検出時に SD0001か ら分

岐するにぶい黄褐色砂質土の範囲を確認した。近

くに 3号墳周溝が存在することから、古墳周溝

の可能性を考慮 して慎重に精査を行ったところ、

SD0001に切られている様相を平面から確認した

ため、溝状遺構として取り扱った。しかし、遺構

の方向が南北方向にのびることから、他の溝とは

性格が異なる可能性が考えられる。

遺構形状・規模 若干西に湾曲する。幅 0.64m、

平均の深さは 0.21mと 浅い。断面形状は椀形を

黒褐色砂質と 鉄分多く混しる
呈 す 。

(S=1:40)

堆積状況 上層・下層の 2層 を確認 した。上層

が締まりの強いにぶい黄褐色砂質土、下層は暗褐

色砂質土が堆積する。上層の堆積は厚く、下層は
第 13図  SD0006・ 0007・ 0008 遺構図

薄い。遺物などの混入は含まれなかった。

出土遺物 出土遺物は確認できなかった。

遺構の性格・帰属時期 SD0001に 先行する溝である。他の溝と異なり南北方向にのびる。また、調

査区外にのびるため全容については不明である。時期については SD0001か ら弥生時代後期後葉以前

-28-



としか言えない。

SD0007(第 13図 表 2 写真図版 4)

位置 1区 H25グ リッドに位置 し、南西から北東方向にのびる。SD0003を切る。

検出状況 H25グ リッ ド検出時に SD0003を切る埋土がやや青みがかるにぶい黄褐色砂質土の範囲

を確認 した。SD0003と 時期が異なる溝状遺構 と想定 していたが、唐突に収束することや、Tr lの断

面観察から旧耕作上のカクランが著 しいこと、埋土が粘質で鉄分を多 く含むことから性格が異なると

判断した。

遺構形状・規模 直線状にのびる。幅 0,50m、 平均の深さは 021mと 浅い。断面形状は皿形を呈す。

雄積状況 上層・下層の 2層 を確認 した。上層が粘質の強い青みがかったにぶい黄褐色砂質土、下

層は暗褐色砂質土が堆積する。上層・下層共に鉄分が多 く含まれる。遺物などの混入は含まれ /A― かっ

た。

出土遺物 出土遺物は確認できなかった。

遺構の性格・ 帰属時期 調査区外にのびるため全容については不明であるが、埋土中に鉄分が多 く含

まれることと粘質の強いことから旧耕作地に伴 う素掘溝 と思われる。時期については近世以降と推定

される。

SD0008(第 13図 表 2 写真図版 4)

位置 1区 H24グ リッドに位置 し、南西から北東方向にのびる。SD0002・ 0003を切る。

検出状況 H24グ リッド検出時に SD0002・ 0003を切る埋土に鉄分を多 く含む黒褐色砂質土の範囲

を確認 した。SD0007と 同様に SD0002・ 0003と 時期が異なる溝状遺構 と想定 していたが、唐突に

収束することや埋土が粘質で鉄分を多 く含むことから性格が異なると判断 した。

遺構形状・規模 北端が くびれているが直線状にのびる。幅 1.16m、 平均の深さは0.30mと 比較的深い。

断面形状は皿形を呈す。

雄積状況 上層・下層の 2層 を確認 した。上層は鉄分を多 く含む黒褐色砂質土、下層は鉄分を少量

含む黒褐色砂質土が堆積する。上層・下層共に遺物などの混入は含まれなかった。

出土遺物 出土遺物は確認できなかつた。

遺構の性格・ 帰届時期 調査区外にのびるため全容については不明であるが、埋土中に鉄分が多 く含

まれるから SD0007と 同様に旧耕作地に伴 う素掘溝 と思われる。時期については近世以降と推定され

る。

SB01(第 13図 表 2 写真図版 5～ 7)

位置 1区 G27グ リッドに位置 し、調査区外にのびる。西側に SB02、 南側に SD0001が存在する。

検出状況 G21グ リッドを検出時に、 L字状に並ぶ ピットを 3基確認 したことから、掘立柱建物跡

の可能性を考慮 した。その後、Tl・.2の壁面および底面で建物を構成するピットを確認 したことから掘

立柱建物跡 と確定 した。

遺構形状・規模 桁行 2間以上 ×梁行 1間 で梁間では棟柱は確認できなかつた。桁行 3.30m以上、

梁行 2.16m、 主軸方向は N60° Wで ある。平面は長方形を呈す。SB01-Pl、 P2、 P3、 P4の 4基の柱

穴で構成されるが、P2は Tr.2掘削時に大半を掘削されたため、底部が残っているのみである。また

Tr.2に 柱穴 と同じ規模のピット断面を確認 したが、断面観察から判明したため詳細は不明である。

Pl 長車由0.69× 短車由0,59× 深さ 040m

…29-
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第 14図 SB01遺構図

P2 長軸 0.52× 短軸 0.48× 深さ 0.22m

P3 長軸 0.71× 短車由0.64× 深さ 0.48m

P4 長軸 0.69× 短軸 0.62× 深さ 0.40m

Plの平面形状は円形、断面形状は逆台形を呈す。P2の平面形状は円形、断面形状は皿形だが本来

はU字形であった推測される。P3の平面形状は円形、断面形状がU字形を呈す。P4の平面形状は円

形で、断面形状は逆台形を呈す。

柱間寸法は Pl― P2間は 1.52m、 P3-P4間 は 1.41mで ある。

柱穴雄積状況 Pl、 P3で柱の抜き取り痕と柱痕跡を確認した。掘方埋土は黒褐色砂質土が主体を占

める。礎石は確認できなかった。

出土遺物 Plか ら土師器甕体部片が出土した。断面観察から柱痕直上に破片の内面を上にして重な

った状態で出土していることから柱を抜き取った後、埋納したと考えられる。出土遺物は摩耗が著し

く、図化困難であったことから、詳細については不明であるが、体部片を使用していることから、建

物の解体に伴う祭祀痕跡の可能性が高く、出土状況から供物などが供えられた可能性も考えられる。

遺構の性格・帰属時期 掘立柱建物跡であるが 2× 1間 という規模と棟柱を持たないことから、住
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居として使用されたとは考えにくい。時期については出土遺物から古墳時代後期～古代と推定する。

SB02(第 15図 表 2 写真図版 5～ 7)

位置 1区 F・ G26・ 27グリッドに位置し、東側に SB01、 西側に SB03・ 04、 南側に SD0001が存在する。

検出状況 F26グ リッド検出時に、溝状にのびる砂質の強いにぶい黄褐色砂質土の範囲を確認したた

め、当初は溝状遺構か自然流路痕跡と想定していた。しかし、試掘 トレンチの底面を精査したところ

同様の砂質土が入るピット状の広がりを 2基確認したことと、北側の G26グ リッドにおいてその 2

基に対応するピット列を確認したことから、掘立柱建物跡の可能性が強まり、南側の溝状遺構の周辺

精査と観察を行ったところ、試掘 トレンチ内 G27グ リッドにて柱痕跡と思われるピットを確認した
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ことが、南柱列が布掘 り掘方の掘立柱建物跡 と判断した。

遺構形状・ 規模 桁行 3間 ×梁行き 1間で梁間では棟柱は確認できなかった。桁行長 3.89m、 梁行

2.42m、 主軸方向は N60° Wで ある。平面は長方形を呈す。SB02 Pl、 P2、 P3、 P4、 P5、 P6、 P7、

P8の 8基の柱穴で構成される。P7、 P8は 布掘 り掘方を埋め戻 した後に柱穴を掘削 している。P3の

一部 と P4、 P5、 P6は試掘 トレンチによって上部が削平されている。規模 と形状は以下の通 りである。

Pl 長車由069× 短車由048× 深さ 018m

P2 長軸 0,91× 短軸 0.53× 深さ 0.22m

P3 長軸 083× 短軸 045以上 ×深さ 0.25m

P4 長軸 0.30× 短軸 028× 深さ 0.14m

P5 長軸 055× 短軸は 0.47× 深さ 0.07m

P6 長軸 046× 短車由038× 深さ 0,08m

P7 長軸 0.66× 短軸 0.43× 深さ 014m

P8 長軸 0.77× 短軸 0.49× 深さ 0,13m

Plの平面形状は楕円形、断面形状は皿形、P2の 平面形状は長方形に近い楕円形、断面形状は皿形、

P3の 平面形状は楕円形、断面形状は皿形、P4の平面形状は円形、断面形状は皿形、P5の平面形状

は楕円形、断面形状は皿形、P6の平面形状は円形、断面形状は皿形、P7の 平面形状は楕円形、断面

形状は皿形、P8の平面形状は楕円形、断面形状は皿形を呈す。柱穴規模は浅い。

柱 間 寸 法 は Pl― P2間 は ■38m、 P2-P3間 は ■41m、 P3-P4間 は ■35m、 P5-P6間 は

135m、 P6-P7間 は 135m、 P7-P8間 は 1.31mで ある。

柱穴堆積状況 P2、 P3で柱の抜き取 り痕 と柱痕跡を確認 した。 また、P7、 P8に おいて上層をにぶ

い黄褐色砂質土が堆積 してお り、柱穴の上が りがほぼ同じ深度で切 られることから、柱を抜き取って

いる可能性が高い。掘方埋土は黒褐色砂質土が主体である。P7上面で礫石を確認 したが、凸面が上

になっていることや抜き取 り層より上に存在すること、また周辺の柱穴に同様の礫石が確認できなか

ったことから、礎石ではないと判断した。

出土遺物 遺物の出土は確認でき/A‐ かった。

遺構の性格・ 帰届時期 南柱列が布掘 り掘方の掘立柱建物跡である。SB01と 同様に棟柱を持たない。

時期については出土遺物が無いため比定できないが、SB01・ 03か ら考慮すると古墳時代後期～古代

が推定される。

SB03・ 04(第 16図 表 2 写真図版 5～ 7)

位置 1区 F25。 26グ リッドに位置 し、東側に SB02、 西側に SB05、 南側に SD0001が存在する。

検出状況 F25・ 26グ リッ ド検出時に礫石を包含する灰黄褐色砂質土のピットを確認 したため、周

辺の精査を行ったところ同質の砂質土のピッ トを等間隔に確認 したことから礎石建物跡 と判断した。

また、軸を異なる柱列を確認 したことから掘立柱建物跡から礎石建物跡への建替えの痕跡 と判断 し

た。そこで礎石建物跡を SB03、 掘立柱建物跡を SB04と 呼称 した。新旧関係については建物構造か

ら SB04が SB03に 先行すると想定 していたが、平面観察からは新旧関係が明瞭に判断でき /d‐ かった

ので南柱列にて軸を通 して半載を行い、断面観察からの新旧関係の確認を試みた。その結果、明瞭な

新旧関係を確認できたことから、上記の想定を立証すると同時に、SB03礎石下層にて柱痕跡を確認

したことから、ただ単に礎石建物跡 というだけではなく、元々掘立柱建物跡だったものを礎石建物跡

つ
る

０
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として再構築 している痕跡を確認することができた。 このことから建物立地へのこだわ りと計画性が

推定される。

遺構形状・規模 SB03・ 04共に桁行 2間 ×梁行 1間で梁間では棟柱は確認できなかった。SB03は

桁行長 3.92m梁行長 2.81m、 主軸方向は N57° Wで ある。平面は長方形を呈す。SB03 Pl、 P2、 P3、

P4、 P5、 P5の 6基の柱穴で構成されている。Pl、 P2、 P3～ P6に は礎石が据えられてお り、P6に

おいては下層にまで石が掘 り込まれている。規模 と形状は以下の通 りである。

Pl 長軸 0,97× 短軸 0.85× 深さ 0.35m

P2 長軸 1.15× 短軸 0.70× 深さ 0.39m

P3 長軸 0,74以 上 ×短軸 0,76以 上 ×深さ 0.39m

P4 長軸 0.87× 短車由0,86× 深さ 0.45m

P5 長軸 1.08× 短軸 0.98× 深さ 0,39m

P6 長軸 0.97× 短軸 0,72× 深さ 0.36m

Plの平面形状は楕円形、断面形状は有段 U字形、P2の平面形状は楕円形、断面形状は有段 U字形、

P3の平面形状は円形、断面形状は逆台形、P4の平面形状は楕円形、断面形状は逆台形、P5の平面

形状は隅丸方形、断面形状は逆台形、P6の平面形状は楕円形、断面形状は有段 U字形を呈す。

柱間寸法は柱痕跡か らPl― P2間 は 2.08m、 P2-P3間 は 2.15m、 P4-P5間 は 1,71m、 P5-

P6間は 2.15mである。

SB04は 桁行 3.21m、 梁行 2.04m、 主軸方向は N57° Wで ある。平面形は長方形で、SB03よ リー

回り小さい。SB04 Pl、 P2、 P3、 P4、 P5、 P5の 6基の柱穴で構成されている。規模 と形状は以下の

通 りである。

Pl 長軸 1.13× 短軸 096× 深さ 0.27m

P2 長軸 0,88× 短軸 0,76× 深さ 0,22m

P3 長軸 0.80以上 ×短軸 0.67× 深さ 0.18m

P4 長軸 0.85× 短軸 0.81以上 ×深さ 0.32m

P5 長軸 0,71× 短軸は 0.58以上 ×深さ 0.24m

P6 長軸 1,14× 短軸 0,96× 深さ 0.Hm

Plの平面形状は楕円形、断面形状は不整皿形、P2の平面形状は楕円形、断面形状は皿形、P3の

平面形状は楕円形、断面形状は皿形、P4の平面形状は楕円形、断面形状は逆台形、P5の平面形状は

円形、断面形状は逆台形、P6は SB03-P6に 切 られることから正確に形状は不明だが平面形状は隅丸

方形、断面形状は皿形を呈すと柱穴規模は SB03比較 して浅い。

柱間寸法は Pl― P2間は推定 1.51m、 P2-P3間 は 1.61m、 P4-P5間 は 1,81m、 P5-P6間 は

推定 1.85mで ある。

柱穴雄積状況 SB03-Pl～ P5に おいて柱痕跡を確認 した。また、上層では礎石を確認 した。掘方埋

土は黒褐色砂質土が主体である。SB04 P4・ P5に おいて柱痕跡を確認 した。掘方埋土は黒褐色砂質

土が主体である。

出土遺物 遺物の出土は確認できなかった。

遺構の性格・帰属時期 SB03は掘立柱建物跡が構築されたのち、礎石建物跡に再構築されているこ

とから少 /1-く とも 2時期の変遷が推定される。SB04は SB03に 先行する掘立柱建物跡で、規模は一
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回 り小さ く、梁行寸法か らSB01・ 02と 同時期の建物跡 と推定される。また、建物跡の主軸方向は

SB03・ 04共 にほぼ同じであることか ら、SB01・ 02と SB03の 時期差についてもそれほ ど離れてい

るとは考えにくい。以上のことから古墳時代後期～古代が推定される。

SB05(第 17図 表 2・ 3 写真図版 5～ 7・ 54)

位置 1区 E・ F25グ リッドに位置 し、西側に SB03・ 04、 南側に SD0001が存在する。 1号墳を切る。

検出状況 E・ F25グ リッド検出時に 1号墳周溝からはみ出す形で礫石を包含するにぶい黄褐色砂質

土の範囲をい くつか確認 したことと、SB03・ 04が確認されたことから礎石建物跡 と 1号墳 との新旧

関係を考慮 して精査 と平面衝察を行った。その結果、 1号墳を切る布掘 り掘方の礎石建物跡 と判断し

た。柱穴の掘 り込みと建替え痕跡の有無を確認するために、南北の柱列に軸を通 して半載 し断面観察

を行った。掘方掘削のち一旦埋め戻 してから柱穴掘方を掘削している様相を確認 した。また、北柱列

において掘方底部から柱痕跡を確認 したことから、掘立柱建物跡からの建替えと判断した。

遺構形状 。規模 桁行 2間 ×梁行 1間で梁間では棟柱は確認できなかった。桁行長 3.48m、 梁行長

2.35m、 主軸方向は N52° Wで ある。平面は長方形を呈す。SB05-Pl、 P2、 P3、 P4、 P5、 P6の 6基

の柱穴で構成される。北柱列の Pl、 P2と 南柱列の P4、 P5では布掘 り掘方を有する。P3、 P6は独

立 した掘方で P6は布掘 り掘方を切っている。P5を除 く柱穴には礫石が下層まで掘 り込まれている。

規模 と形状は以下の通 りである。

Pl 長軸 1.05× 短軸 0.59× 深さ 0.27m

P2 長軸 1.13× 短軸 0.53× 深さ 0.24m

P3 長軸 1,73× 短軸 0.67× 深さ 0.42m

P4 長軸 1.53X短軸 065× 深さ 0.43m

P5 長軸 1.18× 短軸 0.68× 深さ 0.39m

P6 長軸 1.67× 短軸 0,62X深 さ 0.32m

Plの平面形状は楕円形、断面形状は有段 U字形、P2の平面形状は楕円形、断面形状は有段 U字形、

P3の平面形状は楕円形、断面形状は有段 U字形、P4の平面形状は楕円形、断面形状は逆台形、P5

の平面形状は楕円形、断面形状は逆台形、P6の平面形状は楕円形、断面形状は逆台形を呈す。柱穴

規模は大きく深い。

柱問寸法は Pl― P2間は推定 ■90m、 P2-P3間 は 1.71m、 P4-P5間 は 1.70m、 P5-P6間 は

推定 1.89mで ある。

柱穴雄積状況 Pl～ P3に おいて柱痕跡を確認 した。掘方埋土は黒褐色砂質土が主体である。P5で

は柱痕跡および礎石は確認できなかった。

出土遺物 P4下層から弥生土器底部片 (13)が出土 した。器種は不明だが平底で内面にハケメが明瞭

に認められ、内面見込みにヘラケズリが円形に施される。外面はハケメのちミガキが施される。時期

は弥生時代後期に比定される。おそらく建物構築時の混入の可能性が高い。

遺構の性格・帰属時期 当初は布掘 り掘方の掘立柱建物跡 として構築され、そののち礎石建物跡 とし

て再構築されたと推定される。同様の展開は SB03に も見られることから、SB03と SB05は 同時期の

遺構の可能性が高い と考えられる。また 1号墳 との新旧関係から時期は古墳時代後期～古代が推定

され、その際には 1号墳墳丘は削平されていたと推定される。
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S101(第 18図 表 2 写真図版 8)

位置 1区 H27グ リッドに位置 し、北側に SD0001が存在する。調査区外にのびる。

検出状況 Tr,2の 断面観察で焼土 と炭化物を含む落ち込みを確認 したため当初から規模 と存在は把握

していた。H27グ リッ ド検出時ににぶい黄褐色砂質土の隅丸方形状の範囲を確認 したため、Tr.2の

断面を再観察 したところ基本層序 14層 を直に掘 り込む様相 と炭化物を多 く含む黒褐色砂質土やその

直下に焼土層および床面と考えられるにぶい黄褐色砂質土 と黒褐色砂質土が混在する層を確認 したこ

とと、Tr 2の底部で主柱穴 と考えられるピッ トを 2基確認 したことから竪穴住居跡 と判断 した。調

査はセクションを T字状に設定 し、覆土の除去 と断面観察から把握 した床面の検出を行った。床面検

出では壁周溝 とそれを切る壁材痕跡の他、炭化物 と焼上の広が りとピット2基確認 した。また、Tr 2

で確認 した主柱穴は竪穴住居跡の西辺 とは若干軸がずれることも確認 した。

遺構形状 。規模 平面形状は隅丸方形を呈すが調査区外にのびるため、正確な形状は不明である。

床面までの断面形状は逆台形を呈す。長軸 4.9以上 ×短軸 1.44m以 上、遺構確認面か らの深さは

028mである。主軸は N2° Eと ほば真北である。床面施設は主柱穴を含むピッ トS101 Pl～ P4、 壁

周溝、壁材痕跡、焼土痕跡である。以下詳細を記述する。

Pl長軸 0,58× 短軸 046× 深さ 014m

P2長軸 038× 短軸 036× 深さ 0.21m

P3長軸 0.57× 短車由0,47以上 ×深さ 0.51m

P4長軸 059× 短軸 012以上 ×深さ 026m

主柱穴は S101P2・ P3で平面形状円形、断面形状 U字形を呈す。P2は Tr 2に よって上部が削平さ

れているため、全容は不明であるが、底部の標高地が P3と ほぼ同じ数値であることから、同規模の

柱穴であったと推定される。柱大規模は大きく、深い。Plは平面形状円形、断面形状椀形を呈す。

住居内西辺中央に位置する。深さは浅いが主柱穴に対 して中間に位置することから添柱の可能性が考

えられる。P4は Tr lに 大部分を削平されるため、全容は不明である。断面形状は逆台形を呈す。住

居内南西隅に位置 し、壁周溝を切ることから別の遺構の可能性が考えられるが、断面観察からは明瞭

な掘 り込みは確認できなかった。

壁周溝は幅 0.30m前後、深さ 0 14cm前後で P4に 切 られるものの住居内を一周すると考えられる。

また壁材痕跡が壁周溝を切っている状況で検出したことから、当初は壁周溝ではなく壁材据え付けの

掘方の可能性を考慮 したが、壁周溝の断面観察からブロック土などの人為的埋没の痕跡が見 られなか

ったことから壁周溝 として機能 していたと判断 した。

壁材痕跡は幅 0.5m前後、厚さ 0.05m前後の痕跡を西辺に 7枚、北辺に 3枚の計 10枚を確認 した。

材質は不明であるが、木材だと推定される。断面観察から床面上の覆土を切っている様相が確認でき

ることから、材の抜き取 りはされず、そのまま廃棄されたと推定される。

焼土痕跡は P2近 くの床面に広がっている状況で検出した。炭化物を多 く含み、炉跡 と想定 して調

査を行ったところ、被熱痕が確認されなかったことや主柱穴である P2に 近接すること、Tr.2の断面

観察からが確認されたことから炉跡ではなく使用後の掻き出し痕跡 と判断した。

雄積状況 おおまかに上層 。中層・下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は締まりの強い石粒を多 く

含むにぶい黄褐色砂質土が堆積 している。中層は炭化物を多 く含む黒褐色砂質上で床面覆上である。

下層は基本層序 16層 に起因する黒褐色砂質土ブロックを含む灰黄褐色～にぶい黄褐色砂質土が堆積
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第 19図 SK0057遺構図

している。掘方埋上である。埋土の締まりは強 く、中央を高 く残 し、四隅に向かって深 く掘 られてい

る様相を確認 した。地盤改良痕跡 と推定される。

出土遺物 覆土および床面からは土器などの出土は確認できなかった。掘方から土師器片が出土 した

が細片であることから時期の比定は困難である。

遺構の性格・帰属時期 竪穴住居跡である。立地は砂質の強い箇所に建てられていることから主柱穴

は深 く掘 られ、掘方での地盤改良痕跡や壁材痕跡による壁面崩落防止などの地形地質に対応 した建築

痕跡が確認できる。

時期については不明瞭だが、他の住居跡の様相から弥生時代中期後菓から古墳時代前期の範囲が推

定されるが、隅丸方形 という平面形状を考慮すると古墳時代前期の可能性が考えられる。

SK0054(第 19図 表 2写 真図版 4)

位置 1区 E25グ リッドに位置 し、西側に 1号墳が近接する。南側に SB03・ 04・ 05が存在する。

検出状況 E25グリッ ド検出時に土坑状の平面形状をもつ炭化物を微量含む灰黄褐色砂質土の範囲を

確認 した。

当初は土坑 と考えていたので、東西方向にセクションを設定 したのち南側を半載 して断面観察を行

ったところ炭化材 と壁面に被熟痕を確認 したことから、南北方向のセクションを設定 して調査を行っ

た。

遺構形状 。規模 平面形状は円形、断面形状は逆台形を呈す。規模は長軸 0.96× 短軸 0.88× 深さ

032mである。土坑内には炭化材の堆積が認められ、また壁面のほぼ全面に被熱痕が確認できるが、

底面では確認できなかった。
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第 20図  SK0127遺構図

雄積状況 おおまかに上層 。中層・下層 。最下層の 4層の堆積を確認 した。上層は炭化物を微量含

む灰黄褐色砂質上が堆積している。中層は黒褐色砂質土が主体で炭化物や焼土粒が含まれ、中層下部

では多くの炭化材を確認した。下層は中層と同様に黒褐色砂質土と褐灰色砂質シル トが堆積している

が、炭化物や焼土ブロックが多く含まれる。また、褐灰色砂質シル トは粒子が非常にきめ細かく、基

本層序内に含まれない土質であることから灰の可能性が考えられる。また下層壁面においても被熱痕

跡と考えられる焼土塊を確認した。最下層は炭化材と焼土ブロックが多く含まれる暗褐色～黒褐色砂

質シル トが堆積している。壁面には明瞭に被熱痕が確認できる。

出土遺物 炭化材は多く出土したが、土器などは確認できなかった。

遺構の性格・帰属時期 被熟痕と炭化材が確認されることから、焼成上坑と判断した。しかし、用途

については不明瞭である。周辺からは覆屋などの上屋構造の痕跡は確認でまず、断面観察から複数回

の使用は確認できるものの、土器片などの出土が無いことから土器焼成遺構の可能性は低いと考えら

れる。屋外炉の可能性も考えられるものの、周辺に竪穴住居跡が確認されていないことから確定はで

きない。 1号墳に近接することから古墳祭祀の可能性も考えられるが、他の古墳からはそのような痕

跡は確認できなかったことから、推定の域を出ない。時期については不明である。

SK00127(第 20図 表 2・ 2写真図版 4・ 54)

位置 1区 E23グ リッドに位置し、北側に 16号墳が近接する。西側に 3号墳、東側に 1号墳、南側

に SD0001が存在する。

検出状況 E23グ リッド検出時に土坑状の平面形状をもつ灰黄褐色砂質土の範囲を確認した。当初は
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遺構かどうかの判断がつきにくく、遺構確認面の凹みに堆積 した遺物包含層か、もしくは土抗の可能

性を考慮 した。セクションを十字に設定 し、掘削を進めたところ、断面観察からは明瞭な掘 り込みは

確認できなかつたので、遺物包含層の掘 り残 しと判断した。セクションを取 り外 したところ底面に土

器片 と円形状の黒褐色砂質土の範囲を確認 したことから、再精査を行った結果、精円形の平面形状を

確認 したため遺物を包含する土抗 と判断した。

遺構形状・ 規模 平面形状は楕円形、断面形状は皿形を呈す。規模は長軸 080× 短軸 0.66× 深さ

020mである。ほぼ完形の鼓形器台 と竹管円形スタンプ文の施された器台片が出土 した。

難積状況 おおまかに上層・下層の 2層の堆積を確認 した。上層・下層共に黒褐色砂質土が主体で、

遺物は上層に多 く含まれる。その他炭化物などは確認 していない。

出土遺物 鼓形器台 (14・ 15)が 2個体分出土 した。 14は鼓形器台の脚部片で脚裾上端に竹管円形ス

タンプ文を施す。その他に接合できる破片は出土 していない。 15は鼓形器台である。日縁部を一部

打ち欠 く。調整は丁寧でミガキのち口縁上部 と下部に 5条の平行沈線を施す。 15は散乱 した状況で

出土 していることや底面から浮いていることから、埋没過程に伴 う人為的な埋納の可能性が高い。時

期は弥生時代後期後葉に比定される。

遺構の性格・ 帰届時期 土器埋納土坑の可能性が高い。時期は弥生時代後期後菜 と推定される。国縁

部を打ち欠いた鼓形器台が散乱 した状況で出土 していることやスタンプ文の器台片だけが含まれるこ

と、断面観察によって底面から浮いている様相が確認できることから埋没過程に伴 う祭祀痕跡 と考え

られる。ただ、祭祀の対象については不明瞭である。周辺を古墳に囲まれていることから古墳祭祀 と

も考えたが、出土遺物 との時期が整合 しない。また、 1区における同時期の遺構 として SD0001が存

在するが、当該時期での清に対する祭祀痕跡は確認でき/3-か ったことから、確定はできない。

1号墳 (第 21図～第 22図 表 2・ 4写 真図版 9・ 54)

位置 1区 E・ F24・ 25グ リッ ドに位置 し、調査区外にのびる。東側に SK0054、 南側に SD0001が

存在する。SB05に周溝を切 られる。 16号墳周溝を切る。SZ0186を 切る。

検出状況 F24。 25グ リッド検出時に石粒を多 く含む褐色砂質土の範囲を溝状に確認 したことから、

SD0001に 関連する溝状遺構の可能性を考慮 して周辺の検出を行ったところ、SD0001に合流せず東

側の溝幅が狭 く、西側では広 くなる半円状の溝を確認 した。当初は 16号墳周溝 との違いが不明瞭で

あったことから蛇行する溝 と想定 していたが、調査の経過により同じような溝状遺構を検出し、結果

古墳周溝 という事が判明したことから、周溝状遺構 と判断した。周溝の東西方向と南側にセクション

を設定 し、層 ごとに調査を進めていった。遺物は土師器の細片が出土するものの、時期の比定できる

遺物はほとんど確認できなかった。

遺構形状。規模 墳丘形状は円墳 と推定される。調査区外にのびることと墳丘が削平されているため、

全容は不明だが平面規模は直径 14,00m、 周溝規模は幅 112～ 2.34m、 深さ 0.38～ 0.58mと 数値に

ばらつきがある。断面形状は椀形～逆台形を呈す。埋葬施設は確認でき/1-か った。周溝の東側は浅 く、

西側が深いという残存状況から元々の地形が八東川の自然堤防であった東に向かって傾斜が上がる微

高地で、削平によって現状の様相になったと推定される。

堆横状況 おおまかに上層 。中層・下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は石粒を多 く含む褐色砂質

土が堆積 している。中層は締まりの弱い黒褐色砂質土が主体で炭化物などの混入はほとんど確認でき

ない。下層は締まりの強い暗褐色砂質シル トが主体である。中層 と同様混入はほとん ど確認できない①
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第 22図  1号墳 遺物実測図

埋没要因として考えられるのは下層埋土がシル トであることから降雨等による墳丘劣化に伴 う墳丘構

築上の流入の可能性が考えられる。また中層については締まりの弱い黒褐色砂質土で、基本層序 16

層に起因する土 と思われることから墳丘削平時の埋没が考えられるが、人為的な痕跡は確認できなか

った。上層は石粒を多 く含むことから河川作用による自然埋没 と考えられる。

出土遺物 上層から弥生土器片や土師器片が出土 しているが、細片のため時期比定は困難であり、上

層の埋没状況や時期のばらつきから混入の可能性が高い。中層から打製石斧 (16・ 17)が 出土 してい

るが、古墳に伴 うものではなく中層埋没時の混入 と考えられる。石材は八東川岸で採取できる砂質頁

岩である。製作技法は押圧剥離により刃部を形成する。下層において丹塗 りの土師器片が出土 してい

る。細片のため図化困難であることから、器種など詳細については不明である。

遺構の性格 。帰属時期 調査区外にのびることと墳丘や埋葬施設は確認できなかったが、円墳 と推定

される。墳丘規模について詳細は不明だが、単純に周溝規模から考えると高まり程度であったと推定

される。時期については出土遺物からの比定は困難だが、 16号墳を切ることから少な くとも古墳時

代中期前半以降 と推定される。また、SB05に切 られていることから少な くとも古代以降では古墳 と

しては認識されなかったと推定される。

3号墳 (第 23図 表 2 写真図版 9)

位置 1区 D・ F22・ 23グ リッドに位置 し、調査区外にのびる。東側に 16号墳が近接する。SD0001

を切る。

検出状況 E22グリッド検出時に SD0001と 方向を違える黒褐色砂質土の清状の堆積範囲を 2状確認

した。同様の方向にのびる 1号墳周溝を確認 していたことや SD0001と の新旧関係が不明瞭であっ

たことから、周辺を精査 したところ、SD0001を切る黒褐色砂質上の堆積 と先に確認 していた溝状の

堆積範囲とがつながったことから周溝状遺構 と判断した。平面ラインが直線を呈すことから方墳の可

能性を考慮 して調査を行った。周溝の東西方向と南側にセクションを設定 し、SD0001と の堆積差異

に注意を払って層 ごとに調査を進めた。埋葬施設は平面精査では確認できなかったが、北壁断面に基

本層序 1-4層 を掘 り込む落ち込みを確認 したことから、拡張を行った。その結果、埋葬施設掘方を確
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第 23図 3号墳 遺構図

認した。埋葬施設は残念ながら破壊されているが、掘方に残存する石材の残存痕跡から箱式石棺と推

定される。

遺構形状・規模 墳丘形状は方墳と推定される。墳丘が削平されているため、全容は不明だが平面形
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状は東西辺がやや広がる隅丸方形状で規模は墳丘長 89m、 周清規模は幅 1.22,～ 1.42m、 深さ 0.42

～ 045mと 数値にばらつきがある。断面形状は皿形～逆台形を呈す。周溝の東西で溝幅が異なるが

1号墳 と同様に削平に伴 う地形変化によるものと推定される。周溝南辺、東辺では墳丘外側にテラス

状の段が構築されている。用途については祭祀場や墳丘構築時の足場の可能性が考えられるが詳細は

不明である。埋葬施設は地表から掘 り込まれている。

雄積状況 おおまかに上層 。中層・下層 。最下層の 4層 の堆積を確認 した。上層か ら最下層は土質

が酷似する黒褐色砂質上が主体で基本層序 1-4層 に起因するにぶい黄褐色砂質土の含有変化によって

分類される。特に中層～最下層にかけてにぶい黄褐色砂質土ブロックが多 く含まれることから人為的

埋没の可能性が高いと推定され、おそらく、墳丘構築土による埋没 と考えられる。

出土遺物 周溝内から土師器片が出土 しているが、細片のため詳細は不明である。小型丸底壷の破片

も含まれているものの、図化は困難であった。破片観察からは器壁は厚 く、外面はナデが丁寧に施さ

れる。時期については不明である。

遺構の性格・ 帰属時期 方墳周溝である。時期は出土遺物からは不明瞭であるが、SD0001を切るこ

とや 16号墳周溝出土遺物から古墳時代中期前半の可能性が推定される。埋葬施設の構造や堆積状況

から構築順序は埋葬施設構築→周溝掘削→墳丘構築 と推定される。

3号墳埋葬施設 (第 24図 表 2 写真図版 9)

位置 1区 D22・ 23グ リッドに位置 し、墳丘の中央より北に構築されると推定される。

検出状況 北壁の断面観察から基本層序 14層 を掘 り込む落ち込みを確認 したため、表土を人力で掘

削 し拡張を行った結果、不明瞭だが堆積の差異を確認 した。南北方向にセクションを設定 し、再度平

面精査を行ったところ耕作地にカクランされているが隅丸長方形状の灰黄褐色砂質土の堆積範囲を確

認 した。調査を進めた結果、石材の据え付け痕跡などを確認 したことから箱式石棺掘方 と判断 した。

検出時にはすでに石材は消失 している。掘方は旧耕作土 と思われる灰黄褐色砂質土が堆積 しているこ

とから、耕作に伴 うカクラン時に破壊されたと考えられる。また掘方が非常に浅いことや他の埋葬施

設の状況から、元来の地表面は少な くとも 0.2m以上高かったと推定される。

構造・規模 掘方平面形状は隅丸長方形、断面形状は皿を呈す。規模は長軸 2.21m以上、短軸 045以上、

深さ 010mで ある。主軸は N71° Wで ある。棺構造は箱式石棺が推定され、石材は消失 している。

隙間補強 と考えられる礫石が 1つ確認できる。棺内寸法は推定長軸 170～ 1,79m、 幅 025m以上、

深さ 0.10mで ある。平面形状は口字形状を呈 し、礫床は確認できなかった。掘方痕跡から北側石は

5～ 6枚、南側石は残存 していないが北側石 と同様 と推定される。小口石の詳細は不明で、頭位につ

いても不明である。

堆積状況 おおむね 1層である。旧耕作上の灰黄褐色砂質土が堆積 していることから耕作に伴 う流

入上である。石材抜き取 り後の埋土は若千の差異が認められるものの基本的には同質土が埋没 してい

る。

出上遺物 副葬品は確認でき/A― かった。盗掘の有無についても不明である。

遺構の性格・帰届時期 箱式石棺 と推定される。副葬品は確認できなかった。時期については周溝の

状況から古墳時代前期後半以降と推定されるが、近接する 16号墳周溝出土遺物から古墳時代中期後

半の可能性が推定される。
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16号墳 (第 25図～第 26図 表 2・ 3 写真図版 11・ 54)

位置 1区 E23・ 24グリッドに位置し、調査区外にのびる。西側に3号墳が近接する。1号墳に切られる。

SZ0186を 切る。

検出状況 E23グ リッド検出時に 1号墳周溝につながる形状で黒掲色砂質上の溝状の範囲を確認 し

た。当初は 1号墳周溝につながっていたことから古墳周溝とは認識せず、一連の溝状遺構と想定し

ていた。調査の経過により古墳周溝が多く検出されることと 1号墳周溝との切 り合いが確認された

ことから、周溝状遺構と判断した。円墳と想定していたが、南辺の平面ラインが直線を呈すことと北

壁断面観察から西側の周溝幅が東に比べると広がることから方墳と推定される。

遺構形状・規模 墳丘形状は方墳と推定される。周溝の一部が確認されているため全容は不明である。

周溝規模は幅 1.18m以 上、深さ 0.45～ 0.53mと 比較的深い。断面形状は有段椀形～逆台形を呈す。

周溝南辺一部に墳丘外側にテラス状の段が構築されている。用途については祭祀場や墳丘構築時の足

場の可能性が考えられるが詳細は不明である。

雄積状況 おおまかに上層 。中層・下層の 3層の堆積を確認した。上層は土器片を含む黒褐色砂質

土が堆積している。中層は暗褐色砂質土～黒褐色砂質シル トが堆積している。ブロックなどの混入は

確認できなかった。下層は黒褐色砂質シル トで、この層から完形の土師器壷と甕が出土している。

出土遺物 周溝底面から完形の土師器壷 (18)と 甕 (19)が並列して据えられている状況で出土してい
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第 26図  16号墳周溝 遺物実測図
る。 18は 上からの圧力で潰れているような状況で出土した。体部下位に穿孔を施す。若千器壁に摩

耗が見られる。古墳時代中期後半に比定される。19は底部に穿孔を施すがそれ以外はほぼ完形である。

埋土中から器形を保ったまま出土した。口縁端部が内側に肥厚する特徴が確認される。若千器壁に摩

耗が見られる。 18と 同じく古墳時代中期後半に比定される。

出土遺物が周溝底面に並列していることから供献物の可能性が高い。内容物などは確認できなかっ

た。器壁に若干の摩耗が確認できるが、器形を保っていることから埋没に伴う祭祀痕跡と推測される。

遺構の性格・帰属時期 方墳周溝の一部である。時期は出土遺物から古墳時代中期後半と推定される。

1号墳周清に先行する周溝である。方墳であることから3号墳とほぼ同時期の可能性が考えられる。

SZ0186(第 25図 表 2 写真図版 11)

位置 1区 E23・ 24グ リッドに位置し、調査区外にのびる。 1号墳 。16号墳に切られる。

検出状況 1号墳・ 16号墳周溝調査の過程で、基本層序 14層 に酷似 しているが遺物片を含む堆積

範囲を確認した。

16号墳周溝が広がるものと考慮したが、出土遺物が摩耗の著しい細片が多いことや弥生土器片な

どが確認できることから別の遺構と判断した。 16号墳周清セクションを利用してトレンチによる断

面観察を行った結果、16号墳とは別の堆積を確認したため SZ0186と した。

遺構形状・規模 SD0001に ほぼ平行する方向に広がるものの調査区外にのびるため全容は不明であ

る。幅は 3.50m、 深さは 0,24mで ある。

雄積状況 上層・下層の 2層の堆積を確認した。上層は黒褐色砂質土ブロックを含む暗褐色砂質土

が堆積している。下層は暗褐色砂質土ブロックを含む黒褐色砂質上が堆積している。

出土遺物 上層 。下層共に弥生土器片～土師器片が出土しているが、摩耗が著しく、図化は困難であ

る。出土遺物の摩耗状態から自然作用による混入の可能性が高い。

遺構の性格 。帰属時期 明瞭な遺構とは断定できない。遺物の出土状況や SD0001に平行する様相か

ら溝状遺構の可能性が考えられるものの、河川氾濫に伴う土砂の堆積痕跡の可能性が高い。

2号墳 (第 27図～第 28図 表 2 写真図版 10・ 54)

位置 1区 F・ G22・ 23グ リッドに位置し、北側に SD0001、 西側に 4号墳が近接する。SD0005を切る。

検出状況 F22グ リッド検出時にまず埋葬施設を確認した。 1号墳周溝を確認していたことから周溝

の有無を確認するため周辺を精査したところ、石粒を多く含む褐色砂質上が円状を呈す様相を確認し

たことから、周清の可能性が高いと判断したが、埋土は遺構確認面とほぼ同質であったことから掘方
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は非常に不明瞭であった。そこで、埋葬施設の長軸を基準に東西南北方向とおよそ 45° 軸を違える形

に計 8つ のセクションを設定 し、 トレンチ掘削で断面堆積を確認 してから、層 ごとに調査を行った。

調査当初は検出ラインと断面観察にしたがって掘削を進め、0.3mほ どで基本層序 1-4層 に酷似 した

にぶい黄褐色砂質土を確認 したことから、周溝は浅いと考えていた。 しかし、所々で粘質が強い箇所

があったことと周清の南側底部に黒褐色砂質土の堆積ラインが確認されたこと、4号墳周清が非常に

深 くなったことから、 トレンチの拡張 と断面の再観察を行った結果、周溝南側が広がることと粘質の

高い黄褐色砂質土は埋没土のブロックであったことが判明し、再度調査を進めた。その結果、4号墳

と同等の深い周溝を確認 した。

遺構形状・規模 墳丘形状は円墳 と推定される。墳丘が削平されているため、金容は不明だが平面形

状は楕円形で規模は長軸 11.3m、 短軸 9,68m、 周溝規模は幅 1.71m前後だが南側は 2.60mと 広 くなる。

深さ 0,79～ 0.84mと ほぼ同じ数値である。断面形状は V字形で墳丘側は傾斜がきつ く、対岸は傾斜

が緩い様相が確認できる。周清南側には墳丘側にテラス状の段が構築されている。用途については墳

丘構築時の足場の可能性が考えられ、また周溝内から土師器甕などの出土を確認できることから祭祀

場の可能性も考えられる。墳丘中央に箱式石棺を有する埋葬施設を確認 した。埋葬施設は地表から掘

り込まれている。

雄積状況 おおまかに上層 。中層・下層 。最下層の 4層 の堆積を確認 した。上層は検出の手がか り

となった石粒を多 く含む褐色砂質土である。中層は本層序 6層 に起因するにぶい黄褐色砂質土ブロ

ックが含まれる黒褐色砂質土が主体である。炭化物も微量含まれ、人為的な埋没の痕跡が認められる。

下層は黒褐色砂質シル トが主体で上面には黄褐色粘質土ブロックが含まれる箇所が見られる。黄褐色

粘質土は 1区基本層序内では確認 していないことから他から持ち込まれた土の可能性が考えられる。

最下層は下層 と同様に黒褐色砂質シル トが主体でにぶい黄褐色砂質土ブロックが含まれる。中層～最

下層にかけてブロックが多 く含まれることから人為的埋没の可能性が高いと推定され、おそらく、墳

丘構築土による埋没 と考えられる。

出土遺物 周清内から土師器甕 (20)と 袋形土器 (21)が出土 した。20は周溝最下層上位～底部にかけ

て散乱 した状況で出土 している。日縁部から体部が残存 しているが底部片は全 く確認できなかった。

口縁部は複合口縁状を呈すが、日縁の立ち上が りはわずかに認められる程度である。全体の摩耗が著

しい。時期は古墳時代後期前半に比定される。

第 28図 2号墳周溝 遺物実測図
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21は 周溝下層の壁面に底部を上にしている状況で出上 している。日縁部の一部 と体部の約半分が残

存 している。口縁部に 3条の沈線を廻 らし、紐を通すための孔を穿 っている。底部は丸底で全体の

形状は砲弾形を呈す。類例を確認 してい /d― いため、用途および時期は不明であるが製塩土器の可能性

が推定される。

土師器甕、袋形土器 ともに周溝埋没に伴 うと推定されるが、埋没祭祀 との関連は不明である。

遺構の性格・帰属時期 円墳周溝である。時期は土師器甕から古墳時代後期前半には埋没が始まって

いたと推定される。埋葬施設の構造や堆積状況から構築順序は埋葬施設構築→周清掘削→墳丘構築 と

推定される。

2号墳埋葬施設 (第 29図 表 2 写真図版 13)

位置 1区 F22・ 23グ リッ ドに位置 し、墳丘のほぼ中央に構築される。

検出状況 表土掘削時に側石 と思われる石列を確認 したため、検出時に再精査を行った結果、箱式石

棺の可能性が高いと判断した。検出時にはすでに蓋石は無 く、小日石もすでに消失 していた。棺内は

旧耕作土 と思われる灰黄褐色砂質土が堆積 していることから、耕作に伴 うカクラン時に蓋石は外され

たと考えられる。また側石は遺構確認面から 005m程浮いていることか ら、元来の地表面は少な く

とも 0.lm以上高かったと推定される。

構造・規模 掘方平面形状は隅丸長方形、断面形状は逆台形を呈す。規模は長軸 2.16m、 短軸 066

～ 0.82m、 深さ 0,26mで ある。主軸は N63° Wで ある。棺構造は箱式石棺で、蓋石・両小日石・側

石の一部は消失 している。棺内寸法は長軸 1,71m、 東小口幅 0.26m、 西小口幅 0,36m、 深さ 023m

と西小口幅が広い。平面形状は口字形状を呈 し、礫床は確認できなかった。北側石は 4枚、南側石

は 5枚並べ、蓋石を載せるために天端を揃えて据え付ける。石の隙間を 015m前後の礫石や扁平石

をつめて補強 している。さらに隙間や側壁外側に黄褐色粘上で目留めを施 して、棺内への上砂の流入

を防止 している。この粘土は基本層序内では確認 していないことか ら他所から持ち込まれた可能性が

高い。棺内西側に O.15cm前 後の扁平石 と粘土で構築された石枕が存在 し、 このことか ら頭位は西で

あると判断した。また、一つの石材を分割 して石枕下部材 と側石補強材に使用 している事例を確認 し

たことから、石枕 と石棺補強はほぼ同時に構築されたことが判明 した。

小口石の詳細は消失 しているため不明であるが、掘方の残存状況や他の箱式石棺の構造から側石 と

同様の石材を使用 していたと推定される。

堆積状況 おおむね上層 。中層 。下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は旧耕作上の灰黄褐色砂質土

が堆積 している。蓋石消失以降の流入土である。中層は黒褐色～増褐色砂質土に目留め粘土ブロック

が多 く含 くまれる。当初は流入土 と考えていたが、4号墳埋葬施設および 5号墳埋葬施設 1の構造か

ら被葬者を覆 う埋葬覆上の可能性が考えられる。下層は褐色砂質土に粘土ブロックが含む。棺床構築

土 と推定される。

出土遺物 副葬品は確認できなかった。蓋石が消失 していることか ら盗掘の可能性が考えられたが、

中層のカクラン痕跡が認められないことから、元々遺存するものは副葬されなかったと判断した。

遺構の性格・帰屈時期 箱式石棺である。副葬品は確認できなかった。石棺構造や棺内堆積状況から

構築順序は掘方掘削→小口石据え付け→頭位より側石据え付け→棺床構築→石枕構築 と隙間補強→ 目

留め粘土による密閉と掘方埋め戻 し→埋葬→埋葬覆土による埋め戻 し→蓋石据え付けと推定される。

頭位は西であるが、上野古墳群では 2号墳のみがこの頭位である。被葬者の性別は不明であるが、
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棺寸法から男性の可能性が考えられる。時期は周溝出土遺物から古墳時代後期前半 と推定される。

4号墳 (第 30・ 31図 表 2・ 3写 真図版 10・ 55)

位置 1区 E・ F・ G20・ 21・ 22グ リッ ドに位置 し、北側に SD0001、 西側に 17号墳が近接する。5

号墳に切 られる。SD0004・ 0005を切る。

検出状況 F22グリッド検出時に 2号墳周溝 と同様に弧を描 く形で石粒を多 く含む褐色砂質土 と旧耕

作土である灰黄褐色砂質土の堆積範囲を確認 したことから、古墳周溝の可能性が高いと判断した。試

掘 トレンチ T9で確認された SDlと つながる。 (1)埋土は 2号墳と同様に遺構確認面 とほぼ同質であっ

たことから掘方は非常に不明瞭であった。また、5号墳 との新旧関係も試掘 トレンチにカクランされ

把握 しづ らい状況であったこと、東半部 と西半部で周溝の規模が異なっていることから、周溝形状の

把握に手間取った。墳丘中央に隅丸長方形の掘 り込みを検出し、埋土中に黄褐色粘土粒を確認 したこ

とから埋葬施設 と判断した。埋葬施設の長軸を基準に東西南北方向とおよそ 45° 軸を違える形に計 8

つのセクションを設定 し、 トレンチ掘削で断面堆積を確認 してから、層 ごとに調査を行った。 しかし

それでも 5号墳 との新旧関係は不明瞭だったので、切 り合いが存在すると思われる箇所に任意の ト

レンチ調査を行った結果、4号墳周溝の深度 とは異なる比較的浅い掘 り込みを確認 したことか ら、5

号墳は 4号墳周溝を壊 して構築されていることが判明 した。また SD0004と の新旧関係を南側のセ

クションで確認 したが、断面観察から SD0004の機能時にはある程度埋没 していたと推定される。

遺構形状・規模 墳丘形状は円墳 と推定される。墳丘が削平されているため、全容は不明だが平面形

状は楕円形で規模は長軸 10.60m、 残存短軸 9,16mで あるが元々は 10m以上 と推定される。周溝規

模は幅 2.12m前後だが西側は 4.69mと 広 く/d― る。深さ 0.68～ 0.83mで ある。断面形状は V字形で

墳丘側は傾斜が緩 く、対岸は傾斜がきつい様相が確認できる。周溝西側は幅が非常に広いが当初か

らのものではな く西側セクションの断面観察から周溝が掘 り直されている痕跡を確認 したことから5

号墳築造時に改変が行われたと推定される。また西側墳丘側にテラス状の段を確認 した。用途につい

ては構築時の足場の可能性が考えられるが、周溝内から土師器甕片や小型丸底壺などの出土を確認で

きることから祭祀場の可能性も考えられる。墳丘中央に箱式石棺を有する埋葬施設を確認 した。埋葬

施設は地表から掘 り込まれている。

堆横状況 棺上埋土は暗褐色砂質土 と黒褐色砂質土で封土である黄橙色粘土を覆っている。棺内埋土

は上層・ 中層・下層 。最下層の 4層の堆積を確認 した。上層は検出の手がか りとなった石粒を多 く

含む灰黄褐色砂質土が主体である。中層は基本層序 1-4層 に起

因するにぶい黄褐色砂質土が主体である。人為的な埋没の痕跡

が認められる。下層は黒褐色砂質シル トが主体でにぶい黄褐色

砂質土ブロックが含まれる。最下層はにぶい黄褐色砂質土ブロ

ックが含まれる灰貢褐色砂質土が主体である。遺物の出土が認

められる。中層～最下層にかけてブロックが多 く含まれること

から人為的埋没の可能性が高いと推定され、おそらく、墳丘構

築土による埋没 と考えられる。

出上遺物 周溝内から土師器片が比較的多 く出土 しているが、

図化できるものは少なかった。土師器小型丸底壺 (22)と 土師
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器甕口縁部片 (23)は かろうじて図化できたものである。明確な出土状況は把握 していないが、両者

共下層からの出上である。22は小型の器形ではやや粗い。口縁部は外傾するが端部はやや内湾する①

古墳時代中期前半に比定される。23は 日縁部内湾気味に立ち上が り、端部は平坦で内側に肥厚する。

古墳時代中期前半に比定される。

出土遺物は破片が多 く器形を復元できるものが少ないことから破砕行為の可能性が考えられるもの

の明瞭な痕跡は確認できなかった。また周溝埋没に伴 うと推定されるが、一箇所に集中するという様

相は確認できなかったことから墳丘削平時の混入の可能性が高い。

遺構の性格・帰屈時期 円墳周溝である。時期は土師器甕から古墳時代中期前半 と推定される。埋葬

施設の構造や堆積状況から構築順序は埋葬施設構築→周溝掘削→墳丘構築 と推定される。

4号墳埋葬施設 (第 32図 表 2・ 5 写真図版 14・ 55)

位置 1区 F21グ リッドに位置 し、墳丘のほぼ中央に構築される。

検出状況 F21グ リッド検出時に埋土中に黄褐色粘土粒を含む隅丸長方形の範囲を確認 したことから

埋葬施設 と判断した。当初は木棺 と考えていたが、上層覆土を除去 した段階で、黄褐色粘上で覆われ

た石材を確認 したことから未盗掘の箱式石棺の可能性が高いと判断した。蓋石は粘土で完全に覆われ

てお り、側石上部も粘上で厳重に密閉されていた。棺内埋土を確認 したが蓋石 との間に隙間があった

ことか ら、流入土ではな く埋葬覆土 と判断 した。棺内東側に扁平礫石を 2つ使用 して石枕を構築 し

ている。棺床はわずかに直径 lcm前後の礫石がまばらに入っていたが、礫床 とは判断できなかった。

構造・ 規模 掘方平面形状 は隅丸長方形、断面形状 は逆台形を呈す。規模 は長軸 2.62m、 短軸

1.15m、 深さ 0.51mで ある。主軸は N63° Wで ある。棺構造は箱式石棺で、石棺の平面形状は口形

状を呈す。棺内寸法は長軸 1.53m、 東小 口幅 0.28m、 西小 口幅 0.23m、 深 さ 021mと 東小 口幅が

広いが、全体的に小さい。蓋石は礫の混 じる黄橙色粘土で密閉され、長軸 070× 短軸 0.40× 厚さ

010m前後の扁平礫岩を 6枚西側から並べ、さらに隙間を直径 0.15～ 025mの扁平礫石で塞いでい

る。蓋石 と側石は粘土により接合されている。側石は 3重構造で北側石は 4枚、南側石は 5枚並べ、

蓋石を載せるために天端を揃えて据え付ける。北側石の隙間に長軸 025× 短軸 010m前後の扁平礫

石で塞いでいる。さらに外側に北側に 4枚、南側に 5枚の扁平礫石を天端を揃えて据え付ける。隙

間を 0,25× 010m前後の扁平礫石で塞いで、さらに外側に裏込めとして長軸 030× 短軸 0.20× 厚

さ 0.10m前後の扁平礫石を北側に 4枚、南側に 8枚据え付けているが側壁 と比較すると深 く入 らない。

側壁の隙間と上部に側石が隠れるほどの黄褐色粘上で日留めを施 して、棺内への土砂の流入を防止 し

ている。南側石に比べて北側石は若干棺内に張 り出す。また北側石は石材の寸法にばらつきが認めら

れることから、側石は南側が先に構築されたと推定される。

小 口石 は東側に長軸 050× 短軸 0.35× 厚 さ 0。 10m程の楔形の扁平礫岩を 1枚据 え付け、その

外側に一回 り小さい扁平礫岩を 1枚据え付ける。さらに裏込めとして直軸 030× 短軸 020× 厚さ

0.10m程 の扁平礫石を 2つ据え付ける。西側には長軸 0.40× 短軸 0,35× 厚さ 010m程 の楔形の扁

平礫岩を 1枚据え付ける。

棺内東側に直径 0 25cm前後の円形扁平石を 2つ V字形に並べて石枕を構築 している。 このことか

ら頭位は東であると判断した。石枕は側石を支えに利用 していることから石棺の据え付け後に石枕が

構築されている。石枕周辺には不明瞭ながらベンガラを用いた朱彩痕跡を確認 した。

棺床は掘方から015m程盛 り上げられ、上層に直径 1～ 5cm程 の礫石がまばらに含まれているが、

|_
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礫床 とは断定できなかった。また、一部に石枕 と同様の赤色範囲を確認 した。

堆積状況 おおむね上層 。中層・下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は締まりが極めて弱い黒色砂

質土が、中層は目留め粘土である黄橙色粘土ブロックが含まれる黒褐色砂質土が堆積 している。中層

下位には黄橙色粘土ブロックが多 く含まれる。上層 と蓋石 との間には隙間が空いてお り、土砂の流入

は皆無 と考えられることから上層 。中層 ともに被葬者を覆 う埋葬覆土 と判断 した。下層は直径 1～

5cm程 の礫石を含む灰黄褐色砂質土 と基本層序 14層 に迅因する砂質の強いにぶい黄褐色砂質土であ

る。棺床構築上である。

出土遺物 蓋石封土 と側石 目留め粘土から緑色凝灰岩製の平玉 (24・ 25)が 出土 した。棺内からは玉

類などの副葬品は確認できなかったことや数量が少ないことから、構築時の混入 と考えられる。

遺構の性格・ 帰届時期 箱式石棺である。副葬品は確認できなかつた。石棺構造や棺内堆積状況から

構築順序は掘方掘削→小口石据え付け→頭位より側石据え付け→掘方埋め戻 し→棺床構築→石枕構築

と隙間補強→裏込め石据え付け→目留め粘上による密閉と掘方埋め戻 し→埋葬→埋葬覆土による埋め

戻 し→蓋石据え付け→封土 と推定される。頭位は東である。被葬者の性別は不明であるが棺寸法が小

さいことから女性もしくは子供であると推定される。時期は周溝出土遺物から古墳時代中期前半 と推

定される。

5号墳 (第 33図 表 2写 真図版 11)

位置 1区 E・ F・ G20・ 21グ リッドに位置 し、北側に SD0001が近接する。4号墳・ 17号墳を切る。

検出状況 E20。 21グ リッ ド検出時に 4号墳周溝 と同様に弧を描 く形で黒褐色砂質上の堆積範囲を

確認 したことから、古墳周溝の可能性が高いと判断した。埋土は黒褐色砂質土で遺構確認面 とは異 /1-

ることから掘方は比較的明瞭に確認できたものの、5号墳 との新旧関係は試掘 トレンチにカクランさ

れ把握 しづ らい状況であつた。墳丘中央から北寄 りに隅丸長方形の掘 り込みを検出し、埋土中に黄褐

色粘土粒を確認 したことから埋葬施設 と判断した。また墳丘南側に空間が存在することから、精査を

行ったところ黄褐色粘土粒の混 じる黒褐色砂質土の堆積範囲を確認 したことから副次埋葬施設 と判断

した。埋葬施設長軸を基準に東西南北方向に 4つ のセクションを設定 し、 トレンチ掘削で断面堆積

を確認 してから、層 ごとに調査を行った。4号墳調査での任意の トレンチ調査を行った結果から 5号

墳周溝規模は把握 していたが、一部不明瞭な箇所は断面観察から掘 り込みラインを確定 した。

遺構形状 。規模 墳丘形状は円墳 と推定される。墳丘が削平されているため、金容は不明だが平面形

状は楕円形で規模は小規模で長軸 6.99m、 残存短軸 6.lmである。周溝規模は幅 0.98～ 1,71m南 北

幅は狭 く、東西幅が広 くなる。深さ 0.31～ 042mである。断面形状は逆台形を呈す。墳丘中央から

北寄 りに箱式石棺を有する埋葬施設、南側に組合式木棺を有する埋葬施設を確認 した。埋葬施設は地

表から掘 り込まれている。

堆積状況 おおまかに上層・中層・下層の 3層の堆積を確認 した。上層は黒褐色砂質土が主体である。

中層は黒色～黒褐色砂質上が堆積 している。下層は褐色砂質土ブロックが含まれる暗褐色砂質土が堆

積 している。墳丘流入土の可能性が高い。上層 。中層からはブロックなどの混入はほとんど確認でき

なかった。

出土遺物 周溝内から土師器片が比較的多 く出上 しているが、図化できるものは無かった。土師器小

型丸底壷片や高不片など確認されている。

出土遺物は破片が多 く器形を復元できるものが少ないことから破砕行為の可能性が考えられるもの
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の明瞭な痕跡は確認できなかった。また周清埋没に伴 うと推定されるが、一箇所に集中するという様

相は確認できなかったことから墳丘削平時の混入の可能性が高い。

遺構の性格・帰属時期 円墳周溝である。4号墳 と 17号墳を切ることから時期は古墳時代 中期前半

以降 と推定される。埋葬施設の構造や堆積状況から構築順序は埋葬施設構築→周溝掘削→墳丘構築 と

推定される。

5号墳埋葬施設 1(第 34図  表 2 写真図版 12)

位置 1区 E20グ リッドに位置 し、墳丘北寄 りに構築される。

検出状況 F20グ リッド検出時に埋土中に黄褐色粘土粒を含む隅丸長方形の範囲を確認 したことから

埋葬施設 と判断 した。当初は木棺 と考えていたが、上層覆土を除去 した段階で、黄褐色粘土で覆われ

た石材を確認 したこととから未盗掘の箱式石棺の可能性が高いと判断した。蓋石は露出 していたが、

粘土が部分的に残存 していたことと側石上部にも同質の粘土が残存 していたことから 4号墳埋葬施

設 と同様に厳重に密閉されていたと推定される。また、棺内は蓋石 との間に隙間が無かった ことから、

土が流入 していると判断 した。棺内東側に扁平礫石を 4つ使用 して石枕を構築 している。礫床は確

認できなかった。

構造・ 規模 掘方平面形状 は隅丸長方形、 断面形状 は逆台形 を呈す。規模 は長軸 2.19m、 短軸

1.08m、 深さ 0.35mで ある。主軸は N67° Wで ある。棺構造は箱式石棺で、石棺の平面形状は口字

形状を呈す。棺内寸法は長軸 163m、 東小口幅 0.40、 西小口幅 0.23m、 深さ 0.21mと 東小口幅が広い。

蓋石は黄橙色粘土で密閉され、長軸 0.60× 短軸 0.30× 厚さ 0.10m前 後の扁平礫岩を 6枚西側から

並べ、さらに隙間を粘土で塞いだ上で直径 0,20m前後の扁平礫石で塞いでいる。蓋石の断面観察か

ら中央に向かって沈んでいる様相が認められるが、これは側石 と小口石天端が不揃いであることに起

因する。蓋石 と側石は粘土により接合されている。側石は南北側共には 4枚並べ、蓋石を載せるた

めに天端を揃えて据え付けるが若干不揃いである。側石は南北共に軸をそろえているが、南側石の西

端が歪に/d― ることから、側石は東側からほぼ同時に構築され、最後に南側西端の石材が据え付けられ

たと推定される。

小 口石 は東側 に長軸 0.50× 短軸 030× 厚 さ 0.10m程、西側 に長軸 0.45× 短軸 0.40× 厚 さ

0,10m程 の楔形の扁平礫岩を 1枚ずつ据え付ける。

棺内東側に直径 0.25m前後の円形扁平石を V字形に並べて石枕を構築 している。また、小型部材

で位置の微調整を行っている。頭位は東であると判断 した。石枕は側石を支えに利用 していることか

ら石棺の据え付け後に石枕が構築されている。

棺床は掘方から005m程堆積 しているが、礫床は確認できなかった。

雄積状況 棺上埋土は暗褐色砂質上で封土である黄橙色粘土を覆っている。棺内埋土は上層 。中層・

下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は流入土 と考えられる黒褐色砂質土が堆積 している。 中層は目

留め粘土である黄橙色粘土ブロックが含まれる暗褐色砂質土が堆積 している。一部粘土ブロックが多

く含まれる。中層は被葬者を覆 う埋葬覆土 と判断した。下層は灰黄褐色砂質土に粘土ブロックが混 じ

る。棺床構築土である。

出土遺物 棺内からは副葬品は確認できなかった。

遺構の性格・ 帰届時期 箱式石棺である。副葬品は確認できなかった。石棺構造や棺内堆積状況から

構築順序は掘方掘削→小口石据え付け→頭位より側石据え付け→棺床構築→石枕構築→ 目留め粘土に
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よる密閉と掘方埋め戻 し→埋葬→埋葬覆土による埋め戻 し→蓋石据え付け→封土 と推定される。

頭位は東である。被葬者の性別は不明であるが棺寸法が大きいことから男性 と推定される。時期は

4号墳 。17号墳 との新旧関係 と 17号墳周溝出土遺物から古墳時代中期前半 と推定される。

5号墳埋葬施設 2(第 35図 表 2・ 3 写真図版 12・ 55)

位置 1区 E20グ リッ ドに位置 し、墳丘南寄 りに構築される。

検出状況 F20グリッド検出時に埋葬施設 1が墳丘の北寄 りに構築されていることや南側がやや空い

ていることに違和感を感 じたことから、平面精査を行った結果、黄褐色粘土粒の混 じる黒褐色砂質土

の堆積範囲を確認 したので、埋葬施設 と判断 した。埋葬施設 1と 比較 して墳丘中央よ り距離がある

ことから副次埋葬施設 と判断 した。上層覆土を除去 した段階で、石材などは確認され /d― かったことか

ら組合式木棺の可能性が高いと判断した。上層覆土から摩耗の著 しい土器片が出上 しているが、埋葬

に伴 うものではな く、墳丘構築土への混入 と推定される。枕施設は確認できなかったことから頭位は

不明である。礫床や棺底材痕跡は確認できなかった。

構造・規模 掘方平面形状は隅丸長方形、断面形状は盤形を呈す。規模は長軸 231m、 短軸 135m、

深さ 030mで ある。主軸は N61° Wで ある。棺構造は組合式木棺で、平面形状は口字形状を呈す。

棺内寸法は長軸 1,74m、 幅 0,62m、 深さ 0.26mで ある。棺内埋土は掘方埋土の差異は確認できるも

のの、棺材痕跡については不明瞭で、小日板の痕跡 も確認できなかった。枕施設も確認できなかった

ことから、頭位の判断は困難であるが、埋葬施設 1の頭位が東であることから同様に東 と推定される。

棺床は掘方から 0,04m程堆積 しているが、礫床や棺底材痕跡は確認できなかった。

堆績状況 棺内埋土は上層 。中層・下層の 3層 の堆積を確認 した。上層はやや粘質の暗褐色砂質土

が堆積 している。蓋材痕跡の可能性が高い。中層・下層はにぶい黄褐色砂質土を含む黒褐色砂質土が

堆積 している。人為的埋没の痕跡が確認できることから中層は被葬者を覆 う埋葬覆土、下層は棺床土

と判断した。

出土遺物 棺内か らは副葬品は確認できなかった。棺内上層か ら土師器直口壺片 (26)が出土 した。

内外面にミガキを施す。複合口縁で下端が突出する。器壁は摩耗が著 しい。時期は古墳時代前期前半

に比定されるが、5号墳が古墳時代中期前半以降に属すると推定されることから埋葬施設に伴 うもの

では /A― く、墳丘構築土への混入の可能性が高い。上層からはその他土器細片がいくつか出土 している

が、摩耗が著 しいことから同じく墳丘構築土への混入の可能性が高い。

遺構の性格 。帰属時期 組合式木棺である。副葬品は確認できなかった。木棺構造や棺内堆積状況か

ら構築順序は掘方掘削→棺材据え付け→掘方埋め戻 し→埋葬→埋葬覆土による埋め戻 し→蓋材据え付

けと推定される。

頭位は埋葬施設 1の様相から東 と推定される。被葬者の性別は不明であるが棺寸法が大きいことか

ら男性 と推定される。時期は 4号墳・ 17号墳 との新旧関係 と 17号墳周溝出土遺物から古墳代中期

前半 と推定される。

17号墳 (第 36図～第 37図  表 2・ 3写 真図版 15・ 55)

位置 1区 E・ F19。 20グ リッ ドに位置 し、5号墳に切 られる。道路により西側周溝の一部が削平さ

れている。

検出状況 E19。 20グ リッ ド検出時に 5号墳周清 と同様に弧を描 く形で黒褐色砂質上の堆積範囲を

確認 したことから、古墳周溝の可能性が高いと判断 した。道路による削平で西側周溝の一部は上部が
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消失 しているが、底部は残存 していたことから、深い周溝であることが把握できた。埋土は黒褐色

砂質上で遺構確認面 とは異なることから掘方は比較的明瞭に確認できたものの、5号墳 との新旧関係

は埋上が酷似 していることから把握 しづらい状況であった。墳丘中央に東西方向に小口石が露出した

隅丸長方形の掘 り込みを検出し、埋土中に黄褐色粘土粒を確認 したことから埋葬施設 と判断した。小

日石の存在から箱式石棺か小口に石を使用 した木棺のいずれかを想定 したが、調査の結果後者であっ

た。埋葬施設長軸を基準に東西南北方向に 4つのセクションを設定 し、 トレンチ掘削で断面堆積を

確認 してから、層 ごとに調査を行った。一部不明瞭な箇所は トレンチを拡張 して断面観察から掘 り込

みラインを確定 した。周溝深度の違い、4号墳 と 5号墳の新旧関係および埋葬施設の差異から 17号

墳は 5号墳に先行すると判断した。

遺構形状・規模 墳丘形状は円墳 と推定される。墳丘が削平されているため、全容は不明だが平面形

状は楕円形で規模は長軸 785m、 残存短軸 690mである。周溝規模は幅 1.18～ 200m南北幅は広 く、

深さ 0.52～ 0.53mで ある。断面形状は V字形～有段 V字形を呈す。南北墳丘側にテラス状の段を

確認 した。用途については構築時の足場もしくは祭祀場の可能性が考えられるが、断面観察から周溝

の掘 り込みと周溝に切 られる堆積を確認 したことから墳丘構築時の足場の可能性が高い。墳丘中央に

小日に石を使用 した木棺を有する埋葬施設を確認 した。埋葬施設は地表から掘 り込まれている。

堆積状況 おおまかに上層 。中層・下層・最下層の 4層 の堆積を確認 した。上層は黒褐色砂質土が

主体である。中層は黒色砂質土が堆積 している。ブロックなどの混入は確認され /d― かった。下層は褐

色砂質土ブロックが含まれる黒褐色～暗褐色砂質土が堆積 している。墳丘構築上の流入である可能性

が高い。最下層は基本層序 14層 に起因するにぶい黄褐色砂質土ブロックを含む黒褐～暗褐色砂質土

が堆積 している。テラス状の段を覆っていることと周溝である下層堆積の差異が確認できることから

墳丘構築土残欠 と判断した。

出土遺物 周溝内から土師器片が比較的多 く出上 しているが、図化できるものは少なかった。土師器

小型丸底壷 (27)と 土師器甕口縁部片 (28)は かろうじて図化できたものである。27は 口縁部の開きは

強 く、日縁部外傾 し、端部は外反する。外面 と口縁部内面に塗彩を施す。時期は古墳時代中期前半に

比定される。28は 国縁部は内外面ナデで体部外面ハケメ、体部は内面ケズリを施す。口縁部は外傾 し、

端部は丸 く収まる。頸部は「く」の字状を呈す。全体に摩耗が著 しい。時期は古墳時代中期前半に比

定される。その他、高邪片など確認されている。

出土遺物は破片が多 く器形を復元できるものが少ないことから破砕行為の可能性が考えられるもの

の明瞭な痕跡は確認できなかった。また、周溝埋没に伴 うと推定されるが、一箇所に集中するという

様相は確認できなかったことから墳丘削平時の混入の可能性が高い。

28

(S=コ :4)

第 37図  17号墳周溝 遺物実測図
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遺構の性格 。帰届時期 円墳周溝である。出土遺物の時期 と 5号墳に切 られることから時期は古墳

時代中期前半 と推定される。埋葬施設の構造や堆積状況から構築順序は埋葬施設構築→周溝掘削→墳

丘構築 と推定される。

17号墳埋葬施設 (第 38図 表 2 写真図版 17)

位置 1区 E・ F19。 20グ リッドに位置 し、墳丘中央に構築される。

検出状況 E・ F19・ 20グ リッ ド検出時に東西方向に小口石が露出した隅丸長方形の掘 り込みを確認

したことから埋葬施設 と判断 した。箱式石棺 と、上層覆土を除去 した段階で、蓋石および側石は全 く

確認できなかったことから、小口に石材を使用 した組合式木棺 と判断 した。平面観察から側板材の痕

跡を確認 した。棺内東側に扁平礫石を 2つ使用 して石枕を構築 している。礫床は確認できなかった。

構造・ 規模 掘方平面形状は隅丸長方形、断面形状は逆台形を呈す。規模は長軸 261m、 短軸 1.15、

深さ 0.27mで ある。主軸は N60° Wで ある。棺構造は組合式木棺で、小日に石材を使用する。平面

形状は口形状を呈す。棺内寸法は長軸 2.20m、 幅 0.45m、 深さ 025mで ある。検出時に小口石が露

出していたことか ら、上部を削平されている可能性が高い。側板痕跡は板材の継ぎ目などは確認で

きなかったことか ら長さ 212× 幅 0.21以上 ×厚さ 005mの板材を 2枚側板 として据え付けている

と推定される。小口石は東西側に長軸 0,35× 短軸 0.30× 厚さ 0,10～ 0.15m程の楔形の扁平礫岩を

1枚ずつ据え付ける。東小口石は棺 内に内傾 している。 また裏込めに長軸 0.35× 短軸 0.23× 厚さ

0,10mの 扁平礫石を外側に据え付けている。西小口石も棺内に内傾 している。下部に長軸 0.15× 短

軸 0.10× 厚さ 0。 10m程の小礫石 2つを内側に固定材 として据え付けている。小日石が棺内に内傾 し

ていることから土圧 と被葬者の消失に伴 う経過が推定される。また内傾 しているものの倒れていない

ことから棺内は空間が少なく、埋葬覆土が堆積 していたと推定される。

棺内東側に直径 0.25m前後の円形扁平石を V字形に並べて石枕を構築 している。頭位は東 と判断

した。

棺床は掘方から 0.02m程堆積 しているが、礫床や棺底材痕跡は確認できなかった。

堆積状況 棺内埋土は上層 。中層・下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は炭化物を含む黒褐色砂質

土が堆積 している。やや粘質が確認できることから棺蓋材の可能性が推定される。中層は暗褐色砂質

土ブロックが含まれる黒褐色砂質土が堆積 している。被葬者を覆 う埋葬覆土 と推定される。下層は黒

褐色砂質土で棺床土である。側板痕跡は黒褐色砂質シル トで断面観察から厚さ 0.05mの板材が復元

できる。

出土遺物 棺内からは副葬品は確認でき /h‐ かった。

遺構の性格・ 帰属時期 小口に石材を使用 した組合式木棺で箱式石棺導入の前段階の様相 と把握 し

た。副葬品は確認できなかった。構造や棺内堆積状況から構築順序は掘方掘削→小口石据え付け→側

板据え付け→石枕構築→埋葬→埋葬覆土による埋め戻 し→蓋材据え付けと推定される。

頭位は東である。被葬者の性別は不明であるが棺寸法が大きいことか ら男性である推定される。時

期は 17号墳周清出土遺物から古墳時代中期前半 と推定され、埋葬施設の様相から上野古墳群の中で

最 も先行する可能性が考えられる。
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その他包含層出土遺物 (第 39図 表 5写真図版 55)

E21グ リッドの遺物包含層 (旧耕作土 )か ら磨製石包丁片が出

土した。石材は蛇紋岩で、両刃である。細片のため詳細は不明で

ある。
(S二 1,3) IOcm

第 39図  1区包含層 遺物実測図
第 3項  1区小結

1区の調査ではおおまかに弥生時代後期後葉、古墳時代、古代の 3期におよぶ遺構・遺物を確認す

ることができた。 1区において生活痕跡が確認できるのは弥生時代後期後葉からで、SD0001大 溝を

中心 とする SD0002・ 0003・ 0005・ 0006が まず出現する。 この中で SD0001に切 られる SD0006以

外は SD0001と 同時期である可能性が高 く、平面形状が蛇行することから旧八東川の支流痕跡の可能

性 も推定される。SD0001については弥生時代終末期か ら古墳時代前期にかけて掘 り直されてお り、

古墳時代前期の遺物が埋没過程で混入 している。遺物の出土量は非常に少な く、破片が大半を占める。

その他弥生時代後期後葉に帰属する遺構 としては SK0127が確認できる。鼓形器台を埋納する祭祀痕

跡の可能性が高 く、祭祀対象は不明であるが弥生時代後期の精神世界の残滓をうかがわせる。また、

竪穴住居跡や掘立柱建物跡などは確認されなかったことから、当該期集落の縁辺部であった可能性が

高い。

古墳時代前期では SD0001が埋没 しつつあるが、機能は継続 していたと推定される。その他では帰

属が明瞭に判別できる遺構はないが、可能性 としては SH01が挙げられる。SH01か らは時期の比定

できる遺物の出土は認められないが、隅丸方形を呈す平面形状や炉痕跡、2区での当該期の竪穴住居

跡の様相から可能性は高い。 しかし、それ以外の遺構は非常に希薄であることから集落の中心は他所

に移動 していたものと推定される。

古墳時代中期になるとSD0001は完全に埋没 し、遺構の様相が一変する。八東川左岸の自然堤防上

に小規模な古墳が出現 し墓域 として展開する。埋葬施設は箱式石棺が優位に立ち、円墳が主体である。

副葬品や埴輪などが確認できないことから、社会的階級がそれほど高 くない集団と推定できるが、八

東川左岸の当該期の様相はよく分かっていないことから具体的にこの集団が どの勢力に帰属 し、 どの

ような役割を果たしていたかまでは不明である。

古墳時代後期前半になるとSD0004が SD0001を 再掘削する形で出現するが、その他の遺構は確認

できなかった。 しか し、須恵器が出土 していることから、周辺に後期に属する古墳が存在する可能性

が考えられる。八東川に沿って古墳の展開 している様相から上流もしくは下流に後期古墳が存在す

る可能性 も考えられ、後期古墳 と推定される横穴式石室を有する奈免羅古墳 ②や梨ノ木古墳などは、

八東川沿いに展開する古墳群に偏属する可能性が考えられる。

古代に /A― ると掘立柱建物跡 と礎石建物跡が出現する。帰属時期の詳細については不明であるが、構

築に計画性が顕者に見 られることや規模がほぼ同じであること、掘立柱建物跡の建替え痕跡や礎石建

物跡への移行が確認できることから、律令体制下に帰属する可能性が高 く、建物群の北側に空間が広

がることや立地が八東川に面することから、倉庫群などの当地域における官衡施設の性格が推定され

る。

以上のことを整理すると と区では弥生時代後期後葉から古墳時代前期にかけての生活痕跡が希薄

で、古墳時代中期になると墓域 としての展開が顕著に/1-る ものの、後期では遺構が再度希薄になる。

院も塗
29
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おそらく墓域としての展開は継続するものの、領域の拡大があったと推定され、後期古墳の展開が読

み取れる。。その後、古代では建物群が構築されるが、当該期の集落などは確認できなかった。この

ことから、集落の中心は八東川沿いから移動したものと考えられるが、立地としては八東川という要

所に近接していることから、より大きな地域に組み込まれていったと考えられる。その画期として律

令体制下における八上郡の整備が推定される。

遺物の出土は少なく、上野遺跡全体を俯蠍すると東側は希薄で、西側に移行するにつれて出土量が

増加する傾向が認められる。このことと遺構の分布から 1区 は上野遺跡の縁辺部に当たると推定さ

れ る。

註 (1)八頭町教育委員会 2010『平成 20・ 21年度 町内遺跡発掘調査報告書』

(2)船 岡町教育委員会 1986『奈免羅 。西の前遺跡』

(久 富 )

大部分は削平されていたが、横穴式石室の側壁がわずかに残存 してお り、7世紀初頭に比定

される須恵器高邪などが出土がみられる。

(3)八東川左岸における後期古墳は希薄であるが、横穴式石室を有する小規模円墳が確認されて

いる。

写真 11 上野遺跡調査前地形状況
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表 2 1区遺構一覧表

遺構番号 遺結性格 面 所属遺精 C■ d 長軸(m) 短軸(m)
確認面か ら

の深さ(m)
平面形 断面形 埋 土 備 考

'D

D20・ 21・ E20・

21・ 22 23・

F23・ 24・ 25'

C25'26・ 27・

H27

逆台形 当面参J照

自然流路即日八束川の一部力〕

弥生後期～占墳時代の選物人る

iD 新溜 逆台形 劉面参照
自然流路 遺物少ない

SD0001か らラ封ft

124・ 25'26 073 静状 逆台形 コ面参照
自然流路 遺物少ない

SD0001か ら分岐

3202,222324

2526
置状 罐 形 目面参照 SD0001を 明る

'D

F19・ 20 C21・

22・ 23・ 24・ 25
條状 盤 形 電画参照

SD0001か ら分岐 切り合い関係

は不明瞭

iD )21・ E21 豫状 椀 形 雪面参照 SD00011こ七Uら オiる

iD 置状 盤 形 町面参照 耕作に伴う素猟消

ID 0008 01 脅状 Ll形 尉面参照 耕作に伴う索掘緒

, ピット 1形 Il形 陽色砂質土

, ピット 司形 U字形 Л占褐色砂質土

P ピット 円形 盤形 黒褐色砂質士

0012 ピット 円形 盤 形 黒褐色砂質上

, ピット 円形 皿形 暗掲色砂質土

ピット 糖円形 皿 形 rii褐 色砂質と

0015 ピット 円形 椀 形
1暗褐色砂質土

2黒褐色砂質土

ピット 悟円形 盤 形 nt褐色砂質土

ピット 05 円形 皿形 Π音褐色砂質土

ピット 隅丸方形 皿 形 褐色砂質土

ピット H27 楕円形 盤 形
1暗褐色砂質fヒ

2黒掲色砂質土

ピット ■27 円形 血 形 暗褐色砂質土

ピット 円形 盤形 暗褐色砂質土

P ピット 構円形 U字形 lll作 北 カクラン

ピット 脩円形 皿形 暗褐色砂質土

P 〕024 ピット H27 円形 盤形 暗褐色砂質土

,025 ピット H26 惰円形 U字形 略褐色砂質土

P ピット H26 ヨ形 盤形 嗜褐色砂質土

ビット H26 悟円形 皿 形 褐色砂質土

P )028 ピット 惰円形 魂形 著褐色砂質土

ピット Il形 盤形 にぶい黄褐色砂質土

ピット 看円形 皿形 瞥褐色砂質土

,P ピット H26 Il形 墜形 皆褐色砂質土

)03つ ピット ヨ形 U字形 にふい黄褐色砂質土

SP ヨ形 U字形 にぶい黄褐色砂質上

)034 ビット 司形 皿形 にぶい黄褐色砂質土

,035 ヨ形 n形 嗜褐色砂質土

土坑 326・ H26 不整形 皿形 こぶい黄褐色砂質土

)03フ ピット ,26・ H26 ¬形 皿形 暗褐色砂質土

ピット 弓形 有段眸 形 悟褐色砂質土

)039 ピット 03( 0 ■形 樫形 時褐色砂質土

)040 ピット 021 告円形 隆形 暗褐色砂質士

,P ピット 04 司形 肛形 瞥褐色砂質土

ピット 円形 避形 唇褐色砂賀土

,043 ピット 円形 魃形 王ぶい黄褐色砂質土

,P ピット 円形 陰形 悟褐色砂質土

)045 ピット 円形 U字形 褐灰色細砂質土

iP )046 ピット 楕円形 眠形 こぶい黄掲色砂質土

,P ビット 楕円形 下整皿形 ミ褐色砂質土

)048 ピット 構円形 宛形
1黒掲色砂質土

2暗褐色砂質土

)049 ピット 024 摘円形 鬼形 皆llE色 砂質土

)050 ピット 円形 肯段 U字形
1に ぶい黄褐色砂賀土

2黒褐色砂質土

ピット 00` 惰円形 皿形 ミ褐色細砂質土

)05⊇ ピット 円形 dll形 目色砂質土

'053
ピット 125・ E26 精円形 椀形 R褐色砂質土
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遺構番号 避構rtX 面 所属遺構 長H14(m) 短軸(m)
確認面から

の深さ (m〕
平面形 断面形 埋上 備考

土筑 円形 盤形 図面参照

能土坑 上部壁面に被熱痕あり

底部に炭化物多く混じる 屋外

炉か

ピット 円形 U字形 こぶい黄褐色砂質土

ピット 精円形 盤,Fタ B色砂質土

0057 ピット 021 円形 椀形 目灰色砂質土

0058 ピット 用形 m形 音褐色砂質土

P )059 ピット 円 形 皿 形 昌色砂質上

ピット 円形 Л形 目色砂質土

ピット 惰円形 U字形 音掲色砂質土

ピット 楯円形 底形 音掲色砂質土

P )063 ビット 楕円形 隆形 音褐色砂質と

ピット 精円形 El形 こぶい黄褐色砂質土

土坑 01 隅丸方形 肛形 瞥褐色砂質士

ピット 03 021 円形 贈形 こぶい黄掲色砂質土

)067 ピット 円形 DI形 腎褐色砂質土

iP )068 ピット 円 形 隆形 時褐色砂質土

,P ピット 011 円形 鰹形 暗褐色砂質土

ピット 円形 皿形 暗褐色砂質土

,P ピット 格円形 協形
1に ぶい黄褐色砂質土

2暗褐色砂質土

,P ,072 ピット 01 円形 虚形 黒褐色砂質上

)073 ピット 胃円形 建形 暗褐色砂質土

,P ピット 刊形 避形 瞥褐色砂質土

ピット 宿円形 肛形 暗褐色砂質土

ピット 325・ H25 ■形 盤形 婚褐色砂質土

ピット 0 II形
艦形 嗜褐色砂質■

)0フ 8 ピット H25 号円形 証形 黒褐色砂質上

,P )0ア 9 ビット H25 ヨ形 盤形 暗褐色砂質」i

ピット 325 H25 盤形 悟褐色砂質土

ピット 看円形 鰹形 暗褐色砂質土

ピット 寄円形 U字形
1に ぶい黄褐色砂質土

21き褐色砂質土

)083 ピット ■形 皿形 瞥褐色砂質土

)084 ピット Il形 皿形 黒褐色砂質上

)085 ピット Il形
蒐形

1暗褐色砂質土

2黒褐色砂質:ヒ

ピット H25 楕円形 U字形 培褐色砂質土

P )087 ピット H25 03( ■形 皿形 黒褐色砂質土

ビット C24・ G25 楕円形 椀形 婚褐色砂質土

P ピット C24・ ■24 円 形 躍 形 黒褐色砂質土

ピット 円形 抗形 暗褐色砂質土

ピット 円形 椀 形 H旨掲色砂質土

P 〕09つ ピット 円形 魂形 暗褐色砂質土

ピット 糖円形 盤 形 暗掲色砂質土

〕09コ ピット G2コ 円形 盤 形
1暗 褐色砂質土

2黒褐色砂質土

O095 ピット 桁円形 U字形 黒褐色砂質土

土坑 精円形 皿形

1褐灰色砂質土

2褐色砂質土

31音協色砂質上

, 0097 ピット 円形 椀形 暗褐色砂質土

ピット Pu形 盤形 累褐色砂質土

P 0099 ピット 021 糖円形 椀形 黒褐色砂質土

ピット 楠円形 盤 形 黒褐色砂質土

ピット 02 円形 椀 形 黒褐色砂質土

0102 ピット 楕円形 盤 形 黒褐色砂質土

,K 0103 土坑 楕円形 皿 形 晴褐色砂質■

,P 0104 ピット 刊形 皿形 晴掲色砂質土

0105 ピット ,24 q形 盤形 暗褐色砂質土

IP ピット 可形 椀形 黒褐色砂質土

ピット 01 1形 皿形 著褐色砂質土

ピット 01 1形 皿形 瞥褐色砂質士

土坑 骨円形 EX形 瞥褐色砂質土
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選構番号 遺構性格 面 所属選構 長軸(m) 短軸(m)
確 A/J面から

の深さrm)
平面形 断面形 埋土 備考

ピット 裕円形 m形 褐色砂質土

土坑 F24・ C24 縮円形 m形
1黒褐色砂質土

2暗掲色砂質土

ピット 脩円形 有段 U字形
新 黒褐色砂質■

日 R旨褐色
切り合い関係あり

ピット 円 形 椀 形 黒禍色砂質上

ピット 楕円形 皿 形 暗褐色砂質土

土坑 fTI丸 方形 Ell形 暗褐色砂質土

SP ピット 円形 皿形 黒褐色砂質土

)117 ビット 円形 皿形 黒褐色砂質上

ピット C23・ C24 円 形 盤 形 にぶい黄褐色砂質土

,P ピット 円形 椀 形
1黒褐色砂質土

2にぶい黄褐色砂質土

ピット 円形 皿形 黒褐色砂質土

ピット 円形 皿 形 暗褐色砂質土

ピット 円形 盤 形 暗褐色砂質子

ピット 4/1円 形 皿 形 暗褐色砂質土

ピット F23・ 24 円形 皿 形 晴褐色砂質土

ビット 楕円形 皿 形 暗褐色砂質上

ピット 円形 皿 形 褐灰色砂質土

土坑 脩円形 盤形 黒褐色砂質上 終台埋納

)128 ピッ 円形 皿 形 にぶい黄褐色砂質士

P ピ ッ 円形 盤 形 H旨褐色砂質土

ピ ッ 脩円形 皿 形 黒褐色ンルト

P ビッ 04′ 円形 椀 形 褐色砂質土

ピット 円形 皿 形 暗褐色砂質土

ピッ 精円形 皿 形 暗褐色砂質土

ピット 楕円形 皿 形 黒褐色砂質上

ピ ッ 円形 税形 黒褐色砂質土

ピット 円形 椀形 黒褐色砂質土

)137 ピ ッ E22・ 23 円形 有段 U字形 黒褐色砂質土

ピット 円形 椀 形 灰黄褐色砂質土

ピ ッ 071 脩円形 不整椀形 黒褐色砂質土

P ピッ 041 糖円形 椀 形 黒褐色砂質十

ピット 円形 椀 形 黒褐色砂質土

ピッ 円形 税 形 灰黄褐色砂質土

G21・ C22 060^ 不整形 U字形 耕作土 カクラン

ピ ッ 精円形 U字形 耕作土 カクラン

ピット 精円形 U字形 耕作土 カクラン

ピット 看円形 U字形 耕作士 カクラン

)147 ピット 脩円形 U字形 耕作土 カクラン

ピット C21 令Pl形 U字形 耕作と カクラン

ピット 04! 情円形 U字形 耕作■ カクラン

ビット 083^ 楷Pl形 U字形 カクラン

,P 51 ピット Iff円 形 U字形 耕作土 カクラン

ピット 楕円形 確 形 黒褐色砂質土

ピット 情円形 皿 形 黒褐色砂質土

・ l形 U字形 耕作上 カクラン

)155 yH
溝状 不整皿形 黒褐色砂質土

,P )156 03( 楕円形 Uユ形 耕作士 カクラン

)15フ ビット 02 看円形 U字形 耕作 上 カクラン

土坑 070～ 看円形 逆台形
1黒褐色砂質土

2褐色砂質土

ビット 者円形 U字形 耕作土 カクラン

G20 不整形 U字形 耕作上 カクラン

ピット F20・ C20 ]形 U字形 rlitF土

,P ピット 不整形 U字形 耕作土 カクラン

SP ピット U字形 耕作土 カクラン

ピット 糖円形 U字形 耕作i カクラン

F21 01 有「」形 U字形 緋作上 カクラン

)166 ビット Il形 U字形 耕作土 カクラン

SP 不整形 U字形 耕作土 カクラン
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遺構番号 週構性格 面 所属選樹 長1萌 (m) 短軸(m)
確認面から

の深さ(m)
平面形 断面形 哩 ■ 備考

ピット 糖円形 U字形 耕作■ カクラン

橋円形 U字形 耕作土

ピット 楷円形 U‐7形 緋作土 カクラン

ピット 糖割形 U字形 耕作上 カクラン

)1'2 楕円形 U字形 研作土 カクラン

ビット 脩円形 U字形 升作土 カクラン

IP ピット 絡円形 U字形 非作土 カクラン

ピット 楕円形 U字形 FJI作■ カクラン

ピット 脩円形 U字形 非作上 カクラン

ピット 青円形 U字形 丼作上 カクラン

ピット 彎円形 u字形 耕作土 カクラン

,P 91ア 9 ピット 050 着|・ l,杉 U字形 耕作北

ピット 031 脩円形 U字形 耕作土 カクラン

ピット 粘円形 U字形 絣作土 カクラン

円形 υ字形 耕作土 カクラン

SP ピット 格円形 U字形 44作土 カクラン

ピット 025 桁円形 U字形 耕作土

ピット 格円形
逆台形→有

段U字形
図面参照 折旧関係あり

満 灘引丈 旺形 コキ褐色砂質す 16号墳に切られる

ピット 円形 逆台形 図面参照

1形 皿形 黒褐色砂質十 1:部が トレンチでカクランされる

ピット ¬形 U字形 図面参照

ピット ¬形 逆台形 図面参照

“

掘り 継 形 Ц面参照

ピット 肯円形 逆合形 コ面参照 布掘 り

ピット 岳丸方形 逆台形 コ面参照

3 ピット 045～ 025 桁円形 逆台形 圏面参照

ピット 円形 図面参照

ピット O07 精円形 皿形 にぶい黄褐色砂質土

ピット 格円形 皿形 にぶい黄褐色砂質士 布掘 り

ピット 糖円形 逆合形 区面参照

ピット 精円形 逆台形 図面参照

ピット 粘円形 有段 U字形 図面参照 SB03,3を 切る

ピット 070 精円形 有段U宇形 図画参照 SB03,5を 切る

ピット 074～ 円形 逆合形 ヨ面参照 )B04,4 SB04 P5を 切る

ピット SB03 精円形 逆台形 則面参照 搬り百 し

108～ 精円形 逆台形 コ画参照

ピット 097 隅丸方形 有段 U字形 瓢面参照

ピット 027 楕円形 不整皿形 円面参照 ,B03,3に 切られる

ピット 楕円形 皿形 コ面参照 SB03,5SB03P4に 切られる

ピット 脩円形 El形 冒面参照 SB05P5に 切られる

ピット 稽円形 蛭台形 剰面参照

ピット 逆台形 剛Vn参照

行lIFり 盟台形 ∃面参照

布桝 り 溝状 逆台形 目面参照

ピット 柄 円形 有段 U字形 図面参照

ピット 楕円形 有段 U字形 岡面参照

P ピット 桁円形 有段u字形 図面参照

ピット 粘円形 逆台形 図面参照

ピット 柏円形 逆台形 図面参照

精円形 逆台形 図面参照

竪穴住居 隅丸方形 逆台形 図画参照
壁材痕跡残る 調益区西側に延び

る

ピット 隋円形 椀 形 図面参照

1形 U字形 図面参照

ピット 4形 u字形 図面参照

ピット 不明 逆台形 図面参照

∃清 01号墳 ‖状 逆台形 図面参照 円IA SB05に 切られる

司溝 制鴻 02号墳 1 29 脅状
V字形、石

段 V字形
ヨ面参照

円IFl 南側に平場を構築
り

選物あ
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遺構番号 遭構性格 面 所属遺構 長軸〈m) 短軸(m)
確認面から

の深さ(m)
平面形 断面形 埋 士 備考

埋葬施設 翌華施設 )2号墳 不整長方形 逆台形 図面参照 省式石棺 蓋石無 し 副葬品無 し

司溝 司満 〕3号 墳 i4状 盤形 図面参照
●墳 SD0001を切る 調査区北側

こ延びる

埋葬施設 理葬施設 〕3号 llH 不整長方形 継形 図面参照
箱式石構 翔:作に伴うカクランに

より破壊される

司浦 訂溝 〕4号 墳 '20・

21・ 22・

溝 状 逆台形 図面参照

円墳 西側に平場を構築する 5号
噴に切られるが再度周湾を構築し

ている様子

埋葬施設 埋葬施設 )4号墳 不整長方形 逆台形 図面参照

箔式石植 議石有り 黄褐色粘土

で封じる 側石を2重に巡らす

朱彩

周清 周溝 )5号蹟 溝状 逆台形 図面参照 ¬墳 4号墳 17号鎖を切る

里葬施設 埋葬施設 う5号墳 長方形 逆台形 図面参照 密式石棺 蓋石あり 石枕

里葬施設 2 埋葬施設 D5号碩 長方形 逆台形 図面参照
棺

り

木

あ

枕などの施設はなし 遺物

尋Я奪 周YF 16号 墳 E23・ E24 034 溝状 逆台形 図面参照
墳

裂

方

式

調査区北側に延びる 布留

q溝 周 灌 17号墳
E19・ 20。 119・

潜状
V字形、有

段U字形
図面参照 ¬墳 北側、商側に平場を構築

里葬施設 埋葬施設 17号 墳
20

長方形 逆台形 図面参照
Jヽ日石と側板の組み合わせ式 石

-78-



表
3 
1区

土
器

観
察

表

‐ 預 Φ ‐

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
器
高
に
m)

口
径
に

nl
l

底
径

に
m)

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特

 
徴

1
1

SD
00
01

8
土

師
器
 

甕
01
mm
以

下
の
砂
粒
や
や
多

い
 0
1～

3m
mの

礫
微
量

や
不

良

面
 

浅
黄

橙
色

面
 

浅
黄

橙
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

肩
部

に
波

状
文

を
廻

ら
せ

る
。

体
部

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
の

ち

ナ
デ

調
整

。
頸

部
押

さ
え

痕
残

る
。

日
縁

部
外

傾
し
、

端
部

は
平

坦
に

整
え

る
。

口
縁

下
端

の
突

出
は

鋭
い

。
全

体

の
摩

耗
が

著
し
い

。

2
1

SD
00
01

8
土

師
器
 

高
郷

必
部

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

に
ぶ

い
赤

褐
色

橙
色

外
画

ハ
ケ

ロ
の

ち
ナ

デ
調

整
。

内
面

に
放

射
暗

文
。

高
不

底
部

に
棒

状
工

具
痕

あ
り
。

3
1

SD
00
01

8
弥

生
土

器

装
飾

壺
口

縁

0 
1 
mn
a以

下
の

砂
粒

微
量

01
～

3m
mの

礫
微

量
面
 

浅
黄

橙
色

面
 

癬
苦

緒
偽

国
縁

部
ナ

デ
調

整
の

ち
内

面
に

ミ
ガ

キ
を

施
す

。
端

部
は

平
坦

に
整

え
る
。

外
面

に
波

状
文

を
廻

ら
し
、

円
形

渦
巻

文
状

に
粘

土
組

を
貼

り
付

け
る

。

11
1

S
D0
00
4

11
須

恵
器

短
頸

四
耳

壼
10
5～

01
～

2m
mの

砂
粒

混
じ
る

良
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
白

色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

の
ち

カ
キ

メ
調

整
。

体
部

内
面

押
さ

え
工

具
痕

残
る

、
外

面
平

行
タ

タ
キ

調
整

の
ち

カ
キ

メ
調

整
。

日
縁

部
内

湾
し
、

端
部

を
内

側
に

折
り
曲

げ
て

段
を

付
け

る
。

鉤
状

の
把

手
を

貼
り
付

け
る
。

国
縁

部
外

面
に

波
状

記
号

、
内

面
に

3条
平

行
ヘ

ラ
記

号
あ

り
。

1
SD

00
04

11
須

恵
器

長
脚

高
郷

△
41
+△

10
5

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

支
射

勺
面
 

灰
色

～
灰

白
色

fl
面
 

灰
色

～
灰

白
色

口
縁
部
内
外
面
回
転
ナ
デ
調
整
。
脚
部
回
転
ナ
デ
調
整
。
脚
柱
部
内
面
絞

り
痕
残
る
。
日
縁
部
外
傾

し
、
端
部
を
丸

く
H又
め
る
。

口
縁
部
は
底
部
の
境
に
に
ぶ
い
稜
が
廻
る
。
脚
部
は
ハ
の
字
に
開
き
、
端
部
に
は
ナ
デ
に
よ
る
凹
み
が

あ
る
。

13
1

SB
05
-P
4

土
師

器

寮
も

し
く
は

鉢
底

部
01
mm
大

の
砂

粒
含

む
勺
面
 

に
ぶ

い
橙

色

米
面
 

に
ぶ

い
XF
■
色

外
面

ハ
ケ

ロ
の

ち
ミ

ガ
キ

調
整

。
内

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

底
部

内
面

中
央

ヘ
ラ

削
り
で

円
状

に
凹

む
。

底
部

平
底

。
体

部
の

開
き

強
い

。

SK
01
27

弥
生

土
器
 

器
台

△
19
1

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

/外
面
 

橙
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

の
ち

ミ
ガ

キ
調

整
。

上
端

と
下

端
に
5条

の
平

行
沈

線
を

廻
ら
す

。
脚

台
部

内
面

ナ
デ

調

整
。

外
面

ハ
ケ

ロ
調

整
。

日
縁

部
外

傾
し
、

端
部

丸
く
収

ま
る

。
脚

台
部

は
ハ

の
字

に
開

き
、

端
部

は
丸

く
収

ま

15
SK
01
27

弥
生

土
器
 

器
台

脚
部

16
0

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

勺
面
 

黄
橙

色

飛
面
 

湾
苦

緒
偽

脚
部
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
。
外
面
ナ
デ
調
整
。
上
端
に
円
形
ス
タ
ン
プ
文
。
脚
部
は
ハ
の
字
に
開
き
、
端
部
は
丸

く
収

ま
る
。

1
16
号

墳
周

溝
土

師
器
 

壺
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

罠
夕f

有
面
 

に
ぶ

い
橙

色

ホ
面
 
に
ぶ
い
橙
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

肩
部

ま
で

ナ
デ

調
整

。
体

部
内

面
ケ

ス
リ
調

整
の

ち
ナ

デ
調

整
。

頸
部

か
ら
肩

部
押

さ
え

痕
残

る
。

底
部

押
さ

え
痕

残
る

。
国

縁
部

外
傾

し
、

端
部

は
外

反
し
丸

く
収

ま
る
。

体

部
下

位
に

穿
孔

。

1
16
号

墳
周

溝
土

師
器
 

甕
01
mm
の

砂
粒

含
む

好 面 面

良 内 外

に
ぶ

い
黄

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

肩
部

ま
で

縦
ハ

ケ
ロ
調

整
。

体
部

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
の

ち
ナ

デ
調

整
。

肩
部

か
ら
底

部
押

さ
え

痕
残

る
。

国
縁

部
外

傾
し
、

端
部

は
内

側
に

肥
厚

す
る

。
底

部
に

穿
孔

。

1
2号

墳
周

溝
土

師
器
 

甕
17
0

03
mm
大

の
砂

粒
含

む

罠
好

勺
面
 

明
黄

褐
色

ll
面
 

明
黄

褐
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

体
部

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
。

日
縁

部
強

い
ナ

デ
に

よ
り
複

合
国

縁
状

に
な

る
。

端
部

は
外

反
し
丸

く
収

ま
る

。
頸

部
Cの

字
状

を
呈

す
。

全
体

に
摩

耗
が

著
し
い

。

1
2号

墳
周

溝
土

師
器

袋
形

土
器

?
16
5

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

支
射

勺
面
 

黄
橙

色

ll
面
 

浅
黄

橙
色

～
褐

灰

口
縁

部
体

部
外

面
ナ

デ
調

整
。

外
面

に
3条

の
沈

線
廻

る
。

紐
通

し
孔

を
開

け
る
。

内
面

粘
土

組
痕

残
る

、
ナ

デ
調

整
。

底
部

は
丸

底
で

全
体

の
形

状
は

砲
弾

形
を

呈
す

。

1
4号

墳
周

溝
土

師
器

小
型

丸
底

壺
00
1～

2m
m大

の
砂

粒
含

む

ミ
野

有
面
 

灰
白

色

・
t面

 
湾

き
徹

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
の

ち
ナ

デ
調

整
。

体
部

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
の

ち
ナ

デ
調

整
。

日

縁
部

外
傾

し
、

端
部

は
丸

く
H又

ま
る

。
頸

部
Cの

字
状

を
呈

す
。

全
体

の
調

整
は

粗
い

。

23
1

4号
墳

周
濤

土
師

器
 

饗
14
5

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

袴
色

/外
面
 

緒
色

国
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

体
部

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
の

ち
ナ

デ
調

整
。

属
部

押
さ

え
痕

坂

る
。

日
緑

部
内

傾
気

味
に

立
ち

上
が

り
、

端
部

は
平

坦
で

内
側

に
肥

厚
す

る
。

頸
部

Cの
字

状
を

呈
す

。

1
5号

墳
埋

葬
施

設
2

土
師

器

複
合

口
縁

壺
01
mm
大

の
砂

粒
含

む

罠
難

勺
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

木
面
 

濃
黄

精
色

国
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
の
ち
ミ
ガ
キ
調
整
。
体
部
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
。
複
合
目
縁
で
国
縁
下
端
突
出
す
る
。
頸
部

く
の
字
状
を
呈
す
。
全
体
に
摩
耗
が
著

し
い
。

1
17
号

墳
周

溝
土

師
器

小
型

丸
底

壷

01
mm
以

下
の

砂
粒

曼
t

01
～

3m
mの

礫
微

量

支
夕f

冶
土
 

浅
黄

橙
色

全
彩
 

橙
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
の

ち
ナ

デ
調

整
。

体
部

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
。

頸
部

押
さ

え
痕

残

る
。

日
縁

部
外

傾
し
、

端
部

は
外

反
し
丸

く
収

ま
る

。
頸

部
Cの

字
状

を
呈

す
。

外
面

と
内

面
に

朱
を

塗
る

。

1
17
号

墳
周

溝
土

師
器
 

甕
△
79

△
10
8

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

/外
面

橙
色

ヨ
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

体
部

内
面

ケ
ス

リ
調

整
。

国
縁

部
外

傾
し
、

端
部

は
丸

く
収

ま
る

。
頸

部
く
の

字
状

を
呈

す
。

全
体

に
摩

耗
が

著
し
い

。
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表
4 
1区

鉄
器

観
察

表

表
5 
1区

石
器

観
察

表

還
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
長
さ
に
ml

中目
lc
m)

厚
さ

lc
m)

重
さ

(g
)

特
 

徴

4
1

5D
00
01

8
鉄

鏃
茎

吾
`

5
1

8
鉄

鏃

96

刃
部
 2
7

茎
部
 6
9

刃
部
 0
14

茎
部
 0
3～

07
刃

部
 0
25

茎
部
 0
4

刃
形
は
柳
葉
形
、
断
面
は
両
丸
。
関
部
は
ナ
デ
関
。
刃
先
欠
損
す
る
。
腐
食
著

し
い
。

1
SD
00
01

8
鉄

鏃

11
2

刃
部
 3
4

茎
部
 7
8

刃
部
 0
13

茎
部
 0
4～

07
刃
部
 0
22

茎
部
 0
4

刃
形

は
柳

葉
形

、
断

面
は

両
丸

。
関

部
は

ナ
デ

関
。

腐
食

著
し
い

。

1
SD
00
01

8
鉄

鏃

11
5

刃
部
 4
2

率
部
 7
3

刃
部
 0
15

茎
部
 0
3～

10

刃
部
 0
2

望
音
卜
 0
35

可
形

は
柳

葉
形

、
断

面
は

両
丸

。
関

部
は

ナ
デ

関
。

刃
先

欠
損

す
る

。
腐

食
著

し
い

。

1
SD
00
01

8
鉄

鏃

86
刃
吉
焉 
33

≧
部
 5
3

刃
部
 0
12

茎
盲
卜
 0
3～

05
刃

吾
下
 0
25

茎
部
 0
4

刃
形

は
柳

棄
形

、
断

面
は

錦
。

関
部

は
ナ

デ
関

。
刃

先
欠

損
す

る
。

茎
部

曲
が

る
。

腐
食

著
し
い

。

1
SD
00
01

8
鉄

鏃

83
刃

著
卜
 5
3

茎
部
 3
0

刃
部
 0
13

茎
部
 0
4～

08
刃

音
卜
 0
25

茎
部
 0
4

刃
形

は
柳

葉
形

、
隣

面
は

両
丸

。
関

部
は

ナ
デ

関
。

。
望

部
欠

損
す

る
。

腐
食

著
し
い

。

1
SD
00
01

8
鉄

鏃

10
5

刃
部
 3
5

事
部
 7
0

刃
部
 0
14

茎
部
 0
3～

08
刃

部
 0
2

茎
部
 0
4

刃
形

は
柳

棄
形

、
断

面
は

両
丸

。
関

部
は

ナ
デ

関
。

腐
食

著
し
い

。

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
長
さ
に
m)

幅
om
)

厚
さ
に

na
l

重
さ
(g
)

材
質

色
 

調
特

 
徴

〕
1号

墳
石

斧
11
7

26
39
8

菫
青

石
ホ

ル

フ
ェ

ン
ス

両
側

縁
共

ツ
ブ

レ
が

著
し
い

、
基

部
は

欠
損

。
器

形
は

非
対

称
デ

ア
リ
、

タ
テ

斧
と
思

わ
れ

る
。

17
I

1号
墳

石
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Tr 4セ クシヨン図
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第 2節 2区 基 本 層 序・ 遺 構 と遺 物

第 1項 2区基本層序 (第 40・ 41図 表 6 写真図版 16)

2区調査に先立ち、八頭町教育委員会発掘調査監理者の指示のもとトレンチ調査を行 った。調査区

南側 と西側に Tr 3・ Tr 4を設定 し、基盤層まで重機 (バ ックホー )に よる掘削を行い、堆積状況の確

認 と遺物包含層及び遺構確認面の確定を行った。表土掘削の結果、調査区中央を暗渠構築時のカクラ

ンによって遺構面が破壊されていた。また調査区南西側もカクランが著 しく、遺構の残存状況は極め

て不良であった。カクランと 15グ リッ ド以東にサブ トレンチ (STr.16～ 18)を 設定 し、遺物包含層

の堆積状況 と遺構の有無を確認 しながら包含層の除去を行った。調査完了後に STr.16南 半 と STr.17

北半を対象に下層確認調査を実施 し、堆積状況の再確認 と遺構の有無を確認 した。

堆積の様相は基盤層である 24層が砂質土 と粘質土が互層状に堆積 していることから旧河道であっ

たと考えられる。23層 は水平堆積が認められるが、砂質が強 く礫が含まれることから同じく河川堆

積土 と推定される。22層 は遺構確認面で 23層上層が地表化 したものである。一部礫層が露出して

お り、北西方向にのびる様相を確認 した。また、礫層を境に土質が黒褐色砂 と灰黄褐色砂質土に分け

られる。21層 は現代まで続 く圃場整備後の耕作地である。

堆積の傾向は 1区 とほぼ同様であるが 22層 に露出した礫層を境に土質が分けられるが基本的には

北側に傾斜する様相が確認できる。また 23・ 4層 の堆積要因が河川作用によるものであ り、堆積方

向が現八東川に沿 うことから、八東川の変遷過程を示唆する可能性がある。

表 6 2区基本層序表

基本層序区分 (1 土 質 特 徴

1 1-4 1 表土・客土 司場整備後の耕作土。

9。 14
1・ 2

(1・ 3・ 4)
黒褐色砂～灰黄掲色砂質土

遺構確認面。23層 上層が地表化したもので、

一部礫層が露出する。

15。 16
4ハψ6

(5～ 9)
黄褐色～灰黄褐色砂質土 砂質が強い。河川堆積土である。

27-29
7-9
(10～ 12)

にぶい黄褐色砂質土～

明黄褐色砂礫層

一部粘質土が含まれる。河川堆積土である。

遺物などは全く含まれない。

第 2jlt 2区遺構 と遺物

2区の調査面は基本的に 1面であるが、複数時期の遺構が検出され、明瞭な切 り合い関係が認めら

れる。検出遺構は大溝 SD0001と それから分岐する溝 SD0187・ 0188、 大溝を切る井戸 SE0327、 竪

穴住居跡 S102・ 03・ 04・ 05を 4棟、粘土を包含する土坑 SK0285、 土器埋納遺構 SK0268、 2基の

方墳 (7号 墳・ 10号墳 )と 2基の円墳 (6・ 8号墳 )、 墳形不明の 9号墳、箱式石棺 2基の埋葬施設、

その他多数のピット/A― どが挙げられる。

出土遺物は少なく、抽出遺物はコンテナ 5箱である。内訳 としては弥生時代後期後葉から古墳時代

前期のものが多 く、古墳時代中期の土師器や 6号墳周溝からは古墳時代後期の初期須恵器を含む土

器群、6号墳の埋葬施設からは鉄器の副葬品が出上 している。

-87



また、遺構に伴わないものでは、縄文晩期～弥生時代中期の上器片や打製石斧や砥石などがある。

SD0001(第 43～ 45図 表 7・ 8 写真図版 16・ 17・ 55・ 56)

位置 2区 D13～ D18グ リッドに位置し、調査区を東西方向に横断する。D17グ リッドで SD0187、

D16グ リッドで SD0188が分岐する。D14グ リッドで SE0327・ 9。 10号墳に、D17・ 18グ リッド

で 7号墳に切られる。1区から継続する。

検出状況 1区からの継続とTr,4の断面観察から、当初から規模 と存在は把握していた。様相は 1

区とは異なり黒褐色砂質土を溝状に検出した。遺構確認面の土質にばらつきがあることや、一部掘方

が不明瞭な箇所があったことから、調査はグリッドを基準にセクションを設定して トレンチ掘削で堆

積状況と規模を確認してから層ごとに調査を行った。

遺構形状・規模 南東から北西方向にのびる。幅は 1.96～ 3.85m、 平均の深さは遺構確認面から0.92m

と大きく深い。断面形状は逆台形を呈す。3区にのびる。

雄積状況 おおむね上層、中層、下層の 3層を確認した。上層は土器片を含む褐色砂質土が堆積し

ている。弥生時代後期～古墳時代後期の遺物を含み、人為的な痕跡は認められない。遺物の時期幅が

広いことから河川氾濫に伴う埋没によるものであろう。中層は黒褐色～黒色砂質土が堆積している。

締まりは弱く、少量だが礫石を含む。断面観察から下層堆積を掘り直している様相を確認した。古墳

時代前期の遺物を多く含む。下層は黒褐色砂質土が堆積している。やや粘質が強く、弥生時代後期後

葉の遺物を含む。底面は基盤層に到達している。

出土遺物 全体に出土遺物は少ない。D13・ 14グ リッド中層中位から古墳時代前期前半の遺物が比

較的まとまって出土している。出土状況から埋没過程での廃棄物の可能性が高い。30は土師器不で

ある。器高は低く、内外面にミガキを丁寧に施す。低脚雰の邪部を使用している。時期は古墳時代前

SD0001
60500m                                                                                50500m

―

                                                                               

―

攀紳観蝉弾　　蝉韓観鋤蝉

蝉中仲弾中弾　的中柳弾中弾

韓蝉韓蝉　蝉蝉韓蝉理韓韓蝉］韓韓

51000m

O (S=」 :40)         2m

第 43図 SD0001断面図
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第 45図 SD0001遺物実測図
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期前半に比定される。31は 大型の土師器有稜高不郵部である。内面には放射状晴文を施す。日縁部

下端に鋭い段が付 く。時期は古墳時代前期前半に比定される。32は 土師器高不である。郷部が皿形

を呈 し、口縁部は外傾 し、端部を平坦に整える。脚柱は細 く、短い。時期は古墳時代前期前半に比定

される。33は 弥生土器高郵脚部である。脚柱部は筒状を呈 し、外面にミガキを施す。脚端上部に段

が付き、内面にはハケメが明瞭に残る。時期は弥生時代後期後葉に比定される。34～ 40は 土師器

複合口縁甕である。いずれも口縁下端の突出は鋭 く、端部を平坦に整える。体部内面にケズリを施す

が、39は体部内面にハケメが見 られることからやや古相 と考えられる。口縁部が他の遺物 と比較す

るとやや直立気味に立ち上がる。時期は古墳時代前期前半に比定される。

遺構の性格・帰属時期 1区から継続する大溝 と考えられる。規模を縮小 しながらも掘 り直 し痕跡が

確認されることか ら長期間にわたって使用されていたと推定される。時期については 2期が推定さ

れる。初現は下層堆積 と出土遺物から弥生時代後期後葉 と推定される。その後、弥生時代終末期～古

墳時代前期前半に再掘削されるが、前期後半には埋没 していたと推定される。

SD0187(第 46図  表 5 写真図版 18)

位置 2区 D16～ 17グ リッドに位置 し、南東から北西方向にのびる。D17グ リッドで SD0001か ら

分岐する。南側に SD0188が平行する形で存在する。調査区外にのびる。

検出状況 当初は明瞭に検出できなかったが、SD0001の方向とは異なる暗褐色砂質上の堆積範囲を

確認 したことから、任意のサブ トレンチ調査から掘 り込みの確認を行った。土質がほぼ同じであつた

ことから判別は困難であったが、褐色砂質土ブロックを含む範囲を確認 し、平面精査によって同様の

堆積が溝状にのびる様相を確認 したことから遺構 と判断 した。

遺構形状・規模 蛇行気味に南東から北西方向に旧河道 と同様にのびる。幅 0.40～ 0,60m、 平均の

深さは遺構確認面から 0.16mと 比較的浅い。断面形状は有段椀形を呈す。

堆積状況 1層の堆積を確認 した。褐色砂質土ブロックを含む暗褐色砂質土が堆積 している。

出土遺物 土器片が出土 しているが、細片であることと摩耗が著 しいことから時期の比定は困難であ

る。

遺構の性格 。帰属時期 溝幅にばらつきがあることや流れの方向が旧河道 と同様であることから自然

流路の可能性が推定される。時期は SD0001・ 0188に併行すると考えられることから弥生時代後期

後葉 と推定される。

SD0188(第 46図 表 7・ 8 写真図版 18・ 57)

位置 2区 D15～ 16グ リッドに位置 し、南東から北西方向にのびる。D16グ リッドで SD0001か ら

分岐するが断面観察か ら切 られている様相を確認 した。D15グ リッ ドで 8号墳に切 られる①北側に

SD0187が平行する形で存在する。

検出状況 SD0187と 同様に基本層序 22層 とSD0001の方向とは異なる暗褐色砂質土の堆積範囲を

確認 したことから、任意のサブ トレンチ調査から掘 り込みの確認を行った。土質がほぼ同じであつた

ことから判別は困難であったが、暗褐色砂質土ブロックを含む黒褐色砂質土 と褐色砂質土ブロックを

含む暗褐色砂質土の掘 り込みを確認 し、SD1087と 同様の方向にのびる堆積範囲を確認 したことから

遺構 と判断 した。また、断面観察から SD0001に先行する可能性が推定される。

遺構形状・規模 蛇行気味に南東から北西方向に旧河道 と同様にのびる。SD0002は 幅 0,79～ 1.47m、

平均の深さは遺構確認面から 0.33mと 比較的深い。断面形状は有段 U字形を呈す。
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第 46図  SD0187・ 0188 遺構図

雄積状況 上層、下層の 2層の堆積を確認した。上層が暗褐色砂質土ブロックを含む黒褐色砂質土、

下層は褐色砂質土ブロックを含む暗褐色砂質土が堆積している。下層から遺物の出土を確認した。

出土遺物 弥生土器甕口縁部 (41)が出土している。日縁部がやや外傾気味に立ち上がり、端部は丸

く収まる。肩部に刺突文を 1条施す。全体に摩耗が著しく、体部外面の調整は不明である。時期は

弥生時代後期後葉に比定される。

遺構の性格 。帰属時期 溝幅がばらつくことや旧河道と同様の方向にのびることから自然流路の可能

性が考えられる。時期については出土遺物から弥生時代後期後葉と推定される。SD0001に先行する

可能性があるが南側にのびる様相は確認できなかったことから元々の流れはカクランによって、削平

41

20cm
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第 47図 SK0268遺構図
されていると推定される。

SK0268(第 47図 表 7・ 8写真図版 18・ 57)

位置 2区 E16グ リッドに位置し、北東側に S102が近接する。

検出状況 E16グ リッド検出時に土坑状の平面形状をもつ黒褐色砂質上の範囲を確認 した。当初から

小規模な土坑と考えていたので、平面を 4分割 し北西部と南東部の埋土を除去して断面観察を行っ

た結果、ほぼ完形の土師器高郭が 2個体出土 したので、土器埋納遺構と判断した。深度は浅 く、堆

積も単層であった。

遺構形状・規模 平面形状は円形、断面形状は皿形を呈す。規模は長軸 1.17× 短軸 1.05× 深さ 0.13m

と浅い。やや南よりに土師器高不を上下逆にして据え置き、埋土からは少量の焼土ブロックを確認 し

たが被熱面などは確認できなかった。

雄積状況 1層の堆積を確認した。暗褐色焼土ブロックを含む黒掲色砂質土が堆積している。層の境

が確認できないことと高郭を意図的に据え置きしていることから人為的な埋没の可能性型が高い。

出土遺物 土師器高郵 (42・ 43)が 出土した。42は口縁部内外面はハケメのちナデで、脚柱部はハケ

メのちナデで脚柱部内面は絞り痕跡が残る。脚裾は外面ナデ、内面オサエ痕が残る。イ部は椀状を呈

し、口縁部は内湾気味にきつく立ち上がり、端部を丸く収める。邪底部内面は平坦で不底部外面に接

く
熙
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第 48図 SK0285遺構図

合軸痕跡である凸状工具痕が明瞭に残る。脚柱部は太 く、短い。脚裾部はハの字状に低 く広がる。時

期は古墳時代中期前半に比定される。43は 口縁部内外面ハケメのちナデ、脚柱部ハケメのちナデで

脚柱部内面絞 り痕が残る。脚裾外面はナデ、内面はオサエ痕が残る。不部は椀状を呈 し、日縁部内湾

気味に立ち上が り、端部を丸 く収める。邪底部内面は平坦で不底部外面に接合軸痕跡である凸状工具

痕が残る。脚柱部は太 く、短い。脚裾端部は欠損 している。時期は古墳時代中期前半に比定される。

42・ 43共に上下を逆にして、並列に据え置いている。器形を保ってお り破片の遊離 /d― どがほとん

ど見 られないことから、元位置を保っていると推定される。また、一部欠損が見られることや接合す

る破片が周辺から確認されていないことから、元位置を保 っている可能性が高い。

遺構の性格・ 帰届時期 土師器高野を意識的に埋納 していることから土器埋納遺構 と判断 した。時期

は古墳時代中期前半 と推定される。祭祀対象については不明であるが、出土遺物の時期 と周辺の状況

から古墳を対象 とした祭祀の可能性が高い。高邪に内容物などは確認できず、埋土に少量の焼土 ブロッ

クが含まれるが遺構や周辺では被熱痕などは確認できなかった。

SK0285(第 48図  表 7・ 8 写真図版 18・ 57)

位置 2区 D16グ リッドに位置 し、北側に SD0188、 南側に SD0001が近接する。

検出状況 D16グ リッド検出時に土坑状の黒褐色砂質土の範囲を確認 した。当初はピッ トと判断 し、

短軸を基準に南側を半載 して断面観察を行ったところ、基本層序では存在 しない淡黄色粘土塊を確認

した。粘土塊は埋土中位に堆積 し、底面からは離れている。また、粘土塊下より遺物の出土が確認さ

れることから、粘土塊を人為的に入れていると推定される。周辺からは同様の遺構は確認できなかっ

た。

遺構形状・規模 平面形状は楕円形、断面形状は椀形を呈す。規模は長軸 1.03× 短軸 086× 深さ 0.31m

(Sこ 1:4)
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である。ほぼ中央に粘土塊が入る。

堆積状況 おおまかに上層 。中層・下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は黒褐色砂質土が主体で、

中層に迅因する粘土ブロックが少量含まれる。中層は黒褐色土が混 じった淡黄色粘土塊が堆積 してい

る。下層は黒褐色砂質上が堆積 している。遺物の出土が確認される。中層・下層は人為堆積の様相が

確認されるが、上層は水平堆積であることから自然埋没 と推定される。

出土遺物 弥生土器高郷脚部 (44)が出土 した。脚柱部上部の内面絞 り痕が残 り、外面ナデを施す。

脚裾部は内外面ナデで、脚柱部は円柱状を呈 し、脚裾部はハの字に広が り、端部を丸 く収める。時期

は弥生時代後期後葉に比定される。下層からの出土であるが、意識的な据え置きなどの祭祀に伴 う痕

跡は確認できなかったことから廃棄遺物の可能性が高い。

遺構の性格・帰属時期 土抗である。性格については廃棄土抗 と粘土貯蔵坑の 2つの可能性が推定さ

れる。時期は出土遺物から弥生時代後期後葉に比定される。廃棄土抗の根拠 としては出土遺物に意識

的に土器を据え置いてる様相が確認できないことで、粘土貯蔵坑の根拠は基本層序に存在 しない粘土

塊を人為的に入れていることである。

粘土塊の用途 としては不明であるが、検出した粘土は白色系で当該期の遺物 と色調が似ていること

から土器製作に伴 う胎土の可能性が考えられるが、周辺に土器焼成遺構などの製作痕跡が確認 してい

ないことや、周辺に同様の遺構が存在 しないことから、推定の域をでない。

SE0327(第 49図 表 7写真図版 17)

位置 2区 D14グ リッドに位置 し、SD0001を切る。

検出状況 SD0001調査時に溝の掘方を掘 り込む土坑状の黒褐色砂質土の範囲を確認 した。遺構上部

はSD0001の 調査過程で削平されてお り、全容については不明である①埋土はSD0001と 酷似 してお り、

平面観察からは明瞭な差異は確認できなかった。断面観察から段状の掘 り込みを確認 していることか

ら足場を構築 しながら掘削されている様相が推定されるが、壁面には足場構造材の痕跡は確認できな

かった。深度は深 く、基盤層である礫層まで到達 してお り、傾斜はきつい。平面観察からは新旧関係

の把握はできなかったが、掘方の削平 と深度、断面観察からの段の残存状況を考慮するとSD0001埋

没後に掘削された可能性が高い。

遺構形状・規模 削平されているため全容は不明だが、平面形状は楕円形、断面形状は逆台形を呈す。

規模は長軸 1.04m以上、短軸 0,74m以 上、深さ 112mで ある。SD0001の 掘方を大きく掘 り込んでいる。

堆積状況 おおまかに上層・下層の 2層の堆積を確認 した。上層は黒褐色砂質上が主体で、砂粒が粗 く、

礫石を含む、下位になると礫石が多 くなる。下層は基盤層に起因する黄褐色砂質土である。上層の浸

食をうけて、やや黒色を帯びるものの基盤層 と同一層 と考えられる。

出土遺物 土師器片が出土 しているが細片のため図化は困難であった。詳細は不明である。

遺構の性格・帰届時期 構築材の痕跡は確認できなかったが、断面に足場痕跡 と推定される段が構築

されていることや、基盤層を掘 り込んでいることから丼戸の可能性が高い。また、構築は SD0001埋

没後 と推定されることから時期は SD0001と の新旧関係から古墳時代前期以降が推定される。

SK0253(第 50図 表 7写 真図版 18)

位置 2区 E16グ リッドに位置 し、SЮ2を切る。

検出状況 S102調 査時に壁周溝を切る土坑状の締まりの弱い黒褐色砂質上の範囲を確認 した。当初

は S102に 付属する遺構 と考えていたが、断面観察を行った結果、S102の 壁面 と比較 して、掘 り込み

‐―
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第 49図 SE0327遺構図

の傾斜が急であることと、埋土が S102他のピットと比較して締まりが弱いことから、S102に後発す

る遺構と判断した。遺物の出土が確認できるが細片のため混入品の可能性が高い。

遺構形状 。規模 平面形状は楕円形、断面形状は皿形を呈す。規模は長軸 1,45× 短軸 0,83以上×深

さ 0.41mと 深い。S102壁面を削平する。

雄積状況 残存状況で上層・下層の 2層の堆積を確認 した。上層・下層とも黒褐色土で上層と比較

して下層は埋上の締まりが弱い。S102調査時に遺構上部を削平したことから、堆積の詳細について

はこれ以上判明できない。

出土遺物 上層から土師器片が出土したが細片のため図化は困難であったことから詳細は不明であ

祗

串
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る。

遺構の性格・帰属時期 土坑である。性格については廃棄土抗の可能性が考えられるが出土遺物が少

ないことから詳細は不明である。時期は S102を 切ることから古墳時代前期以降と推定されるが、詳

細は不明である

S102(第 50図 表 7写 真図版 19)

位置 2区 E16グ リッドに位置 し、北側をカクランによって削平される。

検出状況 E16グ リッド検出時にやや粘質の強い黒褐色砂質土が堆積する範囲を確認 した。埋土が基

本層序 2-2層 と酷似 しているため掘方が不明瞭であったことから、カクランの断面観察から掘 り込み

を確認 し、それを手がか りにして、平面精査を行った。精査の結果、隅丸方形状の範囲を確認 したこ

とから竪穴住居跡 と判断した。調査はセクションを L字状に設定 し、埋土の除去 と床面の検出を行っ

た。床面検出では南西側に壁周溝 と推定される溝状遺構 と柱穴 と推定されるピットを検出した。中央

付近に炭化物の広が りを確認 したが、炉跡や貼床などは確認できなかった。

遺構形状・規模 平面形状は隅丸方形、床面までの断面形状は皿形を呈す。長軸 5。44× 短軸 4.69m

以上、遺構確認面か らの深 さは 0.28mと 比較的浅い。床面施設は主柱穴を含む ピッ トS102-Pl～

P8、 壁周溝である。以下詳細を記述する。

Pl長軸 0.68収 上 ×短軸 0.65× 深さ 0,08m

P2長軸 0.59× 短軸 0,41× 深さ 0.07m

P3長軸 0.33× 短軸 0,29以 上 ×深さ 0.12m

P4 長車由1.21 ×夕豆車由058× γ梁さ 0,08m

P5長軸 0.65× 短車由0.62× 深さ 0.08m

P6長軸 0,83× 短軸 0.49× 深さ 0.10m

P7長軸 0.86× 短車由0.67× 深さ 0,06m

P8長軸 0.52× 短軸 0.40× 深さ 0.1lm

主柱穴は不明であるが、位置関係から S102 Pl・ P2・ P5が主柱穴の可能性が推定される。Pl・ P2

は平面形状楕円形、断面形状皿形を呈す。P5は平面形状円形、断面形状皿形を呈す。いずれも深度

は浅 く、柱痕などは確認できなかった。

炉跡については P6に 炭化物が混入 しているが、明瞭な焼土粒や被熱痕などが確認できなかったこ

とから施設 としては把握できなかった。

壁周溝は幅 0.30～ 0.55m、 深さ 0.1 lcmと 浅 く、SK0253に 切 られる。南西端のみで住居内を全周

しない様相が確認される。

掘方は旧河道に由来する礫層上面まで掘削されている。

住居跡深度から全体が削平されている可能性が推定される。

堆積状況 上層 。下層の 2層 の堆積を確認 した。上層はやや粘質の強い灰黄褐色砂質土ブロックを

含む黒褐色砂質土が堆積 している。住居埋上である。下層は鉄分を多 く含む黒褐色砂質土 と粘質の強

い暗褐色砂質土ブロックを含む黒褐色砂質土、暗褐色砂質シル トブロックを含む黒褐色砂質土～シル

トが堆積 している。鉄分を含む埋土は基本層序 2-2層 の可能性が高 く、粘質の強い黒褐色砂質土～シ

ル トは掘方埋上の可能性が推定される。ピット埋土や壁周溝は黒褐色砂質土が主体である。

出土遺物 土師器片が出土 しているが図化は困難であった。出土遺物観察から朱彩痕跡が認められる
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破片が確認できることから、少なくとも古墳時代に帰属すると推定される。

遺構の性格・ 帰属時期 竪穴住居跡である。立地は締まりの強い砂質土 と礫層上に建てられているこ

とから掘方深度は浅い。反面、主柱穴は不明瞭で覆屋の復元には至 らなかった。また、炉跡などが確

認されなかったことから生活の様相を把握することはできなかった。

時期については不明だが、土師器片 と隅丸方形 という平面形状を考慮すると弥生時代終末期～古墳

時代前期の可能性が考えられる。
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S103(第 51図～第 52図 表 7・ 8写真図版 19・ 57・ 58)

位置 2区 D14。 15グ リッドに位置し、西側をカクランによって削平される。

検出状況 表土掘削時にカクランを除去していたところ、ほぼ完形の土器が出土したことから存在は

把握していた。検出時は出土遺物とカクランの断面観察から掘 り込みを確認し、それを手がかりにし

て、平面精査を行った。掘方は埋土と基本層序 2-2層がほぼ同質であったことから不明瞭であったが、

精査の結果、前出の遺物を内包する円状の範囲を確認したことから竪穴状遺構と判断した。調査は東

西方向にセクションを設定し、埋土の除去と床面の検出を行った。遺物の出土は確認したものの主柱

穴や炉跡などの床面施設は確認されなかった。

遺構形状・規模 平面形状は円形、断面形状は盤形を呈す。長軸 4.57× 短軸 2.12m以上、遺構確認

面からの深さは 0.30mと比較的深い。床面施設は確認されなかった。

堆積状況 1層の堆積を確認した。上層は暗褐色砂質土ブロックと礫石を含む黒褐色砂質上が堆積し

ている。住居埋土である。

出土遺物 底面より低脚必 (45)、 脚台付甕脚部 (46)、 脚台付鉢脚部 (47)、 注口付き脚台付鉢 (48)が

出土した。45は 口縁部の一部を欠く。外面はミガキを丁寧に施し、口縁部を横に引き出す。脚部は

ハの字状に引き出される。時期は弥生時代中期後葉に比定される。46は外面ハケメを施す。脚裾は

ハの字状を呈し、端部は段がつき 2条沈線状になる。時期は弥生時代中期後葉に比定される。47は

脚部外面にミガキを施し、内面はケズリで仕上げる。脚柱部上位に 17条の平行沈線と下位に 5条の

平行沈線を廻らす。脚裾部はハの字に開き、端部は段が付く、また、ナデによりやや平坦になる。外

側から2孔単位で穿孔を開ける。48は 口縁部に内外面ナデを施す。鉢体部は内外面ハケメのちナデ、

脚柱部内面には絞り痕が見られ、外面ハケメを施す。また脚柱に 14条以上の平行沈線を廻らす。国

縁部内傾し端部平坦に収める。上端に 3条の沈線、中位に 7条の沈線、下端に 3条の沈線を廻らせ、

中位沈線を境に上下 2条の波状文と、円形粘土を 2つ単位で位置をずらして貼り付ける。注目部は欠

損している。47・ 48共に広島県北部、江の川上流域に見られる塩町式上器 (1)に 類似し、時期は弥生

時代中期後葉に比定される。

出土状況は 45が正位置に据わり、その上に 47の破片が被さっている。45は南に 0.40m程位置

をずらして正位置で据わり、48は 46か ら東に O.40m程 の位置に口縁部を下にして据えられる。い

ずれも完形に復元はできない。出土遺物は人為的に据えられた様相が確認されることや使用痕跡など

(S三 ■玲

第 51図 S103遺物実測図
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は確認できなかったことから祭祀痕跡の可能性を示唆している。

遺構の性格・帰属時期 立地は締まりの強い砂質土と礫層上に建てられているが掘方深度は深い。竪

穴住居跡と推定されるが、出土遺物は祭祀性が強く②、床面施設などの生活痕跡は確認できなかった

ことから、祭祀遺構の可能性が考えられる。時期については出土遺物から弥生時代中期後葉と推定さ

れる。

註 (1)伊藤 実 1992「備後地域」『弥生土器の様式と編年』正岡睦夫,松本岩雄編 木耳社

(2)妹尾周三 1992「注口付きの脚台付鉢形土器について」『古代吉備 第 14集』古代吉備研究
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S104(第 53図 表 7・ 8 写真図版 19・ 581

位置 2区 C・ D14グ リッドに位置 し、調査区外にのびる。9号墳に切 られる。

検出状況 9号墳周溝の掘方確定の目的で周辺精査を行ったところ、基本層序 2-2層 とは土質の異な

るやや粘質の強い黒褐色砂質上の範囲を確認 した。 しか し、平面観察からは存在が不明瞭であったこ

とから北壁に沿って トレンチ調査を行った結果、遺物を包含する黒褐色砂質土の堆積を確認 したこと

から、断面の掘 り込みを手がか りに平面精査を行った。精査の結果、不整円形状の範囲を確認 したこ

とから竪穴住居跡 と判断した。調査はセクションを南北方向に設定 し、埋土の除去 と床面の検出を行っ

た。床面検出では柱穴 と推定されるピットと出土遺物を確認 した。壁周溝や炉跡、貼 り床などは確認

できなかった。

遺構形状 。規模 平面形状は不整円形、断面形状は皿形を呈す。長軸 4.92× 短軸 1.88m以上、遺構

確認面からの深さは 0.21mと 浅い。床面施設は主柱穴を含むピットS104 Pl～ P4である。以下詳細

を記述する。

Ｌ

■

詳

SI04-P2
39500m         39500m

―

         す

H

503〕Эm

―

50500m

鋭中　中中　〕中　蝉中　〕中 (S=1:4)

(S=1:40)

第 53図 SЮ4遺 構図
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Pl長軸 0,33× 短軸 0.31× 深さ 0。 12m

P2長軸 0.42× 短軸 0.38× 深さ 0.08m

P3長軸 0,32× 短軸 0.27× 深さ 0.09m

P4長軸 0.44X短軸 036× 深さ 0.10m

主柱穴は不明瞭であるが、位置関係から S104-Pl・ P2・ P4が主柱穴の可能性が推定される。調査

区外にのびることから全容は不明であるが、おそらく放射状に主柱穴を配置しているものと推定され

る。Pl・ P2は平面形状円形、断面形状皿形を呈す。P4は平面形状楕円形、断面形状皿形を呈す。い

ずれも深度は浅く、柱痕などは確認できなかった。

炉跡については、明瞭な焼土粒や被熱痕などは確認できなかったことから施設としては把握できな

かった。ただ主柱穴配置から住居中央に敷設されている可能性が高い。

住居跡深度から全体が削平されている可能性が推定される。

雄積状況 1層の堆積を確認した。やや粘質の強い黒褐色砂質土が堆積している。住居埋土である。

上部が削平されている可能性が高いことから、明言はできないが層の境が確認できないことから短期

間に堆積したと推定される。ピット埋土は黒褐色砂質土が主体である。同じく単層の堆積で柱痕跡は

確認できなかった。

出土遺物 弥生土器甕 (49)が床面直上から出土している口縁部内外面ナデ、体部外面縦ハケメで内

面ケズリを施す。口縁部は複合口縁状を呈し外傾するが、端部は内傾し丸く収め、外面に 5条の平行

沈線を廻らせる。頸部は「く」の字状を呈し、肩部に刺突文を 1条廻らせる。時期は弥生時代後期後

葉に比定される。

遺構の性格・帰属時期 竪穴住居跡である。立地は礫層上に建てられていることから掘方深度は浅い。

住居構造の金容は不明であるが主柱穴を放射状に配置していると推定される。また、炉跡などが確認

されなかったことから生活の様相を把握することはできなかった。時期については出土遺物から弥生

時代後期後葉が推定される。

S105(第 54図 表 7・ 8 写真図版 19・ 58)

位置 2区 E14グ リッドに位置し、北側をカクランによって削平される。

検出状況 E14グリッド検出時に遺物を包含する締まりの弱い黒褐色土の堆積範囲を確認したことか

ら、竪穴住居跡の可能性を考慮して、平面精査を行った。精査の結果、隅丸方形状の範囲を確認した

ことから竪穴住居跡と判断した。調査はセクションを南北方向に設定し、埋上の除去と床面の検出を

行った。床面検出では柱穴と推定されるピットと床面より若干浮遊する出土遺物を確認した。壁周溝

や炉跡、貼り床などは確認できなかった。

遺構形状・規模 平面形状は隅丸方形、断面形状は盤形を呈す。長軸 3.78× 短軸 1,95m以 上、床面

までの遺構確認面からの深さは 0,08mと 浅い。床面施設は主柱穴を含むピットS104-Pl～ P4である。

以下詳細を記述する。

Pl長軸 0.45× 短軸 0,36× 深さ 0.12m

P2長軸 0.40X短軸 038× 深さ 0.12m

P3長軸 0.40× 短軸 0.34× 深さ 0.09m

P4長軸 0.37× 短軸 0,18以上 X深さ 0.15m

主柱穴は不明瞭であるが、位置関係から柱間寸法約 0.80mと 狭いが、SЮ4-P2・ P3が主柱穴の可
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能性が推定される、カクランに北半を削平されることから全容は不明であるが、おそらく 4基の主

柱穴を配置 しているものと推定される。P2・ P3は 平面形状円形、断面形状皿形を呈す。いずれも深

度は浅 く、柱痕などは確認できなかった。

炉跡については、明瞭な焼土粒や被熱痕などは確認できなかったことから施設 としては把握できな

かった。ただ主柱穴配置から住居中央に敷設されている可能性が高い。

住居跡深度から全体が削平されている可能性が推定される。

雄積状況 上層・下層の 2層 の堆積を確認 した。上層は締まりの弱い黒褐色上が堆積 している。住

居埋上である。上部が削平されている可能性が高いことから、明言はできないが層の境が確認できな

いことから短期間に堆積 したと推定される。下層は黒褐色砂質土が堆積 している。掘方埋土である。

下層上面からS105P4が掘 り込まれていることから、床面 と判断 した。 ピット埋土は上層に起因する

締まりの弱い黒褐色砂質土が主体である。単層堆積で柱痕石は確認できなかった。

出土遺物 土師器壺口縁部 (50)・ 土師器甕 (51)が床面から若干浮遊 した状況で出土 している。50は

土師器壺口縁部で口縁部内外面ナデ、頚部内面ハケメが残る。口縁部は複合口縁状を呈す。日縁部は

外傾 し、端部を平坦に収める。下端の突出はややにぶい。頸部はやや長 く、Cの字状を呈す。時期は

古墳時代前期前半に比定される。51は 小型の土師器甕で口縁部内外面ナデ、体部外面ハケメで内面

ケズリを施す。口縁部は複合口縁状を呈す。日縁部は外傾 し、端部を平坦に収める。下端の突出はや

やにぶい。頸部は Cの字状を呈す。体部は球胴形を呈す。底部は丸底である。時期は古墳時代前期

前半に比定される。

50は 口縁部の上下を逆にした状況で出土 したことから元位置を保 っていると推定される。また、

周辺から同一個体 と考えられる破片が出土 しているが、全体の復元には至 らなかった。また、破片が

S105-Pl上 に展開 していることから、埋没過程に伴 う遺物 と推定される。51は 口縁部の一部が欠損

し、倒れているものの器形を保った状況で出土 している。破片の遊離などがほとんど見られないこと

から、元位置を保っていると推定される。欠損部を下にしていることから意図的な欠損の可能性が高

い。

50・ 51共に床面から浮遊 していることから生活機能時に伴 うものではな く埋没過程に伴 う遺物 と

判断した。また、一部欠損が見られることや接合する破片が周辺から確認されていないことから、元

位置を保っている可能性が高 く、50は 口縁部を逆にしていることや 51が ほば完形を保 っているこ

とから廃絶祭祀の可能性が高いと推定される。

遺構の性格・帰届時期 竪穴住居跡である。立地は締まりの強い砂質土上に建てられていることから

掘方深度は浅い。北半をカクランに削平されていることから住居構造の全容は不明であるが、主柱穴

を 4基配置 していると推定される。また、炉跡な どが確認されなかったことか ら生活の様相を把握

することはできなかった。出土遺物に人為的に納置の様相が認められることから、廃絶祭祀を行った

可能性が高い。時期については出土遺物から古墳時代前期前半が推定される。

6号墳 (第 55岡～第 57図 表 7・ 8写 真図版 21・ 58・ 59)

位置 2区 E・ F17・ 18グ リッドに位置 し、北側をカクランに削平される。北側に SD0001、 7号墳

が近接する。

検出状況 F18グ リッド検出時にまず埋葬施設を確認 した。 1区で確認 した 2号墳の検出状況 と酷似

していることから古墳 と判断 した。周溝の有無を確認するため周辺を精査 したところ、基本層序 2-2
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層 と酷似 した黒褐色砂質土が円状を呈す様相を確認 したが、掘方は不明瞭であったことから、試掘坑

とサブ トレンチの断面観察から掘 り込みを確認 して、それを手がか りに平面精査を行った。その結果、

円形状に廻る溝状遺構を確認 したので周溝の可能性が高いと判断した①またカクランに削平されてい

た箇所は、すでに消失 していたと予想 していたが、カクラン埋土を除去すると、上部は削平されてい

るものの、ほぼ全周が残存することが判明した。調査は埋葬施設の長軸を基準に東西南北方向に計 4

つのセクションを設定 し、 トレンチ掘削で断面堆積を確認 してから、層 ごとに調査を行った。埋土上

層から須恵器邪蓋片が出土 し、また、北西側の中層から須恵器甦、土師器高不が一括で出土 している

ことから周溝内埋葬を考慮 したが、棺痕跡などは確認できなかった。

道構形状・規模 墳丘形状は円墳 と推定される。墳丘が削平されているため、全容は不明だが、平面

規模は長軸 9,78m、 短軸 0,92m、 周溝規模は幅 1.45～ 2.23m、 深さ 0.44～ 0,48mと ほぼ均―であ

る。断面形状は V字～有段 U字形を呈す。周溝の北側は一部直線状だが、全体の形状は円形を呈す①

周溝東側の墳丘側にテラス状の段を構築されている。用途については墳丘構築時の足場か周溝内から

比較的多 くの遺物が出土 していることから祭祀場の可能性が推定される。埋葬施設は地表から掘 り込

まれている。

堆績状況 おおまかに上層 。中層・下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は石粒を少量含む黒褐色砂

質土が堆積 している。須恵器郵蓋片はこの層から出土 した。中層は粘質の強い黒褐色砂質上が主体

で、黒色シル トブロックなどが混入 している。須恵器庭、土師器高邪はこの層から出土 している。下

層は黒褐色砂質土ブロックが混入する黒褐色シル ト～黒褐色砂質土が主体である。埋没要因としては

下層埋土がシル トであることから降雨等による墳丘劣化に伴 う墳丘構築土が流入 した可能性が考えら

れる。また中層については人為性の強い遺物の出土が確認できることから、人為的な埋没によるもの

と考えられる。上層は墳丘削平に伴 う埋没の可能性が高い。

出土遺物 上層から須恵器邪蓋片 (52)、 中層から須恵器庭 (53)、 土師器高邪 (54～ 57)、 器台片 (58)

が出上 している。52は 口縁部内外面共に回転ナデで天丼部は回転ヘラ削 りを施す。天丼部はやや平

坦で、稜の突出鋭い。口縁部は外傾 し、端部内側に段が付 く。時期は古墳時代中期後半に比定される。

53は 口縁部、体部共に内外面回転ナデを施す。体部上位に沈線による区画をつ くり、波状文を廻 ら

せる、体部上位に穿孔を開け、柱口をつ くる。口縁部は複合口縁状を呈 し、一部に焼歪みが認められ

る。時期は古墳時代中期後半に比定される。54は 口縁部内外面ナデ、脚柱部はハケメのちナデ、内

面には絞 り痕が残る。脚裾部は外面ナデ、内面ハケメを施す。口縁部は外傾するが、端部はやや外反 し、

平坦に収める。雰底部内面は平坦で内面に放射暗文を施す。脚柱部は細 く、短い。脚裾部はハの字状

に広がる。時期は古墳時代中期後半に比定される。55は 口縁部内外面ナデ、脚柱部はハケメのちナ

デ、内面は絞 り痕が残る。脚裾部は外面ナデ、内面ハケメを施す。口縁部は外傾するが、端部はやや

外反 し、平坦に収める。邪底部内面は平坦で、内面に 2段の放射暗文を施す。脚柱部は細 く、短い。

脚裾部はハの字状に広がる。時期は古墳時代中期後半に比定される。56は有稜高邪で口縁部内外面

ナデ、脚柱部はハケメのちナデ、内面絞 り痕が残る。脚裾部外面ナデ、内面ハケメ。口縁部外傾するが、

端部はやや外反 し、やや平坦に収める。口縁下端に稜が廻る。郭底部内面は平坦で棒状工具痕が貫通

する。内面に 2段放射暗文を施す。脚柱部は細 く、短い。脚裾部はやや扁平気味のハの字状に広がる。

時期は古墳時代後半に比定される。57は 口縁部内外面ナデ、脚柱部は上部ハケメ、下部ヘラケズリ

のちナデ、内面絞 り痕が残る。郵部は椀状を呈 し、日縁部が内湾気味に立ち上がる。端部は丸 く収める。
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邪底部内面は平坦で、郷底部外面に凸状工具痕が残る。暗文は確認できなかった。脚柱部細 く、短い。

脚裾部は欠損する。全体に摩耗が著 しい。時期は古墳時代中期後半に比定される。58は器台片で口

縁部外面ナデ、下部はミガキ、内面はミガキを施す。口縁部は外反 し、端部丸 く収まる。器形 として

は鼓形器台 と推定される。時期は弥生時代後期後葉 と他の出土遺物に比べて古 くなる。

その他小型丸底壷を含む土師器片が出土 しているが細片のため図化は困難であった。

53～ 58の 出土状況については周溝底部からかな り上の位置でまとまって出土 している。54以外

は口縁部を上にした状態で出土 している。また 56以外の土師器高不は脚部が剥離 しているものの近

接 して出土 していることから、ほぼ元位置を保 っているもの と考えられ、54と 57は邦部を並列 し

て据え置きしていることから人為性が確認できる。58だけは時期が古 くなることから混入品の可能

性が高い。遺物埋納については底面からではな く中位からの出土であることから埋没過程での祭祀痕
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跡の可能性が高い。

遺構の性格・ 帰属時期 円墳周溝である。時期は出土遺物から古墳時代中期後半には埋没が始まって

いたと推定される。埋葬施設の構造や堆積状況から構築順序は埋葬施設構築→周溝掘削→墳丘構築 と

推定される。

6号墳埋葬施設 (第 58図～第 59図 表 7・ 9。 10 写真図版 22・ 59。 72)

位置 2区 E17・ 18グ リッドに位置 し、墳丘のほぼ中央に構築される。

検出状況 E17・ 18グ リッ ド検出時に側石 と思われる石列を確認 したため、再精査を行 った結果、

箱式石棺の可能性が高いと判断した。検出時にはすでに蓋石は無 く、棺内は旧耕作土 と思われる灰黄

褐色砂質土が堆積 していることから、耕作に伴 うカクラン時に蓋石は外されたと考えられる。また側

石は遺構確認面から 0.05m程浮いていることから、元来の地表面は少な くとも 0.lm以上高かったと

推定される。

構造。規模 掘方平面形状は隅丸長方形、断面形状は逆台形を呈す。規模は長軸 2.55m、 短軸 1.25m、

深さ 0.27mで ある。棺構造は箱式石棺で、蓋石は消失 している。棺内寸法は長軸 1.75m、 東小口幅

0.44m、 西小口幅 0.28m、 深さ 0.23mと 東小口幅が広い。平面形状は H字形状を呈す。礫床は確認

でき/3-か った。他の箱式石棺 と異な り、結晶片岩の板石を側石 と小日石に用いている。側石は南北共

に 4枚を入れ子状に並べ、蓋石を載せるために天端を揃えて据え付ける。北側石 と比較 して南側石

は不均整であることから、構築は北側から行われたと推定される。隙間や側壁外側に黄褐色粘土で目

留めを施 して、棺内への土砂の流入を防止 している。 この粘土は基本層序内では確認 していないこと

から他所から持ち込まれた可能性が高い。掘方には直径 0.25m前後の扁平礫石を裏込め土に混ぜて

いる。

小口石は東西側共に長さ 0.45× 幅 0.40× 厚さ 010m程の楔形の板石を 1枚ずつ据え付ける。小

口石、側石共に掘方に深 く刺さる。

棺内東側に 0.15cm前後の扁平石を扇状に配置 して石枕を構築 していることから頭位は東であると
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判断した。 この石枕は他の箱式石棺 と異 /d― り、中央の石が直立 してお り頭部を載せるというより被葬

者の頭部を装飾 しようとする意図がうかがえる。

棺床は掘方から 0.05m程堆積 しているが、礫床は確認できなかった。

雄積状況 おおむね上層・中層・下層の 3層 の堆積を確認 した。上層は旧耕作土の灰黄褐色～褐色

砂質土が堆積 している。蓋石消失以降の流入土である。石鏃が出上 している。中層は黒褐色砂質土に

マンガンや目留め粘土ブロックを多 く含む。当初は流入土 と考えていたが、粘土ブロックが蓋石の封

上の可能性が考えられることや他の箱式石棺の埋葬形態から被葬者を覆 う埋葬覆土の可能性が高い。

下層は灰黄褐色砂質土に粘土ブロックを含む。棺床構築土 と推定される。

出上選物 副葬品は鉄刀 1振 (59)、 長頸鏃 5本 (60～ 64)、 刀子 1本 (65)が 出上 している。(59)は

直刀片刃で関部は刃側片関のナデ関で茎部は損失する。 目釘孔は確認できなかった。剣身部に木質

が残ることから杵付きで副葬されたと推定される。 (60)～ (64)は 刃形柳葉形で、断面は両丸を呈す。

関部はナデ関で、茎部に木質が残る。(61)は 茎部が屈曲 し、(62)は 刃部が欠損 している。(64)は 途

中で破断 している。 (60)以外は茎部に木質が残存 していることから、矢柄に着装 して副葬されたと推

定される。(65)の 関部は刃側片関のナデ関である。切先は欠損する。剣身部に布痕跡が、茎部に木質

が残ることから柄付きで刃部を布巻きで副葬されたと推定される。なお、挿図中の網掛け範囲は木質

の残存範囲を示す。

その他上層から石鏃 (66)が出土 している。無茎三角鏃で押圧剥離により打ち出す。時期は縄文晩

期 と推定される。流入土からの出土であることから蓋石消失後の混入であろう。棺内から土師器片が

出土 しているが細片のため詳細は不明である。棺床構築土からの出土であることから、副葬品ではな

く混入の可能性が高い。

副葬品は棺床上に位置 し、被葬者の右側に安置されている。鉄刀 と刀子は被葬者の右腕の位置に置

かれている。鉄刀は切先を足元に、刀子は頭に向けて置かれている。長頸鏃は着装状態で右腰の位置

に切先を足元に向けて置かれていたと推定される。また出土状況では切先が 2方向に分かれた状況

であったが、おそらく被葬者の消失に伴 う移動の結果 と推定される。

遺構の性格・帰屈時期 箱式石棺である。鉄器の副葬を確認 した。石棺構造や棺内堆積状況から構築

順序は掘方掘削→小日石据え付け→頭位より側石据え付け→棺床構築→石枕構築→ 目留め粘土による

密閉と掘方埋め戻 し→埋葬→埋葬覆土による埋め戻 し→蓋石据え付けと推定される。使用石材は結晶

片石の板石で他の箱式石棺ではこの石材は使用されていない。

頭位は東であるが、石枕の構造が他の箱式石棺 と比較 して特異である。被葬者の性別は不明である

が、棺寸法や副葬品から男性の可能性が高い。時期は周溝出土遺物や副葬品から古墳時代中期後半 と

推定される。

7号墳 (第 60図 装 7・ 8写 真図版 20・ 59)

位置 2区 D17・ 18グ リッドに位置 し、調査区外にのびる。南側に 6号墳が近接する。SD0001を 切る。

検出状況 D17グ リッ ド検出時に北壁際にて基本層序では見 られ /d― い石列を確認 したため箱式石棺

の可能性を考慮 したことから周辺の平面精査を行った。 しかし、SD0001の埋土 との差異の判別が囚

難であったこととから北壁に沿ってサブ トレンチを掘削 したところ、周溝 と考えられる黒褐色砂質土

の掘 り込みを確認 した。 この掘 り込みを手がか りに再度平面精査を行った結果、SD0001埋土を切る

隅丸方形状にのびる溝状遺構を確認することができた。平面ラインが直線を呈すことから方墳の可能

９
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性を考慮 して調査を行った。周溝の南側にセクションを設定 し、SD0001と の堆積差異に注意を払っ

て層 ごとに調査を進めた。周溝底面から完形の土師器甕が出上 し、先に確認 していた石列も調査の結

果、箱式石棺であることが判明した。

遺構形状・規模 墳丘形状は方墳 と推定される。墳丘が削平されているため、金容は不明だが平面形

状は隅丸方形状で規模は墳丘長 6.50m、 周溝規模は幅 1,63m、 深さ 053mである。断面形状は V字

形～逆台形を呈す。周溝は墳丘側の傾斜はゆるく、対岸はきつ く掘 られている。墳丘中央より東寄 り

に埋葬施設が構築される。

堆積状況 おおまかに上層・ 中層・下層・最下層の 4層 の堆積を確認 した。上層から下層は黒褐色

砂質土が主体で、中層は炭化物を含む①最下層は暗褐色砂質土～黒褐色砂質シル トが堆積 している。

にぶい黄褐色砂質土ブロックが多 く含まれることから人為的埋没の可能性が高いと推定され、おそら

く、墳丘構築土による埋没 と考えられる。

出土遺物 周溝内から土師器甕 (67)が出上 している。国縁部は内外面ナデ、体部は外面ハケメ、内

面ケズリを施す。口縁部は外傾 し、端部は丸 く収まる。国縁部外面に板状工具痕が残る。内面は粘土

紐痕が残る。頸部は Cの字状を呈す。全体の調整は粗い。布留式土器の特徴が強い。時期は古墳時代

中期後半に比定される。

出土状況は周溝底部に横倒 しの状態であった。欠損や穿孔などは無 く、完形品である。

遺構の性格・ 帰届時期 方墳周溝である。時期は出土遺物から古墳時代中期後半 と推定される。埋葬

施設の構造や堆積状況から構築順序は埋葬施設構築→周溝掘削→墳丘構築 と推定される。

7号墳埋葬施設 (第 61図 表 7写 真図版 20)

位置 2区 D17・ 18グ リッドに位置 し、墳丘中央より東寄 りに構築される。

検出状況 D17・ 18グ リッド:検 出時に蓋石 と考えられる石列を確認 したことから箱式石棺 と想定 し

て調査を行った。一部調査区外にのびることから表土を人力で掘削して拡張を行い、埋葬施設の全容

を把握 した。蓋石には封土の痕跡は確認できなかったが、直径 010m程の礫石を多量に使用 して蓋

石の隙間を塞いでいる様相を確認 した。棺内は土が流入 してお り、 4号墳埋葬施設 とは異なり蓋石 と

埋葬覆土の間に隙間が無かった。棺内東側に扁平礫石を 2つ使用 して石枕を構築 している。礫床は

確認できなかった。

構造・規模 掘方平面形状は不整隅丸長方形、断面形状は有段皿形を呈す。規模は長軸 186m、 短軸

069m以上、深さ 016mである。棺構造は箱式石棺で棺内寸法は長軸 1.56m、 西小口幅 0.15m、 東

小口幅 0.34m、 深さ 0.16mと 東小口幅が広い。平面形状は口字形状を呈 し、礫床は確認できなかっ

た。蓋石は長軸 0.50× 短軸 0.35× 厚さ 0.10m前 後の砂岩製扁平礫岩 6枚をまず東側 2枚目から並

べ、頭部に位置する蓋石を最後に据え付けた後に、さらに直径 0.15m前後の扁平礫石を東側に置いて、

その後、隙間を直径 0.10m前後の礫石で塞いでいる。礫石は南辺 と北辺の一部に残存 しているがお

そらく、全面を礫石で覆っていたと推定される。

側石は長軸 0.40× 0.35× 010m前後の砂岩製扁平礫石を南北側共に 6枚並べ、蓋石を載せるた

めに天端を揃えて据え付けるが不揃いである①側石は南北共に軸をそろえているが若干北寄 りに屈曲

する。また、西小口石が側石端を覆っていることから側石は東側からほぼ同時に構築され、最後に西

小日石の石材が据え付けられたと推定される。

小口石は長軸 0.30× 短軸 0.25× 厚さ 0.10m程 の楔形の砂岩製扁平礫岩を 1枚ずつ据え付ける。
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小口石は深 く刺さらずに東小日石は掘方形状に沿って傾斜 している。また西小口石は側石据え付け後

に据えられてお り、側石を支えにして立っている。

棺内東側に直径 0 10cm前後の円形扁平石を V字形に並べて石枕を構築 している。石枕の間隔は離

れてお り、形骸化 している様相が確認できる。頭位は東であると判断 した。石枕は側石を支えに利用

していることから石棺の据え付け後に石枕が構築されている。

棺床土はほとんど無 く、礫床は確認できなかった。

堆積状況 棺上埋土は消失 していた。棺内埋土は上層・下層の 2層 の堆積を確認 した。上層は流入

土と考えられるやや粘質の強い暗褐色砂質上が堆積 している。下層は黄褐色砂質土ブロックや小石が

含まれる暗褐色砂質土が堆積 している。他の箱式石棺の様相から被葬者を覆 う埋葬覆土 と判断した。

出上遺物 副葬品は確認できなかった。

遺構の性格・帰届時期 箱式石棺である。副葬品は確認でき /A‐ かった。石棺構造や棺内堆積状況から

構築順序は掘方掘削→東小口石据え付け→頭位より側石据え付け→西小口石据え付け→石枕構築→掘

方埋め戻 し→埋葬→埋葬覆土による埋め戻 し→蓋石据え付け→小石による覆石 と推定される。

時期については周溝出土遺物から古墳時代中期後半 と推定される。他の箱式石棺 と比較すると、粘土

による隙間埋めを行わないことや石枕の形骸化、蓋石を石で覆 うなど構造が省略化されている様相が

うかがえる。頭位は東である。被葬者の性別は不明であるが棺寸法が小さいことから女性 と推定され

る。

8号墳 (第 62図 表 7 写真図版 21)

位置 2区 C・ D15。 16グ リッドに位置 し、SD0188を切る。調査区外にのびる。

検出状況 D15・ 16グ リッ ド検出時に弧を描 く形で黒褐色砂質土の堆積範囲を確認 したことか ら、

古墳周溝の可能性が高いと判断した。調査区外にのびるため全容の把握は困難であるが、断面観察か

ら深い周溝であることが把握できた。埋土は黒褐色砂質土で遺構確認面 とは異 /A― ることから掘方は比

較的明瞭に確認できた。平面及び断面観察から円墳 と判明したが、詳細な規模は不明である。また北

壁の断面からは古墳築造以前の旧表土層 と古墳に先行する可能性の高いピットを確認 したが、ピット

の性格については不明である。また、旧表土層が存在することから古墳築造時には周辺には構造物が

存在せず、ある期間埋没 していたと推定されるが、上野遺跡全体ではそのような様相は 4区の一部

で確認されているが、その他では確認されていない。

選構形状・規模 墳丘形状は円墳 と推定される。墳丘が削平されていることと調査区外にのびること

から、墳丘の全容は不明だが、周溝規模は幅 163m、 深さ 0.62mと 深い。断面形状は V字形～逆台

形を呈す。墳丘側の傾斜がややきつい。遺物の出土は少なく、土師器片が確認できるものの細片のた

め詳細は不明である。

堆積状況 おおまかに上層・中層・下層の 3層の堆積を確認 した。上層は黒褐色砂質土が主体である。

中層は粒子の粗い黒褐色砂質上が堆積 している。ブロックなどの混入物は確認されなかったことや粒

子が粗いことから、自然埋没の可能性が考えられる。下層は明黄褐色砂粒が含まれる黒褐色～暗褐色

砂質上が堆積 している。墳丘流入上の可能性が高い。堆積からは積極的な墳丘削平痕跡は確認できな

かったが、埋土の主体は墳丘構築土に起因すると推定される。

出土遺物 周溝内から土師器片が出上 しているが、図化は困難であったことから詳細は不明である。

遺構の性格・帰属時期 円墳周溝である。時期は不明であるが他の古墳の様相から少な くとも古墳時
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代中期以降 と推定される。

9号墳 (第 63図 表 7写 真図版 21)

位置 2区 C・ D14グ リッドに位置 し、SD0001・ S104を 切る。 10号墳に切 られ、カクランに東半部

を削平される。調査区外にのびる。

検出状況 C・ D14グ リッド検出時に弧を描 く形で黒褐色砂質土の堆積範囲を確認 したことから、古

墳周溝もしくは竪穴住居跡の可能性が高いと判断した。調査の経過で、竪穴住居跡の壁周溝 とするに

は、幅が広いことや主柱穴や住居掘方などが確認されず、近接する S104の 規模を考慮 して竪穴住居

跡 とは考えにくいことから、古墳周溝 と判断した。平面観察から円墳 と推定される。カクランに削平

されることから詳細な規模は不明である。また埋葬施設は確認されなかった。

遺構形状・規模 墳丘形状は円墳 と推定される。墳丘及び周溝が削平されていることと調査区外にの

びることから、全容は不明だが、残存状況から墳丘径 5,00m以上、周溝規模は幅 1,05m、 深さ 0,20m

と浅い。断面形状は U字形を呈す。周溝規模が小さいことや埋葬施設が残存 していないことか ら、

全体を削平されていると推定される。

堆積状況 おおまかに上層・下層の 2層 の堆積を確認 した。上層・ 下層共には黒褐色砂質土が主体

である。上層には小石が少量含まれることから人為埋没の可能性が高 く、契機 としては 10号墳築造

に伴 う可能性が考えられる。また、埋上の主体は墳丘構築土に起因すると推定される。
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出土遺物 周溝から土師器片が出土しているが、図化困難であったことから詳細は不明である。

遺構の性格・帰属時期 小規模の円墳周溝と推定される。時期は不明であるが他の古墳の様相から少

なくとも古墳時代中期以降と推定される。

10号墳 (第 63図 表 7 写真図版 21)

位置 2区 D14グ リッドに位置し、SD0001・ 9号墳を切る。カクランに東半部及び南半部を削平される。

検出状況 9号墳検出時に周溝を切る黒褐色砂質土の堆積範囲を確認したことから、古墳周溝もしく

は竪穴住居跡の可能性が高いと判断した。9号墳と同じく調査の経過で、竪穴住居跡の壁周溝とする

には、幅が広いことや主柱穴や住居掘方などが確認されなかったことから、古墳周溝と判断した。平

面観察からは円墳か方墳かの判断は困難であった。周溝の辺が直線状にのびることや比較的コーナー

を意識している様相は確認できるものの、カクランに削平されることから詳細な規模は不明である。

また埋葬施設は確認されなかった。

遺構形状・規模 墳丘形状は不明だが、方墳の可能性が高いと推定される。墳丘及び周溝が削平され

ていることと調査区外にのびることから、全容は不明だが、周溝規模は幅 1.06m、 深さ 0.34mと 比

較的深い。断面形状は U字形を呈す。9号墳と同じく周溝規模が小さいことや埋葬施設が残存してい

ないことから、全体を削平されていると推定される。

堆積状況 おおまかに上層・中層 。下層の 3層 の堆積を確認した。上層～下層は黒褐色砂質土が主

体である。埋土には小石が少量含まれることから人為的埋没の可能性が高く、墳丘削平に伴う埋没の

可能性が考えられる。また、埋上の主体は墳丘構築土に起因すると推定される。

出土遺物 周溝から土師器片が出土しているが、細片のため図化困難であったことから詳細は不明で

ある。

遺構の性格・帰属時期 小規模の古墳周溝と推定される。墳形は方墳の可能性が高い。時期は不明で

あるが他の古墳の様相から少なくとも古墳時代中期以降と推定され、また 9号墳に後発する。

遺構面直上出土遺物 (第 64図 表 10写真図版 59)

砥石 (68)と 未製品の石剣 (69)が出土している。68は北壁のサブトレンチから出土した。石材はざく

ろ石流紋岩で断面形状は多角形状を呈し、ほぼ全ての面で研磨痕跡が確認されている。69は F18グ

リッド遺構面直上から出土した。石材は菫青色ホルンフェルスである。打製石斧の可能性も考えられ

る。打撃により石核からの剥離の後に刃部を押圧剥離で形成する。製作途中で破損したためか、未製

品である。

第 64図 2区遺構面直上 遺物実測図
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第 3項 2区小結

2区の調査ではおおまかに弥生時代中期後葉、弥生時代後期後葉、古墳時代前期、古墳時代中期

の 4期におよぶ遺構 。遺物を確認することができた。2区 において遺構が確認できるのは弥生時代

中期後葉からで、S103竪 穴住居跡が出現する。祭祀性の強い遺物が出土しているが明瞭な生活痕

跡は確認できなかった。そののち時間が空いて、弥生時代後期後葉には SD0001大溝に先行する

SD0187・ 0188が出現し、その後、1区から引き続き SD0001と S104竪 穴住居跡・SK0285が出現し、

SD0001北側、つまり八東川寄りに集落が展開すると推定される。この段階で明瞭に生活痕跡を確認

することができる。古墳時代前期前半に SD0001の再掘削が行われ、今度は SD0001南側に集落が展

開すると推定される。これらの契機として八東川の水流変化など環境の変化が推定される。SD0001

埋没後に SE0327井 戸が構築されるが、詳細な帰属時期は不明である。古墳時代中期には集落域は他

所に移動し、1区 に引き続き古墳の築造が行われる。築造時期が把握できる 6・ 7号墳から少なくと

も古墳時代中期後半には展開しており、1区の成果を加味すると中期には墓域として機能していたと

判断して間違いないと考える。また、6号墳埋葬施設から鉄器の副葬品が出土していることから、低

地に展開する古墳群においても首長とまではいかないが、ある程度の階層が埋葬されている様相が推

定される。その他 SK0268土器埋納遺構が帰属するが、おそらく古墳の被葬者に対する祭祀痕跡の可

能性が高い。

2区の特徴を整理するとまず、弥生時代中期後葉の遺構・遺物は 3i4区 においても確認されてい

るが、1区では確認できないことや集落の中心は八東川寄りに位置すると推定されることから2区は

中期後葉に展開する集落域の縁辺部であったと推定される。弥生時代後期後葉には SD0001が掘削さ

れ、集落域の展開と連動する様相がうかがえる。集落域は古墳時代前期まで断続的に継続するが、古

墳時代中期には墓域として展開する。墓域の廃絶後は耕作地として展開し、今日に至ったものと推定

される。 (久富 )
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表 72区遺構一覧表

選構番号 遺構性格 面 所属週構 長軸(m) 短 Fl(m)
確認面から

平面形 断面形 埋 土 備考

嵩
13 15

潜状 近台形 国面参照

裔 01 溝状 守段椀形 雪面参照 自然流路 SD0001か ら分岐

甜 )15'16 溝 状 写段 U字形 当面参照 自然流路 SD000'こ切られる

ピット 1/ij円 形 離形 こぶい黄褐色砂質土

P ピット 精円形 U字形 日灰色絣作士 カクラン

ピット 18・ F18 03 精門形 U字形 掲灰色耕作上 カクラン

ピット 031 権円形 U字形 日灰色耕作土 カクラン

ピット 円形 U字形 掲灰色 lJt作 土 カクラン

IP ピット 籍円形 U字形 掲灰色耕作士 カクラン

ピット 円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

,P ピット D17 惰円形 υ字形 褐灰色耕作士 カクラン

ピット ■形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

)198 ピット 宥H形 U字 形 掲灰色桝作土 カクラン

,P ピット 膏円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

)200 ピット 弓形 U字形 掲灰色絣作土 カクラン

ピット 不整形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

,202 ピット D17 不整形 U字形 掲灰色耕作土 カクラン

,P 〕203 ピット ヨ形 U字形 褐灰色耕作■ カクラン

E17 青円形 U字形 褐灰色耕作上 カクラン

)205 ピット 着円形 U字形 褐灰色却1作 七 カクラン

ピット Il形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

)20フ ビット ■形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

奇円形 U字 形 褐灰色耕作七 カクラン

)209 ピット 07 051 情円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

P ビット 弓形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 脩円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

〕212 ピット 脩円形 U字形 褐灰色続作土 カクラン

)213 ピット 円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

P ピット 楕円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 円形 皿形 黒褐色砂質上

ピット 円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 不整形 U学形 掲灰色耕作土 カクラン

ピット 不整形 υ字形 褐灰色耕作上 カクラン

P 0219 ビット 円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 不整形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット E16 17 糖円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

0222 ピット 円 形 U字形 褐灰色耕作土

, 0223 ピット 楕円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

0224 ピット 補円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

0225 ピット 楕円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 烏円形 U字形 褐灰色耕作上 カクラン

ピット 17 脅円形 U字形 弼灰色耕作土 カクラン

ピット 1形 皿 形 瞥褐色砂質t

ピット 01 ]形 υ字形 弓灰色耕作上 カクラン

IP ピット 031^ 01 告円形 盤 形 瞥褐色砂質土

ピット 041^ 030´ 宵円形 有段 U学形 黒褐色砂質土

ピット 管円形 有段 U字 形 黒褐色砂質土

ピット ヨ形 椀 形 ミ褐色砂質土

,P ピット η形 椀 形 黒褐色砂質上

)235 ピット 01 司形 院形 黒褐色ンルト

,P ピット 046^ 肯円形 阻形 黒褐色シルト

F16 青円形 避形 黒褐色シルト

ピット F16 06i 膏円形 眠形 黒褐色ンルト

ピット 司形 黒tL色砂質士

)240 ピット 0, ■形 死形 貯褐色砂質土

,P ピット 01 看円形 B形 黒褐色砂質土

)242 ピット F16 青円形 黒褐色シル ト

ピット F16 ■形 不整椀形 黒褐色シル ト

ピット 4形 免形 黒褐色シル ト

,P ピット 051 01 司形 売形 黒褐色砂質土
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遺構を号 選構性格 面 所属選構 長軸(m) 短軸(m)
確認面から

平面形 断面形 埋 土 備考

9246 ピット 01 青円形 免形 黒褐色砂質土

IP ピット ■形 阻形 黒褐色シルト

ビット ■形 宛形 黒褐色砂質土

ピット ■形 U字形 褐灰色耕作上 カクラン

,P ピット 01 者円形 U字形 匂灰色耕作上 カクラン

ピット U字形 褐灰色耕作土 カクラン

,P )252 ピット ヨ形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

)253 上 lTL 看円形 盤形
上層 黒褐色砂質土

下層 暗褐色砂質土
瓶02を切る

ピット 惰円形 皿形 黒褐色砂質土

ピット 刊形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

,P ピット 橋円形 U字形 褐灰色緋作土 カクラン

ピット ■
l形 U字形 褐灰色耕作土

,P ピット 情円形 税形 黒褐色砂質上 カクラン

楕円形 U字形 褐灰色耕作土

ピット 円形 椀形 黒掲色ンル ト

円形 椀形 黒褐色ンルト

)262 ピット 円形 有段 U字形 票褐色 シル ト

)263 ピット 円形 有段皿形 R褐色シルト

ピット 精円形 盤 ,杉 ミ褐色シル ト

)265 ピット 円形 椀 形 黒褐色シル ト

ビット 円 形 皿 形 ミ褐色ンルト

〕267 ピット 011 円形 椀形 ミ褐色ンルト

0268 土塊 楕円形 m形 黒lL色砂質土 土器埋納

0269 ピット 格円形 盤形 黒褐色シルト

ピット 円形 税形 ミ褐色ンルト

ピット 円形 院形 黒褐色シル ト

ピット 円形 陰形 黒褐色砂質土

ρ )273 ピット 107^ 01 楕円形 阻形 黒褐色砂質土

)2フ4 ピット 07 精円形 肛形 黒褐色砂質土

ピット 精円形 皿形 黒褐色シルト

ピット 円形 継形 黒褐色シルト

)2アフ ピット 0, 絡円形 ul形 黒褐色砂質土

P 278 ピット 01 円形 充形 黒褐色ンルト

ピット 円形 不整m形 黒褐色シルト

)280 ピット 円形 皿形 ミ褐色ンルト

土坑 隣状 盤形 黒褐色砂質士

,P )ク 82 ピット O 膏円形 U字形 掲灰色耕作上

,P )283 ピット 宥円形 U字形 褐灰色絣作北 カクラン

)284 ピット ■形 不整m形 悟褐色砂質土

'K

)285 ■ 坑 青円形 避形 雪面参照 炎黄色粘土塊はいる

ピット D16 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 者円形 売形 黒褐色砂質土

)288 ピット 将円形 皿形 黒褐色砂質土

,P )289 ピット 0 ヨ形 皿形 悟掲色砂質土

ピット D15 Il形
死形 黒褐色砂質土

ピット D15 ■形 椀形 黒褐色砂質土

¬形 宛形 黒褐色砂質土

ピット 刊形 盤形 黒褐色砂質土

■形 盤形 黒褐色砂質土

)295 ビット ■形 椀形 黒褐色砂質土

)296 ピット ■形 有段 U字形 黒褐色シル ト

)297 ビット 楕円形 皿 形 黒褐色砂質土

)298 ピット 楕円形 U字形 黒褐色砂質土

ピット 円形 盤 形 黒褐色砂質土

P ピット 円形 椀形 黒褐色砂質上

ピット 041 04 円形 皿形 黒褐色砂質土

P ピット 糖円形 皿形 黒褐色砂質土

円形 皿形 黒褐色砂質土

土 坑 滞状 逆台形
上層 黒褐色砂質土

下層 黒褐色シルト
カクランにより大部分を破壊
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選構番号 遺構lVl格 面 所属遺樹 長ll(m) 短輔(m)
確認 向か ら

の深 声 rmⅢ
平面形 断面形 理 士 備 考

IP ピット 脅■形 縦形 黒樹色砂質上 カクラン

ピット 01 q形 皿形 黒褐色シァレト

ピット 青円形 luナ杉 黒褐色シルト

tr台形
上用 黒褐色砂質土

ド層 只褐色ンルト

ピット ■形 V字形 黒4VJ色 砂質土

,P ピット 奇円形 El形 黒4E色砂質 と

ピット 刊形 黒樹色ンル ト

ピット ヨ形 黒褐色砂質t

ピット ヨ形 宛形 黒色砂質上

IP ピット 司形 黒褐色砂質士

IP 15 ピット 膏円形 U字形 褐灰色耕作士 カクラン

16 ピット 01 司形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 01 旨円形 U字形 褐灰色耕作圭 カクラン

,P ピット 膏円形 U字形 鶴灰色耕作士 カクラン

,P 19 ピット 膏円形 U字形 掲灰色耕件 L カクラン

ピット 024ヽ 膏円形 U句を,杉 格灰色翔I作二「 カクラン

iP ピット ,13・ F13 肯円形 U7形 掲灰色耕作十 カクラン

ピット 旨円形 U字形 褐灰色耕作士 カクラン

ピット ヨ形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 青円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

,P ピット 奮円形 U字形 褐灰色耕作土

iP ピット 01 刊形 U字形 褐灰色III作 土 カクラン

ナ+戸 不整形 逆台形
L層 黒褐色砂質土

下層 明羮褐色砂質土
SD0001よ り新し,

ピット 膏円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット )13・ 14 01 ヨ形 u字形 掲灰色耕作土 カクラン

,P ピット 051 看円形 U字形 掲灰色耕作士 カクラン

ピット t円形 U字形 lgJ灰色耕作士 カクラン

32 ピット 育円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット O〕 宵円形 U字形 掲灰色耕作■ カクラン

,P ピット ,14・ D14 ヨ形 U字形 弼灰色耕作土 カクラン

ピット 脅円形 U字形 褐灰色耕作士 カクラン

,P 36 ピット 028^ 司形 U字形 褐灰色耕作 七 カクラン

,P 37 ピット
'14

0, 有円形 U字形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 司形 U字形 掲灰色絣作土 カクラン

ピット ,14・ D14 缶円形 U字影 褐灰色耕作七 カクラン

ピット 下整形 U字形 掲灰色耕作土 カクラン

ピット )13・ lη ヨ形 U字形 lPJ灰色IjF作 土 カクラン

ピット 青円形 U字形 4J灰色耕作土 カクラン

,P )343 ピット ヨ形 盤 形 黒褐色砂質土 カクラン

ピット 01 膏円形 U宇形 褐灰色耕作土 カクラン

ピット 言円形 U字形 掲灰色桝作土 カクラン

騒穴住居 028 03( 爵丸方形 盤形 雪面参照

警周溝 磐周溝 穏力( 皿形 ミ褐色砂質土

ピット 狩円形 皿 形 ミ褐色砂質土

ピット 有円形 EII形 R褐色砂質土

ピット 00と 1形 皿形 黒褐色砂質土

ピット 04( 0, 脅円形 U字形 B灰色耕作土

ピット 06i 膏円形 U字形 弓灰色耕作J:

ピット 有円形 U字形 昂灰色耕作上

ピット 1形 U字 形 尋灰色耕作土

ピット 脅円形 U字形 目灰色耕作土

)3 筈穴住居 457^ 1形 盤 形 コ面参照

経六住居 188´ 可形 盤 形 黒褐色砂質士

1 ピット 01 司形 椀形 黒褐色砂質士

ピット 刊形 盤 形 黒掲色砂質土

ピット D14 ¬形 椀形 黒褐色砂質土

ピット 0 晴円形 不整椀形 黒褐色砂質土

翌穴住居 3 009 02 隅丸方形 盤形 図面参照

ピット 隋円形 継形 黒褐色砂質土
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遺樹番号 遺構性格 面 所属遺橋 cnd 長軸(m) 短軸(m)
確認面から

の深さ(m】
平面形 断面形 埋 上 備考

ピット S105 01 ヨ形 売形 黒褐色砂質土

ピット SI05 ヨ形 U字形 黒褐色砂質土

ピット 00 ヨ形 皿形 黒褐色砂質上

司溝 周 溝 06号墳
18 F17・ 13

齊状
V字形、有

段U字形
図面参照

■墳 東側に平場を構築 須恵器

盛・上師器高イー括出土

埋葬施設 埋葬施設 06号墳 偶丸方形 逆台形 図面参照
電式石棺 蓋石無し 高1葬品あり

突刀 刀子 鉄鏃

周溝 周 溝 07号墳 )17・ 18・ iH状 逆台形 図面参照
方墳 HR査 区北側に延びる 布留

式喪

埋葬施設 埋葬施設 07号墳 )17・ 18・ 鶴丸方形 遡台形 劉面参照 箇式石棺 蓋石あり

周 溝 周潤 08号墳 溝 状 逆台形 コ面参照 召墳

司潜 罰潜 Э9号墳 105^ 溝状 逆台形 電面参照 墳形不明

封浦 ¶酒 )7号墳 湾状 逆台形 雪面参照 方墳か?
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表
82
区

土
器

観
察

表

還
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
還

物
図

番
号

凶
版

番
号

種
 
汚
町

器
 

種
器
高
Om
)

口
径

(c
ml

底
径
Om
l

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特

 
徴

2
SD
00
01

土
師

器
 

郷
01
～

2m
mの

砂
粒
混

じ
る

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色
 

橙

色

内
外

面
ミ

ガ
キ

調
整

。
国

縁
部

外
反

す
る
。

2
SD
00
01

土
師

器

高
イ

イ
部

01
～

4m
mの

砂
粒
含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

橙
色

外
面
ナ
デ
の
ち
ミ
ガ
キ
調
整
。
内
面
ナ
デ
の
ち
放
射
暗
文
。
日
縁
部

と
底
部
の
境
に
鋭
い
段
が
付

く
。
不
底
部
外
面

に
棒
状
工
具
痕
残
る
。

2
SD
00
01

土
師

器
 

高
イ

01
mm
以

下
の
砂
粒
や
や
多

い
 0
1～

3m
mの

礫
少
量

長
野

内
面
 

浅
黄

橙
色

tt
面
 

溝
書

緒
偽

口
縁

部
内

外
薗

ナ
テ

調
整

。
底

部
に

ハ
ケ

日
調

整
坂

る
。

調
1任

部
ハ

ケ
日

の
ち

ミ
ガ

キ
調

整
。

日
〕 柾

罰
`困

向
絞

り
展

残
る

。
脚

裾
は

や
や

扁
平

に
開

く
。

外
面

ナ
デ

調
整

、
内

面
ハ

ケ
ロ

調
整

。
端

部
は

経
て

端
に

整
え

る
。

日
縁

部
外

rr
FI
 I
 

艘
郎

′」
根

彦
i軍

1日
ι戸

壌
テ

ス
_

2
SD
00
01

弥
生

土
器
 

高
郭

脚

(器
台

)

11
1

02
mm
の

砂
粒

を
含

む
内

面
 

黄
橙

色

外
面
 

黄
精

色

脚
柱
部
外
面

ミ
ガ
キ
調
整
。
内
面
上
部
ケ
ズ

リ
下
部
ナ
デ
調
整
。
脚
裾
外
面
ナ
デ
調
整
。
内
面
ハ
ケ
ロ
調
整
。
脚
注

は
長

く
、
細
い
。
脚
裾
屈
曲

し
、
上
端
に
段
が
つ

き
、
端
部
平
坦
に
収

ま
る
。
全
体
の
摩
耗
が
著

し
い
。

2
SD
00
01

土
師
器
甕
 
口
縁
部

10
2-

01
～

8m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

外
面
 

に
ぶ

い
褐

色

国
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

体
部

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
。

国
縁

部
は

外
傾

し
、

端
部

は
平

坦

で
、

頂
部

が
外

傾
す

る
。

国
縁

下
端

の
突

出
鋭

く
、

板
状

工
具

痕
が

残
る
。

頸
部

Cの
字

状
を

呈
す

。

2
SD
00
01

甕
 

口
縁

部
52
～

13
2

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

艮
奸

内
面
 
に
ぶ
い
黄
橙
色

外
面
 
明
黄
褐
色

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
体
部
外
面
ハ
ケ
ロ
調
整
。
体
部
内
面
ケ
ズ
リ
調
整
。
国
縁
部
は
外
傾
し
、
端
部
は
平
坦

で
、
頂
部
が
外
傾
す
る
。
口
縁
下
端
の
突
出
鋭
く
、
板
状
工
具
痕
が
残
る
。
頸
部
Cの

字
状
を
呈
す
。

2
SD
00
01

土
師
器
 
甕

14
2

01
mm
以

下
の

砂
粒

含
む

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

精
色

回
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
体
部
外
面
ハ
ケ
ロ
調
整
。
体
部
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
。
口
縁
部
は
外
傾

し
、
端
部
は
強

く

ナ
デ
ら
れ
平
坦
だ
が
内
側
に
出
る
。
頂
部
が
外
傾
す
る
。
国
縁
下
端
の
突
出
鋭
い
。
顕
部
Cの

字
状
を
呈
す
。
体
部
は

日
巨貶

歩
皇
す

_

2
SD
00
01

土
師
器
 
甕

日
縁
部

82
～

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 
に
ぶ
い
赤
褐
色

外
面
 
に
ぶ
い
褐
色

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
体
部
外
面
ハ
ケ

ロ
調
整
。
体
部
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
。
日
縁
部
は
外
傾

し
、
端
部
は
平
坦

に
整
え
る
。
日
縁
下
端
の
突
出
鋭
い
。
頸
部

Cの
字
状
を
呈
す
。
全
体
に
摩
耗
が
著

し
い
。

2
SD

00
01

土
師

器

複
合

口
縁

甕
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

艮
好

内
面
 

に
ぶ

い
褐

色

外
面
 

に
ぶ

い
褐

色

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
体
部
外
面
ハ
ケ
ロ
調
整
。
体
部
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
。
口
縁
部
は
外
傾

し
、
端
部
は
平
坦

で
、
頂
部
が
内
傾
す
る
。
日
縁
下
端
の
突
出
鋭
い
。
頸
部
Cの

字
状
を
呈
す
。
全
体
に
摩
耗
が
著

し
い
。

2
SD

00
01

土
師

器

複
合

口
縁

甕
34
0

20
6

01
～

6m
血

の
砂

粒
含

む

R1
/1

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

X�
 

蹄
苦

燿
偽

国
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
体
部
外
面
ハ
ケ
ロ
調
整
。
体
部
内
面
ハ
ケ
ロ
の
ち
ナ
デ
調
整
。
日
縁
部
は
外
傾

し
、

部
は
平
坦
で
、
頂
部
が
内
傾
す
る
。
国
縁
下
端
の
突
出
鋭
い
。
頸
部
Cの

字
状
を
呈
す
。
体
部
倒
卯
形
を
呈
す
。

苛
陣

端 底
部

40
2

SD
00
01

土
師

器
 

甕
23
2

15
2

01
mm
以

卜
の

砂
粒

多
し

01
～

3m
mの

礫
少

量

7m
m大

の
B1
4-
卜

1点

勺
面
 

に
ぶ

い
褐

色

本
面
 

に
ぶ

い
橙

色

国
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
体
部
外
面
ハ
ケ
ロ
調
整
。
体
部
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
。
日
縁
部
は
外
傾

し
、
端
部
は
平
坦

で
、
頂
部
が
外
傾
す
る
。
日
縁
下
端
の
突
出
鋭
い
。
頸
部
Cの

字
状
を
呈
す
。
体
部
は
倒
卵
形
を
呈
す
。

2
SD

01
88

甕
02
mm
大

の
砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

外
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
体
部
外
面
ハ
ケ
ロ
調
整
。
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
き
口
縁
部
外
傾

し
、
端
部
丸

く
収
め
る
。

頸
部

Cの
字
状
を
呈
す
。
肩
部
に
刺
突
文
。
全
体
に
摩
耗
が
著

し
い
。

42
2

SK
02
68

土
師

器
 

高
邪

11
7

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

更
射

内
面
 
明
赤
褐
色

Ⅲ
面
 
明
赤
褐
色

口
縁

部
fA
l外

面
ハ

ケ
日
の

ち
ナ

テ
調

整
。

hI
I〕
柾

部
ハ

ケ
日
の

ち
ナ

デ
調

整
。

脚
種

司
`肉

向
絞

り
反

娠
る
。

調
〕 需

外
国

ナ
デ

調
整

、
内

面
押

さ
え

痕
残

る
。

口
縁

部
内

湾
気

味
に

立
ち

上
が

る
。

端
部

は
丸

く
収

め
る
。

郵
底

部
内

面
は

平

坦
。

郷
底

部
外

面
凸

状
工

具
痕

残
る
。

Ml
柱

部
太

く
、

短
い

。

2
SK
02
68

土
師

器
 

高
イ

10
5～

01
～

8m
mの

砂
粒

含
む

内
面
 

明
赤

褐
色

入
面
 

緒
魯

口
縁

部
内

外
面

ハ
ケ

ロ
の

ち
ナ

デ
調

整
。

脚
柱

部
ハ

ケ
ロ

の
ち

ナ
デ

調
整

。
脚

柱
部

内
面

絞
り
痕

残
る
。

脚
裾

外
面

ナ
デ

調
整

、
内

面
押

さ
え

痕
残

る
。

日
縁

部
内

湾
気

味
に

立
ち

上
が

る
。

端
部

は
丸

く
収

め
る
。

不
底

部
内

面
は

平

規
、

邦
底

部
外

面
凸

状
工

具
痕

残
る
。

脚
柱

部
太

く
、

短
い

。

2
SK

02
85

高
郷
 

脚
部

△
11
7

01
～

5m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

脚
柱
部
上
部
内
面
絞

り
痕
残

る
。
外
面
ナ
デ
調
整
。
脚
裾
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
脚
注
は
円
柱
状
を
呈
す
。
脚
裾
は
ア

の
字
に
開

く
。
端
部
は
丸

く
収
ま
る
。
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遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

種 器
 

種
器
高
に
m)

口
径
に

Il
ll

底
径

に
m)

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特
  

徴

2
S1
03

弥
生

土
器
 

低
脚

邪
00
5m
mの

砂
粒

含
む

好 面 色 面

良 内 灰 択

明
褐

灰
色
  

褐

津
い

苦
搭

徹

口
縁
部
体
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
外
面
は

ミ
ガ
キ
調
整
。
口
縁
端
部
を
横
に
引
き
出
す
。
脚
台
は
短
い
ハ
の
字
に
引

き
出
さ
れ
、
端
部
は
や
や
外
傾
す
る
。

2
S1
03

弥
生

土
器
 

脚
00
5～

lm
mの

砂
粒

含
む

艮
好

内
面
 

橙
色

/外
面
 

橙
色

即
柱
部
上
部
内
面
絞

り
痕
残

る
。
外
面
ハ
ケ
ロ
調
整
。
脚
裾
外
面
ナ
デ
調
整
。
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
。
脚
裾
は
ハ
の
字

こ
開

く
。
端
部
は
段
が
付

き
、 
2条

沈
線
状
に
な
る

2
S1
03

弥
生

土
器
 

高
邪

脚
部

15
7

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

内
面
 

明
黄

褐
色

外
面
 

灰
黄

掲
色
 

黄
橙

色
 

橙
色

脚
柱

部
内

面
絞

り
痕

残
る
。

脚
裾

外
面

ミ
ガ

キ
調

整
。

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
。

脚
柱

に
17
条

の
平

行
沈

線
と
下

位
に

5

条
の

平
行

沈
線

を
廻

ら
す

。
脚

裾
は

ハ
の

字
に

開
く
。

端
部

は
段

が
付

き
、

ナ
デ

に
よ

り
や

や
平

坦
に

な
る

。
2つ

セ
ッ

ト
で

穿
孔

を
開

け
る
。

2
S1
03

弥
生

土
器
 

台
付

鉢
23
8

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
褐

色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
鉢

体
部

内
外

面
ハ

ケ
ロ
の

ち
ナ

テ
司
司
整

。
脚

杜
部

内
由

絞
り
痕

城
る

。
外

向
ハ

ケ
日

pp
l

整
。

口
縁

部
内

傾
し
端

部
平

坦
に

収
め

る
。

上
端

に
3条

の
沈

線
、

中
位

に
7条

の
沈

線
、

下
端

に
3条

の
沈

線
を

廻

ら
せ

る
。

中
位

沈
線

を
境

に
上

下
2条

の
波

状
文

を
廻

ら
せ

る
。

ま
た

円
形

粘
土

を
2つ

セ
ッ

ト
で

位
置

を
ず

ら
し

て
貼

り
付

け
る

^Π
法「
緯

に
14
築

以
卜
の

平
行

汁
練

ハ

2
S1
04

甕
17
0

00
5～

lm
mの

砂
粒

含
む

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
縦

ハ
ケ

ロ
調

整
。

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
。

国
縁

部
内

傾
し
、

端
部

丸
く
収

め

る
。

外
面

に
5条

の
平

行
沈

線
。

頸
部

く
の

字
状

を
呈

す
。

肩
部

に
刺

突
文

。

2
S1
05

土
師

器

複
合

口
縁

壺
 

口
縁

部
79
～

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

橙
色

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
傾
部
内
面
ハ
ケ
ロ
調
整
残
る
。
口
縁
部
外
傾

し
、
端
部
平
坦
に
収
め
る
。
下
端
の
突
出

や
や
に
ぶ
い
。

51
2

S1
05

土
師

器

複
合

口
縁

甕
10
1

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

艮
好

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

灰
白

色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
。

口
縁

部
外

傾
し
、

端
部

平
坦

に
収

め

る
。

下
端

の
突

出
や

や
に

ぶ
い

。
頸

部
Cの

字
状

を
呈

す
。

体
部

球
胴

形
を

呈
す

。

2
6号

墳
周

溝
須

恵
器
 

邪
蓋

43
～

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

内
面
 

灰
自

色

銀
面
 

苦
庁

tI

内
外

面
共

に
回

転
ナ

デ
調

整
。

天
丼

部
回

転
ヘ

ラ
削

り
調

整
 

天
丼

部
や

や
平

坦
。

稜
の

突
出

鋭
い

。
日

縁
部

外
傾

し
、

端
部

内
側

に
段

が
付

く
。

2
6号

墳
周

溝
甦

12
5

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
色

口
縁

部
、

体
部

内
外

面
回

転
ナ

デ
調

整
。

体
部

中
位

に
沈

線
に

よ
る

区
画

を
造

る
。

波
状

文
が

廻
る
。

穿
子
し
を

開
け

る
。

国
縁

部
は

複
合

口
縁

状
を

呈
す

。

2
6号

墳
周

溝
土

師
器
 

高
IT
N

52
+6
3

14
7

01
mm
の

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

橙
色
 

褐
灰

色

日
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
脚

柱
部

ハ
ケ

ロ
の

ち
ナ

デ
調

整
。

脚
柱

部
内

面
絞

り
痕

残
る
。

脚
裾

外
面

ナ
デ

調
整

、

内
面

ハ
ケ

ロ
調

整
。

日
縁

部
外

傾
す

る
。

端
部

は
や

や
外

反
し
、

平
坦

に
収

め
る

。
郭

底
部

内
面

は
平

坦
。

内
面

に

放
射

暗
文

。
脚

柱
部

細
く
、

短
い

。

2
6号

墳
周

溝
土

師
器
 

高
必

57
+7
8

03
Ⅲ

mの
砂

粒
含

む
内

面
 

暗
赤

褐
色

外
面
 

橙
色
・

暗
赤

褐

色
・

黒
色

国
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
脚

柱
部

ハ
ケ

ロ
の

ち
ナ

デ
調

整
。

脚
柱

部
内

面
絞

り
痕

残
る
。

脚
裾

外
面

ナ
デ

調
整

、

内
面

ハ
ケ

ロ
調

整
。

日
縁

部
外

傾
す

る
。

端
部

は
や

や
外

反
し
、

平
坦

に
収

め
る

。
不

底
部

内
面

は
平

坦
。

内
面

に
を

段
放

射
暗

文
。

脚
柱

部
細

く
、

短
い

。

2
6号

墳
周

溝
土

師
器
 

高
IT
N

68
～

21
2

13
6

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

精
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
脚

柱
部

ハ
ケ

ロ
の

ち
ナ

デ
調

整
。

脚
柱

部
内

面
絞

り
痕

残
る
。

脚
裾

外
面

ナ
テ

調
整

、

内
面

ハ
ケ

ロ
調

整
。

日
縁

部
外

傾
す

る
。

端
部

は
や

や
外

反
し
、

や
や

平
坦

に
収

め
る

。
郭

底
部

内
面

は
平

坦
で

棒

状
工

具
痕

貫
通

す
る

。
内

面
に
2段

放
射

暗
文

。
MF
柱

部
細

く
、

短
い

。

2
6号

墳
周

溝
土

師
器
 

高
14
N

56
+6
1

艮
射

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

～
明

赤

濯
偽

～
里

偽

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ
調

整
。

脚
柱

部
上

部
ハ

ケ
ロ
、

下
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
の

ち
ナ

デ
調

整
。

脚
柱

部
内

面
絞

り
痕

残

る
。

日
縁

部
内

湾
気

味
に

立
ち

上
が

る
。

端
部

は
丸

く
収

め
る

。
邪

底
部

内
面

は
平

坦
。

郷
底

部
外

面
に

凸
状

工
具

痕
残

る
。

脚
柱

部
細

く
、

短
い

。
全

体
に

摩
耗

が
著

し
い

。

2
6号

墳
周

溝
弥

生
土

器
 

高
郭

23
0

02
mm
大

の
砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

口
縁

部
外

面
ナ

デ
調

整
、

下
部

tま
ミ

ガ
キ

調
整

。
内

面
ミ

ガ
キ

調
整

。
日

縁
部

外
反

し
、

端
部

丸
く
収

ま
る

。
鼓

型

器
台

か

2
7号

墳
周

溝
土

師
器
 

甕
23
5

13
5

02
5m
mの

砂
粒

含
む
 

雲
母

含
む

好 面 面

艮 内 外

に
ぶ

い
黄

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

体
部

内
面

ケ
ズ

リ
調

整
。

体
部

か
ら
底

部
押

さ
え

痕
残

る
。

国
縁

部
外

傾
し
、

端
部

は
丸

く
収

ま
る

。
日

縁
部

外
面

に
板

状
工

具
痕

残
る
。

傾
部

Cの
字

状
を

呈
す

。
全

体
の

調

整
は

糧
い

。



2
遺

物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
長

さ
に
ml

幅
に
ml

厚
さ
に
ml

重
さ

(g
)

特
 

徴

6号
墳
埋
葬
施
設

鉄
刀

72

刃
部
 6
40

華
部
 8
0

刃
部
 2
1～

30
茎

部
 1
7～

23

刃
部
 0
4～

08
茎

吉
F

宣
刀
片
刃
。
関
部
は
刃
側
片
関
の
ナ
デ
関
。
茎
部
は
損
失
す
る
。
剣
身
部
に
木
質
が
残
る
こ
と
か

ら
捧
付
き
で
埋
葬
さ
れ
た
。

60
2

6号
墳
埋
葬
施
設

鉄
鏃

16
6

刃
部
 3
4

茎
部
 1
32

刃
部
 1
1

茎
部
 0
2-
04

刃
部
 0
2

茎
部
 0
4

刃
形
は
柳
葉
形
、
断
面
は
両
丸
。
関
部
は
ナ
デ
関
。
茎
部
に
木
質
残
る
。

2
6号

墳
埋

葬
施

設
鉄

鏃

(復
元

長

17
4)

刃
部
 3
5

茎
部

刃
部
 1
2

整
部
 0
3～

06

刃
部
 0
2

茎
部
 0
4～

06
刃

形
は

柳
葉

形
、

断
面

は
両

丸
。

関
部

は
ナ

デ
関

。
茎

部
に

本
質

残
る
。

2
6号

墳
埋

葬
施

設
鉄

鏃
02
-0
8

02
～
06

刃
部
欠
損
す
る
。
関
部
は
ナ
デ
関
。
茎
部
に
木
質
残
る
。

63
2

6号
墳

埋
葬

施
設

鉄
鏃

14
8

刃
部
 3
5

茎
部
 H
3

刃
部
 1
2

茎
言
F 
02
-0
8

刈
ia
l'

04
整

部
 0
2～

刃
形

は
柳

葉
形

、
断

面
は

両
丸

。
関

部
は

ナ
デ

関
。

6号
墳

埋
葬

施
設

鉄
鏃

64
+4
8

刃
部
 3
5

刃
部
 0
～

03
茎

部
 0
2～

05

刃
部

11

01
～

茎
部

刃
形
は
柳
葉
形
、
断
面
は
両
丸
。
関
部
は
ナ
デ
関
。
途
中
で
破
断
す
る
。
茎
部
に
木
質
残
る
。

6号
墳

埋
葬

施
設

鉄
製
 
刀
子

刃
部
 1
2

茎
部
 1
0

02
～
03

萱
刀
片
刃
。
関
部
は
刃
側
片
関
の
ナ
デ
関
。
切
先
は
欠
損
す
る
。
剣
身
部
に
布
跡
、
茎
部
に
繊
維
質
が
残

る
こ
と
か

ら
柄
に
刃
部
を
布
巻
き
で
埋
葬
さ
れ
た
。

‐ ド 呻 ∞ ‐

表
10
2区

石
器

観
察

表

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
長
さ
に
ml

幅
om
l

厚
さ
Om
l

筆
さ
(g
)

材
質

色
 

調
特

 
徴

6号
墳
 

埋
葬

施
設

石
鏃

04
6

遺
構
面
直
上

砥
石

23
25
3

ざ
く

ろ
石

流

立
碧

2
違

構
面

直
上

石
剣

19
69
89

筆
青

石
ホ

ル

ン
フ

ェ
ル

ス



第 3節 3区 基 本 層 序・ 遺 構 と遺 物

3区は 1・ 2区同様、八東川流域に位置する。南側には上野の集落が存在するが、 ここから 3区に

かけて緩やか /1-斜面を利用 して、水田が形成されている。地理的な観察をすると、上野の集落から上

野遺跡にかけて段丘上の地形を呈することがわかる。 このことから調査区付近にかつて旧八東川が存

在 した可能性が高い。 したがって、調査前から旧八東川の河道が推定され、また、前年度調査の成果

から竪穴住居跡等の遺構が期待された。3区は他の調査区と同様に東西に長い長方形を呈する。遺構

面は 1面のみであった。調査の結果、3区の時期は弥生時代から古墳時代であることが確認された。

3区 内の検出遺構の種別および内訳は以下の通 りである。

ピット23基 (住居内ピットおよび布掘建物遺構内のピッ トを含む )・ 土坑 2基・掘立柱建物跡 3棟 。

堅穴住居跡 6棟・溝状遺構 4条 。布掘建物遺構 1棟・古墳 4基…弥生時代から古墳時代

3区は弥生時代から古墳時代にかけての遺構が確認された。今回の成果で確認された遺構は弥生時

代が竪穴住居跡およびピッ ト(住居内ピッ トを含む )で ある。古墳時代以降は布掘建物遺構 (ピ ッ ト

も含む )。 掘立柱建物跡 。溝状遺構・古墳・土坑 (住居内土坑も含む )・ ピットである。

堅穴住居跡 は先述の とお り6棟確認されてお り、S106以 外はいずれも床面 (硬化面 )が検出され

た。SЮ 6・ S109。 S111の 床面からは内面がケズ リによる調整の土器片が出土 している。 これ らはそ

の形状から弥生時代後期から終末期のもの と考えられる。溝状遺構 SD0001は S106と 切 り合い関係

が成立 し、新旧関係は竪穴住居跡→溝状遺構 となる。SD0001か らは上層 と下層で遺物が大量に出土

してお り、特に下層はかたちが復元できる土器資料が多 くみられた。また、礫も上層 と下層で含有の

違いで大きく異な り、特に上層は斜方向あるいは縦方向で確認されている。 このことは SD0001が大

きく 2回 に分けて堆積 した可能性が高いことを表 してお り、急な流れによって堆積 した と考えられ

る。さらに、上層で比較的に摩滅 した土器の小破片が多 く出土 していることからもそのことがいえる。

SK0430。 SK0440は土坑でいずれもかたちが復元できる資料が確認されたが、 これ ら遺物は共通 し

て、投棄 した状態での出土であった。SK0430は土坑の中に土器が隙間な く入っていることが投棄の

理由として考えられる。SK0440は すべての須恵器が規則性をもたずに不規則 /d‐ 状態で出土 している。

また、埋土は水性堆積によるもので、一部マンガンの沈着層が認められたことが理由としてあげられ

る。検出された 4基の古墳の中で、埋葬施設を残すものは 1基であった。埋葬施設の形態は木棺墓で、

方向はほぼ南北を長軸 としている。棺外の南側か らは須恵器を中心 とした遺物が確認されてお り、遺

物の位置か ら頭の向きは南側であると推定される。SB06は 布掘建物遺構 と考えられるもので、各遺

構からはピッ トが 6～ 7基確認されている (第 74図 )。

全体的な概観 として、3区 は弥生時代後期から終末期 と古墳時代中期収降にわけることができ、上

野遺跡 1・ 2・ 4区および前年度調査の奈免羅・西の前遺跡 と共通すると推定される。
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第 1項 3区基本層序 (第 65図 。第 66図、表 11)

3区 の調査を実施する前に遺構の確認 と土層堆積状況の把握を目的 として、調査区の東西方向に

Tr.5を、南北方向に Tr.6を設定 した。確認調査の結果、土層堆積は 11層 で構成され、Tr.6で 清状の

遺構が確認された。 また、Tr 5で も同様の遺構が認め られたが、 これ らは SD0001の断面であった。

SD0001は各遺構の説明で触れるため、詳細は後述することとしたい。

トレンチによる先行調査の結果、Tr 6で大規模なカクランが確認された。Tr 5に おいても、全体

的にカクランが認められたが、特に Tr.6で はそれが 目立った。 これは後世の基盤整備によるもので

あ り、これによって Tr.6で確認された SD0001の一部 も、そのほとん どが破壊された状況であった。

2つ の トレンチによる調査で確認された遺構面は 7層 の黒褐色砂質土を掘 り込む状況で確認 された。

SD0001も この黒褐色砂質土から掘 り込まれていた。 これより下層では遺構面は認められず、 また、

遺物 も確認できなかった。遺物は Tr.5で多 く認められたが、Tr.6では少ない出土にとどまった。Tr.6

は先述のとお り、カクランの影響で遺物が消滅 した可能性が高い。Tr.5で確認された遺物はすべて土

器で石器の出土はなかった。 これ らの遺物は黒褐色砂質上の直上からの出土であるが、調査の結果、

Tr.5か ら出土 した土器は遺物包含層 として認識 した。ただし、遺物包含層の一部は後世のカクランと

削平によって消滅 している。実際、遺物包含層から出土 した遺物は小破片が多 く、また、摩耗 した遺

物が多 くみられた。今回、遺物包含層および遺構面よりも古い段階の堆積層からは、遺構 と遺物は確

認されなかった。 このことから、古い段階の堆積層は自然堆積の層 として考えられる。

3区調査終了後に補足調査で STr.9を設定 し、下層確認調査を実施 したが、調査の結果、遺構 と遺

物は確認されなかった。Tr.5。 Tr.6および STr 9で分層 した層を特徴が類似するものでまとめ、さらに、

各 トレンチ間で対応するようにした (表 11)。

表 11 3区基本層序表

以上、簡単であるが 3区における基本層序の概略を述べてきた。下層確認の トレンチを含む全体

的な土層を概観すると、遺物包含層 。遺構面は比較的上位から確認されている。それより下層 はすべ

て無遺物層で、人が住む以前の段階として推定される。STr.9の堆積では南側に向かうにつれ下位の

層が深 くなっていたが、このことから当調査区は自然堤防を基礎 とする地形に遺構が形成されていた

可能性が高い。調査区外であるが南側には後背湿地の存在、そして流路の存在が推定される。 旧八東

川 もしくはそれに関連する流路が存在 した可能性が考えられる。

基本層序区分 Tr.5 ぅIr.ソ 土  質 特 徴

1～5 1～ 5 貢褐色砂質土 司場整備による客土で、マンガンの沈着がみ られる。

1 黒褐色砂質土 遺物包含層である。
7・ 8 2 黒褐色砂質土 遺構面である。

3-4 9～ 11 9～ 11 3 灰黄褐色砂質土 無遺物層である。

4～ 11 黄褐色砂質土 照遺物層である。旧河道の存在が想定される。
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第 2項 3区遺構 と遺物 (第 68図 )

表土およびカクラン除去の作業の後、遺物包含層の掘削および遺構検出作業を行った。遺物包含層

からは弥生土器片 。須恵器片・土師器片が混在 した状態で出土 してお り、遺物包含層そのものが二次

堆積 したことが うかがえる。遺構面は黒褐色砂質土で遺構埋土もそれに類似 したもので、遺構の確定

が困難な状況であった。今回、確実に遺構 として認識されたものに関 して説明を行いたい。

SD0001(第 67・ 69。 70図、表 12・ 13、 写真図版 25・ 60・ 61)

位置 。検出状況  SD0001は DH・ D12・ E9・ E10。 Ell・ E12グ リッ ドに位置す る。遺構面は標

高 50.12m～ 49,00mの 間で検出された。調査に先立ち Tr.6で清状遺構の断面を確認 し、これをもと

に遺構検出を行った。当初は遺構の検出が不明瞭であったが、最終的には東西方向へ続 くことが確認

された。また、遺構検出の最終段階に SD0346と の切 り合い関係が生 じたが、確認 トレンチの結果、

当遺構が SD0346よ りも新 しい段階であることがわかった。他に S106お よび S108と 切 り合い関係が

生 じたが、いずれも当遺構がこれらよりも新 しい段階のものであることが確認された。

遺構形状・ 規模  平面 はほば直線 の形状 を呈す る。規模 は検 出長 28.83m。 幅 2.41m、 主軸は

N100° Wを振る。断面形は深いV字形で途中からやや窄まる。検出面から底面までの深さは最大で

110mを測 り、調査の結果、溝の勾配は東から西へ と下がることがわかった。

雄積状況  2箇 所で設定 したセクションで断面観察を行い、いずれも 6層 に区分することができた。

また、Tr.5で土層観察も併せて実施 した結果、Tr 5も 同様に区分することができた。 1・ 2・ 3層 は含

有物の違いはあるが色調は褐灰色砂質土で、 ここではまとめて上層にまとめた。また、4・ 5・ 6層は

黒褐色砂質土で含有物の違いで下層 とした。

上層  1・ 2・ 3層 は全体的に小破片が中心で、かつ、ロー リングを受けた状態 となっている。特に

1層からは遺物が多量に出土 しているが、小破片が多いために器種の特定が困難であった。また、人

頭大の礫が各層から確認されているが、遺構の両壁に貼 りつ く状態で出土 した。 このような状態の礫

が多 くみられたが、 これは SD0001の上層が短時間に堆積 したことがうかがえる。遺物の大きさが小

さいことも、上層の堆積が短時間によってなされたことを補足する理由と/A― ろう。

下層  4・ 5・ 6層 は出土遺物が上層に比べて大きいのが特徴で、接合可能な状態のものがほとんど

であった。小型の甕・重および高郭を中心 としたものがほとんどで、埋没の際に土圧等で潰されたこ

とが推定される。検出時における遺物の向きは不規則であ り、SD0001は祭祀関連の遺構では /A― いと

考えられる。その他、上層 と同様に礫が確認されているが、ほとん どの礫は水平に堆積 した状態で検

出された。遺物や礫の確認された状況から、下層が流路的な機能がない状態で土器や礫が投棄された

可能性が高い。すなわち、SD0001が埋没過程で土器や礫が投棄されたことを意味する。 このような

現象は 2区 に続 くSD0001で も確認されてお り、土器の堆積状況は 3区のもの と大変類似 している。

このことから 2・ 3区の遺構は同一の遺構であることがわかる。さらに、両遺構 とも遺物の残存状況

から、比較的水の流れが少ない段階で投棄されたと推定される。

出土遺物  出土 した遺物はコンテナ約 4箱分 となった。前述 したように上層は形が復元できる土

器資料が少ないもの、下層はそれが多いものに分類できる。これが当遺構における出土 した遺物の最

大の特徴である。
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70は 甕である。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色粒子を含む。内面は胴部下半に指オサエが確認

される。 また、その後にケズ リによる調整が認められる。胴部上半は横方向のケズ リが確認される。

外面は胴部全体にハケメが認められるが、下半は斜め方向、上半は斜め方向・横方向のハケメが施さ

れる。口縁部は内・外面 ともに横ナデによる調整が認められる。71は 3分の 1程度残存する甕であ

る。焼成は良好で、胎土は石英が含まれる。外面はハケメとナデによる調整が確認される。また、ハ

ケメは縦方向ののち、横方向のハケメが施される。横方向のハケメは肩部から胴部最大径に認められ

る。口縁部は内・外面 ともに横ナデによる調整が確認される。また、外面は全体的にススの付着が認

められ、特に胴部最大径には炭化物の付着が確認される。内面は頸部から胴部下半まで斜め方向のケ

ズリが底部方向から施される。胴部下半には指オサエの痕跡が残っている。底部の形態は欠損 してい

るために不明であるが、他の遺物 との比較か ら丸底 と思われる。72は甕である。焼成は良好で、胎

第67図  SD0001 遺4勿実測[雪
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土は石英。白色粒子を含む。内面は回縁部以外にケズリが確認される。外面はハケメが認められるが、

器面の摩耗によりやや観察が困難である。日縁部は内・外面 ともにナデが確認される。73は 甕であ

る。焼成は良好で、胎土は石英・赤色粒子を含む。内面は胴部下半に指オサエと斜め方向のケズリが

確認される。胴部上半は横方向のケズリが確認される。外面は胴部下半から頸部にかけてハケメが認

められ、胴部下半にはススの付着も確認される。口縁部は内 。外面 ともに横ナデが認められる。底部

は欠損 しているため調整等の詳細は不明である。74は 口縁部および胴部の一部が欠損する小型丸底

壷である。焼成は良好で、胎土は石英が含まれる。内面は器面が摩耗 しているため調整等の詳細は不

明であるが、口縁部にハケメが残存する。外面は斜め方向のハケメが頸部から底部にかけて確認され

る。頸部から口縁部は横ナデが認められる。 この資料は底部に穿孔の痕跡が確認されるが、断面の形

状から外底の方向から穿孔されたことがわかる。75は小型丸底壺である。口縁部が一部欠損 してい

る。焼成は良好で、胎土は石英・雲母片・赤色粒子を含む。内・外面 ともにナデ調整が施されている。

外面の器面は表面積の半分が荒れた状態であるが、残 りの観察から胴部最大径から底部にかけてハケ

メが確認される。内面は頸部から胴部最大径にかけてケズリ、胴部最大径から底部にかけてケズリと

指オサエが認められる。76は小型丸底壺である。口縁部・胴部の一部が欠損 している。焼成は良好

で、胎土は石英・赤色粒子を含む。内・外面 ともに器面が荒れていたため調整等の観察は困難であっ

たが、日縁部の内・外面は横ナデ調整が、内面の胴部上半はケズリ・胴部下半は指オサエ、外面はハ

ケメを確認できた。日縁部の一部にはススの付着がみられる。77は小型の壷である。口縁部・胴部

下半の一部が欠損するのみである。焼成は良好で、胎土は石英 。赤色粒子を含む①内・外面 ともに器

面が荒れているため調整は不明である。ただし、内面はケズリ、外面はハケメの調整痕がわずかに残

る。78は 口縁部が一部欠損するがほぼ完形の高郭である。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色粒子が

含まれる。内・外面 ともに器面が摩耗 しているため調整等の詳細は不明である。若干であるが、外面

にハケメ、内面の不部にナデ調整が若千確認される。脚部には透か しが 3箇所認められる。79は高

不である。脚部は完形であるが邪部は 6分の 1の残存である。脚部は内・外面 ともにナデ調整が確

認されるが、外面はミガキによる調整も確認され、さらに、内面には若干であるがハケメの痕跡も認

められる。lTh部 は内・外面 ともにナデ調整が確認される。内面はわずかに暗文がみられる。

遺構の性格 と帰属時期  溝である。その堆積状況から自然流路の可能性が高い。比較的水の流れが

少ない段階 と早い段階の 2時期存在することが特徴である。特に上層は遺物の出土状況から短時間

で埋没 した可能性が高い。おそらく、当遺構は往時の八東川の支流 と考えられる。帰属時期は出土遺

物から弥生時代後期から終末期に推定される。

SD0346(第 71・ 72・ 73図、表 12・ 13・ 15、 写真図版 26・ 61)

位 置・ 検 出 状 況  SD0346は C6・ C7・ D7・ D8・ D9・ D10・ DH oD12グ リ ッ ドに位 置 す る。

SD0001の遺構検出で当遺構の存在が確認された。当遺構は D12グ リッ ドで SD0001と 分岐 した状

態で検出されたため、遺構の新旧関係の解明が急がれた。そのため、新旧確認のために確認 トレンチ

を分岐する箇所で設定 して調査を実施 した。結果、当遺構は SD0001よ りも古い段階であることが確

認された。また、当遺構は分岐の箇所から西方向へつづき、最終的には 3区を横断する状態で遺構

が検出された。規模は検出長 5460m。 幅 059m、 主軸は N77° ―Wを振る。断面形は U字形で、検

出面から底面までの深さは最大で 0.50mを測る。
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難績状況  埋土 は 3層 に区分 され る。 1層 は褐灰色砂質土 であ る。SD0001の 1層 と同質で、

SD0001が埋没 した段階で周辺の遺構に SD0001の 1層 が堆積 したと考える。 したがって、当遺構の

独 自の堆積は 2・ 3層 である。2層 は黒褐色砂質土で直径 1～ 5 mmの礫石を多 く含み、3層 は黒褐色

シル トで 1～ 5mmの礫石を少量含む。

遺物出上状況  遺物は D10グ リッドから出上 した。出土 した遺物は土器が大半を占め、接合する

石器も 1点確認された。断面図 (第 71図 )の状況から遺構の立ち上が りに沿 う状態で遺物が出土 し

たが、これらの遺物は投棄された可能性が高い。また、人頭大の礫も確認されているが、これも遺物

と同時に投棄された可能性が高い。また、石器はススの付着が認められたが、このことから察すると、

土器も生活具 として使用 したものを投棄 したと推定される。

出土遺物  出土遺物はその大半が接合資料である。大型の甕等は確認されず、小型の甕・壺・高邪

を中心 とする遺物が多 く認められた。

80は 口縁部から胴部上半が残存する甕である。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色粒子 。雲母片が

含まれる。内面は斜め方向のケズ リが確認される。外面は斜め方向・横方向のハケメが認められる。

日縁部の内・外面は横ナデの調整が確認され、外面にはススの付着が認められる。胴部下半から底部

は欠損のため調整等の詳細は不明である。81は 口縁部から頸部にかけて残存する甕である。焼成は

良好で、胎土は石英・雲母片・荒砂が含まれる。内面は横方向のケズリが確認される。外面は縦方向

および斜め方向のハケメが認められる。口縁部は内・外面 ともに横ナデによる調整がなされる。ま

た、日縁部は整形の際に指で器壁を薄 くしているが、このことによって口縁部を「く」の字形に仕上

げている。82は 甕である。口縁部のみが残存 し、胴部か ら底部は欠損のため調整等の詳細は不明で

ある。焼成は良好で、胎土は石英・赤色粒子・雲母片が含まれる。内・外面 ともに横ナデが認められ

る。83は 口縁部から胴部上半が残存する甕である。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色粒子・荒砂が

含まれる。内面は頸部から胴部上半にかけてケズリ、外面はハケメとミガキが確認される。口縁部は

内・外面 ともに横ナデが認められる。胴部最大径よりも口縁部径が大きいことが 83の特徴である。

84は 高邪の脚部である。邪部は欠損のため調整等は不明である。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色

粒子・荒砂が含まれる。内面はケズリが確認され、端部に関しては横ナデが認められる。外面はミガ

キ とナデ調整が確認される。端部は指で摘んだ状態でナデ調整を行っているため断面の形状は先細 り

を している。85は 甕の底部片である。焼成は良好で、胎土は赤色粒子・荒砂が含まれる。外底は先

細 りした平底を呈す。内面は指オサエの後、ミガキによる調整がなされる。外面はハケメの後、ミガ

キによる仕上げ加工が確認される。また、ススの付着 も認められる。外底は指オサエの痕跡が確認

される。86は砂岩製の砥石で接合資料である。天地の自然面にそれぞれ欠損 した箇所が確認される。

砥面は表裏 2面 。両側面 2面の合計 4面が認められる。いずれの面 も長軸方向に使用 した痕跡が残

るが、左側面は他のものと比べて使用による凹みが少ない。また、部分的にススの付着も確認される。

接合部分は赤色化 しているが、これは被熱による破損 と考えられる。 したがって、赤色化 した箇所は

ハジケと推定される。

遺構の性格 と帰属時期  溝である。SD0001と 同様にその堆積状況から自然流路 と考えられるが、

溝の規模が SD0001よ りも小さいことから大雨による雨裂状の遺構の可能性が高いことも考えられ

る。自然流路であれば、往時の八東川の支流も考えられるが、詳細な遺構の性格は不明である。また、

出土遺物の状況から当遺構は弥生時代後期から終末期にかけて推定される。
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SB06(第 74図、表 12、 写真図版 26)

位置・検出状況  SBQ6は CH・ C12・ DH oD12グ リッ ドに位置す る。検出当初か ら布掘建物遺

構 として認識をしていたが、遺構内にピットが検出されないため、長軸方向に半載断割 りによるピッ

ト確認を行い、また、併せて東西方向に トレンチを設定。調査を実施 した。調査の結果、当遺構はピッ

トが検出された面を境に上層 と下層にわけることができた。 ピッ トは下層で検出されたが、断面観察

では上層でピットの続きは認められなかった。 したがって、遺構内のピッ トは下層の礫で掘 り込まれ

た後に、 ピッ トの検出面まで埋め戻 したと考えられる。遺構内のピッ トは SB06東側で 7基、SB06

西側で 6基検出されたが、いずれも 2・ 3層 までの掘 り込みである。また、遺構内の南側には人頭大

の礫がみ られた。遺構周辺よりも明確に当遺構内における礫の数が多かったが、当初はその正確を特

定できなかった。

遺構形状・ 規模  規模は西側で長軸 7.10× 短軸 0.87m、 東側で長軸 7.05× 短軸 1.04mを 測る。

平面形は西側 。東側 ともに溝状を呈 し、断面形状はいずれも逆台形である。また、遺構内のピッ ト

も平面形は円形および楕円形、断面形状はU字形を呈 している。各柱穴の規模 (長軸 ×短軸 ×確認面

からの深さ )は、SB06 Plで 長軸 0,71× 短軸 0.68× 深さ 0.52m、 SB06 P2で長軸 068× 短軸 0.52

×深さ 0.39m、 SB06-P3で 長軸 0.53× 短軸 0.46× 深さ 0,44m、 SB06-P4で長軸 0,70× 短軸 0.65

×深さ 0.43m、 SB06 P5で 長軸 0.64× 短軸 0.55× 深さ 0.54m、 SB06 P6で長軸 0.61× 短軸 0.59

×深さ 039m、 SB06 P7で 長軸 0.52× 短軸 0.47× 深さ 036m、 SBO∈P8で長軸 0.64× 短軸 0.62

×深さ 0.44m、 SB06-P9で 長軸 0.42× 短軸 0.41× 深さ 0。 23m、 SB06 P10で長軸 0.39× 短軸 0。 37

×深さ 0.33m、 SB06 Pllで 長軸 040× 短軸 0.39× 深さ 0.12m、 SB06 P12で長軸 0.29× 短軸 0.25

×深さ 0,Hm、 SB06-P13で 長軸 0.45× 短軸 042× 深さ 0.14mで ある。

堆積状況  ここでは 3層 に区分 したが、埋土の性格では大きく 2層 にわけられる。すなわち 2・ 3

層はピッ ト内の埋土である。2層は浅黄色砂質土、3層 は明褐色砂質土の埋土で、先述 したように地

山の掘 り込みの際に生 じた上が埋土 となっている。 1層はピットを埋めた後に一括堆積 したものであ

る。 この段階で、検出の際に確認された礫等が柱の位置調整に用いられた可能性が高い。今回の調査

で当遺構の 1層 は柱の位置調整のために、2・ 3層 は柱の安定化を図るために用いられたと考えられる。

出土遺物  当遺構から遺物は認められなかった。

遺構の性格 と帰属時期  遺構の性格は布掘建物遺構である。前年度の調査報告書には「布掘建物 と

は桁方向に並行する布掘 りをおこない、その上に柱を据える掘立柱建物 とされる。布掘 りは荷重に対

する基礎構造 とされることから倉庫 としての機能が有力視されてお り、掘方内に柱穴や枕木が確認さ

れる例がある。」 と布掘建物遺構に対する定義がされている。当遺構では、桁方向に並行する布掘 り

と掘方内で柱穴が確認されていることからも、当遺構は布掘建物遺構 として推定される。また、遺構

の帰属時期であるが遺物が /d― かったために時期決定が困難である。ただ し、当遺構が SK0440(古 墳

時代 )よ りも古い段階であることから、帰属時期は弥生時代後期から終末期 と推定される。
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SB07(第 75図、 表 12、  写真図版 26)

位置 。検出状況  C7・ C8グ リッドに位置する。数度の検出によって確認された。 ピットは独立 し

た状態で 6基確認されたが、いずれも深度は浅いものであった。

軸方向・遺構形状・規模  主軸は N-102° ―Wを振る。桁行 2間 ×梁行 1間の掘立柱建物跡である。

建物の平面形状は長方形である。当遺構の規模は桁行 2.85m、 梁行 2,10mを測る。当遺構は 6基の

ピットで構成されるが、各柱穴の規模 (長軸 ×短軸 ×確認面か らの深さ )は、SBO作Pl(0.43× 0.36

× 0。 18m10 SB07-P2(0.46× 0,34× 0.13ml o SB07-P3(0.45 X O.39× 0.1 9rn)・ SB07-P4(0.43× 0.42

× 0.33ml・ SB07-P5(0,45 × 0.44 × 0,15ml o SB07-P6(0.47× 0.39× 0,18mlで あ る。 平面 形状 は

SB07-Pl・ P4・ P5は 円形、SB07-P2・ P3・ P6は楕円形である。 また、断面形は浅い椀形、SB07-P6

のみ深い椀形 となる。

柱穴埋土・ 礎石の有無  柱痕は確認されなかった。埋土は暗褐色の砂質土で構成される。 また、

SB07 P6か ら礫も確認されたが、礎石 と断定するまでには至らなかった。

遺物出土状況  各柱穴からの遺物は認められなかった。

帰属時期  出土遺物がなかったため詳細は不明である。

SB08(第 76図、表 12、 写真図版 26)

位置・検出状況  C7グ リッ ドに位置する。検出当初は遺構が不明瞭であったため、数度にわたる

遺構検出によって判明 した。調査の結果、遺構は第 76図の状態で 5基のピットが検出された。ピッ

トの配列状況から本来は 6基のピットで構成されたと考えられるが、残 りのピットが調査区外であっ

たため 5基のピッ トの調査を行った。遺構の最終検出で性格を掘立柱建物跡 とする結論に至 り、そ

の後、ピットの半載断割 りを東西軸で実施 した。

軸方向・遺構形状・規模  主軸は N-102° ―Wを振る。桁行 2間 ×梁行 1間の掘立柱建物跡である。

建物の平面形状は長方形である。当遺構の規模は桁行 2.85m、 梁行 1,95mである。当遺構は 5基のピッ

トで構成されるが、各柱穴の規模 (長軸 ×短軸 ×確認面か らの深 さ )は、SB08-Pl(0.53× 0.51×

0,49ml・ SB08-P2(0.60× 0.50× 0.44ml・ SB08-P3(0.50× 0.36× 0,44ml o SB08-P4(0.55× 0.44×

0.35ml・ SB08 P5(0.50× 0.48× 0.47mlで ある。平面形状は SB08-Pl・ P5は 円形、SB08-P2・ P3・

P4は楕円形を呈する。

柱穴埋土・礎石の有無  埋土は黒褐色の砂質土 とシル トで構成される。柱痕は SB08 P3・ SB08-P4で、

礎石は SB08 P5で 確認された。礎石は配列 した状態ではな く、 ピットが廃絶された段階に抜き取 ら

れた可能性が高い。礎石は 3層 から確認されたが、 この層の堆積状況からも廃絶段階に抜き取 られ

たことが推定される。 したがって、ピットが使用時期された段階には礎石 として、数個の礫を用いて

柱を支えていたことがうかがえる。

雄積状況  黒褐色の砂質土 とシル トで構成される。また、SB08-P5か ら礫が確認されたが、礎石 と

断定するまでには至 らなかった。

遺物出土状況  各柱穴からの遺物は認められなかった。

帰属時期  出土遺物がなかったため詳細は不明である。
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SB09(第 77・ 78図、 表 12・ 13・ 15、 写真図版 26・ 61・ 62)

位置 。検出状況  D7グ リッドに位置する。検出当初は遺構の存在が不明瞭であったため、数度に

わたる遺構検出によって判明 した。

瑚I方向 。遺構形状・規模  主軸 N-105° ―Eを振る。桁行 2間 ×梁行 1間の掘立柱建物跡である。建

物の平面形状は長方形である。 当遺構の規模 は桁行 360m、 梁行 2.25mを 測る。 当遺構は 6基の

ピッ トで構成されるが、各柱穴の規模 (長軸 ×短軸 ×確認面からの深さ )は、SB09 Pl(0.66× 065

× 0.66Hll・ SB09-P2(0.82× 073× 0.62rn)。 SB09-P3(076× 0.67× 0.621n)。 SB09-P4(0,75× 074

× 0.68m)・ SB09-P5(0.67 ×0,59× 0.581nl・ SB09-P6(082× 067× 0,58ollで ある。 平面形】犬は

SB09 P4の み円形で、他はすべて楕円形である。また、断面形は SB09-P3・ P6は 有段 U字形で、他

はすべてU字形となる。

柱穴理土・礎石の有無  柱痕は SB09-P3・ SB09 P5で確認された。

堆積状況  黒褐色の砂質土とシル トで構成される。SB09 Pl・ P2・ P3・ P4・ P6か ら礫が確認された。

礎石は配列した状態ではなく、ピットが廃絶段階に抜き取られた可能性が高い。礎石は 3層から確

認されたが、この層の堆積状況からも廃絶段階に抜き取られたことが推定される。したがって、ピッ

卜が使用時期された段階には礎石 として、数個の礫を用

いて柱を支えていたことがうかがえる。

遺物出土状況  各柱穴か らの遺物は認め られなかった

が、SB09 P4か ら石器の出土が確認された。S層からの出

上である。

出土遺物  87は 甕の口縁部である。焼成は良好で、胎

土には石英が含 まれる。内・外面 ともにナデ調整が認め

られる。 内面はケズ リが、外面はハケメが確認される。

また、日縁部には平行沈線が施される。88は 二次加工が

認められる頁岩製の剥片である。母岩か ら剥離 したのち

に側面に刃部調整が施される。また、剥離 した際に生 じ

た打瘤痕も認められる。実測図で表現 しているが、意図的

に打ち掻いた痕跡が 2箇所においてみられる。

帰属時期  出土遺物は小破片のため、帰属時期の詳細は不明である。

S106(第 79・ 80・ 81図、表 12・ 13、 写真図版 27・ 62)

位置・検出状況  SЮ6は E12グ リッドに位置する。検出時には遺構面に対 して当遺構の埋土も同

様の黒褐色砂質土であったため、検出は困難であった。 しかし、遺構内の埋土は遺構面よりもやや締

まりが弱いので、 これをもとに遺構の検出を行った。また、検出の際に SD0001と 当遺構の新旧関係

が生 じたが、調査の結果、当遺構が古い段階であることも確認された。さらに、遺構内における埋土

の堆積確認のために L字形の トレンチを設定・先行調査を実施 したが、遺構の中央から土器を伴 う別

の遺構が確認された。最終的に当遺構内からはピット(S106-Pl)が 1基 と壁周溝が検出され、遺物は

主にピット内からの出上であることが確認された。

狙

87
(S=コ :4)

〇

→
o       (S=1:3)     1 0cm

第 78図 SB09 遺物実測図
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遺構形状・規模  平面の形状は南北にやや長い隅丸長方形を呈する。遺構の規模は長軸 4.39m、 短

軸 3.70m、 深さ 0.10mを、S106 Plは 長軸 i31m、 短軸 0.82m、 深さ 0,13mで ある。当遺構からピッ

トは確認されなかった。SIo6壁周溝は深さ 0.25mで 当遺構に沿う状態で周回する。また、付帯施設
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等による壁周溝の途中分岐も認められなかった。当遺構の主軸方向は N-8° ―Eを振る。

雄積状況  S106-Plお よび壁周溝を含めて 4層に区分される。すべて黒褐色シル トの埋土で、それ

ぞれの含有物等の違いによって分層を行った。S106 Plと 壁周溝を除 く遺構内の堆積は大 きく 2層 に

わけることができた。特に 4層 は粘性を帯びる層で、先行で調査 した トレンチか らは拳大の礫が確

認された。 3・ 4層 からの遺物は認められなかった。

遺物出土状況  S106 Plか ら 2点の土器が出土 したが、特に遺構の中心からは口縁部が下向きの状

態で出土 した。 このことは、土器を意図的に据えたことが考えられ、祭祀的な意味合いを もつ と推定

される。もう 1点の遺物は S106 Plの北西側に散在 した状態であったが、そこから判断す ると後世の

削平等によって土器が破壊されたと推定される。

出土遺物  先述の とお り 2点の土器が出土 した。

の中心部から天地が逆向きの状態でで出土 している。

89は甕である。焼成は良好。胎土は石英・角閃石

を含む。日縁部は内・外面 ともに横ナデ調整が確認

される。頸部か ら肩部にかけての内面は縦方向のハ

ケメと指オサエ、外面は縦方向のハケメが認め られ

る。 口唇部は 2条 の沈線文が施 される。90は 2分

の 1が残存する平底の甕である。焼成は良好で、胎

土は石英・荒砂を含む。内面は底部付近に指オサエ

がみ られるが、その後、胴部下半にケズ リの調整が

施される。胴部上半はナデがみられる。外面は胴部

全体に斜め方向のハケメが認められる。日縁部は内・

外面 ともに横ナデが確認される。口唇部は 2本の平

行沈線が、内面には凹みがみ られる。断面観察から

口唇部は角をつけて調整を行い、日縁部全体の立ち

上が りを飢角に仕上げている。

遺構の性格 と帰属時期  当遺構は竪穴住居跡であ

る。床面は遺構検出面よりも上位に存在 したと考え

られる。 したが って、床面は確認されなかったが、

その理由として後世に削平されたことがあげられる。

これらの器種は甕であった。特に 89は S106-Pl

第 81図 S106 遺物実測図

帰属時期は出土土器の観察から、弥生時代後期から終末期に推定される。

S107(第 82・ 83図、表 12・ 13、 写真図版 28・ 62)

位置 。検出状況  当遺構は C10。 D10グ リッドに位置する。検出当初は 11号墳の埋葬施設として

考えた遺構である。検出当初は明確な遺構が確認されず不定形であった。その後、埋葬施設 として調

査を進めたが棺材等が確認されず、代わりに遺構内から土圧で破損 した 2点の土器が出土 した。副

葬品も確認されなかったことから、当遺構は埋葬施設としての性格はないと判断した。また、周溝内

の中心部に当遺構が位置しなかったことからも別遺構と判断して調査を実施した。結果、壁周溝等が

確認された。さらに、ピットも 3基確認され、いずれも遺構内に関係するものであった。当遺構の

89

(S=刊 :41
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主軸方向は南北方向である。

遺構形状・規模  平面形状は隅丸長方形を呈する。規模 は長軸 3.66m。 短軸 259mで、S107壁

周溝は深さ 0.42mで ある。ただ し、当遺構北側は後世のカクランによる影響で削平を うけてお り、

深 さは若干浅 く /d― ってい る。 ピッ トの規模 は S107-Plで 長軸 051m・ 短軸 0.30m。 深 さ 010m、

S107-P2で長軸 0,72m・ 短軸 0,70m・ 深さ 0.20m、 S107P3は長軸 0.62m・ 短軸 0.56m。 深さ 0.19m

の規模である。

堆積状況  当遺構内の土層は黒褐色の砂質土 とシル トによって構成される。調査の結果、当遺構

の生活面は 2面存在す ることが確認された。生活面は第 1面で 1層 と 3層 との間、第 2面で 3層

と 4層 との間にみ とめられた。第 1面は S107 Plが 、第 2面は S107P2お よび S107P3が該当する。

S107-Plは 3層 を掘 り込んだピットで、この中から土器が出土 している。 ピットは全体のほぼ中央よ

りに位置 し、赤色の焼土が含 まれていたが、 これは炉跡 として推定される。S107P2と P3は 同一の

検出面から確認された遺構である。全体に床面が存在する。S107P2・ P3の埋土には少量の炭化物が

含まれていたが、遺物は確認されなかった。炭化物が含まれていたことから、これらのピッ トは火を

焚いた可能性も高い。

遺物出土状況  遺物は第 1面から出土 している。先述の とお り、 うち 1点 はピッ ト内か らの出土

である。 もう 1点は当遺構の南東側からの出土である。出土 した位置から第 1面に伴 う遺物 とする。

また、当遺構の北西側に散在 した遺物片がみられたが、これ らの接合はできなかった。 これまでの調

査で、遺構に伴 う遺物は一定の接合が可能であることから、これらは遺物包含層のとして考えられる。

出土遺物  6点 の上器を掲載する。 この資料のほとんどが第 1面からの出土である。

91は胴部最大径の一部が欠損 しているものの、完全な器形がわかる壺である。焼成は良好で、胎

92

93
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第 82図 S107 遺物実測図
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土は石英 。赤色粒子を含む。内面はハケメとケズリの痕跡が認められるが、器面全体が摩耗 している

ために詳細は不明である。外面は頸部から底部にかけてハケメが確認されるが、肩部から底部にかけ

てのハケメは縦方向、肩部から頸部にかけては斜め方向および縦方向のハケメが認められる①また、

頸部にはハケメ調整後に 5条の平行沈線が施される。外面は全体的にナデ調整によって器面が仕上

げられている。口唇部は 2本の平行沈線後、ヘラ状工具による斜め方向の刻みが施される。頸部は

断面観察か ら内傾接合が確認される。外底は黒色を呈 していることか らススが付着 したと考える。

92は 高邪である。 lTh部 の口縁部のみの残存である。焼成は良好で、胎土は石英が含まれる。内面は

回縁部直下に横方向のハケメが、そして口縁部に斜め方向のハケメが確認される。外面は横方向のミ

ガキが施される。内・外面 ともにナデ調整がみられる。口唇部はナデによる平坦処理がされてお り、

その影響による若干の凹みがみられる。脚部は欠損のため詳細な調整等は不明である。93は 口縁部

から胴部上半にかけての甕である。焼成は良好で、胎土は石英・白色粒子・荒砂が含まれる。内面は

指オサエ・ハケメ・ケズリが確認される。外面は縦方向のハケメが認められる。国縁部は内・外面と

もに横ナデによる調整がみ られる。日唇部は 2本の平行沈線が施される。また、国縁部の内面は指

による凹みが 2箇所み られるため凹凸の迅伏が目立つ。また、頸部外面 も凸状の帯がみ られる。94

は口縁部が一部残存する甕である。焼成は良好で、胎土は白色粒子・荒砂を含む。内面はハケメと指

オサエが確認される。外面は横方向のハケメとナデ調整が認められる。口縁部の立ち上が りはやや開

き気味で、日唇部はわずかに凹みがみられる。口唇部の断面は角ばった形状を呈 している。95は 高

郭の口縁部片である。脚部は欠損のため詳細な調整等は不明である。焼成は良好で、胎土は石英・雲

母片を含む①内・外面 ともにナデが確認され、特に外面にはミガキの痕跡が認められる。口唇部は平

坦処理がされる。96は器合である。受部がほとんど欠損 している。脚部から筒部にかけて残存する。

焼成は良好で、胎土は石英・ 白色粒子・荒砂を含む。内面は横方向のケズリが確認される。外面は縦

方向のミガキが認められ、その後、ナデ調整が施される。一部残存する受部の内面からはナデ調整が

みられる。脚部の端部は断面が V字形を呈 しているが、粘土を肥厚することでこのよう/1-形状に仕上

げている。

遺構の性格 と帰届時期  堅穴住居跡である。当遺構は規模が小さいことと遺構内ピットの性格か

ら、居住区域よりは作業区域の可能性が高い。2面にわたり火焚きに関連するピットが確認されてい

ることからも作業区域 としての遺構の性格が強い。遺構の帰属時期であるが、出土 した遺物の観察か

ら弥生時代後期から弥生時代終末期に推定される。

S108(第 84・ 85・ 86,コ 、 表 12・ 13・ 15、  写ヨ筆選I版 30・ 63)

位置 。検出状況  D10・ DH oE10。 Ellグ リッドに位置する。当初は土器溜まりとして認識 して

いた遺構であったが、SD0001の北狽Jと 南側の両壁面に床面および壁周溝の断面が確認されたので、

以降、竪穴住居跡 として調査を実施 した。その後、遺構検出を実施 したが、範囲の特定には至 らず、

数回にわた り遺構の精査を行った①その結果、台形状のプランが確認された。SD0001と の新旧関係

はすでに土器溜まりとして認識 していた段階から当遺構が古いと判明 していた。SD0001の壁面に床

面 と壁周溝の深度がわかったため、下層確認のための先行 トレンチ調査はここでは実施 しなかった。

当遺構内からはピットが 4基確認されている。主軸方向は N17° ―Wを振る。

遺構形状・規模  台形状を呈する遺構で、規模は上辺 675m・ 下辺 495m、 左側辺 6,75m、 右側
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辺 6.75mで ある。SI08 Plの規模は長軸 0.49m。 短軸 0.48m・ 深さ 049m、 S108-P2は 長軸 049m・

短軸 048m・ 深さ 047m、 S108P3は 長軸 0.58m・ 短軸 041m・ 深さ O.25m、 S108P4は 長軸 O.45m。

短軸 0.43m・ 深さ 0.55mで ある。 これ らのピッ トからは礎石あるいは根石等の柱穴の痕跡は確認さ

れなかった。S108壁 周溝は幅 0.53m・ 深さ 0.22mで、碧遺構に沿 う状態で周回する。S108壁 周溝に

付帯施設等は確認されなかった。

雄積状況  SD0001に 切られた状態であるが、東西および南北の上層観察から 5層 に区分ができた。

全体的に黒褐色系統のシル ト質で、これらから床面は 3層 にすることができた。遺物は 1・ 2層から

の出土であった。

遺物出上状況  特に遺物は 1層 から出上 したが、 ここで注 目されるのは石器類の出土である。石

器の器種は砥石であったが、いずれも被熱の痕跡がみられ、さらに一部は接合が可能であった。それ

以外の石器は接合ができなかったが、石材が同一のため 1層 出土の砥石はすべて同一個体 として認

識 してよい。土器も接合資料が出土 してお り、特にミガキによる調整の痕跡が明瞭に残るものがみら

れた。                                        .

出土遺物  土器 4点、石器 2点を紹介する。先述 したように、すべて 1層 出上の資料である。

97は 甕である。焼成は良好で、胎土は石英、赤色・ 白色粒子を含む。内面は頸部から肩部にかけ

て横方向のケズリ、外面は口縁部から肩部にかけて横方向のハケメがみられる。頸部直上を肥厚する

ことで、胴部に対 し口縁部の重量感を出している。口唇部は丸みを帯びる形状 となる。98は 甕の底

部である。底部そのものは 2分の 1の残存である。焼成は良好で、石英・赤色粒子を含む。内 。外

面 ともに斜め方向のハケメがみられる。断面観察から底部 と胴部の境に粘土帯が確認される。99は

蓋である。焼成は良好で、胎土は石英を含む。内・外面 ともナデとミガキによる調整が施される。ツ

マミの部分は断面観察から凹んでいることがわかる。また、断面観察から頸部から端部はハの字形を

呈する。端部の先端は平坦処理によって角ばった形状に仕上げている。内・外面 ともに端部周辺は指

オサエの痕跡が認められる。 100は 小型の壼である。焼成は良好で、胎土は石英を含む。内・外面 と

もナデとミガキによる調整が施される。肩部の内面はケズリが確認される。底部は高台が貼 り付けさ

れ、外底は若干上げ底を呈 している。日縁部には φ 5mmの穿孔が確実なもので 2箇所に確認される。

反対側は欠損 しているため詳細は不明であるが、 1箇所断片的に残存 している。おそらくこれらの穿

孔は対で穿たれていた可能性が高い。 101は 砥石の接合資料である。石材は流紋岩である。両側面に

砥面が確認され、いずれも長軸方向に使用の痕跡が認められる。また、上面の左端にもその痕跡が認

められ、ススの付着もみられる。また、欠損部は全体的に赤色を帯びているが、このことから、101

は砥石 として使用されたの後に投棄されたと考えられる。赤色化 した箇所は被熱によるハジケと推定

されるが、可能性の 1つ として、投棄 した段階に砥石が被熱 したことがあげられる。 102は 流紋岩

製の砥石である。2つの側面に砥面が認められる。砥面は使用の痕跡を確認できるが、一定方向では

な く、さまざまな方向に使用 している。 この資料は 101と 石材が同一で、かつ、同じ遺構からの出

土であることから同一の砥石である可能性が高い。

遺構の性格 と帰属時期  先述のとお り、遺構の性格 としては竪穴住居跡である。帰属時期であるが、

床面直上に遺物がないために時期は困難であるが、 1層 の出土遺物から弥生時代後期から終末期に推

定される。当遺構は 3区内で確認された竪穴住居跡の中では規模が最 も大きいものであ り、機能的

には作業場 というよりはむしろ居住区域であった可能性が高い。
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S109(第 87・ 88図、表 12・ 13、 写真図版 31・ 63)

位置・検出状況  C8グ リッドに位置する。ただし、調査区の北側で検出されたため部分的な遺構

検出にとどまった。 したがって、本来は B7・ B8・ C7グ リッドを含めて遺構全体が存在 したと思われ

る。 この遺構は当初から確認されていたが、 13号墳の壁周溝 と新旧関係が困難で、最初は当遺構が

新 しい段階のものとして考えた。検出の最終確認の段階で遺構北側に トレンチを設定 。調査を行った

ところ、調査の結果、当遺構が古い段階であることがわかった。また、床面検出の際にはピットが 2

基確認されたが深さが浅いため、当初、ピットとして扱 うことは困難であったが、遺構内でピットが

掘 り込まれているためピットとして扱 う。当遺構からは壁周溝も確認されてお り、遺構の形状に沿っ

て存在する。北側 トレンチに周壁溝の断面が確認されているため、北に向かって続 くと考えられる。

当遺構の主軸方向は南北方向である。

遺構形状・規模  平面形状は断片的ではあるが、隅丸方形あるいは隅丸長方形が推定される。規模

はそれぞれの軸が 13号墳 と調査区外に切 られるため不明である。S109-Plの規模は長軸 0,39m。 短

軸 0.37m・ 深さ 0。 17m、 S109-P2は長軸 0.44m。 短軸 0.37m。 深さ 0,12mで ある。S109壁周溝は深

さ 0.10mで ある。

堆積状況  6層 に区分ができる。床面は 3層 と 5層 との間で確認された。床面から上方の堆積は灰

黄褐色 と黒褐色砂質土である。下方も黒褐色砂質土で床面から下の層は、床面構築のための層 として
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認識する。

出土遺物  遺物は数点確認されているが、特に床面直上で土

器の天地が逆転 して確認された。 この土器は調査終了間際に調

査区外で出土 したが、時間的な制約もあって状況図の図化はで

きなかった。

103は 甕である。焼成は良好で、胎土は石英・荒砂を含む。

内面は頸部から胴部最大径にかけてケズリが確認される。外面

は縦方向もしくは斜め方向のハケメの調整が認め られる。ま

o         (S=コ :4)        20cm

第 88図 SЮ9 遺物実浪1図

た、横方向のハケメも確認されるが、このハケメは波状を呈 している。また、日縁部の外面には平行

沈線が施され、口縁部の断面形状は「くJの字形を呈する。内・外面 ともナデ調整が確認され、外面

にはススの付着も認められる。

遺構の性格 と帰届時期  当遺構は竪穴住居跡である。 103が調査区外か ら出土 しているが、竪穴

住居跡の中心部に位置すると推定される。SI06内 出土 と大変似た状況であるため当遺構 との関連が

指摘される。規模は不明であるが、住居の方向が同じであることからも S106同規模の可能性が高い。

当遺構の帰属時期は床面の直上から出上 した 103の観察か ら、弥生時代後期から弥生時代終末期に

推定される①

S110(第 89図、表 12、 写真図版 32)

位置 。検出状況  D8グ リッドに位置する。当遺構は 12号墳 。14号墳 と新旧関係をもつ遺構である。

調査当初は遺構の存在を確認できず、古墳およびサブ トレンチ (STr.9)の調査によってその存在を確

認 した。検出当初は明瞭な遺構が認められ /d‐ かったが、遺構の規模を推定 して南北 と東西に トレンチ

を設定 。調査を実施 したところ、床面 と思われる硬化 した層を確認 した。 これ ら 2つ の トレンチか

ら遺構の立ち上が りを求めた結果、現在の遺構が確定 した。また、検出した際に壁周溝もあわせて確

認された。当遺構の主軸方向は南北方向である。

遺構形状 。規模  当遺構の平面形状は 12号墳・ 14号墳 と新旧関係が成立 しているため不明である。

ただし、推定では隅丸長方形あるいは隅丸方形が考えられる。規模も不明であるが、その残存状況か

ら南北方向は 3.87mと 推定される。S110壁周溝は深さ 0.12mで 、当遺構の直下に沿 う状態で存在する。

おそらく、周回すると考えられる。遺構内のピット等は認められ/1-か った。

雄績状況  断面観察で 6層 に区分できた。2層 と 4層 との間に床面が確認されている。黒褐色系の

シル トで構成されるが、 1層のみ砂質土 となっている。 これは SD0001の砂質上が影響 していると考

えられる。床面から下層は遺構構築の際の埋上である。

遺物出土状況  遺構内の遺物は認められなかった。可能性の 1つ として、 12号墳・ 14号墳の造成

の影響で遺物が消滅 したことがあげられる。

遺構の性格 と帰届時期  竪穴住居跡である。遺物は確認され /1-か ったが、この遺構は S106。 S107・

SI09と 向きが一致することから、同時期のものである可能性が高い。 この遺構は調査区全体の観察

から SЮ6。 SЮ7程度の規模 と考える。帰属時期は弥生時代後期から弥生時代終末期に推定される。

103
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S111(第 90・ 91図、表 12・ 13、 写真図版 32・ 63)

位置 。検出状況  C6。 C7・ D6・ D7グ リッドに位置する。当初は 2つの土坑が新旧関係をもつ状

態であると考えたが、精査の結果、1つの遺構として認識するに至った。西側のカクランで当遺構の

残存状況は良好ではないが、本来は C6・ D6グ リッド方向へ続いている。調査に先立って遺構の長軸・

短軸に対しT字形の トレンチを設定・調査を実施した。結果、床面および壁周溝の存在を確認した。

当遺構の主軸方向はN14° Wを振る。

遺構形状・規模  部分的にしか検出されていないために詳細は不明′である。ただし、残存部の形状

から隅丸方形あるいは隅丸長方形が推定される。長軸・短軸の規模の詳細は不明であるが、南北方向

は 4.67mで ある。また、SI H壁 周溝は深さ 0.16mで南北 トレンチの上層断面の確認で明瞭に西に向

かって続いている。

堆積状況  分層の結果、5層構成であることがわかった。すべて黒褐色系統で土質は 5層の砂質土

を除きシル トであった。5層の下は礫層で旧河道として考えられることから、この層は河床の影響を

受けた層である可能性が高い。床面は 3層 に該当される。これを境に 1・ 2層は遺構廃絶後の堆積、4・

5層は遺構構築段階の層であることがいえる。

遺物出土状況  遺物は 3層、すなわち床面直上からの出土であった。この遺物は土器で 1・ 2層の

堆積による土圧で割れが生じていた。床面直上というよりは床面からの出土とした方が妥当である。

出土遺物  接合資料である。ただし、全体を復元するまでには至っていない。

104は 甕である。頸部から胴部上半が残存する。焼成は

良好で、胎土は石英・ 白色粒子・雲母片が含まれる。内面

は斜め方向・横方向のケズリが確認される。外面はミガキ

の後にナデ調整がみられる。また、この資料の胴部上部に

は 3条の刺突列点文が施される。施文数はそれぞれの段

で異な り、胴部最大径の方向ほど列点文の数が少なくなる。

列点文の単位は上段では 3～ 4本で 1単位、中段 も 3～

4本 1単位、下段は 2本 1単位で構成される。上段 と中

段の幅は l cm、 中段 と下段は 2硼の間隔幅 となっている。

この資料は 4区の S114で も確認されてお り、遺構間の土

器が同時期であることも視野に入れる必要がある。

第 90図 S111 遺物実測図

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。帰属時期は床面からの出土土器の観察から弥生時代後

期から弥生時代終末期に推定される。この上器は 4区の竪穴住居跡からも出土しているが、この資

料は接合が可能である。このことは住居の使用段階あるいは廃絶後に土器を据えた可能性が高い。ま

た、当遺構の主軸方向はS108と 同一であることから遺構の関連性が指摘される。

(S=1:4)
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SK0430(第 92・ 93図、表 12・ 13、 写真図版 33・ 64)

位置 。検出状況  SK0430は C9グ リッ ドに位置 し、標高は 5020mで 確認された。遺構は黒褐色

砂質土から検出された。 しか し、遺構は調査区北側で確認されたため、全体の規模の 2分の 1程度

の調査であった。残 りは調査区外で、安全面を考慮 した結果、調査は実施 しなかった。

遺構形状・規模  SK0430の平面形は不明であるが、調査結果から円形もしくは楕円形が推定され

る。規模は長軸方向が不明で、短軸方向は 094mと 推定される。遺構の断面はラッパ型の形状を呈

してお り、遺構内は折 り重なるように土器片が堆積 していた。遺構確認面から底面までの深さは0.62m

である。

堆積状況  埋土は黒褐色砂質土を主体 とする。ただし、遺構は断面の形状が変化する箇所で質の変

化がみられる。

遺物  遺物は接合の結果、個体資料で 10点確認された。

105は 大型の器台である。筒部から脚部にかけて一部欠損する。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色

粒子を含む。内・外面 ともにミガキ とナデ調整が施される。また、断面観察から荷重に耐えるため、

筒部から脚部にかけて器壁の肥厚を行っている。口縁部 と脚部には平行沈線を施 している。口縁部に

は粘土紐を U字形に加工 した装飾が対の状態で確認される。 106は 甕の底部片である。胴部下半から

口縁部にかけては欠損のため不明である。ただし、底部の形状から判断すると甕の可能性が高い。焼

成は良好で、胎土は石英、白色・赤色粒子を含む。内面は底部の製作で生 じた指オサエの痕跡 と斜め

方向のケズリが確認される。外面はハケメおよびナデによる調整が認められる。 107は甕の底部片で

ある。焼成は良好で、胎土は石英および礫が含まれる。内面は器面が摩耗 しているため、調整等の詳

細は不明である。ただし、器面の凹凸から指オサエが存在 したと考える。外面はハケメ・ナデ調整が

認められる。外底は高台のような凹みが確認される。 108は 甕の底部片である。焼成は良好で、石

英・赤色粒子を含む。内面は器面の摩耗が目立つため調整の詳細は不明である。外面は斜め方向のハ

ケメおよびナデ調整が確認される。外底は上げ底状を呈 している。 109は ほぼ完形の蓋である。焼成

は良好で、胎土は石英 。白色粒子が含まれる。内・外面 ともにナデ調整が施されるため、内面はケズ

リ、外面はハケメが消されている。ツマミ部は凹みが認められる。全体的に器壁に厚みがある。 110

は国縁部が残存する甕片である。焼成は良好で、胎土は石英・雲母片が含まれる。内・外面 ともにミ

ガキが施される。また、口縁部には平行沈線が認められ、ススの付着 も確認される。 Hlは 口縁部

が 4分の 1残存する甕片である。焼成は良好で、胎土は石英が含まれる。内・外面 ともにナデ調整

が施される。日縁部に平行沈線が認められる。H2は 口縁部のみ残存する甕の破片である。焼成は良

好で、胎土は石英 。赤色粒子・雲母片を含む。内・外面 ともに器面の摩耗が日立つため調整等の詳細

は不明であるが、口縁に平行沈線が施される。 H3は 口縁部から肩部にかけて残存する甕である。焼

成は良好で、石英・赤色粒子を含む。内面は頸部から肩部にかけてケズリが施され、頸部から口縁部

は横ナデが認められる。外面は肩部から胴部にかけてハケメが、口縁部に平行沈線が確認される。ま

た、肩部には横方向の施文が認められるが、3条 1単位の施文具 と推定される。内・外面 とも全体的

にナデ調整で器面を仕上げている。ここでは紹介 していないが、大きさが異なる土器も確認されてい

る。 114は 鉢形を呈する。4分の 1が欠損 している。焼成は良好で、胎土は石英 。赤色粒子を含む。

内面はケズリの後、 ミガキとナデによる調整が施される。外面はハケメの後、ミガキ とナデ調整が施

される。また、この土器は内・外面 ともに丹塗 りの痕跡が認められ、特に内面の痕跡は胴部下半から
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底部にかけて目立つ。外面の胴部下半にはススの付着も認められる。さらに 114は 把手および器面

調整等の観察から朝鮮半島内における土器の影響を受けた可能性が高い。直接的な交流ではないにし

ても、朝鮮半島との間接的な文化の交流が存在したこともうかがえる。

遺構の性格と帰属時期  遺物観察から弥生時代後期～終末期にかけての遺構と推定される。可能性

の 1つ として井戸とした遺構の性格もあげられる。ただし、根拠に乏しいので、遺構の性格は廃棄

土坑とする。多くの土器が折り重なって確認された遺構は、この時期に投棄されたものか、あるいは

後の時期に別遺構から移動して投棄されたものかは不明であるが、投棄状況を観察する上で貴重な遺

構と考える。

＼

□ 7

o          (S=t4)         20cm

113

遺物実測図野ヨ93[電  SK0430
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SK0440(第 94・ 95図、表 12・ 13、 写真図版 34・ 64)

位置 。検出状況  SK0440は DHグ リッドに位置する。遺構面は標高 50.12m～ 50.05mの 間で検

出された。SB06と 同時に検出されたため同二の遺構と考えたが、精査の結果、別遺構であることが

判明した。遺構の新旧関係は SB06で も触れたが、当遺構が新しい段階の遺構である。

遺構形状。規模  平面形状は楕円形の形状を呈する。東西方向を長軸とする遺構で、規模は長軸 2.28

×短軸 1.41× 深さは最大で 0,30mで ある。断面形は浅い盤形である。

ド

ヽ

群

、

鉾鰯

o   (S=」 :8)  20cm

第 94図 SK0440 遺構図
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雄積状況  埋土は褐灰色砂質土で構成される。マンガンを含む層であるが、SD0001(1層 )の 影響

を受けた水性堆積の層 と考えられる。また、埋土からは遺物が 4点出土 している。

遺物出土状況  遺物は当遺構のほぼ中央に集中して出土 した。すべての遺物が須恵器の高不で、破

損 した状態で出土 している。個々の遺物の向きもさまざまで、特に邦部の向きがそれぞれ異なるのが

目立つ。

出土遺物  出土 した遺物は先述のようにすべて高郵で、いずれも接合資料である。

115は須恵器の高邪である。日縁部が一部欠損する。焼成は良好で、胎土は白色粒子・荒砂を含む。

脚部は端部に 1条の沈線が確認 される。内 。外面 とも端部に凹みがみ られるが、その形状から指に

よつて調整されたと考える。外面には 2本傷状の痕跡が確認される。郷部は内・外面 ともにナデ調

整が認められる。外面は体部の中ほどに段がみられる。脚部は反時計回り、邪部は時計回りの回転方

向が確認される。 H6は須恵器の高邦の脚部である。焼成はやや良好で、胎土は石英・ 白色粒子が含

まれる。内 。外面 ともに横ナデの調整が確認される。端部の整形は角をつけた状態で処理を行ってい

る。邪部は欠損のため調整等の詳細は不明である。 117は須恵器の高邪である。接合はできなかった

が、明らかに同一のものであるため図面上で復元 した。焼成はやや良好で、胎土は石英 。白色粒子を

含む。脚部の内・外面 ともに横ナデの調整が確認される。脚部そのものは短 く仕上げられている。ま

た、透かしも認められない。イ部 も内・外面 とも

に横ナデの調整が認められる。口縁部に歪みが生

じているが、これは焼成以前にできたものである。

また、体部下半にはヘラ状工具による底部切 り離

しの痕跡がみられる。脚部・郵部 ともに回転方向

は時計回りである。 H8は須恵器の小型丸底壼で

ある。焼成は良好で、胎土は白色粒子 。荒砂を含

む。回転方向は反時計回 りである。内・外面 とも

にナデ調整がみられる。外面の肩部に段が確認さ

れる。一部、口縁部の変形がみられるが、焼成以

前の段階のであると推定される。胴部下半には底

部切 り離 しの痕跡がみられる。 このことからヘラ

状工具によって切 り離されたと考える。

遺構の性格 と帰属時期  当遺構は土坑である。

埋土の性格 と遺物の観察から、遺構の性格 として廃棄土坑 と考える。遺物の向き、特に必部の方向が

さまざまであったことは、遺物が投棄された可能性が高い。また、当遺構は東から西に向かって深 く

なっていることから、埋土はその方向へ堆積 したと思われる。その際、堆積の影響で投棄された遺物

は、出土状況から東から西へ移動 したと推定される。当遺構の帰属時期であるが、出土 した高邪の観

察から古墳時代後期に推定される。

117
o          (S=1:4)        20cm

第 95図  SK0440 遺物実測 [劉
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SU01(第 96図、表 12、 写真図版 35)

位置・検出状況  C8グリッドに位置する。遺物・荒砂の確認面は標高 49.89m～ 49.86mで ある。

12号墳の検出時に、周溝の上面から遺物が確認された。遺物は密集 した状態で確認され、大きく2

つのブロックにわけることができた。当初、土坑等の遺構として 12号墳の周溝と新旧関係を考えたが、

調査の結果、土器を取り囲むような土坑等の遺構は認められなかった。

遺構形状・規模  2つ のブロックから土器集中部が確認された。 しかし、その後の調査で遺構は認

められなかったので、遺構形状・規模は存在しない。

出土遺物  遺物のほとんどが小破片で出土しているため、かたちが復元できる土器は調査段階から

存在しなかった。また、今回の調査で図化に耐えうる資料はなかった。

遺構の性格と帰属時期  遺構の性格は遺物包含層とする。遺物が遺構に伴うものでないこと、そし

て、個々の遺物が小破片であることもその根拠である。また、接合資料が存在しなかったことも遺物

Ｎ半

蝕

館
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功

第 96図 SU01 遺構図
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包含層 として考える根拠である。遺物の帰属時期であるが小破片であるため詳細は不明である。

SU02(第 97・ 98図、表 12・ 13、 写真図版 35・ 64)

位置・検出状況  C10・ D10グ リッドに位置する。遺物の確認面は標高 50.04m～ 50.03mで ある。

11号墳の周溝の上面か ら遺物は出土 している。検出の結果、土器が集中 している箇所あるいはその

周辺部には遺構が確認されなかったため、土器集 中部 として認識するようになった。 また、 H号墳

の周溝 と新旧関係をもっていたが、土器集中部を取 り囲むような土坑等の遺構の存在は認められな

かった。

遺構形状 。規模  主に 2つ のブロックの土器集 中部がみ られた。先述の とお り、遺構は確認され

なかったため、遺構形状 。規模は存在 しない。

出土遺物  そのほとんどが小破片であったため、接合および復元は困難な状況であったが、今回、

3点の土器が復元できた。

H9は 8分の 1残存の甕である。焼成は良好で、胎土は石英・赤色粒子を含む。胴部下半から底

部の内面はケズリ・指オサエ、外面は縦方向のハケメが確認される。また、外面にはススの付着もみ

られる。日縁部から胴部上半は欠損のため不明である。 120は 鼓形器台の脚部である。焼成は良好。

胎土は石英 。赤色粒子を含む。内面はケズ リ、外面は縦方向のハケメとナデが確認される。また、外

面は平行沈線文を施す。受部は欠損 しているため不明である。

遺構の性格 と帰属時期  遺物包含層である。遺構の帰属時期であるが、2点の遺物観察から弥生時

代後期から終末期に推定される。H号墳が削平された後に遺物包含層 として堆積 した可能性が高い。

(S三 li4)

第 97図 SU02 遺物実測図

SU03(第 99図、表 12、 写真図版 35)

位置・ 検出状況  D7グ リッ ドに位置する。遺物の確認面は標高 49.87m～ 49.68mである。検出

段階に SU04の一部が土器集中部分に認められたことから、SU04と の関連性を考慮 した上で精査を

行った。精査の結果、土器を取 り囲むように少量の粘上が確認された。 しか し、土坑等のよう/d‐ 遺構

は精査 しても確認されず、土器の集中ブロックとして認識するようになった。

遺構形状・規模  土器の集中は不整形を呈 してお り、その中に少量の粘土がみられた。規模は東西

131m。 南北 1.14mで ある。

遺物出土状況  遺物は小破片で出土 した。調査段階では接合可能な遺物 とみていたが、実際には接

合は不可能であった。 したがって、図化に耐えうる資料はここではない。

遺構の性格 と帰属時期  遺構の性格は遺物包含層 として扱 う。遺構が確認されていないこと、また、

土器がそれに伴 うものでないことが主な理由としてあげられる。少量の粘土が土器集中部の中央に確

認されたが、Su04の粘土の塊が移動 した可能性が高い。粘土の量が少ないことはそのことを意味する。

帰属時期は口縁部片から、弥生時代後期から終末期に推定される。
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SU04(第 100図、表 12、 写真図版 35)

位置 。検出状況  D7グ リッドに位置する。遺物の確認面は標高 49.74m～ 49.66mで ある。検出

当初から黄褐色の粘上の塊がブロックで出土したため、その後、金面精査を行った。1区の箱式石棺

墓で日張りにこのような粘土が使用されていたことから、埋葬施設を考慮した上で調査を行った。調

査に先立ち東西 と南北方向にトレンチを設定 。調査を実施 した。結果、 1 0cm前 後の堆積で粘土の塊

は終了した。また、明確な埋葬施設の掘方も存在しなかった。塊の中からも遺物は認められず、粘土

塊の下層を確認して調査は終了した。
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第 99図 SU03遺構図

遺構形状・規模  平面形状は東西 OBOm。 南北 1,20mの規模である。

雄横状況  埋土は 1層で構成される。黄褐色の粘質土で、細かな砂を含む層であった。2層ほ遺構

面の黒褐色砂質土で、単層とした。

遺構の性格と帰属時期  遺構の性格は粘土の集中ブロックである。可能性の 1つ として石棺等の

構築|の 際|とこ目張り用の粘土として使用されたことがあげられる。このことは当地点がその素材を作り

出した場所と考えられ、必要分の粘土を運搬して埋葬施設を構築したと考えられる。帰属時期である

が、これも可能性の 1つとし―て、1区で確認された箱式石棺墓の例から古墳時代中期に推定される。
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11号墳 (第 101～ 103図、表 12・ 13、 写真図版 35～ 37・ 64・ 65)

位置 。検出状況  C9。 C10。 CH・ D9。 D10・ DHグ リッドに位置する。検出当初は堅穴住居跡関

係の遺構 として認識 していたが、検出が進むにつれて溝は周回することが判明 した。 この段階で古墳

の周溝 として認識するようになり、周溝内の埋葬施設の検出を行った。古墳の周溝内の中心に埋葬施

設が位置することは/1-く 、やや東よりに遺構が確認された。明瞭な遺構でなかったが、その後の精査

で長方形のプランが確認された。調査の結果、この遺構は埋葬施設ではな く、竪穴住居跡 として認識

するようになった (S107)。 調査は周溝のみの調査 とな り、周溝の東西南北に堆積状況および下層確認

を目的として トレンチを 4箇所設定 し、先行調査を実施 した。

遺構形状・規模  古墳の平面形状は円形である。全体の直径は 1440mの規模である。墳丘の部分

は後世の基盤整備等による削平で存在 しない。 したがって、墳丘の高さの詳細は不明である。周溝の

規模は幅 155m、 深さ 0.62mで、断面の形状はすべての箇所で逆台形を呈する。

堆積状況  周溝内の埋土は 6～ 8層 に区分ができた。褐灰色 と黒褐色の砂質土で、周溝の上層は

褐灰色・下層は黒褐色の砂質土で構成される。また、4箇所の埋土は共通 して周溝の両壁に斜方向の

堆積後、水平に堆積 していることがわかる。

遺物出土状況  遺物は周溝内、CHグ リッドのカクラン北側から出土 している。ほとんど周溝の底

に近い位置から出土 してお り、調査の結果、土圧等ですべて破損 していた。その後の精査で器種は高

邪であることが確認され、接合が可能であることも調査段階でわかった①その他、周溝内からも遺物

は出土 しているが、そのほとんどは小破片で、時期を決定する材料にはならなかった。周清からまと

まって出土 した遺物は、先ほど述べた高郭群のみであった。

出土遺物  遺物はすべて高邪である。今回、掲載 した土器は周溝底の直上から出土 したものである。

121は 須恵器である。口縁部から肩部の一部が欠損する。焼成はやや良好で、胎土は白色粒子・荒

砂が含まれる。回転方向は反時計回りである。内・外面 ともにナデ調整がみられる。口縁部は途中で

段を設けてお り、それを境に下部は外反・上部は内湾気味に仕上げている。外面の胴部下半に器面が

剥落 した箇所が存在する。 122は 高不である。焼成は良好で、胎土は石英・荒砂が含まれる。脚部

およびlTh部 は内・外面 ともに摩耗のため詳細は不明である。ただし、邪部内面に暗文が確認される。

全体的に必部の深みがあるため脚部が小さくみえる。また、脚部の端部はハの字形の形状を呈する。

123は 高邪である。郭部のみが半分残存する。焼成は良好で、胎土は小礫を含む。脚部は内・外面

ともに器面が摩耗 しているため、調整の詳細は不明であるが、内面に指オサエがみられる。また、ハ

ケメも確認される。邪部も内 。外面 ともに摩耗の影響で調整等の詳細は不明であるが、横ナデによる

調整が認められる。口縁部の立ち上が りは内湾気味である。脚部 と郭を接合するために生 じた指オサ

エの痕跡をみることができる。 123は 内・外面 ともに丹塗 りがみ られる。 124は ほぼ完形の高邪で

ある。焼成は良好で、胎土は赤色粒子が含まれる。 124は 器面の摩耗によって調整等の詳細は不明で

ある。脚部の内面はハケメが確認される。邦部の内面は全体に暗文が認められる。口縁部はやや外反

する。 この上器は邪部に深みに特徴がある。また、この高邪は全体に丹塗 りが施されるのも特徴の 1

つである。 125は 高邪である。郷部はほぼ完形であるが、脚部は 4分の 1残存する。脚部は内・外

面 ともに指オサエが確認できる。外面はナデ調整が認められる。郭部は内面に暗文が全面に施文され

る。外面はハケメが部分的に認められる。内・外面ともにナデ調整が施されるが、口唇部はナデによっ

て平坦処理を行っている。 126は 完形の野である。焼成は良好で、胎土は石英・赤色粒子を含む。内・
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第 103図  H号墳周溝 遺物実測図

外面 ともにナデ調整がみられ、外面はハケメとケズリが認められる。また、この土器は外面 と口縁部

内面にかけて丹塗 りが施されている。

帰属時期  出土遺物の詳細な観察から、古墳時代中期後半に推定される。高不群は周溝の底から出

土 しているが、少な くとも 11号墳が機能 していた時期あるいは廃絶された時期に遺物は投棄された

と考える。墳丘は削平されて詳細は不明であるが、少なくとも周溝を作る際に、掘削 した土を墳丘に

用いたと思われる。ただし、それだけでは土量は不足するので、他の場所から墳丘構築用の土砂を運

搬 したことも考えられる。埋葬施設が確認されなかったことは、遺構検出面よりも上位にそれが存在

した可能性が高い。すなわち、後世の削平によって埋葬施設は消滅 したことを意味する。

12号墳 (第 104～ 106図、表 12～ 15、 写真図版 38～ 40・ 65・ 66)

位置・ 検出状況  C8・ C9・ D8・ D9グ リッ ドに位置する。 11号墳同様、検出当初か ら古墳 として

の認識をもって調査を実施 した。すでに 11号墳の周溝が確認されていた経緯があるため、環状に検

出された溝は周溝であると断定 した。その後、埋葬施設の検出を実施 したが、結果、主軸方向は N3
°Wで あることが確認され、古墳の中心に埋葬施設が認められた。周溝は東西南北のそれぞれ 4箇

所に下層確認のために トレンチを設定 し、先行調査を実施 した。さらに、周溝の調査終了後、埋葬施

設も棺の形状および棺内・棺外の土層堆積確認のため L字形の トレンチを設定 し、先行調査を実施 し

た。

遺構形状・規模  平面形状は円形である。全体の直径は 12.00mの 規模である。墳丘の部分は後世

の基盤整備等による影響で存在 しない。 したがって、墳丘の高さの詳細は不明である。周溝の規模は

幅 1.80m、 深さ 0,75mで、断面の形状はすべての箇所で逆台形を呈する。埋葬施設は隅丸長方形で

平面形状を呈する。長軸 3.54m・ 短軸 1.18mの規模である。

堆積状況  周溝の トレンチ調査の結果、6～ 9層 にかけて区分ができた。 11号墳同様、層の構造

として上層は褐灰色砂質土、下層は黒褐色砂質土にわけることができる。また、周溝内の両壁の堆積

は H号墳に比べて部分的なものであったが、4箇所の トレンチの埋土はすべて水平堆積であること
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がわかった。周清内からの出土 した遺物は小破片であったため図化するまでには至らなかった。

埋葬施設  トレンチ調査の結果、検出面から 5cm～ 10cmの 間で棺の底を確認 し、遺構実測および

写真による記録保存を行った上で棺外完掘を実施 した。 しかし、南側の棺外を調査中に須恵器の高邪

および土師器の小型丸底壼が確認された。当初、考えていた棺の底は棺蓋の部分の可能性が高 く、実

際の棺の底は遺物の出土状況から下方に存在することが判明した。 この時はすでに底付近まで掘 り下

げを実施 してお り、棺内と推定される場所から鉄製品が出土 した。 これは遺物観察の結果、刀子であ

ることが確認され、棺外出土の遺物 と併せて埋葬者の頭の向きは南側である可能性が高い。 この結果

をもとに棺の検出を再度実施 したが、最終的に長軸 2.00m。 短軸 0.40m、 小回の高さ 0.45mの規模で、

棺材の厚みはその残存状況から 0.05mと 推定された (第 105図  12号墳埋葬施設 遺物出土図 )。

埋葬施設埋土  埋葬施設内の埋土は推定であるが、棺内と棺外の埋土にわけることができる。棺内

の埋土は棺蓋が腐食 した段階に棺外のものが流入 したと考えられ、棺外の埋土 と同質である。棺外は

礫石の含有で上層 と下層にわけ、下層が礫石を含む点で上層 と区別 した。 したがって、土層は棺内を

含めて 3層 にわけられ、時間的な差異 と含有物の違いはあるものの、すべて灰黄褐色砂質上で統一

される。 1層 と 2層 は同じであるが、時間的な埋土の堆積差から棺内・棺外で区分 している。2層 と

3層は須恵器・土師器の出土位置から棺蓋の位置を推定 し、そこを 2層 と 3層の境界 とした。先ほど

述べたように礫石の有無も遺物の境に分層を行っている。

遺物出土状況  遺物は鉄製品である刀子を含めて 10点確認された。また、玉類も埋土の水洗浄の

段階で 3点確認された。出土地点の詳細は不明であるが、棺内からの出土 と推定され、刀子の周辺

域に存在 した可能性が高い。棺外出土の遺物は破損の状況も少な く、出土時は転倒 したような状況で

あった。 このことから推定すると、棺を埋葬 した次の段階で棺外を途中段階 (棺蓋 )ま で埋めた時に

須恵器や土師器を埋納 したと思われる。その後、土圧等で須恵器 と土師器の一部は破損 したと考える。

出土遺物  遺物構成は土師器の小型丸底壺 × 1、 有蓋高邪 × 4、 刀子 × と、玉類 × 3と なっている。

有蓋高郭は透かしの有無で分類が可能で、さらに透かしの形状で二種類に分類することができた。

127は 須恵器の高野の蓋である。焼成は良好で、胎土は石英を含む。内・外面 ともにナデに調整が

施される。天丼部にはヘラ切 りの痕跡が認められ、表面観察から時計回 りの回転方向がわかる。ツマ

ミはやや凹んでいる。口縁部の断面は丸みを帯びず、段状に仕上げられている。また、天丼部直下に

は浅い凹みが認められる。 128は 須恵器の高邪の蓋である。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色粒子を

含む。内・外面 ともにナデ調整が確認される。天丼部にはヘラ切 りが認められ、表面観察から反時計

回りの回転方向であることがわかる。ツマミは中心部がやや突出した状態である。口縁部の断面は丸

みを帯びず、段状に仕上げられている。また、天丼部の直下は段状になってお り、日唇部は外反 して

いる。 129は 須恵器の高不の蓋である。焼成は良好で、胎土は石英を含む。内・外面 ともにナデ調整

が施される。天丼部にはヘラ切 りの痕跡が認められ、表面観察から回転方向は時計回りである①ツマ

ミはやや凹んでいる。国縁部の断面は丸みを帯びず、段状に仕上げられている。また、天丼部直下に

は浅い凹みが認められる。 130は 須恵器の高邪の蓋である。焼成は良好で、胎土は石英を含む。内・

外面ともにナデによる調整が施される。天丼部にはヘラ切 りの痕跡が認められ、表面観察から時計回

りの回転方向がわかる。ツマミは凹みが目立つ。口縁部の断面は丸みを帯びず、段状に仕上げられて

いる。また、天丼部直下に浅い凹みがみられる。 131は 須恵器の有蓋高郭である。焼成は良好で、胎

土は石英・ 白色粒子を含む。内・外面 ともにナデ調整が確認される。脚部は 3箇所に長方形の透か
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しが施される。必部は時計回りの回転台で整形されてお り、切 り離 し時のヘラ切 りの痕跡が確認 され

る。また、外面には丹塗 りの付着が認められるが、 135の ものが付着 したと考えられる。 132は 須恵

器の有蓋高邪である。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色粒子を含む。内・外面 ともにナデ調整が確認

される。脚部には 3箇所に長方形の透かしが施される。邪部は時計回 りの回転台で整形されてお り、

切 り離 し時のヘラ切 りの痕跡がみ られる。また、外面には丹塗 りの付着が認められるが、 135の もの

が付着 したと考えられる。 133は須恵器の有蓋高郷である。焼成は良好で、胎土は石英・ 白色粒子を

含む。内・外面 ともにナデ調整が確認される。脚部には 4箇所に φ 6mmの 円形の透か しが施され る。

先端の形状は丸みを帯びずに段状に仕上げられている。断面観察からハの字形の形状を呈する。邪部

は時計回りの回転合で整形されてお り、切 り離 し時のヘラ切 りの痕跡が確認される。 134は須恵器の

有蓋高邪である。焼成は良好で、胎土は石英。白色粒子を含む。内。外面 ともにナデ調整が確認され る。

脚部には透か しはな く、先端の形状は丸みを帯びずに段状に仕上げられている。断面観察からハの字

形の形状を呈する。邪部は時計回 りの回転台で整形されてお り、切 り離 し時のヘラ切 りの痕跡が確認

される。135は完形の小型丸底壺である。焼成は良好で、胎土は雲母片を含む。内面は口縁部は横ナデ・

頸部～胴部最大径はケズリ 。胴部最大径～底部は指オサエ、外面は全面にハケメとナデによる調整が

施される。外面はその後、丹塗 りが全面に施され、一部は口縁部の内面にも認められる。器壁は全体

的に厚みを帯びる。 この土器は全体的に丁寧な仕上が りとなっている。 136は刀子である。腐食 によ

り詳細な観察が不明である。刀身が破損 しているが、残存長 11 5cm・ 最大幅は刃部 1.2cm、 茎部 1.Ocm・

厚さ 0.3cmで 茎部に木質が残る。 137・ 138・ 139は 円筒形を呈する小型の玉である。穿孔方向の詳

細は不明であるが、その形状から両方向から穿ったと思われる。製作工程上、面取 り、研磨のち穿孔、

貫通されたと考えられる。

帰属時期  遺物の観察から 12号墳は古墳時代中期後半に推定される。今回の調査によって周溝お

よび埋葬施設の残存状況は極めて良好であった。 ここから墳丘の復元を行 うと、墳丘は高 くない と思

われる。埋葬施設の状況から凸状になった自然地形に周溝構築時の土を盛った墳丘であったと考 えら
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れる。このことは 11号墳 との関連が指摘され、H号墳の方向か ら 12号墳にかけて自然地形による傾

斜が推定される。 H号墳に埋葬施設が存在 しないことは 12号墳が若干高い位置に存在 したことが考

えられる。

13号墳 (第 107図、表 12、 写真図版 41)

位置 。検出状況  C7・ C8グ リッドに位置する。S109と 新旧関係が生 じているが、検出の結果、当

遺構が新 しい段階であると確認された。調査区の北西隅で検出されので、周溝のみの確認で調査は終

了 した。検出された周溝は全体の 4分の 1で、残 りはすべて調査区外であった。調査に先立ち、周

清の北側 と西側に トレンチを設定 し、調査を実施 した。

遺構形状・規模  H号 墳 。12号墳 との形状を比較 した ところ円形 となる可能性が高い。また、規

模は部分的な検出であったために詳細は不明である。

堆積状況  トレンチ調査の結果、周溝内は 7～ 8層 に区分ができた。 この堆積層も 11号墳・ 12号

墳 と同様、上層は褐灰色・下層は黒褐色の砂質土で構成される。西側の トレンチでは別遺構 との新旧

関係を確認 したが、 この遺構 も調査区外に続 くことが確認された。その後、全体の掘 り下げを行った

が、遺物はみられなかうた。

帰属時期  部分的な調査で時期の詳細は不明であったが、周辺域の古墳 との関連から古墳時代中期

後半に推定される。

14号墳 (第 108図、表 12、 写真図版 42)

位置 。検出状況  D8・ D9。 E8。 E9グ リッドに位置する。検出当初は古墳 としての認識は薄 く、む

しろ竪穴住居跡の壁周清 と考えていた。遺構の性格を確定するために トレンチを設定 し、先行調査を

実施 した。その結果、堆積状況が 11号墳 。12号墳 。13号墳の周溝の堆積が類似 していたことか ら、

当遺構は古墳 として認識 した。埋葬施設は数度の検出と精査を行 ったが、確認されなかった。

遺構形状・規模  Tr.5に よって南側は消滅 してしまったが、本来、残 りの状況から平面形状は円形

と推定される。周溝は幅 0,90m、 深さ 0.40mの規模であるが、他の古墳に比べて、幅の狭いことが

特徴である。

雄積状況  5～ 7層 に区分ができる。当周溝の上層堆積 も 11号墳・ 12号墳 。13号墳のものと同様

に上層は褐灰色、下層は黒褐色砂質土で構成される。また、堆積 も一部を除き水平堆積であることも

わかった。全体の掘 り下げを行ったが、遺物はみられなかった。

帰届時期  遺物がみられなかったので時期は困難であったが、周辺域の古墳の状況から判断して古

墳時代中期後半に推定される。また、他の古墳 と比べて周溝の幅が狭いことが当遺構の特徴であると

述べた。 このことは当遺構が最も後世の基盤整備等による削平を受けたため、周清の幅が狭 くなった

と考えられる。 11号墳が削平の影響が大きく、 12号墳はその影響が少ないことに触れたが、当遺構

の削平の状況を加えると、旧地形は南東から北西にかけて傾斜 した可能性が高い。
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第 3項 3区小結

今回の調査で弥生時代後期から終末期 と古墳時代の遺構が確認された。弥生時代は竪穴住居跡 (S106

～ SIH)・ 掘立柱建物跡 (SB06～ SB09)・ 溝状遺構 (SD0001)、 古墳時代は 11号墳～ 14号墳・溝状遺

構 (SD0346)で あった。当調査区は古墳を中心 としたが、古墳時代以前には居住区域 としての遺構が

存在することも判明した。本項は簡単であるが、時期ごとに調査成果を報告 したい。

弥生時代は 6棟の竪穴住居跡が確認された。当調査区全体で概観すると、 1箇所に集中した状態で

はなく、調査区内に点在する状態でこれらが確認された。今回の調査で確認されなかったが、この他

にも竪穴住居跡が存在 した可能性は高い。ただし、遺構面が黒褐色系統の土、そして、遺構内埋土も

同様のものなので、慎重に検出しなければ確認されなかった。今回は時間の制約もあり、すべてを検

出するまでには至らなかったが、今後の調査でそれが実施されることを期待 したい。また、確認され

た竪穴住居跡を観察 した結果、次のようなことがわかった。まず、竪穴住居跡の向きである。SЮ 6・

S107・ S109が 南北方向、S108・ SI Hは 主軸を N17° W・ N14° Wを 振る。 この ことは時間差、あ

るいは同一区域で生 じた現象 としてみることができる。前者は時期が異なる竪穴住居跡、後者は同時

期の竪穴住居跡を意味する。今回の調査でこれらの遺構から遺物の出土が認められたが、特に床面直

上から確認された遺物 として S106・ S109。 SI Hが あげられる。 これ らの出土遺物を比較・検討 した

結果、S106・ S109。 SI Hは ともに弥生時代後期から終末期に推定された。 しか し、主軸の違いは時

期差を示すまでには至 らず、堅穴住居跡の変遷までは断定できなかった。

次に古墳時代であるが、古墳は 4基確認されたが時期の特定ができるものは 11号墳。12号墳であっ

た。 H号墳は周溝、 12号墳は埋葬施設から遺物が出上 した。 12号墳は棺外から有蓋高野 4点 。丸底

壷 1点、棺内からは刀子 1点 。玉類 3点 であった。特に棺外から出土 した遺物は中村編年の I型式

5段階に相当し、これは古墳時代中期後半に推定される。また、H号墳の周溝からは高邪が底の直上

から数点出上 している。時期はいずれも古墳時代中期後半に相当し、 12号墳 と同時期である。周溝

の底から出土 した遺物は現位置を保ってお り、H号墳の存続時期 もしくは廃絶時期の初期段階に祭

祀による安置あるいは投棄されたことが推定される。 13号墳 。14号墳は完形資料が出土 していない

ため時期は断定できないが、 H・ 12号墳の出土遺物から同時期の遺構 として扱ってよい。

埋葬施設は 1基のみの確認であった。 11号墳 。14号墳に関 しては周溝が確認されたものの、埋葬

施設は認められなかった。埋葬形態は不明であるが可能性の 1つ として 12号墳の形態が推定される。

また、埋葬施設の主軸であるが、 1・ 2区の埋葬施設 と比べると当調査区は箱式石棺墓に対 して木棺

墓の形態である。また、主軸も東西方向のものが多い。 このことは古墳間における時期差、あるいは

同時期における埋葬形態の違いが考えられる。

最後に SD0001について触れたい。当遺構は S108を 南北に分断する状態で確認された。また、わ

ずかであるが S106も 同じである。 このことは竪穴住居跡の一群よりも新 しい段階であることがわか

る。当遺構の下層から完形もしくは完形に近い状態の上器群が出土 しているが、 これらの観察から弥

生時代後期から終末期にかけての上器群であることがわかった。その中で底部に穿孔された土器が認

められたが、祭祀関係で使用 したものと推定される。 これは当遺構が 11号墳～ 14号墳の時期よりも

古い段階である。竪穴住居跡群 と古墳群の時間差を埋める遺構は SD0001であ り、 この遺構を機に遺
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表 12 3区遺構一覧表

遺札番号 遺構性格 所lT選樹 授‖Щm) 短叫(m)
l‐認 山Iか ら

平面形 断耐〕レ 埋 上 備 考

耐 逆台形 剰mi参照

II

'6・

7・ D7・ 3・

逆台形 劉面参照

れ 031 ‖状 U字ナレ
IJJ 黒掲色砂質 J

ド用 R格 色ンル ト

U字形 剰面参照

,D 消 U字形 剰面参照

ピット 者円形 暗赤褐色砂質■

)350 ピット ¬形 褐灰色砂質■

ビット ml形 褐灰色 r1/質 |

ピット 05 椀 形 晴赤褐色砂質■

,P )353 ビット 椀 形 悟赤褐色砂質 J!

ヨ形 悦形 暗赤ネB色砂質士

ピット 03( 司形 碗形 暗赤褐色砂質土

継 形 褐灰色砂質土

)357 ピット q形 Ft形 褐灰色砂質■

,P ビット ,10 旨円形 不4k椀形 悟赤褐色砂質J

ピット 寄I・ l形 U字形 暗赤褐色砂質十

ピット 03″ U字形 褐灰色砂質J:

ピット 031 llttU字 形 褐灰色砂質■

,P ピット 行円形 盤 形 褐灰色砂質↓

催形 褐灰色砂質 士

ピット 司形 椀 形 褐灰色砂質土

031 司形 悦形 褐灰色砂質土

ピット 碗形 褐灰色砂質土

ピット ,10 司形 有段 U字形 lFj灰 色砂質十

)368 ピッ 刊引多 税形 ltl灰色砂質 L

ピット 有円形 ml形 褐灰色砂質土

ピット 有円形 U字形 褐灰色砂質上

,P )371 ビット 悦形 掲灰色砂質土

)3ア 2 ピット 音円形 悦形 褐灰色砂質土

)373 ピット V字形 掲灰色砂質十

司形 田1形 Tj灰色砂質士

ピット 石円形 E灰 色砂質上

,P 町形 皿形 褐灰色砂質土

)3ア 7 ピット 01 有円形 有段皿形 掲灰色砂質土

ピット 刊形 褐灰色砂質■

ピット ヨ形 皿形 偶灰色砂質士

,P ピット 有円形 椀 形 鶴灰色砂質北

ピット 01 宥円形 IEl形 褐灰色砂質■

)38? ピット 皿形 掲灰色砂質 土

ピット 肯円形 税形 掲灰色砂質ヤ

ピット ヨ形 υ字形 褐灰色 r1/質 十

寄円形 V字形 褐灰色砂質 L

ピット 看円形 有段 U字形 暗赤褐色砂質上

,P 石1司 ,杉 El形 暗赤褐色砂質土

)388 ピット 01 有円形 lPj灰色砂質上

ピット 司形 In形 暗赤褐色砂質士

ピ ッ ヨ形 皿形 町赤褐色砂質北

ピット ヨ形 皿形 暗赤褐色砂質す

ピット Ч形 ml形 暗赤褐色砂質上

,P )393 ビット Ill形 暗赤褐色lr1/質 土

ピット 刊形 un形 喧赤褐色砂質上

ピット 司形 U守 :)杉 暗赤褐色砂質北

,11 ヨ形 皿 形 悟赤褐色砂質士

ピット 行円形 不整nl形 黒褐色砂質士

ピット 脅円形 皿形 ぽ赤褐色砂質土

ビット 0, 有円形 碗 形 9灰色砂質土

ピット 何・ J形 U字形 月黄褐色砂礫ヨi

ビット ヨ形 椀形 町赤褐色砂質土

ビット ヨ形 V字形 褐灰色1沙質土
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遺構番号 避構性格 面 所属遺構 長al(m) 短軸(m)
の深さ(m)

平面形 断面形 埋士 備考

ピット 01 ■形 盤形 褐灰色砂質土

ピット 12 惰円形 菟形 褐灰色砂資土

ピット ヨ形 不整形 褐灰色砂質土

ピット 脩円形 不整形 褐灰色砂資土

ピット 脩円形 U字形 褐灰色砂質土

ピット 楕円形 椀形 褐灰色砂質土

)408 ピット 格円形 椀形 褐灰色砂質土

ピット 】9 看円形 m形 褐灰色砂質土

ピット 侑円形 有段U字形 褐灰色砂質上

格円形 皿 形 褐灰色砂質土

)412 ピット )9 f7H円形 党形 褐灰色砂質土

ピット 円形 m形 掲灰色砂質土

,414 ピット 円 形 盤 形 褐灰色砂質土

ピット 脩円形 U字形 褐灰色砂質土

ピット )9 楕円形 統形 褐灰色砂質土

ピット 円形 盤形 褐灰色砂質土

ピット )9 円形 継形 褐灰色砂質土

X19 ピット )9 円形 ml形 褐灰色砂質土

ピット 0 円形 縫形 褐灰色砂質土

ピット ,9,10 看円形 皿 形 褐灰色砂質土

ピット 情円形 U字形 褐灰色砂質土

〕423 ピット ,9 円形 硫形 褐灰色砂質土

)424 ピット 01 積円形 al形 褐灰色砂質土

ピット 01 楕円形 El形 褐灰色砂質土

ピット 円 形 椀形 褐灰色砂質土

ピット 円形 皿形 褐灰色砂質土

〕428 ピット 円形 椀形 褐灰色砂質土

ピット ,9 円形 皿形 褐灰色砂質土

■坑 脩田形 有段U字形
上層 黒褐色砂質土

下層 黒褐色シルト

ピット 橋円形 U字形 褐灰色砂質土

ピット 看円形 皿形 褐灰色砂質土

ピット )8 01 Fq形 U字形 褐灰色砂質土

〕434 ピット
'3

■形 抗形 褐灰色砂質 と

〕435 ピット ,9 格円形 椀形 褐灰色砂質土

X36 ピット つ 権円形 皿 形 褐灰色Fr9質 土

,P ビット 橋円形 配形 褐灰色砂質上

ピット )9 O 格円形 U字形 褐灰色砂質土

,P 〕439 ピット 円形 椀 形 褐灰色砂質土

〕440 土坑 脅円形 盤形 砦灰黄色砂質土

,P ピット 楕円形 有段U字 形 褐灰色砂質土

ピット ,9 円形 菟形 褐灰色砂質土

ピット 円 形 魂形 褐灰色砂質上

ビット 01 袴円形 継形 褐灰色砂質土

ピット 寄円形 党形 皆赤褐色砂質上

SP ピット 脩円形 椀形 婚赤褐色砂質土

ピット 楕円形 EL形 褐灰色砂質土

,P 0448 ピット ■形 皿 形 褐灰色砂質土

〕449 溝状 魂形 黒褐色砂質土

Sp 〕450 ピット 01 僑円形 皿 形 褐灰色砂質土

どット 01 格円形 皿 形 褐灰色砂質土

,P ピット 楕円形 椀形 褐灰色砂質上

ピット 03` ■形 椀形 褐灰色砂質■

P И54 ピット 楕円形 克形 褐灰色砂質土

ピット ,9 看円形 蒐形 褐灰色砂質土

ビット ,9 奮円形 克形 褐灰色砂質■

ピット 不整形 皿形 褐灰色砂質土

〕458 ピット ■形 党形 褐灰色砂質土

L・ ット ■形 椀形 褐灰色砂質上

)460 ピット ■形 党形 褐灰色砂質土

P ピット 悟円形 皿形 褐灰色砂質土
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遺構番号 避柑性格 面 所属遺梢 Grid 長軸(m) 短軸(m)
確 認 画か ら

平面形 断面形 埋 土 備 考

省円形 売形 褐灰色砂質土

)463 ビット 031 01 惰円形 抗形 褐灰色砂質上

者円形 苑形 褐灰色砂質 ヒ

ピット D3・ 88 ■形 擁形 褐灰色砂質■

)466 精円形 皿 形 黒褐色砂質土

ピット 楕円形 EI形 黒褐色砂質土

)468 ピット 02 楕円形 椀形 褐灰色砂質土

ピット 円形 皿形 褐灰色砂質上

ピット 糖円形 皿 形 褐灰色砂質上

ピット )8 楕円形 有段U字形
上層 褐灰色砂質土

下層 黒褐色シルト

SP 0472 ピット 精円形 椀 形 弓灰色砂質上

ピット 格円形 椀形 日灰色砂質土

ピット 円形 皿形 号灰色砂質土

ピット 糖円形 晩形 弓灰色砂質士

,476 ピット 栢円形 V字形 目灰色砂質七

ビット 精円形 υ字形 弓灰色砂質土

ピット 桁円形 阻形 昂灰色砂質土

ピット 楕円形 El形 褐灰色砂質土

)480 ピット 円形 死形 掲灰色砂質土

,P )481 ビット ,8 円形 死形 掲灰色砂質土

)482 01 僑円形 亮形 褐灰色砂質土

ピット 0 青円形 売形 褐灰色砂質土

ピット ■形 服形 褐灰色砂質土

)485 ピット 看円形 免形 褐灰色砂質土

,P ビット 看円形 売形 鶴灰色砂質土

ピット ヨ形 皿形 掲灰色砂質上

ピット 有円形 鰹形 黒褐色砂質土

)489 ビット 0■ 宥円形 褐灰色砂質上

,P ピット ■形 椀形 褐灰色砂質土

ピット 宥円形 売形 褐灰色砂質土

)49⊇ ピット 03″ 脩円形 皿 形 褐灰色砂質土

者円形 魂形 褐灰色砂質上

)49コ ピット C7・ 8 脩円形 椀 形 褐灰色砂質土

)495 ピット 脩円形 椀 形 褐灰色砂質土

0496 ピット 糖円形 椀形 褐灰色砂質上

P 049フ ピット C7 8 円形 椀形 褐灰色砂質土

ピット 円 形 椀形 褐灰色砂質上

ピット 円形 椀形 褐灰色砂質土

ぜット U字形 明封褐色砂礫土

ρ 0500 ピット
'7

糖円形 U字形 褐灰色砂質土

ピット 稿円形 椀形 褐灰色砂質土

P ピット ・ l形 皿 形 賜灰色砂質土

ピット 着円形 盤 形 昂灰色砂質土

0504 ピット ¬形 皿 形 B灰色砂質士

ピット 骨円形 皿 形 B灰色砂質土

)506 ピット 01 言円形 皿 形 日灰色砂質土

ピット ヨ形 ul形 日灰色砂質土

ピット ヨ形 m形 弓灰色砂質土

ピット 膏円形 盤形 褐灰色砂質土

ピット 膏円形 盟形 掲灰色砂質土

,P ピット ,6・ 7 ¬形 皿形 掲灰色砂質土

)1 ピット 071 ■形 U学形
上層 黒褐色砂質土

下層 明黄褐色砂礫土

)2 ピット 鴻06 宿円形 U字形 月黄褐色砂礫土

ピット 宕円形 U字形 黒褐色砂賓土

ピット ,B06 青円形 U字形 月黄褐色砂礫七

ピット ヨ形 U字形 月黄褐色砂礫土

ピット ¬形 U字形 月黄褐色砂礫土

ピット SB06 看円形 U字形 月黄褐色砂礫土

ピット S806 司形 U字形 凋黄褐色砂礫土

ピット SB06 02 ヨ形 U字形 浅黄色砂質土
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遺構番号 遺構性格 面 所属遺構 長軸 (m) 短軸(m)
確認面から

の深さ(m)
平面形 断面形 〕里土 備考

ピット SB06 ヨ形 U字形 浅黄色砂質土

ピット S806 U字形 浅黄色砂質土

ピット 刊形 U字形 浅黄色砂質生

ピット Dll ■形 U字形 浅黄色砂質土

布掘 り IB06
Cll・ 12・ Dll

溝状 逆台形 贈赤褐色砂質土

布掘 り 溝状 逆台形 暗赤褐色砂質土

ピット 円形 椀 形 暗赤褐色砂質土

ピット C7 楕円形 皿 形 暗赤褐色砂質土

ピット 精円形 V字形 暗赤褐色砂質■

ピット 円形 υ字形
上層 暗赤褐色砂質上

下層 黒褐色ンルト

ピット 円形 椀形 暗赤褐色砂質士

ピット
'B07

隋円形 椀形 暗赤掲色砂質土

ピット ,B08 1形 U字形 図面参照

ピット 寄円形 U字形 Ц面参照

ピット 青円形 υ字形 瓢面参照

ピット 旨円形 U字形 目面参照

ピット 看円形 U字形 コ面参照

ピット 膏円形 U字形 目面参照

ピット 青円形 釘段U字形 剰面参照

ピット D7 ]形 有段U字形 劉面参照

S ピット SB09 雪円形 U字形 コ面参照

ビット SB09 帝円形 有段U字 形 当面参照

竪穴住居 S106 偶丸方形 避形 黒褐色ンルト

警周浦 壁周精 売形 図面参照

土 坑 土器溜まり

竪穴住居 S107 310'D10 023 04 鴨丸方形 確形 図面参照

壁周滝 壁周酒 溝状 U字形 黒褐色ンル ト

ピット 襦円形 皿形 にぶい赤褐色焼土

と坑 鴨丸方形 有段盤形 黒褐色砂質土

3 土坑 SI07 円形 椀形 黒褐色シルト

)8 警ダく住居 S108 037 06「 鶴丸方形 逆台形 図面参照

彗局消 曽周滞 02′ 消状 税形 黒褐色シルト

ピット II・ E,0・ 11 円 形 有段U字形
駐痕 黒褐色シルト

用方 暗褐色シルト

ピット 円形 ∪字形 青褐色ンルト

ピット 楕円形 U字形 音褐色シルト

ピット 円形 有段U字形
主痕 黒褐色シルト

屁方 暗褐色ンルト

ピット 円形 U字形 コ画参照

)9 避穴往居 隅丸方形 醒形 コ面参照

整周滝 磐周溝 滞 状 宛形 こポい黄褐色砂質土

ビット 円形 元形 ミ褐色砂質土

ピット 精円形 宛形 黒褐色砂質土

選穴住居 方形 と台形 雪面参照

輩周浦 輩周消 溝状 U宇形 素褐色シルト

割 讐穴住居 035 06 隅丸方形 隆形 雪面参照

整周溝 壬周漕 溜状 死形 ミ褐色ンルト

司浦 周溝 H号墳
D9,10・ 11

騰状 蛍台形 圏面参照

司溝 12号墳 近台形 圏面参照

翌葬施設 埋葬施設 12▼ 墳 偶丸方形 u字形 黒褐色砂質土

司溝 周溝 13号墳 B3・ C7 ・8 逆台形 コ面参照

罰浦 周溝 14号 墳 D8,9 E3・ 9 豫状 と台形 珊面参照

i∪ 遺物包含層

遺物包含月

IU 遺物包含層

粘土だまり 不整形 図面参照
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表
13
 3
区

土
器
観

察
表

岸 Φ ∞

還
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
還

7/
4軽

番
号

凶
敗

番
号

種 器
種

器
高
に
ml

口
径
に

tl
l

底
径

II
nl

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特
  

徴

3
SD
00
01

弥
生

土
器
 

甕
△
28
2

01
～

4m
mの

砂
粒
含
む

良
好

内
面
 

明
赤

褐
色

外
面
 

明
黄

褐
色

内
面
は
胴
部
下
半
に
指
オ
サ
エ

と
ケ
ズ

リ
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
,胴

部
上
半
も
ケ
ズ
リ
が
認
め

ら
れ
る
。
外
面
は

胴
部
全
体
に
ハ
ケ
が
み

ら
れ
る
。
国
縁
部
は
内
・
外
面

と
も
に
ナ
デ
調
整
が
確
認

さ
れ
る
。

3
SD
00
01

弥
生

土
器
 

甕
21
8

01
～

2m
mの

砂
粒
含
む

良
好

内
面
 

明
褐

色

外
面
 

黒
褐

色

外
面

は
ハ

ケ
・

ナ
デ

調
整

が
確

認
さ

れ
る

。
国

縁
部

は
内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

認
め

ら
れ

る
。

外
面

は
全

体

的
に

ス
ス

の
付

着
が

み
ら
れ
,胴

部
最

大
径

付
近

に
は

炭
化

物
の

付
着

も
確

認
で

き
る
。

3
SD
00
01

弥
生
土
器
 
甕

24
8

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

贅
好

勺
面
 

に
ぶ

い
褐

ホ
面
 

に
ぶ

い
褐

内
面
は
口
縁
部
位
外
は
ケ
ズ

リ
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
,外

面
は
全
体
的
に
ス
ス
の
付
着
が
認
め

ら
れ
る
。
外
面
は

ハ
ケ
が
確
認
で
き
る
。
た
だ

し
,外

面
は
器
面
の
摩
減
に
よ

り
観
察
は
や
や
困
難
で
あ
る
。

3
SD
00
01

弥
生

土
器
 

甕
23
8

13
6

02
mm
の

砂
粒

含
む

勺
面
 
浅
い
黄
橙
色

Ⅲ
面
 
浅
い
黄
橙
色
 
灰

内
面
は
胴
部
下
半
に
指
オ
サ
エ

と
ケ
ズ

リ
が
確
認
さ
れ
る
。
胴
部
上
半
は
ケ
ズ

リ
が
認
め

ら
れ
る
。
外
面
は
胴
部
下

半
か

ら
頸
部
に
か
け
て
ハ
ケ
が
確
認
さ
れ
,ま

た
,ス

ス
の
付
着

も
認
め

ら
れ
る
。
日
縁
部
は
内
・
外
面

と
も
に
ナ

デ
調
整
が
み

ら
れ
る
。
底
部
は
欠
損

し
て
い
る
た
め
調
整
等
の
詳
細
は
不
明
。

3
SD
00
01

土
師

器
 

甕
01
mm
以

下
の
砂
粒
多
い

01
～

3m
mの

礫
微
量

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

浅
責

橙
色

内
面
は
摩
減
の
た
め
調
整
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
外
面
は
ハ
ケ
が
頸
部
か

ら
底
部
に
か
け
て
確
認
さ
れ
る
。
頸

部
か

ら
口
縁
部
に
か
け
て
は
ナ
デ
調
整
が
認
め
ら
れ
る
。
底
部
に
穿
孔
が
確
認

さ
れ
る
が
,断

面
観
察
か

ら
外
底
側

か
ら
穿
孔
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

3
SD
00
01

土
師

器
 

小
型

丸
底

壺
01
～

2m
mの

砂
粒

混
じ

る

良
好

内
面
 

浅
黄

橙
色

/1
・
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
調
整
。
体
部
内
面
ケ
ズ

リ
、
外
面
ハ
ケ
メ
調
整
も

口
縁
部
内
湾
気
味
に
立
ち
上
が
る
。
端
部
は

丸
く

H叉
ま
る
。
頸
部
C字

状
を
呈
す
。

3
SD
00
01

弥
生

土
器
 

壼
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

色 色

橙 橙

好 画 面

良 内 外

内
・
外
面

と
も
に
器
面
が
摩
減

し
て
お

り
,調

整
等
の
観
察
が
や
や
困
難
で
あ
る
。
た
だ

し
,僅

か
な
が

ら
口
縁
部

の
内
・
外
面
は
ナ
デ
調
整
が
,内

面
の
胴
部
上
半
は
ケ
ズ
リ
・

胴
部
下
半
は
指
オ
サ
エ
,外

面
は
ハ
ケ
が
確
認
で
き

る
。
口
縁
部
に
は
一
部
ス
ス
の
付
着
が
認
め

ら
れ
る
。

3
SD
00
01

弥
生

土
器

小
甕

(直
口

壺
)

12
0

0 
0 
5r
nm
大

の
砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

内
・

外
面

と
も
に
器
面
が
摩
滅

し
て
い
る
た
め
,調

整
等
の
詳
細
は
不
明
。
た
だ

し
,内

面
に
は
ケ
ズ

リ
,外

面
に

は
ハ
ケ
の
調
整
痕
が
わ
ず
か
に
残

る
。

3
SD
00
01

土
師

器
 

高
邪

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

艮
射

内
面
 

橙
色

～
黄

橙
色

外
面
 

明
褐

色
～

浅
黄

橙

角

不
部

内
面

ナ
デ

調
整

。
外

面
ハ

ケ
ロ
の

ち
ナ

デ
調

整
。

脚
柱

部
内

面
ケ

ズ
リ
調

整
、

脚
裾

部
内

面
ハ

ケ
ロ
調

整
。

脚

部
外

面
は

ミ
ガ

キ
調

整
。

口
縁

部
外

反
し
、

端
部

平
坦

に
整

え
る
。

脚
部

貼
り
付

け
、

郭
底

部
外

面
に

凸
状

工
具

痕

あ
り
、

3方
に

円
形

透
か

し
孔

開
け

る
。

3
SD
00
01

土
師

器
 

高
不

不
部

15
7

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

外
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

内
面
ナ
デ
調
整
の
ち
暗
文
施
す
障

耗
の
た
め
図
化
不
能

)。
外
面
ナ
デ
の
ち
ミ
ガ
キ
調
整
。
日
縁
部
外
反

し
な
が

ら
、

立
ち
上
が
る
。
端
部
外
反

し
。
平
坦
に
整
え
る

(一
部
沈
線
州

B
SD

00
01

土
師

器
 

高
不

脚
部

71
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

外
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

脚
柱
部
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
、
脚
裾
部
ハ
ケ
ロ
の
ち
ナ
デ
調
整
。
外
面

ミ
ガ
キ
調
整
。
脚
頂
部
樺
状
工
具
痕
に
よ
る
穿

孔
2つ

。
脚
柱
部
細

く
、
長
い
。
脚
裾
部
は
引
き
延
ば
さ
れ
、
端
部
は
平
坦
に
整
え
る
。

3
SD
03
46

弥
生

土
器
 

寮
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

内
面
 
浅
黄
橙
色
～
橙
色

～
黒
色

外
面
 
淡
橙
色
～
黄
橙
色

内
面
は
ケ
ズ

リ
が
確
認

さ
れ
る
。
外
面
は
ハ
ケ
が
認
め

ら
れ
る
。
国
縁
部
の
内
・
外
面
は
ナ
デ
調
整
が
み

ら
れ
る
。

ま
た
,外

面
に
は
ス
ス
の
付
着
が
確
認
さ
れ
る
。
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遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

凶
倣

番
号

種 器
 

種
器
高
om
)

口
径

(c
m)

底
径
に
m)

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特
  

徴

3
SD

03
46

弥
生

土
器
 

甕
△
76

△
21
8

01
～

4m
mの

砂
粒
含
む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

橙
色

内
面

は
ケ

ズ
リ
が

確
認

さ
れ

る
。

外
面

は
ハ

ケ
が

認
め

ら
れ

る
。

日
縁

部
は

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

み
ら
れ

る
。

国
縁

部
は

整
形

時
に

器
面

を
薄

く
調

整
し
て

い
る

。

3
SD

03
46

弥
生

土
器
 

甕
△

5コ
15
6

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

～
赤

黒
色

外
面
 

橙
色

国
縁

部
は

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

3
SD
03
46

弥
生

土
器
 

甕
10
5

15
0

01
mm
大

の
砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

内
面
は
頸
部
か

ら
胴
部
上
半
に
か
け
て
ケ
ズ

リ
,外

面
は
ハ
ケ
と
ミ
ガ
キ
が
確
認
さ
れ
る
。
国
縁
部
は
内
・
外
面

と

も
に
ナ
デ
調
整
が
認
め

ら
れ
る
。
胴
部
最
大
径
よ

り
も
国
縁
部
径
が
大
き
い
。

3
SD
03
46

弥
生

土
器

高
郷

脚
部

14
1

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

橙
色

内
面

は
ケ

ズ
リ
,外

面
は

ミ
ガ

キ
と
ナ

デ
が

確
認

さ
れ

る
。

端
部

も
ナ

デ
調

整
が

認
め

ら
れ

る
。

3
SD
03
46

弥
生

土
器
 

底
部

△
75

∠＼
1 
2

01
～

8m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
黄

褐
色

外
面
 

灰
黄

褐
色

外
底

は
や

や
先

細
り
を

し
て

い
る

。
内

面
は

指
オ

サ
エ

の
後
,丸

棒
状

工
具

に
よ

る
調

整
が

行
わ

れ
る

。
外

面
は

ハ

ケ
・

ミ
ガ

キ
に

よ
る

調
整

が
確

認
さ

れ
る
。

ま
た
,ス

ス
の

付
着

も
認

め
ら
れ

る
。

外
底

は
指

オ
サ

エ
の

痕
跡

も
認

め
ら
れ

る
。

3
SB
09
-P
l

77
弥

生
土

器
 

壷
△
35

△
13
6

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
黄

褐
色

外
面
 

灰
黄

褐
色

内
・

外
面

と
も

に
ケ

ズ
リ
が

確
認

さ
れ

る
。

口
縁

部
に

は
3条

の
平

行
沈

線
が

認
め

ら
れ

る
。

ま
た
,国

縁
部

は
ナ

デ

調
整

が
み

ら
れ
,施

文
箇

所
は

粘
土

で
肥

厚
を

行
っ

て
い

る
。

3
S1
06
-P
l

弥
生

土
器
 

甕
11
5

01
～

2m
mの

砂
粒

を
含

む

内
面
 

浅
黄

橙
色

～
灰

黄

褐
色

外
面
 

灰
白

色
～

浅
黄

橙

口
縁

部
は

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

内
面

は
頸

部
か

ら
肩

部
に

か
け

て
指

オ
サ

エ
お

よ
び

ハ
ケ

が
,外

面
は

ハ
ケ

に
よ

る
調

整
が

認
め

ら
れ

る
。

日
唇

部
に

は
2条

の
沈

線
が

施
さ

れ
る
。

3
S1
06
-P
]

弥
生

土
器
 

甕
13
0

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
褐

色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

内
面

は
底

部
付

近
と
胴

部
下

半
に

は
指

オ
サ

エ
お

よ
び

ケ
ズ

リ
が
,胴

部
上

半
に

は
ナ

デ
が

み
ら
れ

る
。

外
面

は
全

体
的

に
ハ

ケ
が

認
め

ら
れ

る
。

国
縁

部
は

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

国
唇

部
に

は
2本

の
平

行
沈

線
が

み
ら
れ

る
。

3
弥

生
土

器
 

壷
17
8

01
～

5m
mの

砂
粒

含
む

普
通

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

口
縁

部
内

外
面

ナ
デ

調
整

。
頸

部
外

面
ハ

ケ
ロ
調

整
の

ち
6条

の
平

行
沈

線
。

体
部

外
面

ハ
ケ

ロ
の

ち
下

半
部

ミ
ガ

キ

調
整

。
内

面
ハ

ケ
ロ

の
ち

下
半

ケ
ズ

リ
調

整
。

3
S1
07

弥
生

土
器

鉢
か

高
17
N

01
mm
以

下
の

砂
粒

多
い

01
～

3m
mの

礫
や

や
多

し

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

黒
褐

色

内
面

は
口

縁
部

に
ハ

ケ
が

確
認

さ
れ

る
。

外
面

は
ミ

ガ
キ

が
認

め
ら
れ

る
。

国
唇

部
は

ナ
デ

に
よ

る
平

坦
調

整
が

施

さ
れ

る
。

脚
部

は
欠

損
の

た
め

調
整

等
の

詳
細

は
不

明
で

あ
る

。

3
弥
生
土
器
 
寮

01
～

5m
m砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

明
褐

色

内
面

は
指

オ
サ

エ
と
ハ

ケ
・

ケ
ズ

リ
が

確
認

さ
れ

る
。

口
縁

部
は

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

認
め

ら
れ

る
。

日

唇
部

は
2本

の
平

行
沈

線
が

施
さ

れ
る

。

3
弥
生
土
器
 
甕

どゝ
59

∠ゝ
16
5

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
褐

色

外
面
 

黒
褐

色

内
面
は
ハ
ケ

と
指
オ
サ
エ
が
確
認
さ
れ
る
。
外
面
は
ハ
ケ
と
ナ
デ
調
整
が
認
め

ら
れ
る
。
国
唇
部
端
部
は
若
干
凹
み

が
み

ら
れ
る
。
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遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
器
高
に
m)

口
径

lc
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底
径
に

In
l

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特

 
徴

3
弥

生
土

器

高
邦

郷
部

14
2

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
黄

褐
色

外
面
 

明
黄

褐
色

勺
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

特
に

外
面

は
ミ

ガ
キ

の
痕

跡
も
認

め
ら
れ

る
。

3
弥

生
土

器

高
邦

脚
部

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

内
面
 (
脚

)に
ぶ
い
褐
色

(郭
)橙

色

外
面

橙
色

勺
面
は
ケ
ズ
リ
が
確
認
さ
れ
る
。
外
面
は
ミ
ガ
キ
が
認
め

ら
れ
,そ

の
後
,ナ

デ
調
整
が
行
わ
れ
る
。
脚
部
の
端
部

ま
粘
土
を
肥
厚

し
て
い
る
。

3
弥

生
土

器
 

甕
01
～

5m
mの

砂
粒

含
む

普
通

内
面
 

に
ぶ

い
黄

褐
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

褐
色

内
面
は
頸
部
か

ら
肩
部
か
け
て
ケ
ズ

リ
,外

面
は
国
縁
部
か

ら
肩
部
に
か
け
て
ハ
ケ
が
み
ら
れ
る
。
頸
部
直
上
は
粘

土
で
肥
厚

し
て
い
る
。
日
唇
部
は
丸
み
を
帯
び
る
。

3
S1
08

弥
生

土
器
 

底
部

80
～

01
～

3m
mの

砂
粒
含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
・

ミ
ガ

キ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

内
面

の
肩

部
に

は
ケ

ズ
リ
が

認
め

ら
れ

る
。

底
部

は
高

台

が
貼

り
付

け
ら
れ
,や

や
上

げ
底

状
を

呈
し
て

い
る

。
国

縁
部

に
は

2つ
の

穿
子
し
が

対
で
2箇

所
確

認
さ

れ
る

。

3
S1
08

弥
生

土
器
 

蓋
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

雲
母

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
外

面
ミ

ガ
キ

調
整

。
口

縁
端

部
平

坦
で

内
傾

す
る

。

3
S1
08

弥
生

土
器
 

壷

台
付

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

長
野

内
面
 
に
ぶ
い
黄
橙
色

黒
色

tt
雨

 
確

い
苦

緒
偽

内
・

外
面

と
も
に
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
調
整
が
確
認
さ
れ
る
。
内
面
の
肩
部
に
は
ケ
ズ

リ
が
認
め

ら
れ
る
。
底
部
は
高
台

が
貼

り
付
け
ら
れ
,や

や
上
げ
底
状
を
呈

し
て
い
る
。
日
縁
部
に
は

2つ
の
穿
孔
が
対
で
2箇

所
確
認

さ
れ
る
。

3
S1
09

弥
生

土
器
 

甕
17
7

01
mm
以

下
の

砂
粒

含
む

普
通

内
面
 

浅
黄

色

外
面
 

浅
黄

色

内
面
は
頸
部
か

ら
胴
部
上
半
に
か
け
て
ケ
ズ

リ
,外

面
は
ハ
ケ

と
ミ
ガ
キ
が
確
認
さ
れ
る
。

口
縁
部
は
内
・

外
面

と

も
に
ナ
デ
調
整
が
認
め
ら
れ
る
。
胴
部
最
大
径
よ

り
も
口
縁
部
径
が
大
き
い
。

3
弥

生
土

器
 

壼

01
mm
以

下
の
砂
粒
や
や
多

い
 0
1～

3m
mの

礫
や
や
多

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

体
部
外
面

ミ
ガ
キ
調
整
の
ち
刺
突
文
を
3条

廻
ら
せ
る
。
体
部
内
面
ハ
ケ
ロ
の
ち
ケ
ズ

リ
調
整
。

3
SK
04
30

弥
生

土
器
 

器
台

31
7

39
8

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
,外

面
と

も
に

ミ
ガ

キ
と
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

口
縁

部
お

よ
び

脚
部

に
は

平
行

沈
線

が
認

め
ら
れ

る
。

ま

た
,筒

部
か

ら
脚

部
に

か
け

て
器

壁
の

肥
厚

を
行

っ
て

い
る
。

日
縁

部
装

飾
が

対
で

施
さ

れ
る

。

3
SK
04
30

弥
生

土
器
 

甕
01
mm
以

下
の

砂
粒

多
し

01
～

3m
mの

礫
少

量

良
好

内
面
 

灰
白

色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

胴
部
下
半
か

ら
口
縁
部
に
か
け
て
欠
損
。
内
面
は
指
オ
サ
エ
・

ケ
ズ

リ
が
確
認
さ
れ
る
。
外
面
は
ハ
ケ
お
よ
び
ナ
デ

調
整
が
認
め
ら
れ
る
。

3
SK
04
30

弥
生

土
器

 1
/1
ヽ

到
壷

01
mm
以

下
の

砂
粒
 0
1ヽ

3m
mの

礫

良 内
面
 
浅
黄
橙
色

外
面
 
浅
黄
橙
色

内
面
は
器
面
が
摩
滅

し
て
い
る
た
め
調
整
等
の
詳
細
は
不
明
。
外
面
は
奈
ハ
ケ
・
ナ
デ
調
整
が
確
認
さ
れ
る
。

3
SK
04
30

弥
生

土
器
 

底
部

△
43

△
54

01
～

5m
m砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
面

は
器

面
の

摩
滅

に
よ

り
調

整
等

の
詳

細
は

不
明

。
外

面
は

ハ
ケ

・
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

外
底

は
上

げ
底

状
を

呈
す

る
。

3
SK
04
30

弥
生

土
器
 

蓋
13
5

01
mm
以

下
の

砂
粒

や
や

多

い
 0
1m
m以

上
の

礫
微

量

良
好

内
面
 

黒
褐

色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
・
外
面

と
も
に
ナ
デ
調
整
が
確
認
さ
れ
る
。
内
面
は
ケ
ズ

リ
・
外
面
は
ハ
ケ
が
認
め
ら
れ
る
。

ツ
マ

ミ
部
は
凹
み

が
み

ら
れ
る
。
全
体
的
に
器
壁
の
厚
み
が
あ
る
資
料
で
あ
る
。
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遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
器
高
em
l

口
径

(c
ml

底
径
に
ml

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特

 
徴

3
SK
04
30

弥
生
土
器
 
甕

01
mm
以

下
の
砂
粒
 0
1～

3m
mの

礫

良
好

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

内
・
外
面

と
も
に
ミ
ガ
キ
が
確
認
さ
れ
る
。

口
縁
部
に
は
平
行
沈
線
が
施
さ
れ
,ま

た
,ス

ス
の
付
着

も
認
め
ら
れ

る
。

3
SK

04
30

弥
生

土
器
 

甕
19
2

01
mm
以

下
の

砂
粒

や
や

多

い
 0
1～

3m
mの

礫
微

量

や
や

不
良

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

口
縁

部
に

平
行

沈
線

が
認

め
ら
れ

る
。

3
SK
04
30

弥
生

土
器
 

甕
01
mm
以

下
の

砂
粒

や
や

多

い
 0
1～

3m
mの

礫
微

量

や
や

不
艮

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

口
縁

に
平

行
沈

線
が

施
さ

れ
る

。

3
SK
04
30

弥
生

土
器
 

甕
01
mm
以

下
の

砂
粒

や
や

多

い
 0
1～

3m
mの

礫
微

量

艮
好

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

内
面

は
頸

部
か

ら
肩

部
に

か
け

て
ケ

ズ
リ
が

確
認

さ
れ

る
。

頸
部

か
ら

口
縁

部
は

根
で

調
整

が
認

め
ら
れ

る
。

外
面

は
肩

部
か

ら
胴

部
に

か
け

て
ハ

ケ
が
,口

縁
部

に
は

平
行

沈
線

が
確

認
さ

れ
る

。
内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

み

ら
オ■

る
。

3
SK

04
30

弥
生

土

把
手

付
鉢

20
4

01
mm
以

下
の

砂
粒

多
い

01
～

2m
mの

礫
少

量

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

内
面

は
ケ

ズ
リ
・

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

調
整

が
確

認
さ

れ
る
。

外
面

は
ハ

ケ
後

, 
ミ

ガ
キ

と
ナ

デ
調

整
が

認
め

ら
れ

る
。

ま
た
,胴

部
下

半
に

は
ス

ス
の

付
着

が
確

認
さ

れ
る
。

内
・

外
面

と
も

に
赤

色
塗

彩
が

施
さ

れ
る

。

3
SK
04
40

弥
生

土
器
 

高
必

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
色

内
・
外
面

と
も
に
指
調
整
に
よ
る
凹
み
が
み

ら
れ
る
。
脚
部
の
外
面
に
は
2本

の
傷
状
の
痕
跡
が
み

ら
れ
る
。

内
・
外
面

と
も
に
ナ
デ
調
整
が
確
認
さ
れ
る
。
回
転
方
向
は
反
時
計
回

り
で
あ
る
。

イ
部
は

3
SK
04
40

弥
生

土
器

高
不

脚
部

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
白

色

外
面
 

灰
白

色

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

端
部

は
角

を
つ

け
た

状
態

で
整

形
を

行
つ

て
い

る
。

必
部

は
欠

損
の

た
め

調
整

等
の

詳
細

は
不

明
で

あ
る
。

3
SK
04
40

弥
生

土
器

高
郭

郭
部

01
～

5m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

脚
部

は
内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

ま
た
,透

か
し
は

認
め

ら
れ

な
い

。
口

縁
部

に
歪

み
が

生
じ

て
い

る
が
,こ

れ
は

焼
成

以
前

の
も

の
で

あ
る

。
体

部
下

半
に

は
ヘ

ラ
状

工
具

に
よ

る
底

部
切

り
離

し
痕

が
認

め
ら

れ
る

。
回

転
方

向
は

時
計

回
り
で

あ
る

。

3
SK
04
40

弥
生

土
器
 

壷

直
口

01
～

5m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

褐
灰

色

外
面
 

褐
灰

色

外
面

の
肩

部
は

段
を

も
つ

。
日

縁
部

の
一

部
が

変
形

し
て

い
る

が
,焼

成
以

前
の

現
象

で
あ

る
。

胴
部

下
半

は
渦

巻

状
の

底
部

切
り
離

し
痕

が
確

認
さ

れ
,ヘ

ラ
切

り
で

あ
る

こ
と
が

わ
か

る
。

3
SU
02

弥
生

土
器
 

甕
01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

普
通

内
面
 

黄
橙

色

外
面
 

に
ぶ

い
褐

色

内
面
の
胴
部
下
半
か

ら
底
部
に
か
け
て
ケ
ズ
リ
・

指
オ
サ
エ
,外

面
は
ハ
ケ
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
,外

面
に
は
ス

ス
の
付
着

も
認
め

ら
れ
る
。

3
弥

生
土

器
 

高
邪

脚
部

80
～

17
9

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

普
通

内
面
 

橙
色

外
面
 

浅
い

黄
橙

色

内
面

は
ケ

ズ
リ
,外

面
は

ハ
ケ

。
ナ

デ
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

外
形

は
平

行
沈

線
が

施
さ

れ
る
。

受
部

は
欠

損
の

た

め
,調

整
等

の
詳

細
は

不
明

で
あ

る
。

3
H号

墳
周

溝
須

恵
器
 

甕
23
7

17
5

01
mm
大

の
砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

灰
白

色

外
面
 

灰
白

色

内
・

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
が

確
認

で
き

る
。

回
転

方
向

は
反

時
計

回
り
で

あ
る

。

3
H号

墳
周

溝
土

師
器
 

高
不

17
2

22
4

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

明
赤

褐
色

外
面
 

明
赤

褐
色
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遺
7/
2

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

7/
2図

番
号

凶
版

番
号

種
  
/」

Ц

器
 

種
器

高
に
m)

口
径

(c
ml

底
径

に
ml

胎
土

/材
質

院
 

灰

色
 

調
特

 
徴

3
H号

墳
周

濤
土

師
器
 

高
郷

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

(不
部

)

外
面
 

橙
色

(脚
部

)

全
体

的
に

器
面

の
摩

滅
に

よ
っ

て
調

整
等

の
詳

細
は

不
明

で
あ

る
。

脚
部

の
内

面
は

ハ
ケ
,野

部
の

内
面

は
暗

文
が

僅
か

に
残

る
。

3
H号

墳
周

溝
土

師
器
 

高
郷

11
5

15
2

△
96

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

明
赤

褐
色

外
面
 

明
赤

褐
色

脚
部
は
内
・
外
面

と
も
に
器
面
が
摩
滅

し
て
い
る
た
め
,調

整
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ

し
,指

オ
サ
エ

と

ハ
ケ
が
僅
か
に
残
る
。
邪
部
も
内

。
外
面

と
も
に
摩
滅
の
影
響
で
ナ
デ
調
整
以
外
の
詳
細
な
調
整
な

ど
は
不
明
。

3
H号

墳
周

溝
土

師
器
 

高
郷

△
11
8

01
mm
以

下
の

砂
粒

少
量

01
～

3m
mの

礫
や

や
多

い

良
好

胎
土
 

に
ぶ

い
橙

色

塗
彩
 

明
赤

褐
色

内
・
外
面

と
も
に
指
オ
サ
エ
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
,内

面
は
暗
文
が
認
め

ら
れ
る
。

3
H号

墳
周

溝
土

師
器
 

筑
11
6

01
mm
以

下
の

砂
粒

多
し

01
～

3m
mの

礫
少

量

良
好

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

橙
色

内・
外
面

と
も
に
ナ
デ
調
整
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
,外

面
は
ハ
ケ

と
ケ
ズ

リ
調
整
も
認
め
ら
れ
る
。
外
面
か

ら
口
縁

部
内
面
に
か
け
て
赤
色
塗
彩
が
施
さ
れ
る
。

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
須
恵

器
 

蓋
02
～

3m
mの

砂
粒

混
じ

る

良
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
白

色

内
外

面
共

に
回

転
ナ

デ
調

整
。

天
丼

部
若

干
膨

ら
む

。
稜

の
突

出
が

に
ぶ

い
。

日
縁

部
や

や
外

反
気

味
に

下
が

る
、

端
部

内
側

に
段

が
付

く
。

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
須

恵
器
 

蓋
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
色

内
外

面
共

に
回

転
ナ

デ
調

整
。

天
丼

部
回

転
ヘ

ラ
削

り
調

整
 

天
丼

部
や

や
膨

ら
む

。
釣

り
鐘

状
の

器
形

を
呈

す
。

口
縁

端
部

外
反

し
、

内
側

に
段

が
付

く
。

12
号

墳
埋

葬
施

設
須

恵
器
 

蓋
11
7

03
mm
の

砂
粒

混
じ

る

良
好

内
面
 

黄
灰

色

外
面
 

黄
灰

色

内
外
面
共
に
回
転
ナ
デ
調
整
。
天
丼
部
膨

ら
む
。
稜
の
突
出
が
に
ぶ
い
。
日
縁
部
や
や
外
反
気
味
に
下
が
る
、
端
部

外
反

し
内
側
に
段
が
付

く
。

3
12
号
墳

埋
葬
施
設

須
恵

器
 

蓋
02
mm
の

砂
粒
含
む

良
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
色

内
外
面
共
に
回
転
ナ
デ
調
整
。
天
丼
部
回
転
ヘ
ラ
削

り
調
整
 
天
丼
部
や
や
平
埋
。
稜
の
突
出
が
に
ぶ
い
。
日
縁
部

外
傾
す
る
、
端
部
や
や
外
反

し
、
内
側
に
段
が
付

く
。

3
12
号

墳
埋
葬
施
設

須
恵
器
 
高
郭

02
mm
の

砂
粒
混

じ
る

良
好

内
面
 

灰
白

色

外
面
 

灰
白

色

内
外
面
共
に
回
転
ナ
デ
調
整
。

日
縁
部
内
傾

し
、
端
部
内
側
に
段
が
付

く
。
脚
基
部
は
太

く
、
端
部
は
折

り
返

し
て

稜
が
付

く
。
三
方
に
台
形
透
か

し
孔
を
あ
け
る
。

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
須
恵
器
 
高
イ

86
01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
色

内
外

面
共

に
回

転
ナ

デ
調

整
。

日
縁

部
内

傾
し
、

端
部

内
側

に
段

が
付

く
。

脚
基

部
は

太
く
、

端
部

は
折

り
返

し
て

稜
が

付
く
。

三
方

に
台

形
透

か
し
孔

を
あ

け
る
。

12
号

墳
埋

葬
施

設
須

恵
器
 

高
邪

01
～

3m
mの

砂
粒

混
じ

る

艮
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
色

内
外
面
共
に
回
転
ナ
デ
調
整
。
日
縁
部
内
傾
気
味
な
立
ち
上
が
る
、
端
部
内
側
に
沈
線
状
の
段
が
付

く
。
受
部
の
先

が
や
や
に
ぶ
い
。
脚
基
部
は
太

く
、

n4
1は

内
湾

し
な
が

ら
下

り
る
。
端
部
は
内
側
に
段
が
付

く
。
四
方
に
円
状
透
か

し
孔
を
あ
け
る
。

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
須

恵
器
 

高
邪

01
～

6m
mの

砂
粒

含
む

艮
好

内
面
 

灰
色

外
面
 

灰
色

内
外

面
共

に
回

転
ナ

デ
調

整
。

口
縁

部
内

傾
気

味
に

立
ち

上
が

る
、

端
部

内
側

に
沈

線
状

の
段

が
付

く
。

脚
基

部
は

太
く
、

脚
は

ハ
の

字
に

開
く
。

端
部

は
内

側
に

段
が

付
く
。

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
土

師
器
 

直
口

壷
01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

雲
丹

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

赤
色

日
縁
部
内
面
ナ
デ
調
整
、
体
部
内
面
ケ
ズ

リ
調
整
。
外
面
ハ
ケ
ロ
の
ち
ナ
デ
調
整
、
赤
彩
施
す
。
日
縁
部
外
傾
気
味

に
立
ち
上
が
る
、
端
部
は
外
反

し
、
丸

く
収
ま
る
。
体
部
や
や
扁
平
、
最
大
径
を
中
位

よ
り
若
千
下
位
に

と
る
。



表
14
 3
区

鉄
器

観
察
表

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
長

さ
(c
ml

幅
に

rl
ll

厚
さ

(c
ml

重
さ
(g
)1
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

特
 

徴

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
10
6 
1 
66

鉄
製
 

刀
子

8二
十3
41
翌

撃
十骨

01
～
03

1直
刀

片
刃

。
関

部
は

刃
側

片
関

の
ナ

デ
関

。
切

先
、

茎
部

は
欠

損
す

る
。

剣
身

部
に

本
質

が
残

る
こ

と
か

ら
粋

付
き

で
埋

葬
さ

れ
た

。

‐ Ｎ Ｏ ω ‐

表
15
 3
区

石
器
観

察
表

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
長
さ
に
m)

幅
に
ml

厚
さ

(c
ml

重
さ
(g
)

材
質

色
 

調
特

 
徴

3
SD
03
46

砥
石

21
2

11
3

47
12
02
82

ひ
岩

□
灰
色

1面
に

砥
面

が
確

認
さ

れ
る

。
円

礫
を

母
岩

と
し
て

砥
石

と
し
て

使
用

さ
れ

る
。

側
面

に
は

自
然

面
が

認
め

ら
れ

る
。

一
部

に
は

ス

ス
の

付
着

が
み

ら
れ

る
ハ

3
77

剥
片

34
60

1頁
岩

疋
白

色
二

次
加

工
の

痕
跡

が
み

ら
れ

る
剥

片
で

あ
る

。
意

図
的

に
欠

損
し
た

箇
所

が
み

ら
れ

る
。

側
面

は
刃

つ
ぶ

し
調

整
が

確
認

さ
れ

る
。

母
岩

か
ら
剥

離
す

る
際

に
の

バ
ル

バ
ス

カ
が

大
き

く
残

る
。

砥
石

12
82

19
13
94
3

流
紋

岩
死
自

色
側
面
に
砥
面
が
残
る
。
欠
損
部
に
被
熱
の
痕
跡
が
み

ら
れ
る
こ
と
か

ら
, 

こ
の
資
料
は
熱
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
も
の

と
考
え

る
。

3
S1
08

砥
石

46
8

75
51

流
紋

岩
死
白

色
側
面

に
砥

面
が

残
る
。

欠
損

部
に

被
熟

の
痕

跡
が

み
ら
れ

る
こ

と
か

ら
,こ

の
資

料
は

熱
に

よ
る
影

響
を

受
け

た
も

の
と
考

え

ム
^

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
平

玉
01
1

滑
石

昂
灰

色
円

筒
形

を
呈

す
る

小
型

の
玉

で
あ

る
。

穿
孔

方
向

の
詳

細
は

不
明

で
あ

る
が
,そ

の
形

状
か

ら
両

方
向

か
ら
鉾

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

製
作

工
程

上
面

取
り
、

研
磨

の
ち

穿
孔

、
貫

通
さ

れ
た

と
考

え
る
。

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
平

玉
01
2

滑
石

E灰
色

司
筒

形
を

呈
す

る
小

型
の

玉
で

あ
る

。
穿

孔
方

向
の

詳
細

は
不

明
で

あ
る

が
,そ

の
形

状
か

ら
両

方
向

か
ら
穿

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

製
作

工
程

上
面

取
り
、

研
磨

の
ち

穿
孔

、
貫

通
さ

れ
た

と
考

え
る
。

3
12
号

墳
埋

葬
施

設
平

玉
滑

石
弓
灰

色
円

筒
形

を
呈

す
る

小
型

の
玉

で
あ

る
。

穿
孔

方
向

の
詳

細
は

不
明

で
あ

る
が
,そ

の
形

状
か

ら
両

方
向

か
ら
穿

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

製
作

工
程

に
面

取
り
、

研
磨

の
ち

穿
珊

、
目

涌
さ

れ
た

と
考

え
る

^



第 4節 4区 基 本 層 序・ 遺構 と遺物

第 1項 4区基本層序 (第 109・ ■ 0図 表 16 写真図版 43)

4区南狽1に Tr,7、 西側に Tr.8を 設定 して基本層序を確認 した。3区調査時に湧水が確認されたため、

帯水層である 45層直上までの掘削にとどめた。42・ 43の 2層の遺物包含層を確認 したことから、

4区では 42層 を第 1遺物包含層 として除去後を第 1面、43層を第 2遺物包含層 として除去後を第

2面 として調査を行った。

第 2面調査完了後、STr.4・ STr.5を 再掘削することで第 2遺構面以下の下層確認を行った。晩秋に

調査を行ったため、周囲の地下水位が下がったものと思われ、46層 の砂礫層に達 したところで湧水

を確認 し、調査をここで完了した。

41層 は回場整備客土や回場整備前の耕作土が相当する。

4-2層 は第 1遺物包含層を形成 し、マンガンを非常に多 く含む。

43層 は第 1面を形成すると共に、第 2遺物包含層を形成する。

4-4層 は第 2面を形成する。以下は無遺物層 となる。 lcm程度の礫石を含む層もあ り、下層に行 く

にしたがって粘性が増 していく。

45層 は砂質上で礫を多 く含む。STr 4・ 5の 5層 は 5～ 10cmの礫石に砂が入 り込む様相を示す。

STr 4・ 5の 7層 は直径 20～ 30cmの礫を含む。土石流の堆積のようで、旧河道が埋没 した堆積 と思

われる。

4-6層 は埋没 した旧河道の肩を示すものと思われる。

表 16 4区基本層序表

基本層序区分 Tr 7 Tr.8 STr 4・ 5 土  質 特  徴

4-1 ● z 柏 質土 司場整備客土および圃場整備前旧耕作土。

4-2 3 黄褐色砂質土 マンガンを,F常に多く含む。第1還物包含層。

褐灰色砂賞土 第2遺物包含層。第1面を形成する。

4-4 9～ 20 9ヘフ17 1ハΨ4 暗福色砂質土
第2面を形成する。lCm程度の礫石を含む層も

ある。下層ほど粘性が増す①八東川堆積層。

45 5^フ 7 黄褐色砂質土 礫を多く含む。旧河道堆積層。

4-6 黄褐色砂層・砂礫層 旧河道以前の地盤層。

第 2項 4区第 1面 。第 2面の概要 (第 111・ H8図 巻頭図版 3 写真図版 43・ 44)

4区では基本層序確認で遺物包含層が 2層確認できたので、重機 (バ ックホー)に よる表土掘削の

後、グリッド沿いに南北にサブ トレンチを設定 して遺物包含層の堆積を確認 した。その結果、八東川

寄 りでは遺物包含層を確認できず、第 2面が露出 していることが分かった。遺物包含層は基本層序

で確認 したとお り2層確認できたため、上層に当たる 42層 を第 1遺物包含層、下層の 43層を第 2

遺物包含層 として扱い、43層上面を第 1面、44層上面を第 2面 として調査を行 う方針を決定 した。

41層 の残存部分 と 42層を除去 して第 1面の調査を行った。第 1面は露出していた第 2面部分 と

段差を持つことが分か り、この段差は西へ行 くほど大きくな り、調査区西端では 30cmほ どの段差が

付いた。 このことから、4区では八東川寄 りの微高地 と南側の後背地 という環境が復元できた。また、

この微高地は東へ続き、 1～ 4区の古墳群は微高地上に立地することも確認できた。第 1面はこの後
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背地に立地する。竪穴住居跡 1棟が確認できたが、他には目立つ遺構はな く、遺構完掘写真撮影 と

測量調査を行って第 1面の調査を完了した。

第 1面の調査完了後、3区 -4区 間の道路部分を北側にヤー ドを縮小 して拡張調査を行った。道路

直下は道路構築時に著 しく改変されてお り、遺構面を破壊されている状況だった。ヤー ド部分は遺物

包含層がな く、第 2面まで削平されていた。第 1面は南側に少 し残るのみであった。道路部分 も 4

区と同様に第 1面、第 2面と分けて調査を行い、第 2面は 4区全体 と同時に掘削を行った。

第 2面は 43層除去後全面に渡る遺構精査を行った。その結果、微高地上には 15号墳 1基を確認 し、

後背地には S116を 中心 とする堅穴住居跡を確認 した。また、微高地 と後背地の境界には SD0555を

確認 している。遺構完掘写真撮影 と測量調査を再び行い、第 2面の調査を完了した。

第 2面調査完了後、重機 (バ ックホー)に よる下層確認を行い、第 2面以下は無遺物層であ り、

第 3面 は存在 しないことを確認 したほか、旧河道を確認できた。

【第 1面】 43層堆積部分 (第 lH図破線以南)を対象に調査を行い、後背地のみの掘削 と/d‐ った。

竪穴住居跡 1棟、溝 2条、土坑 3基、ピット31基の調査を行った。 (第 lH図 )

【第 2面】 遺構は全面で検出でき、4区の遺構の大半を第 2面が占める。

古墳 1基、掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居跡 6棟、廃棄土坑を含む土坑 30基、ピット 100基、自然

流路を含む溝 11条の調査を行った。 (第 118図 )

第 3項 4区第 1面遺構と選物

S112 (第 112-116図  表 17-19 写真図版 44・ 66・ 67)

位置 八東川寄 りの微高地から後背地へ下った平坦面の B2・ 3、 C2・ 3グ リッドに位置する。

検出状況 表土掘削後、STr 3を先行 して掘削 した際に焼土塊 と炭化物を検出したため住居跡の可能

性を考えて トレンチ掘削をそこで中止 し、平面による遺構検出を行った。焼土粒を頼 りに精査を行っ

たが判別が難 しく、東壁は床面検出後、再度検出を行い遺構の肩を確定 した。

床面からは部分的に焼上が分布 し、検出した炭化材は床面に頭が露出しているような状況であ り、

直接 S112と は関係がない と思われる。床面に存在する柱穴等も焼土・炭化物の層で明確に掘 り上が

る状況である。平面図 (第 112図)に ある破線の表示は第 2面の S116の 範囲であり、これら焼土・

炭化物はこの S116に 由来するものと判断した。床面は締まっているものの、硬化はしていない。断

割 り断面からは貼 り床がうかがえるが、検出範囲が S116と 重なることもあ り、可能性にとどまる。

床面からは Pl～ P14ま での遺構を検出した。P2・ P6・ P12・ P14が主柱穴 と思われる。ただ、こ

の 4本で構成される方形 と住居 とが 45度軸を違えて しまう。住居 と軸を同じくするならば、P9が

主柱穴 となるが、P9は 高郵 と甕が埋納されてお り、主柱穴 とは考えにくい。現状ではこの 4本を主

柱穴 と想定する。柱間寸法は P14-P2間 が 2.86m、 P12-P6間 が 3.20m、 P12-P14間 が 2.36

m、 P6-P2間 が 2 10 rllと なる。 (第 113図 )

P4・ P5が住居中心に位置 し、炉が想定されるが、遺構壁面を確認 しても被熱 した痕跡は見 られない。

遺構形状・規模 平面形状はややいびつな隅丸方形で、長軸 631m短軸 5,88m。 検出面からの深さ

は 0.22■ 1。

堆積状況 東西 とも粗い砂質土で遺構の肩が埋 もれた後、暗褐色砂質土の一度の堆積で埋まってい
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S112-P2

ある。

S112-P3

単層である。

S112-P4

である。

S112-P5

である。

S112-P6

円形で 0.52× 0.50m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.1lm。 黒褐色砂質土単層で

楕円形で 0.39× 0.32m。 断面形状は U字形で床面からの深さは 0.29m。 黒褐色砂質土

楕円形で 0.48× 0.46m。 断面形状は盤形で床面からの深さは 0.09m。 黒褐色砂質土単層

楕円形で 0,91× 0,62m。 断面形状は盤形で床面からの深さは 0.06m。 黒褐色砂質土単層

円形 0.55× 0.52m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.15m。 2層で上層は炭化物を
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第 114図  S112P3・ P7・ P9 遺物出土図
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微量含む。土質は上下共に黒褐色砂質上である。

S112-P7 楕円形で 061× 0.54m。 断面形状は U字形で床面か らの深さは 054m。 黒褐色砂質土

単層である。

S112-P8 楕円形で 0.41× 038m。 断面形状は椀形で床面からの深さは 0.23m。 2層 で上層 は焼土

ブロックを含む。土質は上下共に黒褐色砂質上である。

S112-P9 楕円形で 062× 0.50m。 断面形状は椀形で床面からの深さは 0.14m。 黒褐色砂質土単層

で焼土を少量含む。

S112-P10 楕円形で 0.46× 036m。 断面形状は盤形で床面か らの深さは 008m。 黒褐色砂質土単

層である。

S112 PH 楕円形 0.34× 029m。 断面形状は椀形で床面からの深さは 009m。 黒褐色砂質土単層

である。

S112P12 楕円形 0,71× 046m。 断面形状は有段 U字形で床面からの深さは 0.20m。 上下 2層 で

上層は黒褐色砂質土、下層は黒褐色シル トである。

S112P13 楕円形で 0.52× 0.35m。 断面形状は有段 U字形で床面からの深さは 017m。 上下 2層

で上層は黒褐色砂質土、下層は黒褐色シル トである。

S112-P14 楕円形で 063× 044m。 断面形状は盤形で床面からの深さは 013m。 黒色砂質土の中

心に暗褐色砂質土の単層が入る。

P3か らは壺 (141)が 破片の状態で、P7と P9か らは甕がほば完形の状態で出土 している。P7か ら

は底を欠いて、やや傾斜 して口縁部を土坑の底に して倒立 した状態で甕 (143)が 出土 している。P9

からは高郭 (142)と 焼成前穿孔の甕 (144)が 口縁部の向きを揃えた横倒 しの状態で出土 している。P7

とP9は埋納遺構 と考えられる。 (第 114図 )

出土遺物 床面や住居内遺構から土器片が出土 している。器種の多 くは甕であるが、壺や高邪、鉢 も

出土 している。図示はしないが、手捏ねのミニチュア土器 も第 115図の遺構肩近 くの「×」地点か

ら出土 している。出土遺物で図示できたのは低脚邪 (140)、 壼 (141)、 甕 (143・ 144)、 高野 (142)で

ある。 (第 116図 )

140は低脚部のみの出土である。内面がミガキであることから、壼や甕ではな く邪 と判断 した。器

壁をハケで荒 らしてから脚部を接着 し、ナデつける様子が見て取れる。時期は岩吉Ⅳ～V期併行に比

定される。

141は破片で出土 したが完形に復元できた。平底で体部最大径をほぼ中央ではか り、体部は球形を

呈する。口縁部は外反 して口縁端部は内傾 して面 とな り、2条の凹線を施す。調整では内面体部でハ

ケメが見 られる。時期は因幡・伯者V-2様 式併行に比定される。

142は一部が欠けるがほぼ完形である。FTN部 の見込み と外面がミガキで、口縁部外面のみナデであ

る。日縁部は大きく外反する。脚部はまっす ぐ下 りて裾が広がる。吉備系の搬入品である。松井潔氏

から旭川または吉井川水系からであろうとの指摘をいただいた。時期は備前 V-2様 式併行 に比定

される。

143は底部が剥離 している以外は完形である。残存高で 32.5cmあ り、大型の甕である。口縁部は

外反 し、日縁端部は内側に肥厚 して面を作 り5条の凹線を施す。体部最大径を高い位置で図 り、肩

が張る。底部は焼成後の剥離である。時期は因幡 。伯者 V-2様 式併行に比定される。
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第 116図  S112遺物 実測図

144は完形の甕である。口縁部は「く」の字に屈曲し、肥厚 して外傾する。底部は 3.2cmの 平底である。

底部中央に焼成前穿孔が施される。因幡・伯者Ⅳ様式併行に比定される。

遺構の性格 と帰属時期 中心部に位置する P3、 P4、 P5は壁面に顕著な被熱痕は見受けられず、常時

使用されていないことが うかがえる。また、穿孔土器が P7、 P9か ら出土 していること、吉備地域か

ら搬入された高邪が供献されていることからも祭祀的な性格が うかがえる。常時使用はされないが、

祭祀的行事が行われる際の中心的な施設 と思われる。

帰属時期は出土 した土器から弥生時代後期後半～終末期 と推定される。

第 1遺物包含層出土遺物

第 1遺物包含層からは弥生土器片の他、白磁や青磁の破片もあった。また、土鍋等も出土 している。
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遺物包含層出土遺物から玉 と土錘を図化 した。 (第 117図 表 18 写真図版 67)

管玉 654は 暗オ リーブ色を した蛇紋岩製 と思われる。長さは 2.3cm径 9mm。 内径 4mmの両面穿

孔である。D5グ リッドから出土 している。

ガラス玉 655は青みの強い透明である。長さ 3mm径 4mm内径 1.5mm。 孔は正円ではなくやや歪

む。D5グ リッドから出土 している。

土錘 392は残存長 4.Ocm最大径 1.7cm内径 5mm。 体部にスタンプではなく道具による渦巻き文を

施文する。C2グ リッドから出土 している。

土錘 416は 最大径部分で欠損 し、残存長 3.8cm最大径 2.3cm内 径 4mm。 残土中より発見 した。

土錘 391は 完形で全長 4.8cm径 0.6～ lcm内径 3mmo C2グリッ ドから出土 している。
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第 117図  4区第 1遺物包含層 遺物実測図
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土錘 413は最大径部分で欠損 し、残存長 3.6cm最大径 0 9cm内 径 4mmo C4グ リッ ドか ら出土 し

ている。

土錘 (404)は残存長 1.8cm最大径 1.lcm内 径 3mmo C4グ リッドから出土 している。

土錘 (427)は残存長 2cm最大径 lcm内径 3mmo D4グ リッドから出土 している。

土錘 (415)は完形で全長 2 4cm径 1.0～ 1.2cm内径 4mmo D4グ リッドから出土 している。

土錘は 392・ 416の太 く長いタイプ、391・ 413・ 404・ 427の細 く長いタイプ、415の細 く短い

タイプの 3分類できる。出土点数が少 /A‐ いのでタイプ別の出土傾向はまでは分からない。

第 4項 4区第 2面遺構と遺物

15号墳  (第 119・ 120図  表 18・ 19 写真図版 45・ 68)

位置 B4・ 5グ リッ ドに位置 し、微高地上に立地する。

検出状況 表土掘削完了の段階で周溝が薄 く見えていた。遺構精査を行ったところ、円形の周清を検

出した。SD0556、 SD0557に壊されてお り、後世の影響を受けている。周溝内側の平坦面の精査を行っ

たが、主体部の掘方は検出できなかった。

調査区北壁で トレンチ調査を行い、主体部断面を探 したが水平堆積が続きここでも主体部の掘方は

検出できなかった。

遺構形状 。規模 16号墳 ―周溝は幅 1.00～ 1,74m、 検出面か らの深さは 0.42mで 断面形状 は逆台

形を呈する。周溝外周で直径 12.30mが復元できる。内径は 9.50mと なる。

雄積状況 周清は上下 2層の堆積をしている。 1層は黒褐色砂質土で 2層 は黒褐色シル トであ り、下

層のほうが粒度が細か くなっている。断面にはかかっていないが、20cm大の礫が中段で多 く見 られ

た。

出土遺物 古墳時代に下る土器は見られない。 1層から甕 (154・ 155)が 出土 した。2層 から甕 (156・

157)、 壷 (158)が 出土 した。いずれも細片からの復元 となる。 (第 120図 )

154は頸部に貝殻文を施す。口縁部は外反 してヨコハケを行 う。時期は因幡・伯者 V-3様 式併

行に比定される。

155の口縁部は外に肥厚 して内傾 し、5条の凹線を施す。時期は因幡・伯者V-2様 式併行 に比定

される。

156の頸部は強 く屈曲し、口縁部は内側に肥厚 して面を作 り、 2条の凹線を施す。肩部には 2列の

刺突文を施す。時期は因幡・伯者Ⅳ-3様式併行に比定される。

157の口縁部はやや外傾する。時期は因幡・伯者Ⅳ-3様 式併行に比定される。

158は頸部のみである。頸部には 4条の凹線を施す。凸部にはタテハケが残る。備前か らの搬入

品の可能性がある。時期は因幡・伯者Ⅳ-3様 式併行に比定される。

帰属時期 図示できた遺物はいずれも弥生時代中期～後期であ り、他の周構内出土遺物片の観察でも

土師器片は見 られず、弥生土器ばか りである。古墳築造時期は不明である。 1～ 3区の古墳群の時期

と大きくずれることはないと思われ、古墳時代中期～後期 と推定される。
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第 120図  15号墳周溝 遺物実測図

SB10 (第 121・ 122図  表 18・ 19 写真図版 45)

位置 C4グリッドに位置する。SB10-Plが S114の南端を壊す形になる。

検 出状況 S114床面 断割 り時 には、SB10-Plは 遺構 で はな く、土層 の落 ち込 み としていたが、

S110-P2、 P3と 等間隔で並ぶことから再精査を行った。結果 として SB10-Pl～ P6を柱穴 として桁行

2間 ×梁行 1間を掘立柱建物跡 と想定 した。

P3が他よりも浅 く、P6は形状が他 と異なることから桁行 1間 X梁行 1間の可能性もある。

柱間寸法は Pl・ P2・ P4・ P5間では 2.40～ 2.60mで ほぼ等間隔 となるが、P2-P3間 ではやや短

く2.05mと なる。また、Pl― P3と 平行に P4-P6を 想定するとP6では柱の想定位置がピット中

心から大きくずれてしまう。 (第 122図 )

遺構形状・規模 桁行 2間 ×梁行 1間 とした場合、4.50× 2.60mに なる。各柱穴の規模は以下のと

お り。

SB10 Pl 円形で 0,72× 0,65m。 断面形状は有段 U字形で検出面からの深さは 0.43m。 黒褐色シ

ル トの中央に黒褐色粘質上の柱痕が入る。 これらの上層に黒褐色砂質土が覆 う。

SB10-P2 楕円形で 0.66× 0.56m。 断面形状は盤形で検出面からの深さは 0.33m。 黒褐色砂質土

単層である。

SB10-P3 円形で 058× 0.57m。 断面形状は椀形で検出面からの深さは 0.26m。 黒褐色砂質土単

層である。

SB10-P4 円形で 0.77× 0,73m。 断面形状は U字形で検出面からの深さは 0.47m。 上下 2層 で土

色は黒褐色シル ト。下層はより黒味の強い黒褐色シル トブロックを含む。

SB10-P5 楕円形で 0.59× 0.53m。 断面形状は U字形で検出面からの深さは 0.48m。 黒褐色シル

ト単層である。P4下層 と同質である。

SB10 P6 楕円形で 1.25× 0.89m。 断面形状は皿形で検出面か らの深さは 0.24m。 黒褐色シル ト

単層である。

雄積状況 典型的な柱穴を示すのは Plである。そのほかは単層である。P4は 2層 としたが、窪み

に溜まったような状況であるので実質単層 としてよいと思われる。

154
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出土遺物 図示できる遺物は無い。

遺構の性格と帰属時期 桁行 2間 ×梁行

SB10-Plが S114を 壊していることから、

大まかな判断しかできない。

1間の掘立柱建物跡である。時期を特定できる遺物が無いが、

S114埋没後の時期となるので弥生時代後期前葉以降という

ド

埓

＼

　

ノ

SB10-Pl

君巨芦
響      響  型     響

聴
憂穏琶9尋1構 ′キ懇 |と誹

ややお質ブロック状にやや多く含む

SB4 0-P4                               sBl o～ P5
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第 121図 SB10 遺構図

(S=1:40)         2m

-225



S113 (2.1123・ 124図  表 18・ 19 写真図版 45・ 68)

位置 C5・ 6グ リッドに位置する。微高地上に位置するが、後背地 との比高差はほとん どない。

検出状況 3区 -4区 間の道路部分が残っていた段階では大きな土坑が推定されたが、平面形状は不

定形であ り、竪穴住居跡 とは認識 していなかった。その後、道路部分にも調査範囲が広がるが、道路

構築時の影響で遺物包含層は無 く、遺構面まで削平されている状況だった。全体に再度の遺構精査を

行ったところ、壁周清を検出し、この時点で竪穴住居跡 と認識できた。

遺構北側はヤー ド部分にも続 くものの SD0559に 壊されてお り、遺構の肩は検出できない と判断 し

て拡張 しての調査は行わなかった。

住居床面からは壁周溝 とS113 Pl～ P6を検出 した。Pl・ P3・ P4・ P5が主柱穴であ り、柱 間寸法は 220

～ 2.30mで ほぼ等距離を示 している。 (第 124図 )

SB10

SBI O― P2        」'

O

第 122図  SB10柱穴 エレベーション図
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P6は 中心土坑だが、炭化物および焼土を顕著には検出していないが、土坑の南側に焼上の広がり

を検出した。

Ｎ祥
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遺構図①
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遺構形状・規模 隅丸方形で、東西は 5.20m、 南北はカクランで壊されているが推定で 5.30m。 東

側では検出面と床面の段差は 0.10m程 度である。

S13-P6 S13璧周溝

49500m

49 9Э Om  S19璧 曰鴻

―

G

S113

S13-璧同月  49500m

―

(S三刊:4)

160

第 124図 S113 遺構図②
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堆積状況 遺物包含層は無く、回場整備客土および道路盛土が堆積しており、埋土は不明である。

住居内遺構 各遺構は以下のとおり。

S113-Pl 楕円形で 0.78× 0.58m。 断面形状は盤形で床面からの深さは 0。 15m。 黒褐色シル ト単層

である。

S113P2 円形で0.39× 0.35m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.09m。 黒褐色シル ト単層で

ある。

S113P3 円形で 0.44× 044m。 断面形状は有段 U字形で床面からの深さは 0.18m。 黒褐色シル

ト単層である。

S113-P4 楕円形で 0.63× 0.57m。 断面形状は盤形で床面からの深さは 0.23m。 黒褐色シル トの中

心に黒褐色粘質土の柱痕が入る。これらの上層を黒褐色シル トが覆う。

S113-P5 円形で 0.64× 0.58m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.18m。 黒褐色シル ト単層で

ある。

S113P6 楕円形で 1.07× 0.89m。 断面形状は U字形で床面からの深さは 0.29m。 上下 2層で上

層は黒褐色シル ト、下層は黒色粘質土である。

S113-壁周溝 断面形状は椀形で検出面からの深さは 0.22m、 床面からは 0,09cm。 黒褐色シル ト単

層である。

出土遺物 遺物は細片のみで復元図示できたのは蓋 (159)、 器台 (160)で ある。(124図 )

159は ほぼ完形である。つまみ部は貫通し、裾部は緩く屈曲し端部は丸くなる。時期は因幡・伯者

V-3様 式、岩吉Ⅲ期新併行に比定される。

160は 脚部が 1/4ほ ど残る。脚裾部は肥厚して面を作り、5条の凹線を施す。時期は岩吉Ⅲ期新併

行に比定される。

遺構の性格と帰属時期 中心土坑があり、4本の主柱穴と壁周溝を有する竪穴住居跡である。

帰属時期は破片から弥生時代後期後半と推定される。

S114 ('密 125。 126図  表 18・ 19 写真図版 46・ 69)

位置 B4グリッドに位置する。微高地の肩に立地する。

検出状況 遺構精査の段階から炭化物を含む埋土を検出し、竪穴住居跡と認識して調査を行った。北

東隅を SD0586に、南端を SB10に壊されている。

床面からは S114 Pl～ P4を検出した。いずれも浅く、柱穴にするには深さが足りないように思わ

れる。また、配置にも偏りがあり柱穴とするには根拠が弱い。床面も締まってはいるが、硬化はして

いない。1層の貼り床を確認した。

遺構形状・規模 隅丸方形で東西 3.20m、 南北 2.50mと やや東西が広い。検出面から床面までの深

さは 0.12～ 0.16m。

雄積状況 黒色シル トで貼り床を行う。埋土は炭化物を少量含む黒色砂質土単層である。

住居内遺構 各遺構は以下のとおり。

S114-Pl 円形で0.28× 0.28m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.05m。 黒褐色シル ト単層で

ある。

S114P2 楕円形で 0.39× 0.28m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0,08m。 黒褐色シル ト単層
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である。

S114-P3 楕円形で 0.47× 0.31m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.07m。 黒褐色シル ト単層

である。

S114-P4 楕円形で 0.54× 0.42m。 断面形状は有段皿形で床面からの深さは 0.07m。 黒褐色シル ト

単層である。

出土遺物 第 126図 に示すように床面に土器片が散在 していた。器種は甕と壷である。また、破

片の一部が SI H出 土遺物と接合している。このうち復元図示できたのは甕 (162・ 163)、 壷 (161・

164)で ある。
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第 125図  S114 遺構図
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161は無顕壷で離れた 2点出土破片で復元できた。口縁部は短 く屈曲し、端部を丸 くおさめる。

頸部より lcm下に穿孔が 2穴並んでいる。体部は強く屈曲して算盤玉形を呈し、屈曲部には刺突文

を 1列施し、一部では 2列になる。時期は因幡・伯者Ⅳ-2様式併行に比定される。

Ｎキ

凡例

● 壺

■ 甕

(S=」 :40)

ち ‖
働W(蛉ヾ

G｀ 161

164

(S=1:4)

第 126図 S114 遺物出土 ドット図 S114 遺物実測図
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162は 底部のみである。底径は 7cmで ある。時期は岩吉 Ⅱ期古併行に比定される。

163は 3点から接合 した。頸部は「く」の字に屈曲 し、口縁部は外傾 して口縁端部は内側に肥厚 し

て面を作 り、2条の凹線を施す。時期は因幡・伯者 V-1様 式併行に比定される。

164口縁部は外反 して口縁端部は内傾 して面を作る。その面に刺突文を施す。また、日縁部内側の

平坦面に 3個一組の孔を施す。残存部分では 90度の位置で貫通する組 と凹みの組が並んでいるので

復元すると対面同士で貫通する組、凹みの組になると思われる。顕部には 3条の凹線を施すが、 1
周の終点でやや乱れる。時期は岩吉 I期併行に比定される。

遺構の性格 と帰届時期 小型の堅穴住居跡である。または、方形土坑 とするほうが正 しいかもしれな

い。生活の痕跡が乏 しい反面、床面には土器片が散在 していることから、臨時的な使われ方が想定で

きる。

帰属時期は床面出上の土器から弥生時代中期後半か ら後期前葉 と推定される。

S115 (第 127図  表 18・ 19 写真図版 46・ 69)

位置 C4グ リッ ドに位置する。後背地に立地する。

検出状況 土器片を含む埋土があ り、竪穴住居跡 と認識 して調査を行った。先行 して調査を行 った

SD0555の壁面に皿状の落ち込みを確認 した。

床面からは S115 Pl～ P5を検出した。いずれ も浅 く、柱穴にするには深さが足 り/h― いよ うに思わ

れる。 しか し、P2と P3は住居の隅に位置 し、軸を通 した場合に住居肩 と平行になることか ら柱穴

の可能性がある。P4は平面形状から柱穴 とは判断 しに くく、対になる柱穴は SD0555に 壊 されてい

ると考えられ、主柱穴の復元はできない。 床面は締まっているものの、硬化まではしていない。 1

層貼 り床を確認 した。

遺構形状・規模 残された部分から判断すると隅丸方形で東西 3.30m、 南北は SD0555に壊されてお

り、2.60m以上に /d― る。検出面から床面までの深さは 0。 13～ 025m。

雄積状況 黒褐色シル トの貼 り床を行 う。埋土は黒褐色シル ト単層である。

住居内遺構 各遺構は以下のとお り。

S115-Pl 円形で 049× 0.25m以上。断面形状は皿形で床面からの深さは 0.07m。 黒褐色 シル ト

単層である。北側を SD0555に破壊される。

S115-P2 円形で 0.43× 0.42m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.10m。 黒褐色シル ト単層で

ある。

S115P3 円形で 0.55× 048m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.08m。 黒褐色シル ト単層で

ある。

S115P4 円形で 1.23× 062m以上。断面形状は皿形で床面からの深さは 0.08m。 黒褐色シル ト

単層である。北側を SD0555に破壊される。

S115-P5 円形で 044× 0.43m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.10m。 黒褐色シル ト単層で

ある。

出土遺物 床面から甕 (165)が 出土 している。

165の 口縁部は短 く外反 して口縁端部を内側に肥厚させて面を作る。日縁部調整はナデである。時

期は岩吉 Ⅱ期古併行に比定される。

-233-



遺構の性格 と帰届時期 小型の竪穴住居跡または方形土坑である。床面の硬化が見られず、顕著な焼

土も無いことから臨時的な施設 と考えられる。

帰属時期は床面出上の土器から弥生時代後期前半 と推定される。

S116(第 128～ 131図  表 18～ 20 巻頭図版 5 写真図版 46・ 69)

位置 B2・ 3、 C2・ 3グ リッドに位置する。後背地に立地 し、S112の 下に存在する。

検出状況 S112検 出時に焼土や炭化物が下層からの出上であると判断 したため、先行 トレンチを再

掘削 し、遺構の肩を検出 した。S112と は東壁 と南壁をほぼ同 じくし、西壁は 092m、 北壁は 0.46m

それぞれ内側へ小さく/d― っている。

埋土中および床面か らは焼土 と炭化材が出土 している。第 127図 に濃い網掛けで示 しているのが

焼土の銅囲である。焼土の分布をみるとやや北側に偏って集中している。図示 している範囲は大き /d―

塊で残っている部分のみを示 しているが、小さな焼土塊を含めても北側への偏 りは見 られた。炭化材

は住居内の全範囲で検出し、同じく大きな塊を図示 している。 これら炭化物の大部分が柱材であった

が、北側の STr 3に かかる部分では他に比べて薄い炭化物がある。 これは壁材 として使われた板材の

炭化物 と思われる。焼上の多さと炭化物の出土状態からから焼失住居 と思われる。同じく薄い網掛け

で石の範囲を示 している。 これは比熱により割れている状態で検出できた。

床面か らは S116 Pl～ PHを 検出 した。平面位置か ら柱穴は Pl、 P3、 P5、 P8が想定できるが、

P5か らは下半部が壊れて上半部が座っている甕が出上 してお り、焼失時に柱が立っていた とは考 え

られない。よって、 この組み合わせは成立 しない と判断 した。断面形状では P3、 P6、 P7が柱穴 の

様相を呈 している。 この 3本 と対になる柱穴は、P6-P7間 の距離からすれば P3-P2が 距離 とし

ては合 う P2も 考えられる。その場合 4本の組み合わせが遺構肩に対 して南に寄って しまい、平面位

置からPlの方が安定すると思われる。平面 と断面を合わせて考えた場合、柱穴の組み合わせは Pl、

P3、 P6、 P7と /1~る 。 この場合でも Pl― P3間 とP6-P7間 では距離に違いがあ り、台形状になっ

て しまう問題があるものの、 この 4本を主柱穴 と想定する。柱間寸法は Pl― P3間が 2,70m、 P6

-P7間 が 140m、 P7-Pl間 が 340m、 P6-P3間 が 350mと なる。 (第 130図 )

Pllは S116の ほぼ中央に位置するが、顕著な被熱痕や炭化物は確認でき/1-い。 日常的に炉 として

の使用は考えられない。

床面は締まりが強いものの、硬化は見 られない。床面には 1層の貼 り床がされていて、貼 り床か

らは高邪が出土 している。

遺構形状 。規模 やや各辺に丸みを帯びた隅丸方形。東西 5.30m、 南北 5.20m。 検出面か らの床面

までの深さは 009～ 0。 12m。

堆積状況 締まりの強い黒褐色砂質上で貼 り床が行われている。その上面を砂流の細かい締まりの弱

い黒褐色砂質土が覆っている。S112の貼 り床の可能性もあるが、さらにその上を黒褐色シル トが覆 う。

焼土や炭化物の多 くは黒褐色砂質土に含まれる。第 128図 に示す炭化物 と焼上の範囲は濃密に残 る

部分を残 して貼 り床を掘削 して測量 したものである。黒褐色シル トから上は S112の床面 となる。

住居内遺構 各遺構は以下のとお り。

S116 Pl 楕円形で 0.62× 0.48m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.09cm。 焼土塊・炭化物

含む黒褐色砂質土単層である。
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S116-P2 楕円形で 0.69× 0.58m。 断面形状は V字形で床面か らの深さは 0.14m。 炭化物を多 く

含む黒褐色砂質土単層である。

S116-P3 楕円形で 0.65× 058m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.17m。 上下 2層 で上層

は炭化物を多 く含み焼土は少量含む黒褐色砂質土である。下層は含まない黒褐色砂質土である。

S116-P4 円形で 0,25× 0.18m以 上。断面形状は V字形で床面か らの深さは 0.17m。 黒褐色砂質

土単層である。

S116-P5 楕円形で 0.53× 0.41m以 上。断面形状は椀形で床面か らの深さは 0.16m。 黒褐色砂質

土単層である。

S116-P6 楕円形で 0.59× 046m。 断面形状は有段 U字形で床面か ら深 さは 0.20m。 ほぼ同質の

埋土で 3層 に分かれる。第 2層が柱痕 となっている。

S116-P7 円形で 0.49× 0.48m。 断面形状は皿形で床面から深さは 0.09m。 焼土塊・炭化物を微量

含む 2層である。黒褐色砂質土の中心に白味の強い黒褐色砂質土が柱痕で入る。

S116P8 円形で 0.59× 0.57m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.08m。 炭化物・焼土塊をや

第 129図  S116柱穴
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や多 く含む黒褐色砂質土単層である。

S116P9 円形で 0.56× 0.23m以 上。断面形状は皿形で床面からの深さは 0.06m。 炭化物含む黒

褐色砂質土単層である。

P5か らは甕 (166)が 口縁部か ら体部にかけてほぼ完形を保つ一方で、体部から底部にかけては破

片 となって同一遺構内から出土 している。住居焼失時にはピットに座っていた可能性がある。

(第 132図 )

出土遺物 高邪 (167)が 貼 り床から口縁部を上にする状態で出土 している。精査を行 ったが遺構掘方

は検出できなかったので貼 り床掘削時に取上げを行 った。出土状況から住居掘方掘削後貼 り床作成時

に埋納されたと考えられる。その他床面からは甕や壺、蓋が破片で出土 している。 この うち復元図示

できたのは甕 (166)、 高必 (167)、 蓋 (168。 169)、 打製石命 (170)で ある。 (第 131・ 132図 )

凡例

●  壺
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石範囲
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第 130図  S116 遺物出土 ドット図
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166ほ ぼ半分復元できた。頸部は「く」の字に屈曲して口縁部は内傾し、下端部を下方に丸く突出

させて面を作る。面には 5条の凹線を施す。体部最大径が中央やや上にあり、球形となる。底部は平

底で 5.8cmを 図る。頸部のやや下には刺突文を施す。時期は因幡・伯者V-2様 式、岩吉Ⅱ期古～

Ⅲ期新併行に比定される。

168           169

m

170

φ
第 131図 S116 遺物実測図
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167は完形である。郷部は鉢状であ り、日縁部が短 く外傾する。脚部は太 くやや内湾 して延びて、

裾が広がる。調整は全面 ミガキである。見込みは焼失時の影響か全面ススが付着する。時期は因幡・

伯者V-3様 式併行に比定される。

168のつまみは貫通 しない。裾端部を面取 りし、角を明確にしている。床面出土であ り、焼失時の

影響で内面が全面ススを受けている。時期は因幡・伯者V-3様 式併行に比定される。

169は 完形である。つまみは貫通 しない。 168と は異な り、端部は丸 くおさめる。 168と 同様床面

出土であ り、焼失時の影響で内面が全面ススを受けている。時期は因幡・伯者 V-3様 式併行に比

定される。

170は 緑色千枚岩製の打製石斧である。器面は風化で摩滅が著 しく剥離面は不明瞭、側縁は細かな

ステップ状剥離が多数みられ、台石を使用 して整形されたと思われる。形状は非対称で縦斧 として使

用が想定される。

遺構の性格 と帰届時期 焼失 した竪穴住居跡である。床面に高邪が埋納されていることや炉や床面の

状況からは日常的な使用はうかがえない。また、遺構の配置を見てみると S116を 中心に廃棄土坑や

小型竪穴住居跡が取 り囲むようになってお り、S116が 特別 /1-施設であることが推定できる。

帰属時期は床面出土の高郷か ら弥生時代後期 と推定される。Sl1 2出土土器 とは時期差がほ とん ど

な く、S116焼 失後す ぐに同じ場所で拡張されて建替えられたと推定される。

S117(第 133図 表 18・ 19 写真図版 47)

位置 Bl・ 2グリッドに位置する。後背地に立地する。

検出状況 炭化物を含む埋土を検出して竪穴住居跡 と認識 して調査を行った。遺構北側は SD0555に

壊されているが、対岸にも遺構が続 くように思われ SD0555を挟んでセクションを残 して掘削を行っ

た。対岸 も埋土は同質ではあるが、平面形状や浅 くなだらかに落ちてい く断面形状から判断して別遺

構の SK0636と した。

床面からは S117 Pl～ P3を検出した。断面形状からは P2が柱穴になる可能性があるが、他の遺

構による破壊で主柱穴の復元はできない。

また、床面か らは 10cmほ どの炭化木材が出土 している。床面等 に顕著 /d― 炭化物や焼土は見 られ

ないが、埋土には炭化物が多 く含まれる。床面は締まっているものの硬化はしてい /3-い。床面には 1

層の貼 り床を確認 した。

遺構形状・規模 北側 と西側が遺構や トレンチで破壊されているので残った部分から判断すると方形

が推定できる。規模は東西 2.10m以 上、南北 2.10m以上 となる。検出面から床面までの深さは 0.H

～ 0.16m。

堆積状況 砂粒の粗い黒褐色砂質土で貼 り床を行 う。埋土は炭化物をやや多 く含む黒褐色砂質土単層

である。

住居内遺構 各遺構は以下のとお り⑤

S117-Pl 楕円形で 046以上 × 0.31m。 断面形状は有段 U字形で床面か らの深さは 0.25m。 黒褐

色砂質土単層である。

S117P2 楕円形で 0,31× 026m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.07m。 黒褐色砂質土単層

である。
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S117P3 楕円形で 029× 0.24m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.08m。 黒褐色砂質土単層

である。

出土遺物 小片しか出土しておらず図示できるものは無い。

遺構の性格と帰属時期 遺構の大部分が破壊されているのが、残存部分から小型の竪穴住居跡または

方形土坑と判断できる。他の小型堅穴住居跡と同様に臨時的な施設と考えられる。
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帰属時期は遺物から判断できないが、他の小型竪穴住居跡と似たような性格をしていることから同

様の時期と推定できる。

凡例
■ 甕

▲

牲  i lS l汁③  ,2m
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承 172
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遺物実測図第 134図 S118 遺物出土ドット図
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S118 (第 133・ 134図  表 18・ 19 写真図版 47・ 69)

位置 Cl・ 2グ リッ ドに位置する。後背地に立地する。

検出状況 遺構面精査が 1回では判断できず、複数回にわたって精査を行 ったところ遺構をようや

く検出できた。

床面か ら S118 Pl～ P4を検出した。遺構断面か らは Plが柱穴 と思われるが、位置が住居跡の中

心方向へずれてお り柱穴 とするには無理がある。その他の P2～ P4は 位置 としては柱穴 となるが、

いずれも浅 く、柱穴 とするには無理がある

床面は締まっているものの、硬化はしていない。床面には 1層の貼 り床を確認 した。

遺構形状・規模 隅丸方形で東西 320m南北 300m。 検出面から床面までの深さは 014～ 0.24m。

堆積状況 黒褐色砂質土で 1層貼 り床を行 う。埋土は炭化物を少量含む黒褐色砂質土単層である。

住居内遺構 各遺構は以下のとお り。

S118 Pl 円形で 039× 035m。 断面形状は有段 U字形で床面か らの深さは 0.13m。 黒色シル ト

の中心に黒褐色シル トが柱痕で入る。

S118P2 楕円形で 0.52× 019m以上。断面形状は皿形で床面からの深さは 0.07m。 黒褐色シル

ト単層である。

S118-P3 楕円形で 0,38× 0.28m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0,06m。 黒褐色シル ト単層

である。

S118-P4 楕円形で 0.40× 0.34m。 断面形状は皿形で床面からの深さは 0.08m。 黒褐色シル ト単層

である。

出土遺物 床面には土器片が散在 している。破片は甕 と低脚部である。 このうち復元図示できたのは

甕 (171・ 174)、 低脚部 (172・ 173)で ある。 (第 134図 )

171の頸部は強 く屈曲 し、日縁部は外反 して立ち上がる。口縁端部は内側に肥厚 して 1条の凹線

を施す。時期は岩吉 Ⅱ期古併行に比定される。

172は 171と 固まって出土 している。低脚甕 と思われる。接合部に指頭圧痕が明瞭に残る。時期

は因幡・伯者Ⅳ-2様 式併行に比定され、 171と は別個体 と思われる。

173の低脚部は完形である。内面はケズリによって角が明瞭に残る。接地部も段差が明瞭に見られ

る。外面はナデである。底部外面にはミガキが見 られる。台付甕の脚部 と思われる。時期は因幡 。伯

者Ⅳ-3様 式併行に比定される。

174ほぼ完形に復元できた。頸部は「く」の字に強 く屈曲し、日縁部は外傾 してやや内湾する。日

縁端部は内側に摘み上げられる。平底の底部は 4cmを 計 り、焼成後穿孔を施す。時期 は因幡 。伯者

Ⅳ-3様 式併行に比定される。

遺構の性格 と帰属時期 小型の堅穴住居跡 または方形土坑。S118も 臨時的な施設 と考 えられる。

S112と 同様に穿孔土器が出土 してお り、また S112・ 16を取 り巻 く小竪穴住居跡群の中では一番丁寧

な造 りがされていて祭祀色の強い施設 と思われる。

帰属時期は床面出土の土器から弥生時代中期後半 と推定される。

SD0555(第 135・ 136図 表 18・ 19 写真図版 47・ 70)

位置 4区調査区を南東から北西に斜めに横断する。微高地 と後背地の境界に立地する。
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検出状況 第 1面調査時は遺構ではな く、土層の落ち込みと見ていたので溝の認識は無かった。その

後、断割 りを行ったところ南側で遺構の立ち上が りが確認できたので改めて溝 と認識 して調査を行っ

た。STr.4以西では、第 1面完掘時の第 2包含層堆積のラインと溝の北側肩がほぼ一致する。STr.4

以東では検出ラインと溝は乖離 してい く。第 1面検出遺構の SD0526は埋土の一部 と思われる。

STr.2-STr.3間 と STr.4-STr.5間 には 10～ 30cm大の礫が集中 していた。分布状況では護岸の

ような施設が壊れた様相は確認できず、流れの緩 くなった部分にとどまっているような印象を持って

いる。 (第 135図)こ の礫の集注 している部分の上流側に当たる砂礫層からは須恵器が出土 している。

他にも弥生土器が出土 していることから長い期間にわたって流路 として存在 していたことを示 してい

る。

遺構形状・規模 幅は 1.20～ 190mで緩やかに蛇行 しながらほぼ直線的に流れている。検出面から

の深さは 0.45m。

堆積状況 掘削を進めると、上層は砂質土であるが、中段以下になると直径 2～ 3cmの礫石を多 く

含む層が堆積 している。また、粘質のあるシル ト層も堆積 してお り 1～ 3区で見られた溝 とは異なり、

自然流路の堆積を示 している。複数の砂礫層があることから長期間にわたって流路になっていたこと

が推定される。

出土遺物 図化できたのは甕 (175)と 須恵器の高台不 (176・ 177)、 lTh蓋 (178)で ある。須恵器は、

図化は出来なかったものの、破片が多数下層の砂礫層から出土 している。また、弥生土器も破片 とし

て多 く出土 している。 しか し、弥生時代 と古代の中間に当たる土器は見られない。 (第 136図 )

175は肩から 1段下がったところから出土 している。体部下半のみである。器壁は薄 く、外面は

ハケメ、内面はケズリの調整 となる。時期は因幡・伯者V-2～ 3様式併行に比定される。

176の 回縁部は直線的に立ち上が り、日縁端部はやや玉縁状になる。時期は中村編年Ⅳ型式 1段

階に比定される。

177の回縁部は内湾 して立ち上が り、端部付近でやや肥厚する。高台部はやや内側にすばまる。時

期は中村編年Ⅳ型式 1段階併行に比定される。

178は 砂礫層に散 らばるように出土 し、7片が接合 した。天上部はヘラ切 り後ナデている。高位で

屈曲し、直線的に口縁部端部に至る。口縁端部は細 く尖る。時期は中村編年Ⅳ型式 1段階併行に比

定される。八頭町郡家の下坂 4号窯から類似品が出土 している。 *(1)

遺構の性格 と帰届時期 堆積の状況から自然流路 と思われる。複数の砂礫層の堆積から長期間にわ

たって流路 となっていたことがうかがえるが、出土遺物に時期差があることから一時期廃絶 していた

可能性 もある。また、 この溝は S115、 S117を 破壊 してお り、幅が現状 と同じであったならば、少 /d―

くともこの 2棟の竪穴住居跡よりは時期が下ることになる。帰属時期は弥生時代後期後半から古代 と

してお く。

*(1)郡家町文化財報告書 10『下坂窯跡群』郡家町教育委員会 1988.3

SP0549 (第 137図  表 18・ 19 写真図版 47・ 70)

位置 Clグリッドに位置する。

検出状況 Tr.8に かかって検出 した。SP0550と 隣接 して検出 した。断面観察の結果、SP0549が

SP0550を 破壊 してお り、先行 して掘削を行った。
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第 137図  SP0549 遺構図

高邪 1個体 (179)が 出土 している。

遺構形状・規模 円形で長軸 0.68m短軸 0.38m以上。断面形状は有段 U字形で検出面からの深さは

013m。

雄積状況 黒褐色砂質上の単層である。

出土遺物 179は郷部が鉢状を呈する。日縁部は外反 し、下端部を突出させる。下端部には凹線を 1

Z<ナ

=幸

十 一

(S=1:4)

第 138図  SP0552 遺構図
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条施 し、突出を強調 している。不部外面では横方向のミガキがみられる。脚部は外部全面 ミガキ とな

る。脚部は接合部から緩やかに広がる。時期は岩吉Ⅳ期併行に比定される。

遺構の性格 と帰属時期 ピットである。帰属時期は出土遺物から古墳時代初頭 と推定される。

SP0552 (第 138図  表 18・ 19 写真図版 47・ 70)

位置 Dlグ リッドに位置する。

検出状況 STr.2に かかって検出した。

遺構形状・規模 楕円形で長軸 0.55m短軸 027m以上。断面形状は有段 U字形で検出面からの深さ

は 020■ l。

雄積状況 黒褐色砂質土の単層である。

出土遺物 甕 (180)が 出土 している。

180の頸部の屈曲は強 く、口縁部は外反する。口縁端部はさらに外反する。時期は岩吉Ⅳ期併行に

比定される。

遺構の性格 と帰属時期 ピットである。帰属時期は出土遺物から弥生時代終末期 と推定される。

SK0566(第 139図 表 18・ 19 写真図版 47・ 70)

位置 D6グ リッドに位置する。東端は道路部分のカクランに破壊されている。

検出状況 上面のカクランを除去 した後掘削を行った。 4分割で掘削を行ったが、遺物の出土も無 く、

断面記録後残 り部分の掘削を行ったところ、南西隅に遺物が集中して出土 した。埋土には炭化物が含

まれるが、遺構壁面や底部に熱を受けた痕跡は見 られない。

遺構形状・規模 隅丸方形で長軸 2.51m以上、短軸 1.67m。 断面形状は有段皿形で検出面からの深

さは 0.27m。

堆積状況 直径 2～ 3cmの炭化物を微量含む黒褐色砂質土単層である。

出土遺物 復元図示できたのは甕 (181)で ある。

181は 口縁部が外傾 し、3条の凹線を施す。時期は因幡 。伯者V-2様 式併行に比定される。

遺構の性格 と帰属時期 土坑である。帰属時期は出土遺物から弥生時代後期前半 と推定される。

SK0574(第 140図 表 18～ 20 写真図版 47・ 70)

位置 B5グリッドに位置する。遺構東端がヤー ド部分に続 く。

検出状況 平たい石が遺構底にあり、その近 くに土器片が出土 している。

遺構形状・規模 北東隅の遺構肩が回つているので清ではなく土坑 と判断した。平面形状は精円形で

ある。長軸は 1.45m以 上、短軸は 0.91m。 断面形状は皿形で検出面からの深さは 0.17m。

雄積状況 黒褐色砂質土単層である。

出土遺物 復元図示できたのは甕 (182・ 183)、 砥石 (184)で ある。

182は平面図にあるように北側の破片が接合 した底部である。底径は 5cmを計 り、体部は球形に

なる。時期は因幡 。伯者 V-2様 式併行に比定される。

183は 同じく南側の破片が接合 した。頸部の屈曲は緩 く、口縁部は外傾 して口縁部下端は肥厚する。

日縁部全体に丸みを帯びる。時期は岩吉Ⅶ期古併行に比定される。
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184は砂質頁岩製の砥石である。円礫を素材として砥面を 2面作出し、長軸方向にわずかに傾いた

使用痕が走る。

遺構の性格と帰届時期 土坑である。帰属時期は 183の時期から古墳時代前期前半と推定される。
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第 139図  SK0566 遺構図
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SD0586(第 141図 表 18・ 19 写真図版 48)

位置 B4グ リッドに位置する。微高地上に立地する。

検出状況 北西から南東に横断している。北西側は調査区外へ続いている。高低差等から南東が上流

になると思われる。

遺構形状・規模 幅 0.39～ 0.61m。 ほぼ直線的に流れている。断面形状は皿形で検出面からの深さ

は 014m。

雄積状況 埋土は炭化物を少量含む黒褐色砂質土単層である。

出土遺物 細片が多く図化していないが、北西側に集注して土器片が出土している。器種は壼、甕、

高不があった。

遺構の性格と帰属時期 清である。帰属時期は出土遺物から弥生時代後期と推定される。

SK0592(第 141図 表 18・ 19 写真図版 48・ 70)

位置 B4グリッドに位置する。微高地上に立地する。

検出状況 南東側に層位では 3層上面に土器片の集中を検出した。

遺構形状・規模 不整形で長軸 1.45m、 短軸 0.86m。 断面形状は盤形で検出面からの深さは 0.23m。

雄積状況 黒色シル トの堆積の後、黒色砂質土が堆積している。遺物はこの黒色シル トの上面に集注

している。

出土遺物 破片がもろく、復元できたのは甕 (185)だ けである。

185の口縁部は直立し、日縁端部はやや外反して丸くおさまる。肩部上位に波状文を施す。時期は

岩吉V期併行に比定される。

遺構の性格と帰属時期 土坑である。帰属時期は出土した甕から弥生時代終末期と推定される。

SK0614(第 142図 表 18・ 19 写真図版 48)

位置 B3グ リッドに位置する。微高地辺縁部に立地する。SK0615南側に隣接し、これを破壊する。

検出状況 平面精査では SK0615と 隣接して検出した。遺構埋土は似通っていたが、ブロックや炭化

物の入り方からそれぞれを区別し、SK0614が勝っている状況が見えたのでこちらを先行して掘削を

行った。

浅い皿状の遺構で遺物片が数点出土している。

遺構形状 。規模 不整形で長軸 2.36m短軸 1.59m。 断面形状は皿形で検出面からの深さは 0.15m。

雄積状況 シル トをブロック状に含む砂質土で炭化物を少量含む黒褐色砂質土単層である。

出土遺物 細片のため図化はできなかったが、甕の口縁部や体部が出土している。

遺構の性格と帰属時期 土坑である。帰属時期は出土遺物から弥生時代後期と推定される。

SK0615(第 142・ 143図 表 18・ 19 写真図版 48・ 70)

位置 B3グ リッドに位置する。微高地辺縁部に立地する。SK0614北側に隣接し、これに破壊される。

検出状況 SK0614完掘後掘削を行った。遺構検出時は S114、 S115、 S117、 S118と 共に S116を 取り

巻く小竪穴住居跡の一つと認識していた。掘削を進めると締まった床面は検出できず、また他が方形

なのに対して円形であることもあって住居ではなく土坑として認識を改めた。当初は 3層上面で土
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器片が散らばっている状況があ り、ここで遺構底部を検出したと考えていた。 しか し、遺物を取 り上

げてい くとまだ下層に土器の出土が続いてい く様相が見え始めた。 ここで南北に先行 トレンチを設定

し断割 りを行いさらに 20cm以上の掘削が可能 と分か り、再度掘削を行った。結果、断割 り前の掘削

では盤状であった遺構が、完掘時にはす り鉢状になることが確認できた。遺物の出土量 も上層ほどで

はないが、下層からも多 く出上 している。

遺構形状・規模 楕円形で長軸 3.85m短 軸 2.58m以上。断面形状は V字形で検出面か らの深さは

0.44rn。

堆積状況 上層にあたる 1・ 2層 と下層の 3層 に分かれる。第 1層 は黒褐色砂質土で炭化物は含まない。

第 2層 は黒褐色シル トで炭化物を微量含む。下層の第 3層 は炭化物多 く含む黒褐色シル トである。

出土遺物 土器片が多 く出土 している。多 くは甕の体部片で口縁～肩部、肩部、高郭の口縁部が出土

している。復元図示できたのは壺 (186)と 甕 (187)で ある。 (第 143図 )

186の肩部から頸部はほぼ水平になり、頸部は「く」の字状に屈曲する。日縁部は外傾 し、口縁部

短は外反する。時期は岩吉Ⅶ期古併行に比定される。

187の頸部は lcmほ どの直線部を持ってか ら屈曲する。口縁部は内湾気味に外傾 し、 口縁端部は

内側に肥厚する。時期は岩吉Ⅶ期古 ～新併行に比定される。

遺構の性格 と帰屈時期 土坑である。遺物出土量が多 く、廃棄土坑の可能性がある。帰属時期は出土

遺物から古墳時代前期前半 と推定される。微高地辺縁部に立地 し、後背地から見ると窪まった状態が

良 く見えることから S112方 向からの視線を意識 した土坑の可能性 も考えられる。4区で見 られる面

積の大きな土坑は皿状を呈 しているが、SK0615だ けがす り鉢状であ り他の土坑 とは性格が違 うと思

われる。 これ らは他の遺構よりも時期が新 しくなることに起因するものと思われる。

SK0615

SK0616

。           (S=コ :4)

188

舞子143[雪  SK0615・ 0616
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遺物実測図
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SK0616(第 142・ 143図 表 18・ 19 写真図版 48・ 70)

位置 B3グリッ ドに位置する。微高地辺縁部に立地する。

検出状況 埋土中に土器片が見える状態で検出した①浅い土坑である。

遺構形状・ 規模 隅丸方形で長軸 094m短軸 0。 74m。 断面形状は盤形で検出面からの深さは 0 1lm。

堆積状況 シル トをブロック状に多 く含む黒褐色砂質土単層である。

出土遺物 壺 (188)が 復元図示できた。 (143図 )

188の 口縁部は外反 して日縁短部上面は平坦面を有する複合口縁を形成する。時期は因幡・伯者Ⅵ

-2様 式併行に比定される。

遺構の性格 と帰屈時期 土坑である。帰属時期は出土遺物か ら弥生時代終末期が推定される。

SK0620(第 144・ 145図 表 18・ 19 巻頭図版 8 写真図版 48・ 49。 69。 70)

位置 C3グ リッドに位置する。S116の 東側の後背地に立地する。

検出状況 第 2包含層掘削時から遺物が集中していることが分かっていた。S116東 側に立地 してお

り、S116検 出のための遺構面精査を数回行った影響で、遺物が遺構から浮いた状況になっているが、

本来は少 し頭が出るくらいに収まっていたものと思われる。

遺物は浅い土坑に平た く潰れた状態で折 り重なるようにして出土 している。 144図の平面図上段が

甑除去前の出土状況である。甑と高必や甕など同一回体 と思われる土器片を除去 したのが平面図下段

の甑除去後の出土状況である。甑の下から甕が潰れた状況で出土 した。

遺構形状・規模 隅丸方形で長軸 167m短軸 155m。 断面形状は皿形で検出面からの深さは 0.06m。

堆積状況 黒褐色砂質土の単層である。上層の甑 と下層の甕の間にも同質の土が薄 く入つてお り、一

気に埋まった様相を示 している。

出土遺物 復元図示できたのは上層から甑 (189)、 甕 (190)、 高郷 (191)、 下層から甕 (192)で ある。 (第

145図 )

189は 接合復元できたのは 60%ほ どであるが、同一個体 と思われる破片 もまだあ り、口縁部か ら

体部にかけてはほぼ完形であったと思われる。残存高で 36cm、 日径は 32.8cmが 復元できる。口縁

部は外反 して口縁端部下に肥厚 して内傾する。体部最大径部分に別成形の角状突起を付ける。角状突

起は下向きになってお り、突起の上面はナデ調整を行 うが、下面は調整が粗いままである。縄等の擦

過痕跡は見られない。略図にあるように突起は体部に対称に付いているが、突起同士を結ぶ線は中心

を通 らない。 また、装着用に開けた孔を粘土で埋めた形跡が現状で 3箇所残っている。埋め戻 しを

挟んで突起の反対側には埋められていない孔があ り、突起が剥離 した痕跡であれば突起は 4方 に付

いていたことになる。その場合、突起は突起同士を結ぶ線が直角ではな く、斜めに交差するように 4

個付いていたと思われる。孔の対面が欠損 してお り、孔があるか、突起が付 くかの確認はできない。

また、埋め戻 しは焼成前に行われてお り、 どういった意図かは不明である。時期は山陰型甑に先行す

る弥生時代後期前半であ り、いわゆる「甑形」では鳥取県最古の出土であると松井潔氏の指摘をいた

だいた①また、甕 とセットで出土 していることも使用状況を復元できるとして評価いただいている。

190の 頸部は緩やかに屈曲し、口縁部は外傾 して回縁部下端をつまみ出して面を作 り、6条の凹線

を施す。頸部の下に刺突文を施 している。時期は岩吉Ⅲ期新併行に比定される。

191の邪部の口縁部は大きく外反する。脚部は太 く、直線的に降 りた後屈曲して脚裾部に至る。調
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甑除去前

甑除去後

第 144図  SK0620 遺構図
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o            (S=コ フ0           20cm

第 145図 SK0620 遺物実測図
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整は全面 ミガキである。時期は岩吉Ⅲ期古併行に比定される。

192復元 したが、底部が抜けている状態である。残存高で 37.6cmを 計 り大型の甕である。口縁部

は内湾 しなが ら立ち上が り、口縁部下端は下に突出する。面には 7条の凹線を施す。時期は岩吉Ⅲ

期新併行に比定される。

遺構の性格 と帰属時期 廃棄土坑である。遺物の復元状態はほぼ完形であり、浅い土坑に並べ られて

いた可能性 もあるので、性格 としては埋納遺構に近いと思われる。また、S116に 隣接 して立地する

ことから S116と 共に祭祀的な性格も有 していると思われる。

総 じて甑の型式変化は緩やかであり、甕 と甑の時期差は使用頻度の差であろうと、松井潔氏も指摘

されている。

出土状況において甑片 と甕片は上下関係を持 っているが、組み合わさっていたようには思われな

かった。

帰属時期は出土遺物から弥生時代後期後半 と推定される。

SK0625(第 146・ 147図 表 18019 写真図版 50・ 71)

位置 C3グリッドに位置する。S116の 南東側に立地する。

検出状況 埋土中に多数の土器片があ り、土坑 として調査を行った。4分割で掘削を行ったが、土器

を残 しつつ狭い鞄囲を掘削するのに苦労 した。また、深さが予想以上に深 く、50cmに 達 したので、

遺物の記録を取 りなが ら上層・下層の 2段階で残る部分の掘削を行った。 この上層 と下層は特に層

位が分かれるということは無 く、先行 して掘 り上げた部分に残る土器の高さで分けただけである。

遺物では、甕が口縁部を横から潰された状態で出土するなどしていたが、 1個体が固まって出土す

るような様相は見せていない。

遺構形状・規模 隅丸方形で長軸 1.66m短軸 1.23m。 断面形状は逆台形で検出面か らの深さは

0.51■1。

堆積状況 ブロックの含み方で詳細に分ければ数層になるかもしれないが、大差ないので 1層 とし

て調査 した。黒褐色砂質土で炭化物を微量に含み、土器片を多 く含む単層である。

出土遺物 復元図示できたのは、甕 (193・ 194・ 195。 196・ 197)、 壷 (198)で ある。 (第 147図 )

193の口縁部は緩やかに外反する。頸部には刺突文、肩部には縦に長い波状文を施す。時期は因幡・

伯者Ⅵ-1様 式、岩吉Ⅳ期併行に比定される。

194の口縁部は外反 して、口縁部下端部を突出させる。面の沈線をナデ消 している。頸部の下には

波状文を施 している。時期は岩吉 V期古併行に比定される。

195の口縁部は内傾 して口縁部上端は外反する。面には 13条の凹線を施す。頸部には波状文を施す。

時期は因幡・伯者Ⅵ-2様 式併行に比定される。

196の口縁部は外反 して端部を丸 くおさめる。日縁部はナデである。頸部には刺突文を施す。時期

は因幡・伯者Ⅵ-1様 式、岩吉Ⅳ期併行に比定される。

197の顕部は強 く屈曲し、日縁部は肥厚 して直立する。口縁部上端はやや外反する。口縁部の調整

はナデである。時期は因幡・伯者Ⅵ-1様 式併行に比定される。

198は直口壺である。日縁部はやや内傾 して立ち上がる。口縁端部は丸 くなる。頸部には 2個並

んだ孔が貫通する。時期は因幡・伯者Ⅵ-1様 式、岩吉Ⅳ期新併行に比定される。
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遺構の性格と帰属時期 廃棄土坑である。遺物は細片が多く、完形に復元できるものは無かった。壊

れた土器を廃棄した土坑と文字通りの性格だろう。

帰属時期は出土した遺物から弥生時代終末期と推定される。ほぼ同一時期の遺物なので、短期間の

使用と思われる。

O          (S三 刊:4)         20cm

第 147図 SK0625 遺物実測図

SK0653(第 148図 表 18・ 19 写真図版 49。 71)

位置 C2グリッドに位置する。S116の南側に立地する。

検出状況 中心に土層観察用のセクションを残して 2分割で掘削を進めた。南側では遺物の出土も

無く掘削が進んだが北側では出土が多く、柱として残しながらの掘削となった。掘削は 1層 。2層を

終えたところで二段掘方の上坑ではないかと思われた。しかし、壁面に土器片が埋没している状況か

ら土器を掘り出すように掘削を進めたところ、3層にあたる部分が掘削可能と分かり、完掘に至った。

1・ 2層では出土の少なかった南側でも遺物の出土が多くなり、最終的には北側には劣るものの同じ

ような出土となった。

遺構形状・規模 隅丸方形で長軸 2.22m短軸 1.Hm。 断面形状は逆台形で検出面からの深さは 0.52m。

雄積状況 3層に分層できる。いずれも黒褐色シル トで質は良く似ているが、下層になるにつれて黒

味と粘質が増している。

出土遺物 復元図示できたのは甕 (199・ 200)、 高邪 (201)で ある。

199の口縁部は緩やかに外反して全体に器壁が厚くなる。口縁部下端にはハケメが残る。時期は因

幡・伯者V-3様 式併行に比定される。

194

197
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200の頸部は「く」の字に屈曲 し、日縁部は内湾気味に立ち上が り、日縁端部を丸 くおさめる。内

側は日縁端部から頸部まで緩やかな段を持ちながら直線的につながる。但馬からの搬入の可能性があ

る。時期は但馬V-4様 式で、因幡・伯者Ⅵ-1様 式併行に比定される。

201は 邪部のみである。郷部は丸みを帯びた邦状で口縁部は屈曲して直線的に伸びる。口縁端部に

は 3条の凹線が施される。時期は岩吉Ⅵ期併行に比定される。

遺構の性格 と帰属時期 廃棄土坑である。時期差 としては明確には分けられないが、遺物の出土量の

差 と埋土の状況から上層 と下層で 2時期に分けられる。

帰属時期は出土遺物から弥生時代後期後半から古墳時代初頭 と推定される。

SP0656 (2.● 149図  表 18019 写真図版 49・ 71)

位置 C2グリッドに位置する。S116南側に立地する。

検出状況 遺構検出時から甕の口縁部が露出していた。遺構半載後、この甕を残すように掘削を行っ

た。

甕は西側 2片 と東側 1片 に分かれてお り、当初は口縁部がそのまま横か ら押 し潰されていると思

われた。 しか し、東側は口縁端部が上向き、西側 2片は口縁端部が下向きで倒立 した状態が復元で

きた。 この口縁部は同一個体であ り、意図的に据えられていたとするならば何 らかの意味を持つ と思

われる。

遺構形状・規模 円形で長軸 0.83m短軸 0.75m。 断面形状は椀形で検出面からの深さは 0.24m。

ノ

ノ

♀~――~十――キ~―___堡主五L聖±_____ェ _____二登Fm

o          (S三」:20)         lm
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ゝ
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第 149図  SK0656 遺構図
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堆積状況 黒褐色砂質土の単層である。

出土遺物 上記の状態で出土 した甕 (202)がある。

202の 口縁部はやや外傾 し、口縁部下端を肥厚させる。面には 4条の凹線を施す。時期は因幡・

伯者V-2様 式併行に比定される。

遺構の性格 と帰属時期 ピットである。口縁部が意図的に据えられていたのならば、S116の 南側で

廃棄土坑の中間地点に立地することも考慮すると祭祀的な性格が強い と思われる。

帰属時期は出土遺物から弥生時代後期 と推定される。

Ｎ将
ゝ

準

/

O           (S=1:4)          20om

o         (S=コ :20)         lm

第 150図  SK0686 遺構図

SK0686(第 150図 表 18・ 19 写真図版 49。 71)

位置 C4グリッドに位置する。S115の 南側に隣接して立地する。

検出状況 埋土に土器片を含むことを遺構検出時に確認した。埋上の上のほうからも遺物は出土する

が、下のほうがより多く出土している。

遺構形状・規模 楕円形で長軸 1.04m短軸 0.85m。 断面形状は盤形検出面からの深さは 0.21m。

堆積状況 炭化物を少量含む黒褐色砂質上の単層である。

出土遺物 復元図示できたのは器台 (203)と 器台の脚 (204)で ある。

203は脚部のみである。脚部はハの字状に開いて緩やかに屈曲して稜を作 り、脚裾部は緩やかに外

反する。時期は因幡・伯者Ⅵ-1様式併行に比定される。

204は筒部を欠く。口縁部は屈曲して外反する。口縁部下端にわずかに段を設ける。脚部はハの字

状に開いて屈曲して稜を作 り、脚裾部は外反 して端部を丸くおさめる。時期は因幡 。伯者Ⅵ-2様

49300m

―

A'塑 饗

49300m
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式併行に比定される。

遺構の性格 。帰属時期 廃棄土坑である。立地からすれば S115に 付属する遺構と思われるが、出土

遺物に時期差があり、関連はないものと思われる。

帰属時期は出土遺物から弥生時代終末期と推定される。

o       (S=」 :3)     10cm

第 151図  第 2包遺物含層 遺物実測図

第 2遺物包含層出土遺物

磨製石斧 (205)を 図化 した。 (第 151図  表 20 写真図版 71)

205は頁岩製の磨製石斧である。極めて細身で刃部は折れにより欠損、折れ面はオーバーシュー ト

(ウ ー トウルパッセ )様である。端面には敲打痕跡 と思われる荒れがみ られ、基部を叩いてノミとし

て使用されていたとうかがわせる。補助調査員藪野は大阪府東大阪市瓜生堂遺跡の方形周清墓の濠か

ら、穿孔土器 と供伴する同様の磨製石斧を見てお り、形状、サイズともに極めて類似 していると指摘

している。用途 としては穿孔具 としての石ノミの可能性がある。SK0615近 くの遺構面から出土 した

が、遺構に伴っていないので遺物包含層出土遺物 として扱った。
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第 5項 4区小結

4区では第 1面、第 2面 と分けて調査を行 ったが、遺物包含層の見極めが不十分で本来なら第 1

面で検出するべき遺構を第 2面調査時に検出することに /d― ってしまった。

表 17は記述の中で取 り上げた遺構 出土 の遺物の併行関係を表 したものであ る。最古の遺構 は

S118、 S114で あ り、SD0555を除 くと SK0615が 最新の遺構 となる。 15号墳 ―周清出土遺物は弥生

時代中期～後期の遺物であり、明らかに古墳築造年代 と異なることから周溝埋没時に周囲から流れ込

んだもの と思われる。

表 の 中で切 り合 いか ら前後 関係 を把握 で きる ものは、S112と S116、 S115と SD0555で あ る。

SD0555は 出土須恵器の年代か ら S115、 S117を 壊 したのは古代の時期 とすることもできる。S112と

S116は 上下になってお り、前後関係は確かである。 この建替えの時期は出土遺物か ら因幡・伯者 V

-3様 式併行期、すなわち弥生時代後期後葉 と考えられる。

この因幡・伯者 V-3様 式併行期に着 目す ると遺構を以前、以後の 2時期に分けることができ、

S118か ら SP0656と S112か ら SK0615の 2群に分けられる。

弥生時代後期後葉以前の遺構を見てみると S118と S114が 同時期に存在 し、廃絶後 S115と S116が

同時期に存在する。また、S116に 伴って SK0620、 SK0656が存在するという姿が復元できる。

弥生時代後期後葉以後の遺構では S112と S113が同時期に存在 し、S113の 存続時期は短期間だが、

S112は 弥生時代終末期に至るまで存在 し続けている。S112に 伴 う廃棄土坑は SK0653と SK0625と

なるだろう。SK0615は S112廃 絶後になるので S112と の関連はないだろうが、微高地の先端に位置

することに別の意味があると思われる。

SB10は 出土遺物による時期特定はできないが、S114を 壊 していることか ら弥生時代後期後葉以降

のグループとなる。また、SD0555に平行に建つ ことから溝に関連する建物の可能性 も考えられる。

弥生時代後期後葉の画期の要因として考えられるのは第 2遺物包含層である。S112と S116の 時期

差を考慮すると短時間で形成されていることが推測できる。八東川の近 くに存在することを考える

と、弥生時代後期後葉に洪水があ り、 この洪水で溜まった層が第 2遺物包含層になったとすること

ができると思われる。

4区の変遷を復元すると以下のように /d― る。河岸の微高地を自然堤防としてその後背地に集落が形

成された。弥生時代後期後葉に決水があ り、その後ふたたび後背地に集落が形成された。以後、集落

の中心は別の場所に移るが、微高地上は古墳群が形成される墓域になった。そ してその後、微高地の

後背の自然流路が利用された。 このような復元が可能 と思われる。 (入江 )
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表-17 4区遺構消長表

因幡 ,伯蓄
Ⅳ V Ⅵ

2 3 2 3 2

岩吉編年 I Ⅱ芭 Ⅱ新 Ⅲ古 Ⅲ漸 Ⅳ V Ⅵ Ⅶ

S118

S114

15号墳―周溝

SK0620
S115

S116

SD0555 中村Ⅳ型式 1段階
SK0566
SK0574
SP0656
S112

S113

SK0653
SP0552
SK0625
SK0686
SK0592
SK0616
SP0549
SK0615
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表 18 4区遺構一覧表

遺構番号 遣粘性格 面 所属遺楠 長軸(m) 短Il(m)
の深き(m)

平面形 断面形 埋土 備考

ピット 相円形 U字形 褐色砂質上

)513 ピット 不整形 U字 形 黒褐色砂質土

P ピット 脩円形 不整皿形
上層 灰黄褐色砂質土

下層 黒褐色砂質土

15 ピット 05C 円 形 al形 黒褐色砂質土

ピット 看円形 不整盤形
上層 黒褐色砂質土

下層 黒色ンルト

ピット 04 ヨ形 皿形 黒褐色砂質土

ピット ¬形 皿形 黒褐色ンル ト

坑 有段lL形 無褐色砂質土

,P ピット 脩円形 腟形 黒褐色砂質上

溝状 鰹形 黒 4LJ色 砂質■

)522 脩円形 阻形 黒褐色砂質土

)523 ピット 糖円形 充形 黒褐色砂質土

ピット 01( 脩円形 碗形 黒褐色シル ト

)525 ピット 出形 V宇形
上層 にぶい黄褐色砂質土

下層 灰黄褐色砂質上

D rfI 潜】犬 皿形 黒褐色砂質土

ピット 楕円形 税形 黒褐色砂質土

ピット 3 楕円形 死形 黒褐色砂質と

ピット 桁円形 IL形 黒Fg.色 砂質士

ピット 03イ 楕円形 El形 黒褐色砂質土

)531 ピット 脅円形 不整皿形 熙褐色砂質土

〕532 ピット C3・ D3 04( 脅円形 不整 In形 黒褐色砂質土

)533 ピット 宥円形 U字形 黒褐色砂質土

ピット 02モ ヨ形 皿形 黒褐色砂質上

)535 ビット ■形 肯段 U宇形 黒褐色シル ト

■坑 091 骨円形 有段 U字形 黒褐色砂質土

)537 ピット 肴円形 椀 形 黒褐色fJ/質 土

ピット 〕2・ C2 ヨ形 m形 黒褐色r1/質 土

0539 ピット
'2

01 者円形 盤 形 黒褐色砂質土

,P 0540 ビット 01 精円形 U字形 黒褐色砂質土

,P ピット 精円形 盤 形 黒褐色砂質十

011 楕円形 盤形 黒褐色砂質土

0543 ピット 017 脩円形 不整盤形 黒褐色砂質土

0544 ビット 円形 Ill形 黒褐色砂質土

0545 ピット C2 021 精円形 U字形 黒褐色砂質士

土 坑 不整形 有段 U字形

上層 黒褐色砂質土

中脳 暗褐色砂質土

下層 黒褐色Fj/質 土

ピット 楕円形 U字形 黒褐色砂質土

ピット 円形 究形 黒褐色砂質土

ピット 円形 有段U字 形 黒褐色砂質土

ピット 円 形 皿形 ミ褐色砂質土

ピット 橋円形 皿 形 熙褐色砂質土

ピット 精円形 有段 U字形 黒掲色シル ト

0553 皿 形 黒褐色シルト

土坑 不整形 皿 形 黒褐色シル ト

Bl・ 2・ 3・ C3・

4 5 D5・ 6
嵩状 有段 U字 形 図面参照

溝 た状 椀形 黒lg色砂質上 カクラン

055フ 椀 形 黒褐色砂質土 カクラン

上坑 看円形 盤形 黒掲色砂質土

脅状 皿 形 黒褐色砂質土 カクラン

ビット 将円形 Il形 黒褐色砂質土

ピット
'5

精円形 肛形 黒褐色砂質t

,P )562 ピット ,6
1血

形 黒褐色砂質■

SP )563 ピット
'6

0 惰円形 V字形 梨TL色砂質土

SK こLIIl 024^ fTu丸 方形 El形 架褐色砂質 上

SP ピット 031 楕円形 皿形 略褐色砂質土

)566 上坑 隅丸方形 守段 IHt形 黒褐色砂質北

SP )56ア ピット 精円形 死形 黒褐色rj/質 ■

ビット 精円形 ミlgl色 ンルト
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遺構番号 営絡性格 面 所属遺構 長軸(m) 短Hll〈 m)
の深 さイm)

平面形 断面形 埋 土 備 考

ピット 2 】5 ■形 免形 黒褐色シル ト

iK )570 生坑 】4 5 01Z 宥円形 写段∪字形 黒掲色シルト

IP )571 ピット 宥円形 守段U字形 黒褐色シルト

IP ピット 精円形 宛形 黒掲色ンル ト

ピット 2 〕5 067 青円形 宛形 黒掲色シルト

'K

)574 土坑 35 C5 145^ 精円形 肛形 黒褐色砂質土

土坑 方形 卜整皿形 黒褐色砂質上

)576 土坑 不整形 肛形 黒褐色砂質土

)577 ピット 35・ D5 橋円形 V字形 灰黄褐色砂質土

,P )578 ピ ッ 楕円形 隆形 黒褐色砂質上

IP ピット 看円形 皿形 黒褐色砂質土

,P )580 ピット ■形 守段 U字形 黒褐色砂質土

ピット ■形 宛形 黒褐色砂質土

,P )582 ピット 楕円形 宛形 黒褐色シル ト

,P ピット 者円形 皿形 黒褐色砂質と

,P )584 ピット 00( 僑円形 死形 灰黄褐色砂質土

ピット 惰円形 腟形 黒褐色砂質と

〕586 鴻 01 潜状 皿形 黒褐色砂質圭

〕587 土坑 106^ 不整形 有段 U字形 黒褐色砂質と

〕588 ピット 楕円形 鰹形 黒褐色砂質土

ピット 033^ 楕円形 上台形 黒褐色砂質土

ピット 円形 冗形 黒格色砂質上

,P ピット 看円形 苑形 黒褐色砂質土

;K 土坑 14t 不整形 隆形
上層 黒褐色砂質土

下層 黒色シルト

〕593 031 脩円形 U字形 黒褐色砂質土

,P )594 ピット 03Z 円形 不整椀形 黒褐色シル ト

,P 〕595 ピット 箔円形 El,杉 黒褐色砂質土

,P 1596 ピット 03, 00( 脩円形 皿形 黒褐色砂質土

脩円形 Il形 黒褐色シル ト

1598 ピット 021 格円形 有段 U字形 黒褐色シル ト

1599 ビット 01 格円形 死形 黒褐色砂質土

'600
ピット 01( 橋円形 死形 黒褐色シル ト

ピット ε3・ 4 楕円形 U字形 黒褐色シル ト

1602 ピット ε4 01 格円形 亮形 黒褐色砂質土

,P ピット ε3・ 4 円形 売形 黒褐色砂質土 エレベ作成

土坑 06i 桁円形 曽台形 黒褐色ンル ト

ピット ε4 01( 楕円形 宛形 肇褐色シルト

'606
ピット 楕円形 U字形 ミ褐色ンル ト

ピット 021 橋円形 免形 黒褐色シル ト

1608 ビット 稽円形 完形 黒褐色ンル ト

ピット 情円形 有段血形 ミ褐色ンルト

ピット 021 円形 免形 票褐色ンル ト

1611 ピット 05( 01( 格円形 写段 U宇形 ミ褐色ンル ト

1612 ピット 糖円形 写段 U字形 R褐色ンルト

ピット 034^ 楕円形 不整血形 ミ褐色ンルト

)614 土坑 01 不整形 皿形 壁褐色砂質土

土坑 258^ 糖円形 El形 ミ褐色シルト

'616
土坑 目丸方形 艦形 ミ褐色砂質土

ピット ε3 O 楠円形 完形 ミ褐色砂質土

ピット ε3 011 楕円形 完形 欝昂色シル ト

ピット ε3 01 橋円形 充形 ミ褐色ンル ト

'6⊇

O 上坑 偶丸方形 Il形 ミ褐色砂質土

,P ピット ε3 円形 宛形 ミ褐色ンル ト

'622
ピット 円形 免形 鷺褐色ンル ト

,623 ビット ε3 03( 補円形 亮形 ミ褐色ンル ト

,P ピット 円形 冗形 ミ褐色砂質土

土坑 ε3 051 隅丸方形 曽台形 R褐色砂質土

ピット ε3 楕円形 先形 黒褐色ンル ト

ピット ε3 糖円形 El形 ミ褐色ンル ト

,P

'628
ピット 楕円形 U字形 ミ褐色シル ト
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遺構番号 遺構性格 面 所属遺構 長軸(m) 短TH(n)
確 認 山か ら

平面形 断面形 埋 土 lln考

,P ピット 楕円形 蒐形 黒褐色シルト

)630 ピット 橋円形 盤形 黒褐色砂質■

ピット 円形 椀形 黒褐色ンルト

ピット 補円形 皿 形 黒色砂質士

)633 土坑 3・ D3 楕円形 盤形 黒褐色砂質土

ピット 楕円形 催形 黒褐色ンルト

土坑 2 隅丸方形 有段皿字形 天黄褐色砂質上

七坑 不整形 皿形 黒褐色砂質上

ピット 2 ,2 038^ 格円形 有段 U字形 黒褐色砂質土

,P )638 ピット 066^ 精円形 有段 U字形 黒褐色砂質土

ピット 精円形 盤 形 黒褐色砂質上

ピット 円 形 盤形 黒褐色砂質上

ピット 〕2 絡円形 椀 形 黒褐色砂質上

)64' ピット 権円形 皿形 黒褐色砂質土

上坑 056～ 格円形 皿形 黒褐色砂質上

)644 ピット 07 楕円形 有段 U字 形 ミ褐色砂質土

)645 ピット 01, 格円形 皿 形 黒褐色砂賀上

P )646 ピット 円形 皿 形 黒褐色砂質■

P )647 ピット 箱円形 皿 形 ミ褐色砂質上

)648 ピット 01 縞円形 椀 形 ミ褐色砂賀土

)649 ビット 円形 皿 形 黒IPJ色 砂質土

P ピット 円形 血 形 黒褐色砂質土

P ピット 橋円形 椀形 黒褐色砂質土

ピット 01 円形 椀 形 黒褐色砂質土

)653 土坑 闘丸方形 逆台形 黒褐色ンル ト

)654 ピット 青円形 椀形 黒褐色砂質土

)655 ピット 青円形 椀形 ミ褐色砂質土

ビット )2 円形 椀 形 曇褐色砂質土

)657 土坑 不整形

)658 土坑 者円形

)659 土坑 不整形

土坑

'2

看円形 ll形 黒掲色 F17質 土

ピット )2 看円形 椀形 黒褐色砂質土

ピット 骨円形 椀形 黒褐色砂質土

ピット 行円形 椀形 黒褐色砂質土

'2・

D2 脅状

)665 ピット 者円形 盤形 黒褐色ンルト

ピット 告円形 椀 形 黒褐色砂質土

)66フ ピット ヨ形 皿形 黒褐色砂質上

ピット ヨ形 皿 形 黒褐色砂質上

】1・ 2 肯状 U字形 黒褐色砂質土

溝 31'Cl・ 2 鷺状 U字形 黒褐色砂質土

〕671 溝 U字形 黒褐色砂質上

滸 彎状 椀 形 黒褐色砂質土

,6フ 2 土坑 2 】2・ C2 不整形 皿形 黒褐色砂質土

土坑 寄円形 有段 U字形 黒褐色砂質土

〕674 ピット 信円形 有段盤形 黒llB色 砂質土

倒木痕

'5'6・
D5・ 6 博状 U字形 図面参照

ピット 看円形 U字形 黒褐色シルト

ピット ヨ形 皿 形 黒褐色シルト

,678 土坑 再丸方形 皿形 黒褐色シルト

ピット ヨ形 椀 形 黒褐色シルト

,680 ピット 者円形 有段 U字形 黒褐色シルト

ピット 着円形 盤形 黒褐色ンル ト

,P 〕682 ピット 者円形 不整皿形 黒褐色ンルト

ピット 精円形 椀 形 黒褐色砂質土

,684 ピット 者円形 皿 形 黒褐色ンルト

,P 〕685 ピット 01, 者円形 椀形 黒褐色ンルト

,686 土坑 宿円形 協形 黒褐色砂質土

ピット 看円形 盤 形 黒褐色砂質土
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遺稿番号 遺構性格 面 所属選樹 長軸(m) 短軸(m)
の深きイm】

平面形 断面形 埋 土 備考

ピット 34 C4 円形 有段 υ字形
上層 黒褐色砂質土

下層 黒褐色粘質土

ピット 楕円形 避形 黒褐色砂質土

ピット 円形 死形 黒褐色砂質士

ピット 円形 U字形 黒褐色ンル ト

ピット 楕円形 U字形 黒褐色シル ト

ピット 楕円形 皿形 黒褐色シルト

,2 竪穴住居 B2・ 3・ C2・ 3 隅丸方形 確形 図面参照

ピット 精円形 盤形 黒褐色砂質■

ピット C2・ 3 円形 肛形 黒褐色砂質土

ピット 楕円形 U字形 黒褐色砂質土

ピット 精円形 協形 黒褐色砂質土

ピット 精円形 盤形 黒褐色砂質土

ピット 円形 工形 黒褐色砂質土

ビット 12 )2・ 3 格円形 U字形 黒褐色砂質土

ビット 12 糖円形 宛形 黒褐色秒質土

ピット 栢円形 苑形 黒褐色砂質土

ビット 糖円形 建形 黒褐色砂質土

楕円形 碗形 黒褐色砂質土

2 ビット 071 楕円形 有段 U字形 黒褐色砂質土

ピット B2 C2 精円形 有段 U字形
F旨褐色砂質土

黒褐色シル ト

ピット 01 脩円形 盤 形
暗褐色砂質■

黒褐色砂質■

3 竪穴住居 465^ IIR丸 方形 皿 形 黒褐色砂質士

彗周溝 輩周潜 01 浩状 椀 形 黒褐色ンルト

ピット 01 脩円形 盤形 黒褐色シルト

ピット 円形 皿 形 黒褐色シルト

3 ピット 円 形 有段 U字形 黒褐色ンルト

ピット 橋
「

B形 盤 形 黒褐色シル ト

5 ピット 刊形 皿形 黒褐色ンルト

ピット 脩円形 U字形
上層 黒褐色シルト

下屑 黒色粘質土

翌穴住居 偶丸方形 盤 形 図面参照

ピット ■形 皿 形 黒褐色シルト

ピット
'4

楕円形 皿 形 黒褐色シル ト

ピット 楕円形 皿 形 黒褐色シルト

ピット 増円形 有段皿形 黒褐色シル ト

5 選穴住居 科丸方形 盤 形 図面参照

ピット ヨ形 皿 形 黒褐色シル ト
'D0555に

切 られる

ピット 司形 皿形 黒褐色シルト

3 ピット S115 0 Il形 皿形 黒褐色シル ト

ピット 062^ ヨ形 皿形 黒褐色シルト ,D0555に 切られる

ピット S115 ヨ形 El形 黒褐色シル ト

醒穴住居 32・ 3・ C2 3 再丸方形 盤形 図麗参照

ピット 12 3 看円形 El形 黒褐色砂質土

)⊇ ピット 脅円形 V字形 黒褐色砂質土

ピット 12 3 特円形 皿 形 黒褐色砂質土

ピット ■形 V字形 黒褐色砂質上

ピット 着円形 椀形 黒褐色砂質土

ピット 05( 青円形 有段U字形 黒褐色砂質上

ピット 04( ■形 皿 形 黒褐色V1/N質 土

ピット 〕2・ C2 司形 皿 形 黒褐色砂質土

ピット Il形 皿形 黒褐色砂質土

ピット 2 脅円形 U字形
黒褐色砂質土

暗褐色砂質土

ピット C2 膏円形 有段U字形 黒褐色砂質上

撃穴住居 2 Bl・ 2 203^ ●形 盤形 黒褐色砂質土

1 ピット 028´ 骨円形 有段 U字形 ミ褐色砂質土

ピット 031 管伊】形 皿形 黒褐色砂質土

2 ピット 2 B2 管円形 皿形 黒褐色砂質土

3 ピット 2 Bl・ 2 02( 告円形 皿形 黒褐色砂質土

讐穴住居 呂丸方形 盤形 ミ褐色砂質上
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遺構番号 鬱儲修格 面 所属遺構 Cnd 長軸(m) 短軸(m)
確認面から

平面形 断面形 埋土 備考

ピット 2 ヨ形 有段 w字形 黒褐色シル ト

2 ピット 2 S118 0, 楕円形 皿 形 黒褐色砂質土

3 ピット 2 t131 脅円形 皿形 黒褐色ンルト

ビット 2 楕円形 匝形 黒褐色砂質土

司清 周溝 2 15号墳 B4・ 5C4・ 5 溝状 曽台形 図面参照 翻墳 ftq査 区北側にのびる
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部
端

部
は

内
傾

し

て
面

を
作

る
。

4
S1
12
-P
7

弥
生

土
器
 

贅
32
5

25
2

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

艮
好

内
面
 

黒
色

外
面
 

橙
色
・

黒
色

内
面

国
頸

部
ナ

デ
、

以
下

は
ケ

ズ
リ
後

ナ
デ

。
外

面
口

頸
部

ナ
デ

、
以

下
は

ハ
ケ

メ
。

日
縁

部
は

外
反

し
、

日
縁

端
部

は
内

傾
し
て

面
を

形
成

し
て
5条

の
凹

線
を

施
す

。
肩

部
で

最
大

径
。

底
部

は
焼

成
後

剥
離

し
て

い
る
。

14
4

4
S1
12
-P
9

弥
生

土
器
 

蜜
Φ
lm
m大

の
砂

粒
含

む
内

面
 

に
ぶ

い
橙

色

●
tt
t 

ι
「

ズ
い

繕
名

内
面
国
頸
部
ナ
デ
、
頸
部
以
下
は
ケ
ズ

リ
。
外
面
口
縁
部
か

ら
肩
部
ま
で
ナ
デ
、
肩
部
以
下
ハ
ケ
メ
。

日
縁
部
は

く
の
字
に
屈
曲

し
肥
厚

し
て
外
傾
す
る
。
体
部
は
平
底
の
球
形
。
底
部
に
は
焼
成
前
穿
孔
を
施
す
。

4
11
7

管
玉

長
さ

幅
09

内
径
04

霰
色

凝
灰

岩
5Y
4/
3暗

オ
リ
ー

ブ
壁
面

研
磨

の
ち

穿
孔

、
買

通
す

る
。

両
面

安
孔

。

4
11
7

カ
ラ
ス
玉

長
さ
 3
0

幅
 4
0

内
径
01
5

ガ
ラ
ス
裂

Fし
は

II
R丸

三
角
形

4
11
7

土
錘

長
さ

△
40

幅
17

内
径

 0
〔

01
mm
以

下
の
砂
粒
少
量

01
～

5m
mの

礫
や
や
多
い

内
面
 

浅
黄

橙
色

●
t面

 
溝

苦
繕

缶

渦
巻

状
の

文
様

を
道

具
で

施
文

す
る

。

4
11
7

土
錘

長
さ

△
38

幅
23

内
径
04

01
mm
大

の
砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

褐
灰

色

外
面
 

褐
灰

色

最
大

径
部

分
で

欠
損

。

4
11
7

土
錘

長
さ

幅
 1
0

内
径
03

ゅ
lm
m以

下
の

砂
粒

少
星

長
射

内
面

外
面
 

黄
橙

色

完
形

。

4
11
7

土
錘

長
さ

△
36

幅
09

内
径
04

ゅ
lm
m以

下
の

砂
粒

少
量

貝
好

内
面

祉
面

 
ι/
勲

′、
斎

潜
角

最
大

径
部

分
で

欠
損

。

4
11
7

土
錘

長
さ

△
20

幅
 0
98

孔
径

03
7

精
良
 0
1m
m以

下
の

砂
粒

微
量

内
面
 

暗
褐

色

択
面
 

膳
湛

偽

1/
3ほ

ど
で

欠
損

。

4
土

鍾
長

さ
△
18

幅
11

内
径
03

ゅ
lm
mの

砂
粒

あ
り

長
野

内
面

外
面
 

浅
黄

橙
色

1/
3ほ

ど
で
欠
損
。

11
7

土
錘

長
さ

幅
 1
2

内
径
04

ol
mm
以

下
の

砂
粒

少
量

艮
射

内
面

外
面
 

灰
褐

色

完
形

。

4
15
号

墳
一

周
溝

1層

弥
生

土
器
 

甕

口
縁

部
△
55

ゅ
1～

2m
mの

砂
粒
含
む

内
面
 

に
ぶ

い
褐

色

択
面
 

阪
態

tt

対
薗

口
II
R部

ナ
テ

、
以

ト
ケ

ス
リ
。

外
向

回
縁

部
ハ

ケ
メ

後
ナ

テ
、

以
ト
ナ

ア
。

願
部

に
貝

殻
文

を
施

す
。

コ
縁

部
は

外
反

し
て

ヨ
コ

ハ
ケ

を
怖

す
、

4
15
号

墳
―

周
溝

1層

弥
生

土
器
 

甕

口
縁

部
△
53

12
3

ゅ
2m
m大

の
砂
粒
含
む

長
野

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

勺
面

口
頸

部
ナ

デ
、

以
下

は
ケ

ズ
リ
。

外
面

日
顕

部
ナ

デ
、

以
下

は
ハ

ケ
メ

。

願
部

は
緩

や
か

に
屈

曲
し
、

回
縁

部
は

外
に

肥
厚

し
て

内
傾

す
る

。
5条

の
凹

線
を

施
す

。

4
15
号

墳
―

周
溝

ク
層

弥
生

土
器
 

甕

口
綴

郎
△
75

ol
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

丙
面
 

緒
徹

/択
面
 

繕
徹

内
面

口
頸

部
ナ

デ
、

以
下

は
ナ

デ
。

指
押

さ
え

残
る
。

外
面

国
頸

部
ナ

デ
、

以
下

は
ハ

ケ
メ
。

頸
部

は
強

く
屈

曲

し
、

国
縁

部
は

内
側

に
肥

厚
し
て

面
を

作
り
、
2条

の
凹

線
を

施
す

。
肩

部
に

は
2列

の
刺

突
文

を
施

す
。

4
15
号

墳
―

周
溝

2層

弥
生

土
器
 

甕

口
縁

部
△
29

ol
mm
大

の
砂

粒
含

む
内
面
 
に
ぶ
い
褐
色

外
面
 
に
ぶ
い
橙
色

内
面
ナ
デ
、
外
面
ナ
デ
。

日
縁
部
は
や
や
外
傾
す
る
。
頸
部
に
煤
付
着
。



Ｎ 預 ふ

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
器

高
(c
ml

口
径
に
m)

底
径

(c
ln
l

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特
  

徴

4
15
号

墳
―
周
溝

2層

弥
生

土
器
 

壷

頸
部

△
57

ol
mm
大

の
砂

粒
含

む

好 面 面

良 内 外

に
ぶ

い
橙

色

灰
黄

褐
色

内
面

頸
部

ナ
デ

、
以

下
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
。

外
面

凹
線

施
文

後
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
。

頃
部

に
凹

線
を

施
す

。
一

部
タ

テ
ハ

ケ
メ

が
残

る
。

S1
13

弥
生

土
器
 

蓋
27

01
mm
以

下
の

砂
粒

多
量

01
～

3m
mの

礫
少

量
内

面
 

浅
い

黄
色

tt
百
 

湾
い

者
れ

内
面
は
ケ
ズ

リ
。
外
面
は
ミ
ガ
キ
。

9ま
み
部
は
員
通
す
る
。
裾
部
は
屈
曲

し
、
端
部
を
丸

く
お
さ
め
る
。

S1
13

弥
生

土
器
 

器
台

△
53

△
17
0

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 
に
ぶ
い
橙
色

外
面
 
に
ぶ
い
橙
色

内
面

は
横

方
向

の
ケ

ズ
リ
。

外
面

は
ミ

ガ
キ

後
ナ

デ
。

師
端

部
は

肥
厚

し
て

面
を

持
ち

、
5条

の
凹

線
を

施
す

。

弥
生

土
器
 

無
頸

壺
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
赤

褐
色

外
面
 

橙
色

内
面

国
縁

部
か

ら
屈

曲
部

ま
で

ナ
デ

、
屈

曲
部

以
下

は
ケ

ズ
リ
後

ナ
デ

。
外

面
口

縁
部

は
ナ

デ
、

以
外

は
ミ

ガ
キ

。

国
縁

部
は

短
く
屈

曲
し
、

端
部

を
丸

く
お

さ
め

る
。

頸
部

よ
り
lc
m下

に
穿

孔
が

あ
る

。
体

部
は

強
く
屈

曲
し
算

盤

玉
状

に
な

る
。

屈
曲

部
に

刺
突

文
を

施
し
、

一
部

は
2列

に
な

る
。

4
弥

生
土

器
 

底
部

△
12
1

△
70

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

艮
灯

内
面
 

黒
褐

色

tk
蒜

 
籍

偽
～

里
角

勺
面

は
ケ

ズ
リ
。

外
面

は
ミ

ガ
キ

の
ち

ハ
ケ

メ
調

整
。

4
弥
生
土
器
 
甕

14
2

0 
1 
5r
lm
の

砂
粒

含
む

内
面
 

橙
色

～
に

ぶ
い

橙

色 外
面
 

橙
色

～
に

ぶ
い

橙

符
～

濯
匠

缶

勺
面

は
ナ

デ
。

外
面

回
縁

部
か

ら
肩

部
ま

で
ナ

デ
、

以
下

は
ハ

ケ
メ

。

頃
部

は
く
の

字
に

屈
曲

し
口

縁
部

は
外

傾
す

る
。

口
縁

端
部

は
内

側
に

肥
厚

し
面

を
形

成
し
て
2条

の
凹

線
を

施
す

。

弥
生

土
器
 

重
01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

四
回

ナ
ア

、
外

ra
lナ

ア
。

国
縁
部
は
外
反

し
、
口
縁
端
部
は
内
傾

し
面
を
作

る
。
口
縁
端
部
の
面
に
刺
突
文
を
施
す
。
口
縁
部
内
面
平
坦
部
に

は
3個

と
組
の
穴
を
施
す
。
残
存
部
で
は
貫
通
す
る
組

と
凹
み
の
組
が
90
度

で
配
置

し
て
い
る
。
頸
部
は
3条

の
凹

Sl
1 
5

弥
生

土
器
 

甕
△
10
6

∠ゝ
14
7

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
射

内
面
 
橙
色

外
面
 
に
ぶ
い
橙
色
～
黒

回
頸

部
内

面
は

ナ
デ

。
頸

部
付

近
に

指
オ

サ
エ

残
る

。
肩

部
以

下
は

ケ
ズ

リ
。

口
頸

部
外

面
は

ナ
デ

。
頸

部
以

下
は

タ
テ

ハ
ケ

。
口

縁
部

は
短

く
外

反
し
、

端
部

を
摘

み
上

げ
る
。

S1
16
-P
5

弥
生

土
器
 

甕
30
0

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

艮
妊

内
面
 

浅
黄

橙
色

4k
面
 

溌
苦

緒
缶

勺
面

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

ハ
ケ

メ
、

以
下

は
ケ

ズ
リ
。

外
面

口
縁

部
ナ

デ
、

以
下

は
ハ

ケ
メ
。

肩
部

に
刺

突
文

。

瞑
部

は
く
の

字
に

屈
曲

し
、

国
縁

部
は

内
傾

し
て
5条

の
凹

線
を

施
す

。
口

縁
部

下
端

は
下

に
丸

く
突

出
す

る
。

S1
16

弥
生

土
器
 

高
郷

17
1

20
6

13
0

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

艮
町

内
面
 

黒
色
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

責
灰

色
 

淡
責

色

不
部
見
込
み
は
ミ
ガ
キ
。
外
面
は
全
面

ミ
ガ
キ
。
脚
部
内
部
は
ナ
デ
。
脚
端
部
は
ナ
デ
。

不
部
は
鉢
状
。
脚
は
太

く
、
裾
部
は
ハ
の
字
状
に
開

く
。

4
S1
16

弥
生

土
器
 

蓋
0 
0 
5m
rn
の

砂
粒

含
む

長
野

内
面

外
面
 
明
褐
灰
色
 
黒
色

内
面

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

。
外

面
つ

ま
み

部
は

ナ
デ

、
以

下
は

ミ
ガ

キ
。

ハ
の

字
に

広
が

る
。

口
縁

端
部

は
面

取
り
を

行
う
。

S1
16

弥
生

土
器
 

蓋
1■

2
浅

い
黄

橙
色
 

褐
灰

色
内

面
 

黒
色

外
面
 

に
ポ

い
首

給
色

勺
部
は
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
。
外
面
頂
部
は
ナ
デ
て
短
い
つ
ま
み
。
裾
部
は
ミ
ガ
キ
。

揺
端
部
は
内
傾

し
面
を
形
成
す
る
。

17
1

4
S1
18

弥
生

土
器
 

甕
△

9】
13
3

ゅ
lm
m以

下
の

砂
粒

少
量

ゅ
1～

3m
m礫

や
や

多
く
含

む

艮
射

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

朝
黄

橙
色

内
面

口
頸

部
ナ

デ
、

最
大

径
ま

で
ハ

ケ
メ

、
以

下
は

ケ
ズ

リ
。

外
面

は
ナ

デ
。

国
縁

部
は

外
反

し
て

立
ち

上
が

り
、

日
縁

端
部

は
内

側
に

肥
厚

し
、

1条
の

凹
線

を
施

す
。

17
2

4
Sl
1 
8

弥
生

土
器
 

短
脚

重

脚
部

△
39

ol
mm
以

下
の

砂
粒

多
量

01
～

3m
mの

礫
多

量

長
射

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
未

想
角

内
面

ケ
ズ

リ
。

外
面

ミ
ガ

キ
、

脚
部

は
ナ

デ
。

接
合

部
に

指
頭

圧
痕

。



Ｎ 預 釦

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
遺

物
図

番
号

図
版

番
号

別 種

種 器
器
高

(c
nl
l

国
径
に
m)

底
径

に
ml

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特

 
徴

17
3

4
S1
18

弥
生

土
器
 

台
邪

甕

短
脚

部
△
50

φ
15
mm
大

の
砂
粒
含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

に
ぶ

い
精

色

内
面
ケ
ズ

リ
。
外
面
は
ナ
デ
、
底
部
は
ミ
ガ
キ
後
ナ
デ
。

内
面

と
接
地
部
を
ケ
ズ

リ
、
鋭
角
な
角
を
有
す
る
。
外
面
は
緩
や
か
な
弧
を
描

く
e

4
S1
18

弥
生

土
器
 

甕
 

小
型

15
5

10
5

00
1～

lm
m大

の
砂

粒
含

む

支
射

勺
面
 

黒
褐

色

ホ
面
 
灰
褐
色
～
黒
色

内
面
口
頸
部
は
ナ
デ
、
頸
部
以
下
は
ケ
ズ

リ
。
外
面
口
頸
部
は
ナ
デ
、
体
部
は
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
。

国
縁
部
は
外
傾

し
、
国
縁
端
部
を
つ

ま
み
あ
げ
る
。
平
底
の
底
部
に
焼
成
後
穿
孔
。
上
半
部
に
煤
付
着
。

SD
05
55

弥
生

土
器
 

甕
 

体
部

74
-

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

艮
射

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

に
ぶ

い
橙

色

内
面

ケ
ズ

リ
、

外
面

ハ
ケ

メ
。

器
壁

は
薄

い
。

4
SD
05
55

弥
生

土
器
 

須
恵

器

高
台

郭
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

内
面
 

褐
灰

色

択
面
 

想
庁

衛

内
外

面
回

転
ナ

デ
。

国
縁

部
は

ほ
ぼ

直
線

的
に

立
ち

上
が

り
、

口
縁

端
部

は
や

や
玉

縁
状

に
な

る
。

高
台

は
ほ

ぼ
直

線
と
な

る
。

4
SD
05
55

須
恵

器

高
台

必
15
0

02
mm
の

砂
粒

含
む

艮
射

内
面
 

黄
灰

色

外
面
 

黄
灰

色

口
縁
部
は
内
湾

し
な
が

ら
立
ち
上
が

り
、
端
部
に
か
け
て
や
や
太

く
な
る
。
高
合
は
や
や
内
側
に
す
ぼ
ま
る
、
端
部

が
広
が

り
丸
み
を
帯
び
る
。

SD
05
55

13
6

昂
蓋

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

長
野

内
面

黄
灰

色

黄
灰

色
外

両

内
面

は
ナ

デ
、

外
面

天
上

部
は

ヘ
ラ

切
り
後

ナ
デ

。

ヨ
縁

端
部

は
細

く
尖

る
。

つ
ま

み
の

剥
離

痕
有

り
。

SP
05
49

13
7

土
師

器
 

高
lT
N

01
mm
大

の
砂

粒
含

む
内

面
 

に
ぶ

い
橙

色

外
面
 

に
な

い
緒

缶

不
部

内
面

ミ
カ

キ
。

郷
部

外
面

口
縁

部
ナ

デ
、

以
下

は
脚

裾
部

ま
で

ミ
ガ

キ
。

脚
部

内
両

は
ケ

ズ
リ
。

Ff
N部

は
鉢

状
。

日
縁

部
は

短
く
外

反
し
て

端
部

を
丸

く
お

さ
め

る
。

日
縁

部
下

端
に

1条
の

凹
線

を
施

し
、

突
出

を
強

調
し
て

ヽ

る
。

脚
部

は
接

続
部

か
ら
緩

や
か

に
ハ

の
字

に
開

く
。

SP
05
52

弥
生
土
器
 
甕

△
58

△
16
0

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

内
面
 

橙
色

/外
面
 

橙
色

回
縁

部
内

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
。

内
面

体
部

は
ケ

ズ
リ
。

複
合

口
縁

は
直

立
し
、

端
部

の
み

大
き

く
外

反
す

る
。

コ
SK
05
66

弥
生

土
器
 

甕

口
縁

部
36
-

17
2

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

艮
好

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

褐
色

内
面

口
縁

部
は

ナ
デ

、
頸

部
以

下
は

ケ
ズ

リ
。

外
面

は
ナ

デ
。

国
縁

部
が

や
や

外
傾

し
、
3条

の
凹

線
を

施
す

。

4
SK

05
74

弥
生

土
器
 

甕

底
部

△
91

ゅ
lm
m以

下
の

砂
粒

多
量

01
～

3m
mの

礫
少

量
内

面
 

灰
白

色

lt
雨
 

湾
苦

緒
御

内
面

ケ
ズ

リ
。

外
面

ハ
ケ

メ
。

底
部

に
指

頭
圧

痕
。

体
部

は
球

形
。

4
SK
05
74

弥
生

土
器
 

甕
13
4

01
5m
m大

の
砂

粒
含

む

良
好

内
面
 

浅
黄

橙
色

外
面
 

浅
黄

橙
色

内
面

口
縁

部
ナ

デ
、

口
縁

部
以

下
ケ

ズ
リ
。

外
面

口
頸

部
ナ

デ
、

頸
部

以
下

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

。

頸
部

屈
曲

は
緩

や
か

で
口
縁

部
は

外
傾

す
る

。
国

縁
部

全
体

に
丸

み
が

あ
る

。

SK
05
92

14
1

弥
生

土
器
 

甕
△
14
7

△
22
4

01
～

7m
mの

砂
粒

含
む

良
町

内
面

に
ぶ

い
橙

色

橙
色

外
面

内
面
国
頸
部
ナ
デ
、
頸
部
以
下
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ
。
外
面
口
縁
部
か
ら
肩
部
ナ
デ
、
肩
部
以
下
ハ
ケ
メ
。

国
縁
部
は
直
立

し
、
口
縁
端
部
が
や
や
外
反

し
て
丸

く
お
さ
ま
る
。
肩
部
上
位
に
波
状
文
を
施
す
。

4
SK

06
15

土
師

器
 

壷
△
10
4

△
12
0

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

内
面
 

褐
色

●
kt
t 
BR
怨

偽

肉
面

口
頸

部
は

ナ
デ

、
頸

部
以

下
は

ケ
ス

リ
。

外
面

口
縁

部
か

ら
肩

部
ま

で
板

状
工

具
に

よ
る

ナ
デ

、
体

部
は

ハ
ケ

メ
。

頸
部

は
く
の

字
状

に
屈

曲
す

る
。

国
縁

部
は

外
傾

し
、

日
縁

端
部

は
外

反
す

る
。

4
SK

06
15

土
師

器
 

甕
11
0

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

普
通

内
面
 

明
褐

色

外
面
 

橙
色

肉
向

口
類

罰
`ナ

テ
、

顎
罰
`か

ら
肩

罰
∫ に

指
頻

圧
痕

、
以

下
は

ケ
ス

リ
後

ナ
デ

。
外

面
口

頸
部

ナ
デ

、
以

下
は

ハ
ケ

メ
。

頸
部

は
段

を
持

っ
て

く
の

字
に

屈
曲

す
る

。
国

縁
部

は
外

傾
し
、

日
縁

端
部

は
内

側
に

肥
厚

す
る

。

SK
06
16

弥
生

土
器
 

壺
△
81

△
17
0

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

褐
灰

色

外
面
 

明
黄

褐
色

口
縁

部
内

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
。

内
面

体
部

は
ケ

ズ
リ
。

外
面

肩
部

以
下

は
ハ

ケ
メ

調
整

。

国
縁

端
部

上
面

は
平

坦
面

を
有

し
、

複
合

口
縁

は
外

反
す

る
。

SK
06
20

弥
生

土
器
 

甑
32
8

01
～

Hm
mの

砂
粒

含
む

艮
好

内
面
 

橙
色

外
而
 

に
ぶ

い
首

緒
負

内
面

口
縁

部
ナ

デ
、

以
下

は
ケ

ズ
リ
。

外
面

国
縁

部
ナ

デ
、

以
下

は
ハ

ケ
メ
。

体
部

最
大

径
部

分
に

別
整

形
の

角
状

突
起

を
4方

に
付

け
る
。



「
~

‐ Ｎ ミ ③

遺
物

番
号

調
査

区
遺

構
番

号
還

物
凶

番
号

凶
倣

番
号

別 種

種 器
器
高
om
l

口
径

(c
ml

底
径
に
ml

胎
土

/材
質

成 調

焼 色
特

 
徴

4
SK
06
20

弥
生

土
器
 

甕
△
55

15
6

ゅ
1～

2m
mの

砂
粒
含
む

好 面 雨

良 内 外

明
褐

色

給
角

内
面
回
頸
部
ナ
デ
、
以
下
は
ケ
ズ

リ
。
外
面
は
ナ
デ
。

頸
部
は
緩
や
か
に
屈
曲

し
、
口
縁
部
は
外
傾

し
て
口
縁
部
下
端
を
つ

ま
み
出
す
。

6条
の
凹
線
を
施
す
。
頸
部
～
肩
罰

″
制

準
寸

//
柿

す
^

弥
生

土
器
 

高
不

23
6

Φ
01
～

lm
m大

の
砂

粒
含

む

艮
好

内
面
 

灰
白

色

●
k面

 
溝

き
緒

缶

内
面

は
ナ

デ
。

口
縁

部
は

ミ
ガ

キ
後

ナ
テ

。
外

部
外

向
は

ミ
カ

千
後

ナ
す

。
国

縁
部

は
ミ

カ
千

の
再
1に

ハ
ゲ

メ
。

部
は

ハ
ケ

メ
後

ミ
ガ

キ
を

し
て

ナ
デ

る
。

脚
部

内
面

は
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
。

脚
部

は
軸

部
を

垂
直

に
伸

ば
し
、

屈
曲

し
て

裾
端

部
ま

で
ハ

の
字

状
に

開
く
。

SK
06
20

弥
生

土
器
 

甕
△
37
6

ゅ
1～

2m
Dの

砂
粒

含
む

艮
射

内
面
 

に
ぶ

い
橙

色
 

褐

灰
色

外
面
 
に
ぶ
い
橙
色

肉
山

口
顎

部
ミ

カ
千

、
以

卜
は

グ
ス

リ
後

ア
ア

。
外

国
四

颯
封
'ア

ア
、

淑
封ゝ

～
庸

剖`
ハ

ワ
必
使

ア
ア

、
以

い
は

ハ
ク

メ
。

肩
部

に
刺

突
文

を
施

す
。

国
縁

部
は

内
湾

し
な

が
ら
立

ち
上

が
り
、

日
縁

部
下

端
は

下
に

突
出

す
る

。
7条

の
凹

線
を

施
す

。
底

部
は

剥
離

し
て

い
る

。

SK
06
25

弥
生

土
器
 

甕
11
1

01
mm
の

砂
粒

含
む

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

明
黄

褐
色

外
面
 

に
ポ

い
黄

橙
色

内
面
口
縁
部
は
ナ
デ
、
頸
部
は
ミ
ガ
キ
、
頸
都
以
下
は
ケ
ズ

リ
。
外
面
回
頸
部
は
ナ
デ
、
肩
部
以
下
は
ハ
ケ
メ
。
頸

部
に
刺
突
文
、
顕
部
か

ら
肩
部
に
か
け
て
波
状
文
を
施
す
。

ヨ
縁
部
は
緩
や
か
に
外
反
す
る
。

SK
06
25

71
弥

生
土

器
 

甕

回
縁

部
△
55

ol
mm
以

下
の
砂
粒
多
い

ol
～

3m
mの

礫
や
や
多
い

や
や
不
良

内
面
 
浅
黄
橙
色

外
面
 
浅
黄
橙
色

内
面
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部

ミ
ガ
キ
、
以
下
ケ
ズ

リ
。
外
面
ナ
デ
。

国
縁
部
は
外
反

し
、
口
縁
下
端
部
は
稜
を
つ
ま
み
出
す
。
沈
線
を
ナ
デ
消
す
。
肩
部
に
は
波
状
文
を
施
す
。

4
SK

06
25

71
弥

生
土

器
 

甕
△
59

ゅ
1～

2m
mの

砂
粒

含
む

業
野

勺
面
 

橙
色

rt
面
 

に
ぶ

い
精

角

内
面

回
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

ミ
ガ

キ
、

以
下

は
ケ

ス
リ
。

外
面

は
ナ

テ
。

頸
部

は
鋭

く
屈

曲
し

、
国

縁
部

は
内

湾
し
て

立
ち

上
が

る
。

国
縁

部
に

は
13
条

の
凹

線
を

施
す

。
頸

部
下

に
は

波
状

寸
歩

縮
子

_

4
SK

06
25

弥
生

土
器
 

甕

口
縁

部
52
-

01
～

2m
mの

砂
粒

含
む

罠
奸

勺
面
 

橙
色

/1
面
 

明
黄

褐
色
 

黒
色

内
面
口
縁
部
は
ナ
デ
、
頸
部
は
ミ
ガ
キ
、
頸
部
以
下
は
ケ
ズ
リ
。
外
面
口
頸
部
は
ナ
デ
。

国
縁
部
は
外
反

し
端
部
を
丸

く
お
さ
め
る
。
頸
部
に
剌
突
文
を
施
す
。

4
SK

06
25

71
弥
生
土
器
 
甕

△
72

△
18
9

ol
～

2m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

明
黄

褐
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
面
口
頸
部
ナ
デ
、
以
下
は
ケ
ズ

リ
。
外
面
は
ナ
デ
。

頸
部
は
鋭

く
屈
曲

し
、
日
縁
部
は
肥
厚

し
て
直
立

し
、
口
縁
端
部
は
外
反
す
る
。

4
SK

06
25

71
弥

生
土

器
 

壷

口
縁

部
04
mm
の

砂
粒

含
む

良
射

内
面
 
灰
白
色

外
面
 
橙
色
 
浅
黄
橙
色

内
面

国
頸

部
は

ナ
デ

、
頸

部
以

下
は

ケ
ズ

リ
。

外
面

口
頸

部
は

ナ
デ

、
体

部
は

ヨ
コ

ハ
ケ

。

頸
部

に
2個

の
穿

孔
。

日
縁

部
は

や
や

内
傾

し
立

ち
上

が
る

。
日

縁
端

部
は

丸
い

。

19
9

4
SK
06
53

71
弥

生
土

器
 

甕

国
縁

部
03
mm
の

砂
粒

含
む

貝
町

勺
面
 

浅
い

黄
橙

色

入
面
 

確
しヽ

着
緒

缶
/里

名

内
面
口
頸
部
は
ナ
デ
後

ミ
ガ
キ
。
頸
部
以
下
は
ケ
ズ

リ
。
外
面
国
頸
部
は
ナ
デ
。
日
縁
部
下
端
に
横
ハ
ケ
。

口
縁
部
は
や
や
外
反

し
、
器
壁
は
厚
い
。

4
SK

06
53

71
弥

生
土

器
 

甕

口
縁

部
01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

艮
妊

内
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

外
面
 

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
面

口
頸

部
は

ナ
デ

、
顕

部
以

下
は

ケ
ズ

リ
。

外
面

口
縁

部
か

ら
肩

部
ま

で
板

状
工

具
に

よ
る

ナ
デ

、
体

部
は

ハ
ケ

メ
。

頸
部

は
く
の

字
に

屈
曲

し
、

口
縁

部
は

ほ
ぼ

直
立

す
る

。
日

縁
端

部
は

丸
く
処

理
さ

れ
る
。

4
SK
06
53

土
師

器
 

高
郷

郵
部

25
6

01
～

4m
mの

砂
粒

含
む

良
好

内
面
 

に
ぶ

い
褐

色

外
面
 

に
ぶ

い
灰

褐
色

不
部
内
面

ミ
ガ
キ
。
外
面
口
縁
部
ナ
デ
、
以
下
は
ミ
ガ
キ
。

イ
は
鉢
状
。
日
縁
部
は
外
反

し
、
国
縁
部
上
端
に
3条

の
凹
線
を
施
す
。

4
SP
06
56

弥
生

土
器
 

甕
20
5

01
～

3m
mの

砂
粒

含
む

普
運

内
面
 
浅
黄
橙
色

外
面
 
浅
黄
橙
色

内
面
口
頸
部
は
ナ
デ
、
頸
部
以
下
は
ケ
ズ

リ
。
外
面
国
顕
部
は
ナ
デ
、
体
部
は
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
。

国
縁
部
は
や
や
外
傾

し
、
4条

の
凹
線
を
施
す
。

4
弥

生
土

器
 

器
台

脚
00
5～

lm
mの

砂
粒

含
む

艮
好

内
面
 

明
黄

褐
色

tt
面
 

斃
苦

合

内
面
ケ
ズ
リ
、
外
面
ナ
デ
。

ハ
の
字
状
に
開
き
緩
や
か
に
屈
曲

し
て
稜
を
作

り
、
脚
裾
部
は
緩
や
か
に
外
反
す
る
。

20
4

4
SK
06
86

弥
生

土
器
 

器
台

20
0

15
5

01
mm
大

の
砂

粒
含

む

長
野

内
面
 
浅
黄
橙
色

間
部

を
欠

損
。

貿
部

内
外

曲
ナ

テ
。

脚
剤
∫ 困

旨
ト
グ

ス
リ
、

外
画

ナ
ア

。

国
縁

部
は

屈
曲

し
、

外
反

し
て

端
部

を
丸

く
お

き
め

る
。

下
端

部
に

わ
ず

か
に

段
が

付
く
。

脚
部

は
ハ

の
字

に
開

き

ぃ
r嗣

曲
ir
霧

か
rt
 h
 H
F朧

郎
ι■

●
k庁

I瑞
絡

//
苛

(お
声

あ
る

^



表
20
 4
区

石
器
観

察
表

物 号

遺 番
調

査
区

違
構

番
号

駆 需
麒 号

凶 番

別 種
機 器

長
さ

lc
ml

幅
m

厚
さ

lc
ml

重
さ
(g
)

材
質

色
調

特
 

徴

4
S1
16

石
斧

17
62
7

緑
色

千
枚

岩

4
SK
05
74

14
0

砥
面

36
57
3

砂
質

貢
岩

4
第

2遺
物

包
含

層
石
ノ
ミ

17
11

責
岩

‐ Ｎ ミ Ｎ ‐



第 2章 奈免羅・西の前遺跡Ⅲの遺構 と遺物

概 要 (第 152・ 第 155図 )奈 免羅 。西の前遺跡の北側を流れる八東川は、八頭町をほぼ東西

方向に流れている。八東川流域には当遺跡を含め、数箇所の遺跡が確認されており、他にも遺跡の存

在が推定される。奈免羅・西の前遺跡の周辺は東側に上野遺跡が存在し、今年度、本調査を実施して

いる。古墳や竪穴住居跡等の遺構が確認され、多大な成果をあげている。先述のとおり、当調査区の

北側には八東川が流れており、八東川の北側 (右岸 )は急斜面の地形を呈している。反対に南側 (左

岸 )は北側に比べ、比較的緩やかな斜面を呈しており、当遺跡を含む八東川より南側 (左岸 )とよ河岸

段丘の影響によって形成されたことが推定される。この地形を利用して八東川より南側 (左岸 )は現

在、水田として利用されている。

今回の調査は道路建設に伴う調査で、当遺跡は 614だ と小規模な面積であるものの、上野遺跡同様

に本調査を実施 した。期間は 2010(平 成 22)年 8月 17日 ～ 2010(平 成 22)年 9月 12日 まで行い、

溝状遺構と竪穴住居跡・ピットが確認され、前年度調査の成果に類似することが判明した。ただし、

前年度調査のように遺構の新旧関係は確認されず、遺構の数も少数であった。また、遺構に伴う遺物

も少なく、このため時期の特定が困難であった。遺物のほとんどが小破片であったため、図化できな

かった。

以下、今回の調査成果を述べることとする。

第 1節 基本 層序・ 遺構 と遺物

第 1項 基本層序 (第 153・ 154図、表 21)

調査に先立ち、遺構面の確認および下層の把握を目的として、 トレンチによる調査を実施した。 ト

レンチは調査区の北西端と西端に設定し、それぞれを Tr.1・ Tr.2と した。調査の結果、遺構・遺物は

少なく、Cl・ C2グ リッドで土器片が確認されたのみであった。この土器の散布エリアはその後の遺

構検出によって壁周溝と床面が確認されたため、竪穴住居跡 (S101)と して認定されることになるが、

詳細は後述することとしたい。Tr.1・ Tr.2の土層堆積は 5層に区分され、遺物包含層は黒褐色砂質土、

遺構面は暗褐色砂質土という結論に至った。遺物包含層の残存状況は悪いが、このことは後世の基盤

整備等により削平を受けたことも考えられる。また、調査終了後に下層の遺構および遺物の確認のた

め、B4・ C4・ D4グ リッドに南北 トレンチを設定し、補足調査を実施した (STr.4)。 調査の結果、遺構

と遺物は確認されなかった。土層堆積のほとんどが黄褐色系の砂質土で構成されていたが、これらは

旧河道の影響によってできた後背湿地の堆積と推定され、場所によっては砂質と砂礫が交互に堆積す

ることが確認された。この段階で遺跡が存在した可能性は低いと考えられる。補足調査によって遺物・

遺構が確認されなかったので、当遺跡の調査は遺構面が 1面のみと判断し、調査を終了した。

Tr.1・ Tr.2・ STr.4間の基本層序は、以下のとおりになる (表 21)。
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第 152図 奈免羅・西の前遺跡 グリッド配置図
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表 21 奈免羅・西の前遺跡 基本層序表

基本層序区分 Tr l Irz 5Tr 4 土  質 特 徴

1 1 1 黄褐色砂質土 回場整備による客土で、マンガンの沈着がみられる。

2 2 2 黒褐色砂質土 還物包含層である。

3 3。 4 3・ 4 3 暗褐色砂質土 遺構面である。

5 5 暗黄褐色砂質士 無遺物層である。

5 3～ 11 明黄褐色砂質上 無遺物層である。旧河道による堆積層と思われる。

以上、Tr.1・ Tf.2・ STr 4間の基本層序を簡単に説明したが、当調査区は遺構面が 1面、さらに下層

は無遺物層 として構成される。ただし、遺物包含層が回場整備等によって削平されているため、本来

は遺構面が複数にわたって存在 した可能性が高い。

下層確認調査では南に向かうほど旧地形の傾斜が認められたが、おそらく、その方向に旧河川が存

在したと推定される。今回の調査おいて調査区をほば東西に横断する礫群が検出されたが、これは旧

河川によって堆積 した土砂、すなわち、自然堤防の可能性が高い。 このような地形の中で砂質・砂礫

の堆積を繰 り返 して遺構面が形成されたと推定される。当調査区外の南側はさらに標高が低 くなって

いるが、八東川の規模から推定すると、旧河道もしくは湖沼化 した地点 と思われる。 したがって、調

査区の地形は旧八東川の影響によって形成されたと考える。

第 2項 遺構 と遺物

1層 の表土を掘削 して 3層の遺構検出を行った。また、部分的であるが 2層の遺物包含層が確認さ

れたため、併せて遺物包含層の調査も実施 した。遺構検出の結果、第 1項で述べたように竪穴住居跡・

溝状遺構・ ピットが認められた。全体的に当調査区で確認された遺構は、深度が浅いことが全体的な

特徴 としていえる。 これは後世の国場整備等の影響で、遺構面が削平されたためと考える。 しか し、

それがどの時期で行われたかは不明である。

S101(第 156・ 157・ 158図、表 22・ 23、 写真図版 51・ 52・ 71)

位置  調査区北西側 Cl・ C2グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 47 1 5rllで ある。当調査区

の北西端で確認されているため、残存状況の詳細は不明であるが、全体の 4分の 1程度が当調査区で

検出されたと思われる。

検出状況  1層 直下で検出された。Tr.2の上層観察で遺構面から床面までの深さは 1～ 2cmで、表

土掘削直後に遺構面が検出されたことにより、S101と その周辺には遺物包含層が存在 しないことを

確認 した。 このことから、遺物包含層は後世の回場整備によって削平されたと考えられる。遺構内床

面より上層の埋土は黒褐色砂質土であったが、質や色調の観察から、これらの層は遺物包含層に類似

している。

軸方向・ 遺構形状・規模 。付帯施設  平面形状は、隅丸方形あるいは隅丸長方形 と思われる。規模

は残存部分で南北方向に約 7mで ある。東西方向は調査区外に続 くため不明である。断面形は浅い盤

形で壁周溝が明瞭に残る。検出面から床面までの深さは 1～ 2cnで ある。軸方向は }9° S(N99° E)

を振る。遺構内にピットは 6基あり、各規模 (長軸×短軸 ×床面からの深度 )は 、S101 Plは (0.43× 042

× 0.1 6Hll、 S101-P2は  (0.36× 0.34ヘツ× 0.12m)、  S101-P3は  (030× 0.27オヤ× 024m)、 S101-P4は

(036′～ X034 × 0,07111)、 S101-P5は  (043× 0.40× 0.05rll)、 S101-P6は  (0.43× 0.42 × 010m)、
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S101P7は (030m× 0.27～ × 0.24m)である。S101P7と S101P4は他のピットと比べて底の位置が

高い。 ピッ トの形状は S101 Pl・ P2・ P4・ P5。 P6・ P7は浅い U字形、S101P3は深い U字形を呈する。

遺構に沿 う状態で壁周溝が確認されているが、途中で屈曲 し、西側へ続いている。 これは Tr.2の 断

面でも確認され、壁周溝が調査区外へ続いていることがわかる。当調査区で確認された S101壁周清

は逆 L字形を呈する。

柱穴埋土・礎石の有無  柱穴内の埋土は黒褐色砂質土を中心に、暗褐色砂質上がブロック状に含 ま

れる。すべての柱穴で礎石等は確認されなかった。

遺物出土状況  埋土およびピッ ト内から土器片が 42点出土 した。小破片のため器種の判別は困難

であるが、一部の土器にケズリによる調整が認められ、弥生土器あるいは土師器の可能性が高い。

出土遺物  Tr.1の 断面に S101が 確認され、この中か ら遺物が出土 した。遺物は床面より上層か ら

出土 しているため、遺構が廃絶された段階に遺物を投棄 した可能性が高い。

206は 石皿である。砂岩製の石材で片面のみ使用されている。 ここでは皿 として紹介 しているが、

一部、敲打 した痕跡がみ られたが明瞭な痕跡ではない。台石 として利用されていたことも可能性の 1

つ としてあげられる。

遺構の性格 と帰属時期  竪穴住居跡である。平成 20年度に、調査区の周辺で試掘調査が八頭町教

育委員会によって実施されている。T8か ら方形状の遺構が確認されているが、堅穴住居跡の可能性

が高い と報告 している。遺構内から須恵器の蓋が出土 したことから、時期は古墳時代後期に推定 さ

れる。 この結果をもとに、S101の 時期を検討 したが、土器が小破片のため時期特定は困難であった。

しか し、土器の中にケズ リの痕跡がみ られたことから、S101出土土器は弥生土器あるいは土師器 と

して推定される。 このことを踏まえて、時期は弥生時代後期から古墳時代 としたおおまかな設定に し

たい。

SD001(第 159図、 表 22、 写真図版 51・ 52)

位置 。検出状況  B3・ B4・ C3・ C4・ C5グ リッ ドに位置する。礫層に囲まれた状態で確認された。

当遺構は東西方向に位置するが、本来は C2グ リッドの方向へ続いた可能性が高い。後世の回場整備

の影響で遺構が削平されたと考えられる。調査に先立ち トレンチを 4箇所設定 し、下層確認および

断面の確認を実施 した。

遺構形状・規模  当遺構の平面形状は直線状である。規模は残存部で長軸 18.55(推定 )× 短軸 036
×深さ 0,09mで ある。また、当遺構の断面形状は浅い U字形を呈する。

堆積状況  埋土は灰黄褐色粘質土で締まり 。粘性 ともに強い。ほとんど削平を受けてお り、堆積の

詳細は不明であるが、埋土の観察から単層で構成されたと思われる。全体に少量のマンガンが含まれ

ることも特徴で、水性堆積の可能性が高い。

遺物出土状況  遺物は C3・ C5グ リッドからそれぞれ出土 した。C3グ リッ ドからは青磁片が確認

されたが、小破片のため器種は不明であるが、碗の可能性が高い。胎土は灰色を呈 し、施文は認め ら

れない。また、C5グ リッ ドからは内・外面 ともに灰白色の染付片 も確認され、これは江戸時代後期

の網 目文であった。 これ らの遺物は当遺構の底部付近からの出土であるため、遺構の時期を決定する

材料の 1つ となる。

出土遺物  小破片のために図化するまでは至っていない。
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(S三 1,4)

第 156図  S101 遺物実測図

遺構の性格と帰属時期  遺構の性格は、削平の影響にり詳細は不明である。帰属時期は、2点の遺

物が底部付近から出土しているため、遺構の廃絶段階にこれらは投棄されたと考える。古い段階で江

戸時代後期以降に推定される。

SD002～ SD011(第 160・ 161図、表 22、 写真図版 51・ 52)

位置・検出状況  C2・ C3・ C4・ C5グ リッドに位置する。南北方向を主軸とする溝状の遺構群であ

り、10条並列するような状態で検出された。下層確認および土層堆積状況の把握を目的として、個々

の遺構に対して東西方向にトレンチを設定し、先行調査を実施した。

遺構形状・規模  平面形状はすべて直線状を呈する。これらの遺構の規模は SD002で長軸 2.14×

短軸 0.21× 深さ 0,06m、 SD003で長軸 1.27× 短軸 0.26× 深さ 0.07m、 SD004で長軸 2.08× 短軸 0.31

×深さ 0.08m、 SD005で長軸 2.37(推定 )× 短軸 0.30× 深さ 0.09m、 SD006で長軸 0.88× 短軸 0。 17

×深さ 0.07m、 SD007で長軸 2.H× 短軸 0.36× 深さ 0,Hm、 SD008で長軸 3.05× 短軸 0.34× 深

さ 0.12m、 SD009で長軸 1.69× 短軸 0.31X深さ 0.12m、 SD010で 長軸 2.54× 短軸 0,30× 深さ 0.13m、

SD011で長車由1.80× 短軸 0。 28× 深さ 0.09mで ある。

堆積状況  すべての遺構が単層で構成されていることがわかった。堆積土は黒褐色砂質土である

が、2層が埋土として流入したと考える。

遺物出土状況  遺物は小破片であった。その中には内面にケズリがみられるものもあった。その他

のものは、摩耗によってさらに小さくなっていた。

出土遺物  小破片のために図化するまでは至っていない。

遺構の性格と帰属時期  遺構の性格を裏づける材料が乏しいため、その詳細は不明である。ただし、

遺構の配列から農業に関連した遺構とも考えられる。
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第 3項 小結

前年度調査に比べて今年度調査では多 くの遺構は確認されなかった。成果 として、竪穴住居跡・清

状遺構・ ピッ トが少数検出された程度である。 ここでは第 2節で紹介 した遺構、特に S101の 補足説

明を行 うことで奈免羅 。西の前遺跡の小結 としたい。

当調査区で S101以外、同様の遺構は確認されなかった。遺構の密度は前年度調査の奈免羅 。西の

前遺跡、今年度調査の上野遺跡のものに比べて少なかった。また、SЮ lは調査区の北西端で検出さ

れたため全容は不明であるが、その特徴を把握するには十分な成果をあげた。以下、S101に ついて

報告する。

S101は 検出段階で南北方向の壁周溝が途中で西方向に屈曲することが確認された (第 157図 )。 壁

周溝は Tr.2の断面 (第 153・ 154図 )に も確認されたが、さらに、調査区外 (西側 )に も続 くと推定

された。壁周清に囲まれた区域では床面も確認された。その後、竪穴住居跡の南側も壁周溝の検出を

行ったが、南側では変成岩が露頭 しているだけで、その存在は認められず、Tr.2の土層にも確認され

なかった。 この結果から、S101は 拡張 した可能性が高 く、当初は南北軸 5～ 6mの壁周溝が巡る竪

穴住居跡であったと推定される。同一の検出面で、床面の有無が壁周溝の内外で認められたことから、

拡張された部分の床面は、当初の竪穴住居跡の床面より高い位置に存在 した可能性がある。 この部分

はベッド状遺構 として考えられる。

当初の竪穴住居跡からは床面が確認されているが、全体に貼 られたものではなく、部分的なもので

あることがわかった。上野遺跡から出土 した竪穴住居跡からもこのような現象がみられる。上野遺跡

3区の S107・ SЮ8・ SЮ9の例から述べると、貼床は床面は竪穴住居跡内の中央部に敷設され、壁周

清に向かうほど貼床の痕跡はみられなくなる。そのことから、竪穴住居跡内における人の移動が多い

箇所に床面を敷設 したことが考えられる。上野遺跡の例から S101の 床面も同様 と考えられ、床面が

竪穴住居跡内の全面に敷設されたのではな く、部分的なものであったと推定される。

最後に竪穴住居跡出土の遺物であるが、当初の竪穴住居跡の床面を前後 して土器片が出土 した。土

器片は上野遺跡のものと比べ、明らかに小破片であった。生活面であることにも関わらず土器が小破

片で出土 したことは、 これらは生活に使用 したものではなく、竪穴住居を造る際に混入 したと考えら

れる。また、床面より上層で石皿が出土 しているが、これは生活具 と思われ、竪穴住居を廃絶された

段階に石皿も投棄 したと考える。

前年度調査の奈免羅・西の前遺跡で確認された竪穴住居跡は概ね弥生時代中期に推定されるが、こ

のことは、前年度調査で確認された竪穴住居跡よりも新 しい段階といえる。また、SЮ lは調査区の北

西端で部分的に確認され、残 りの部分は調査区外の西側へ続 くことがわかった。今後、調査予定であ

る西側区域に竪穴住居跡の存在も推定される。 (東 )
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表 22 遺構一覧表

遺構番号 遺構性格 面 所属遺構 長軸(m) 短軸(m)
lHt認 山 か ら

の 深 ド rmⅢ
平面形 断面形 埋土 備考

'D

消 B3・ 4・ C3・ 4・ 5 溝状 皿 形 灰美褐色粘質土

ID 素堀溝 溝状 皿 形 暗赤褐色砂質土

素IPI溝 C4 溝状 椀形 暗赤褐色砂質土

ID 004 素堀溝 溝 状 椀 形 暗赤褐色砂質士

十D 素躯潜 028 溝 状 椀 形 暗赤褐色砂質土

素堀溝 015 曽状 皿 形 瞥赤掲色砂質土

'D

素堀湾 8 離状 椀 形 瞥赤褐色砂質t

素rt潜 盟状 椀 形 瞥赤褐色砂質土

'D

素堀lH 029 012 歯状 椀 形 曽赤褐色砂質士

'D

10 素堀湾 030 027 013 歯状 椀形 瞥赤褐色砂質土

'D

素堀鴻 028 悟状 椀 形 暗赤褐色砂質土

ピット 5 膏円形 U字形 曽赤褐色砂質土

ピット 司形 椀 形 暗赤褐色砂質土

IP ピット 035 015 ヨ形 椀 形 黒褐色砂質士

ピット 011 司形 免形 褐灰色砂質土

土坑 075 004 脅円形 al形 掲灰色砂質土

ピット ■形 皿形 黒協色砂質■

ピット ■形 dl形 褐灰色砂質土

,P ピット 005 ■形 証形 黒褐色砂質土

ピット 030 肴円形 正形 偶灰色砂質土

,P ピット ■形 胆形 瞥赤褐色砂質土

n形 黒褐色砂質上

,P ピット ヨ形 皿形 黒褐色砂質土

ピット 宿円形 皿形 黒褐色砂質■

,P ピット 092 ヨ形 Ш形 黒褐色砂質土

ビット 025 024 着円形 皿形 黒褐色砂質土

ピット ■形 魂形 曽赤褐色砂質土

ピット ■形 皿形 黒褐色砂質土

ピット 悟円形 有段U字形 黒褐色砂質土

ピット 011 ■形 皿形 黒褐色砂質上

ピット O09 II形 皿形 黒褐色砂質上

ピット 019 015 ■形 ,字形 菅赤褐色砂質モ

ビット ヨ形 皿形 黒褐色砂質土

SP ピット 033 脩円形 皿形 黒褐色砂質土

ピット 簡円形 皿 形 黒褐色砂質土

ピット 027 025 円形 U字形 黒褐色砂質土

ピット 円形 魂形 黒褐色砂質土

ピット 027 O07 楕円形 皿形 黒褐色砂賢土

ビット 038 058 円形 U字形 黒褐色砂質土

〕40 ピット 026 012 円形 皿 形 黒褐色砂質土

,P ピット 032 円形 椀形 黒褐色砂質土

ピット
'2

042 041 円形 皿 形 票掲色砂質上

P ピット 022 017 円形 υ字形 音赤褐色砂質土

ピット 023 円形 U字形 音赤褐色砂質土

ピット 円形 皿形 音赤褐色砂質土

,46 ピット 円形 椀形 旨赤褐色砂質土

ピット 025 010 構円形 椀 形 音赤褐色砂質土

ピット 楕円形 El形 ミ褐色砂質土

P ピット 030 010 円形 税 形 音赤褐色砂質土

ピット 032 011 楕円形 確 形 R褐色砂質土

ピット 2・ D2 楕円形 椀 形 黒褐色砂質土

ピット 円形 皿形 黒褐色砂質土

ピット 円形 Ll形 黒褐色砂質土

P ピット 025 糖円形 U字形 ミ褐色砂質土

ピット )2 027 惰円形 亮形 黒褐色砂質土

,P ピット 027 楕円形 阻形 ミ掲色砂質土

到木痕2 不整形 卜整形 黒褐色砂質土

到木痕 1 不整形 卜整形 黒褐色砂質土

竪穴住居 隅丸方形 隆形 目面参照

笹局滝 警周滴 12 027 020 006 溝状 U字形 黒褐色砂質土

ピット 039 021 円形 U字形 �面参照
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第 3章 上野遺跡出土遺物の自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

第 1節 赤色顔料 の検 討

第 1項  はじめに

今回の分析調査では、1区 4号墳埋葬施設石枕北に付着した赤色顔料の材質に関する情報を得るこ

とを目的し、蛍光X線分析装置 (セ イコーインスツルメンツ製 :SEA2120L)に よる元素分析を実施する。

第 2頌  試料

試料は 1区 4号墳埋葬施設石枕北

に付着 した赤色顔料 1点である。 ま

た、 1区 4号墳埋葬施設棺内 2の 朱

彩サンプルから採取 した赤色顔料を

比較試料 とする。(写真 12)

第 3頌 分析方法

材質調査に用いた装置はセイコー

インスツルメンツ (株 )製エネルギー

分散型蛍光X線分析装置 (SEA2120L)

である①試料 は、写真 12に 示 した

箇所から採取 し、マイラー膜 (25μ

m)(ケ ンプ レッ クス製 CatNo106)

に固定 し、測定を実施 した。本調査

じペ`

厨

中

1・ 21区 4号墳埋葬施設棺床における石枕北

31区 4号墳埋葬施設 棺内2の

朱彩サンプル 赤色顔料

写真 12

における測定条件の詳細については、結果 とともに写真 12に示 した。なお、石枕に付着 した赤色顔

料は僅かであり、覆土に埋もれた状況にあったため、赤色顔料のみを単離するには至っておらず、相

当量の土壌を伴っている。

第 4 jlt 結果および考察

1区 4号墳埋葬施設石枕北の蛍光 X線定性分析結果を第 162図に示す。

遺跡で検出される代表的な赤色顔料にはベンガラ (赤鉄鉱 ,hematiet α一 Fe 20 31)の ほか、水

銀朱 (辰砂 ,cinnabar[Hg到 )、 鉛丹 (鉛丹 ;miniumIPb 3 0 41)な どがあるが、それぞれ Fe(鉄 )、 Hg(水

銀)、 Pb(鉛 )と いった特有の元素によって構成されるため、これら特有の元素を検出することによっ

て、赤色顔料の材質を判別することが可能 となる。

供試試料から検出された元素は M8(マ グネシウム)、 Al(ア ルミニウム)、 Si(ケ イ素 )、 K(カ リウム)、

Ca(カルシウム)、 Ti(チ タン)、 Mn(マ ンガン)、 Fe(鉄 )、 Rb(ル ビジウム)、 Sr(ス トロンチウム)、

Zr(ジルコニウム)な ど、土壌の主な構成元素である。H8や Pbは認められず、Feが検出されてい

ることからベンガラの可能性が高 く評価されるが、Feは土壌中にも多 く含まれる元素でもあるため、

Feが検出されたことをもって赤色顔料がベンガラであるとは断定できない、あくまでも H8と Pbの

可能性が低いことを示唆するにすぎない。

IIIII
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[スペクトル]

[測 定条件 ]

則定装置 SEA2120L

則定時間 (秒 ) 300

肯効時間 (秒 ) 227

試料室雰 囲気 真空

コリメータ 0100 mm
肋起雷圧 (kV)

き電流(PA)
フイルタ な し

マイラー

[結果 ]

Z 元素 元素名 ライン 稽分強膚 (cDS) ROI(keV)

12 マクネシウム Kα 115-136
AI アルミニウム Kα 122944 138-159

Si ケイ素 Kα 407429 163-185

K カリウム 50563 319-344
カルシウム 111685 356-382

T チタン Kα 48807 437-465

マンガン Kα 29976 575-605

鉄 Kα 1038120 625-655

ルビジウム Kα 11425 1317-1353

Kα +393-1435

ジルコニウム 1553-1596

第 162図  1区 4号墳埋葬施設棺床 2石枕北の蛍光 X線定性分析結果

試料 中に認 め られ る微量の赤色顔料を ターゲ ッ トとした調査の必要性か ら、分析 SEM(SEM EDS)

による追加調査を実施 し、その結果を図 3に示 したが、赤色顔料密集部 において Hgや Pbは検 出さ

れず、Feの濃度が高い特徴を確認 した。赤色顔料の材質が鉄の化合物、広義の意味でのベンガラで

あることに疑間の余地はないであろう。

なお、ベ ンガラは狭義には赤鉄鉱を意味するが、元素分析では 1区 4号墳埋葬施設棺床石枕北に

付着 した赤色顔料が赤鉄鉱か否かまでは同定できない。赤色顔料が微量では X線回折分析によって

検出・ 同定 し難いこともあ り、確認するには至っていないが、別に 1区 4号墳埋葬施設棺内 2の朱

彩サンプルから採取 した赤色顔料を X線回折分析に供 したところ、赤鉄鉱 (hematite)を 検出し、狭

義のベンガラであることを確認 している (第 164図 )。 1区 4号墳埋葬施設石枕北に付着 した赤色顔

料も同様に、狭義のベンガラである可能性が高いことが予想されよう。
9

8

7

6

5

04

3

2

1

0

600

keV

a)SEM写真

SEM撮 影 条 件

装置     」CM S700
加速電圧   20 00 kV
倍率     ix 700
画像     :反 射電子像

50 μm

第 163図  1区 4号墳埋葬施設棺床 2石枕北の SEM EDS分析結果

EDS分析

測定条件

装置名    」CM 5700
加速電圧   20 0 kV
PHAモ ード  :T4
経過時間   114 79 sec
有効時間   !100 00 sec
デッドタイム  112%
計数

請卒範囲 ll翌 ち∫惚v

ZAF法 簡易定量分析(酸 化物 )

フィッティング係数 103519
全酸素数 240

電素 (禁止) kev) 
質量%

0              3370
AI K        1 486   0 86
Si K         1 739   6 79
Fe K         6 398   58 65
合計        10000

誤差% モル% 化合物   質量% カチオン数

Ａ‐２。３

Ｓｉ０２

Ｆｅ２。３
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第 164図  1区 4号墳埋葬施設棺床 2の朱彩サンプル赤色顔料のX線回析図

表 24 保存処理資料一覧表

第 2節 出土遺物 の保 存処理 (表 24)

第 1項 資料

石棺内から出土した副葬品とみれらる遺物のうち、表 24

に示す出土金属遺物について保存処理を実施する。

第 2項 方法

処理方法は、下記の手順で実施する。

1)記 録

① 資料の写真撮影 (処理前の状態)

② X線写真撮影

2)処理

資料番号 名称

32

33

34

35

36

37

38

39

鉄製品 (鉄刀)

鉄製品 (鉄鏃)

鉄製品 (鉄鏃)

鉄製品 (鉄鏃)

鉄製品 (鉄鏃)

鉄製品 (鉄鏃)

鉄製品 (刀子)

鉄製品 (刀子)

① 洗浄 :付着している土 。砂などを可能な範囲で除去 (蒸留水・エタノール等)

② 脱塩処理 1:アルカリ溶液に浸漬

③ 脱アルカリ処理 1:蒸留水に浸漬

④ 仮補強 :錆落しのため、必要部分に補強 (セ ルロース系接着剤・アクリル樹脂等)

⑤ 強制乾燥 :約 110℃ で乾燥

⑥ 錆落し :ミ ニグラインダー・エアブラシ (アルミナパウダー使用)等で錆を除去

⑦ 脱塩処理 2:強制乾燥後、アルカリ溶液に浸漬
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③ 脱アルカリ処理 2:蒸留水に浸漬

③ 樹脂含浸 :ア クリル樹脂を減圧雰囲気で含浸

⑩ 樹脂塗布 :樹脂含浸後さらに同樹脂を数回塗布

① 自然乾燥 :余分な樹脂溶液を拭き取り、風乾

⑫ 接合 :形状によって欠損部を補強し、必要に応じてアクリル絵具で着色

○ 処理後の記録写真撮影 :処理後の状態

⑭ 強制乾燥 :約 110℃ で乾燥

○ 封入 :専用フィルム袋に脱酸素剤とともに密閉封入

第 3項 X線写真撮 (図版 72)

資料のX線写真を図版 1に 示す。撮影条件は、理学電機 RF-300 X―RAY装置を資料 して、資

料 32に ついては、 180Kvp、 5mA、 1000mm、 O.3minの 条件、資料 33～ 39に ついては 130Kvp、

5mA、 1000mm、 0 3minで 撮影した。

第 3節 上 野遺跡 出土石器 の 内眼鑑 定

第 1項 はじめに 県道河原インター線道路改良工事に伴う上野遺跡の発掘調査から、古墳時代

とされる石製遺物が出土している。本報告では、石製遺物を対象として肉眼による石質鑑定を行い、

石質に関する資料を作成するとともに、石材の産地について検討した。以下にその結果を報告する。

第 2項 試料

肉眼鑑定を行った試料は掻器 (サ ヌカイ ト製 )1、 打製石斧 4点、石斧 1点、磨製石斧 1点、石核 2点、

石核か打製石斧未製品 1点、石剣 ?事故折損未製品か 1点、2次加工ある剥片 1点、石包丁破片 1点、

砥石 10点、砥石破片 1点、石皿 1点、石皿 ?1点、石皿か砥石 2点、石枕下層 1点、赤色原礫 1点、

側板石 1点、棒状礫 摺石 1点および棒状礫 敲石 1点の計 33試料である。

第 3項 分析方法

野外用のルーペを用いて構成鉱物や組織の特徴を観察し、肉眼で鑑定できる範囲の岩石名を付す。

鑑定は、五十嵐 (2006)に示される分類基準を参考にして行なっている。個々の石材の正確な岩石名は、

薄片作製観察や全岩化学分析等を併用することにより調べることができるが、今回の鑑定では石材の

組成を把握することを目的としているため、肉眼鑑定のみに留めている。

第 4項 結果

肉眼鑑定の結果を表 25に、種類別に集計した石材組成を表 26に示す。

観察の結果、使用石材は火山岩類の流紋岩 6点、ざくる石流紋岩 1点、輝石安山岩 1点および無斑晶質安

山岩 1点、堆積岩類の砂岩 8点、頁岩 9点および砂質頁岩 2点、変成岩類の緑色千枚岩 1点および菫青石ホ

ルンフェルス 2点、変質岩類の蛇紋岩 1点、および鉱物の鉄石英 1点から構成されている。

岩石のタイプ別には、堆積岩類が 57.6%と 卓越し、火山岩類 273%、 変成岩類 9,1%な どがこれに次いで構
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成率が高 くなっている (表 26)。 堆積岩類の中では砂岩および頁岩の使用割合が高い。

第 5項 考察

遺跡の所在する八頭郡周辺の地質については、上村ほか (1979)に より詳細が明らかにされている。以下の

地質記載については、これに従って記す。

八頭郡周辺の地質は、上部古生層を原岩 とする三郡変成岩、非変成古生層、超苦鉄質岩類、白亜紀後期の

珪長質火山岩類 とそれに引き続いて逆入 した白亜紀末期ないし古第二紀の花南岩類、これ らを不整合に覆 う

新第二紀の鳥取層群・照来層群、および鮮新世 ―更新世の火山岩類が分布する。遺跡近 くにおいて広 く分布

する地質は、三郡変成岩および非変成古生層である。三郡変成岩は、パンペ リー石 ―アクチノ閃石帯や、緑

簾石 ―藍閃石帯の変成相を示す千枚岩や結晶片岩からなり、八東川左岸に広 く分布 している。角谷層 とよば

れる非変成古生層は、頁岩および砂岩を主体 とし、全体的に剪断作用を被っている。三郡変成岩 とは断層関

係で 2)し て八東川の右岸側に広 く分布 している。

出土石材において使用頻度の高い砂岩は、砥石、石皿、棒状礫などに使われている (表 2)。 これらは、堅硬

緻密質 /d‐ 砂岩であ り、角谷層に由来する典型的な在地性石材 とみることができる。打製石斧や砥石 として使

われている砂質頁岩も砂岩 と同様な岩相を示 してお り、角谷層由来の石材 とみることができる。砂岩 と同様

に使用頻度の高い頁岩は、石斧類、石核などに認められており、これらも角谷層に由来するものと考えられる。

ただし、貝殻状の破断面を有する塊状緻密質な頁岩については、剪断作用を被っている角谷層には稀な石材

であ り、新第二系に由来する可能性が考えられる。頁岩類を含む新第二系 としては、近 くでは八東川支流の

角谷川、屋堂羅川、春米川などの流域に分布する中新統の鳥取層群岩美累層がある。岩美累層由来の頁岩類は、

遺跡近傍の八東川河床礫からも採取できるものと考えられる。

変成岩類に属する緑色千枚岩および菫青石ホルンフェルスも在地性の石材に区分される。打製石斧 として

使われている緑色千枚岩は、三郡変成岩八東層の主要石材であ り、遺跡周辺において容易に採取できたもの

と推測される。石核か打製石斧未製品または石剣 とされる器種に使われている菫青石ホルンフェルスは、角

谷層の北側に分布するホルンフェルス帯に由来する石材 と判断される。角谷層の北側は、私都川流域に露出

する花蘭岩体からの熱変成作用を被ってお り、ホルンフェルス帯が形成されている。

火山岩類 としては、流紋岩類および安山岩類が認められてお り、 これらの多 くにも在地性の石材が使われ

ている。石皿に使われている安山岩は、暗緑色の変質鉱物を含んでお り、中新統の安山岩類にしばしばみら

れる岩相を示す。近隣の安山岩を含む中新統 としては、角谷層を貫いて小規模に分布する鳥取層群八頭累層

が挙げられる。分布面積は少ないが、八東川河床礫 として採取可能な石材である。一方、砥石に使われてい

る流紋岩類の由来 となる地質としては、八東川最上流部に分布する白亜紀 一古第二紀の酸性火成岩類などが

挙げられる。酸性火成岩類の分布面積は大きくはないものの、流紋岩礫は遺跡周辺の八東川河床からも採取

できる可能性はある。ただし、流紋岩類は隣県の兵庫県南部において多産する石材であ り、 このような方面

から搬入された製品である可能性も留意する必要がある。

変質岩類に分類される蛇紋岩は、石包丁破片 として 1点 だけ出土 している。蛇紋岩は、全国的にみても多

産する石材ではないが、近隣地域においては若桜町角谷地区から八頭町落岩地区にかけての地域に分布 して

いる。蛇紋岩は一般に軟質であるため、河床礫 としては残 りにくいことから、原産地またはその近 くで採取

されたものと考えられる。

出土石材の多 くは、上記のような在地性石材が多用されているが、遺跡周辺では採取できない異地性の石

材も認められる。それらは掻器に使われている無斑晶質安山岩および赤色原礫 として出土 している鉄石英で
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表 25 石材鑑定結果

調査区
登録番号

僻民文掲載番号)

種別 石質 備考

2228 石剣 ?事故折損未製品か 菫青石ホルンフェルス

2 0035-1 砥 石 ざくろ石流紋岩

0200-1 石斧 頁岩 古期

0200-2 砥石破片 流紋岩

0260-1 石皿か砥石 砂岩 古期

0301-1 磨製石斧 頁岩 古期

1 0339-1 石包丁破片 蛇紋岩

0440-1 打製石斧 砂質頁岩 古期

0501-1 打製石斧 頁岩 古期

2 0571-1 掻器(サ ヌカイ ト製) 無斑晶質安山岩 サヌキ トイ ド?

1 0953 石核か打製石斧未製品 菫青石ホルンフェルス

1009-1 砥石 頁岩 古期

865-1 石皿か砥石 砂岩 古期

2 936-1 棒】犬礫 摺石 砂岩 古期

938-1 石 皿 ? 砂岩 古期

1938-2 棒状礫 敲石 頁岩 古期

2081 砥石 砂質頁岩 古期

2295 打製石斧 緑色千枚岩

2313-1 砥石 流紋岩 スフェルライトあり
1 打製石斧 頁岩 新第二紀

2593-1 砥石 流紋岩 スフェルライ トあり

3 2697-1(88) 2次加工ある剥片 貢岩 新第二紀

2764-2(101) 砥石 流紋岩

2764-3(102) 砥石 流紋岩

2764-4 砥石 流紋岩

3 2831(86) 砥 石 砂岩 古期

砥石 砂岩 古期

0106-1 石核 買岩 新第三紀

0109-1 石核 頁岩 新第三紀
3 赤色原礫 鉄石英

1 2507 石枕下層 砂岩 古期

1 2508 側板石 砂岩 古期

5 0119(206) 石皿 輝石安山岩 新第三紀

表 26 種類別石材組成

石質

掻
器

（
サ
ヌ
カ
イ
ト
製

）

打
製

石

斧

石

谷

磨

製

石

斧

石

核
石
核
か
打
製
石
斧
未
製
品

右
剣

？
事
故
折
損
未
製
品
か

一
次

加

工
が

あ

る
剥

片

有
包

丁
破

片

値
石

は
石
破

片

勺

皿

石

皿

？

有
皿
か
砥

石

石
枕

下

層

亦
色

原

礫

側
板
石

棒
状

礫

　

摺

石

棒
状
礫
　
敲
石 ハ

ロ
主酬

%

火山岩類 273
5 l 6

ざくろ石流紋岩 1 l

輝石安山岩 1 1

無斑品質安山岩 1 1

堆積岩類

砂岩 2 1 2 l l l 8

頁岩 2 I 1 2 1 1 1 9

砂質買岩 1 1 2

変成岩類

緑色千枚岩 1 1

菫青石ホルンフェルス l 1 2

変質岩類

陀紋岩 1 1

鉱物 30

鉄石英 1 1

合計 1 4 l 1 2 1 l l 1 l 1 1 2 1 1 1 1 1
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ある。掻器に用いられている無斑晶質安山岩は、変質鉱物を含まない新鮮な岩相を示す灰色緻密質な安山岩

である。近隣地域において新鮮な安山岩を含む火山岩類の分布 としては、鮮新世～更新世の火山に由来する

扇ノ山火山岩類や、須賀ノ山安山岩類な どが知 られている。 しかし、いずれの火山岩類 も斑晶を多 く含むタ

イプの安山岩であり、出土遺物の無斑品質安山岩 とは岩相が異なっている。岩相が似ている可能性を有する

安山岩としては、袋川上流の雨滝地区に分布するややガラス質な雨滝安山岩が挙げられるものの、その分布

は小規模であ り、原産地試料 との比較が必要である。さらに採取地の範囲を広げて考えた場合には、瀬戸内

海を中心 として広 く点在するサヌキ トイ ドに属する安山岩もその由来 として挙げることができる。産地につ

いてさらに検討するには、全岩化学組成分析などによるデータからの検証も必要である。一方の鉄石英につ

いては、一般に流紋岩の変質部などに伴って小規模に産出するため、産地を特定することは難 しいが、遺跡

周辺では採取できないと考えられる。八東川最上流部に分布する酸性火成岩類に伴って産出する可能性や、

流紋岩類が広 く分布する兵庫県方面からの持ちこまれた可能性などもあ り、八東川河床礫の調査も含めて今

後の検討課題 として残される。

<引用文献>

五十嵐俊雄 ,2006,考 古資料の岩石学 .パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,194p.

上村不二雄・坂本 亨・山田直利 ,1979,若桜地域の地質 ,地域地質研究報告 (5万分の 1地質図幅), 地質調

査所 ,91p
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第 4章
第 1節

総 括

上野古墳群について

第 1頭 上野古墳群の概要 今回発見された古墳群は八東川左岸の微高地上に展開したと推定される

が、後世の削平により墳丘はすでに消失 してお り、現地調査開始前は古墳の痕跡をうかがうことはで

きなかった。その初現は古墳時代中期から認められ、後期前半までの事例を今回の調査で確認するこ

とができた。古墳群は全長 8.00m～ 17.00m程の小規模古墳で構成され、おおむね 12.00m前後が

中心を占める。総数計 17基を確認 し、円墳 12基、方墳は可能性のあるものを含めて 5基 と円墳が

優位を占める。また、埋葬施設については 2～ 7号墳、 12号墳、 16号墳で計 9基を確認 し、箱式

石棺 6基、組合式木棺 3基 と箱式石棺が優位を占める。副葬品は 6号墳 。12号墳で鉄器が出土 して

いるが、その他の古墳では確認されなかった。また、4号墳ではベンガラと考えられる赤色顔料によ

る棺内装飾の痕跡が確認されている。その他の出土遺物については土師器が中心を占めるが 6号墳・

11号墳周溝 と 12号墳埋葬施設からは須恵器が出土 している。

以上の事柄を観察するとおおむね 5つのグループに分類される。

Aグループ (2・ 4・ 5・ 6・ 17号墳 )→墳形は円墳で埋葬施設に組合式木棺 と箱式石棺を用いる。築

造時期は古墳時代中期前半～後期前半 と推定される。埋葬施設の構造や築造時期からA-1(4・ 5・

17号墳 )。 A-2(6号墳 )。 A-3(2号墳 )の 3つ に小分類される。

Bグループ (3・ 7・ 16号墳 )→墳形は方墳で埋葬施設に箱式石棺を用いる。築造時期は古墳時代中

期後半 と推定される。

Cグループ (11・ 12・ 13。 14号 墳 )→墳形は円墳で埋葬施設に組合式木棺を用いる。築造時期

は古墳時代中期後半～後期初頭 と推定される。

Dグループ (1・ 8・ 15号墳 )→墳形は円墳である。築造時期は不明であるが、 1・ 16号墳の新旧関

係から Bグループに後出する可能性が若干考えられる。

Eグループ (9。 10号墳 )→墳形は方墳 と推定される。築造時期は不明である。

以下、各グループの特徴を基に上野古墳群の若干の考察を試みる。

第 2項 立地 (第 165図 )

上野古墳群は八東川左岸の微高地上に展開したと推定されるが、現況ではそのような地形は把握で

きない。 しか し、国場整備前の地籍図には八東川沿いに微高地地形が表現されてお り、4区において

微高地の痕跡を確認することができたことと、弥生時代に帰属する溝状遺構の方向を手がか りにおお

まかではあるが、地形復元を試みた。弥生時代後期に帰属する SD0001と それに先行する SD0188・

0346の方向を観察すると、先行する SD188・ 0346は北西方向に向かい、調査区北側 に延びてい

くことか ら、微高地裾沿いにのびると推定される。SD0001は 1区 では北西方向に向か うが、2区

ではほぼ東西方向に進む。3区になると南西方向に向きを変えて、調査区南側に延びてい く。また

SD0001か ら分岐する SD0002・ 0003・ 0005や後出する SD0004は南西方向にのびることから、南

に向かって傾斜する地形が復元される。以上のことから、八東川の流れに沿って微高地が存在 し、南

側に傾斜する地形が復元される。

この復元 した地形から各グループの立地を見ると、Aグループは微高地沿いに、B～ Eグループは

微高地上に立地する様相がうかがえることから八東川 と後背地を隔てる微高地上に築造する傾向が推
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第 165図 地形復元図
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定される。また、B～ Eグループの周溝規模にばらつきが認められるが、 これは微高地が削平された

結果 と推定される。また、この微高地は弥生時代には居住域 として利用 していることから集落の廃絶・

移動後に墓域 として展開していったと推定される。

第 3項 各グループの規模 と形状 (第 166図 表 27)

上野古墳群は円墳 と方墳で構成されているが、円墳が数の上で優位を占める。また、規模について

も墳丘径が 1200m前後 と規格性が強 くうかがえることから、同一集団の墓域 として把握が可能 と考

えられる。

以下で各グループを概観 したい。

Aグループ 古墳時代中期前半に築造 される A-1(4・ 5・ 17号墳 )、 中期後半 に築造される A―

2(6号墳 )、 後期前半に築造される A-3(2号 墳 )で構成されるグループである。墳形はすべて円墳

で、墳丘規模は 5号墳が墳丘径 6.90m、 2号墳が墳丘径 11.30mと 大小あるが、おおよそ墳丘径は約

10m前後に収まる。顕者に新旧関係が把握できる A-1グ ループを観察すると 5号墳周溝が 4・ 17

号墳周溝を切ることか らこの 3基のなかでは 5号墳が後出すると判断できる。周溝の新旧関係を観

察すると 17号墳は周溝を破壊されているが、4号墳は西側の墳形が歪なことや検出状況下での埋葬

施設が墳丘の中心に位置 しないが周溝のプラン自体は円形を呈 していることが認められることから、

元々は規格性の高い円墳であったが、5号墳築造の際に周溝の一部を破壊 し、また、墓域を確保する

ために西側の墳丘を改変 したと推定される。このことから 5号墳築造時には 17号墳は存在が意識さ

れなかったが、4号墳は存在を意識 していたと考えられることから 4号墳が後出すると推定される。

次に A-2、 A-3を 見てい くと両者共にほぼ同規模ではあるが、墳丘形状や埋葬施設に若干の違

いが認められる。墳形は A-3は ほぼ円形で、A-2は 北側がやや直線状を呈す。また、A-3は 4

号墳 との間が約 0.5mと 非常に近接 し、A-2は Bグループの 7号墳 と近接 していることから、A・ B
表27 古墳規模一覧表

グループ 古墳 資形
推定lJlttm)

)は IA丘径
I里葬施設 時期 凹滞及び棺外出 と遺物 備考

4号 llt 】
Jlll 1480(1060 l Ji■ (箱式石格 ) 占墳時代中期前半

上ltl器小型丸底壷、裂

擬灰岩製平玉

A■ 5号 IIt ■填 )20(6901 2基 (箱式石棺・組合式木構 ) 古墳時代中期前半～ 土師器小型丸底壷片

17号墳 ■墳 1020(785) 1基 (小 日石を持つ木棺) 古噴時代中期言1半
と師器小型丸底菟、
と師器甕

3号墳 円墳 126019701 1基 (箱式石格 ) 占墳時代中期後半 R思器甦
し師器高IIhほか

2号噴 円墳 1430(1139 1基 (箱式石格 ) 古Itt時代後期it半 上師器喪、袋形土器

3号墳 方墳 1160(9401 1基 (箱式石柿 ) 占噴時代中期～ 短頸鏃?

卜 2 7号 IIl 方墳 820(6501 1泰 (箱式石構) 占墳時代中期後 半 土RT器蜜

16号墳 方墳 ? 不明 未確認 古墳時代中期後半 上師器変、壷 調査区外に延びる

HttrrR 円噴 1440(10601 消失 古墳時代中期後半
須恵器短頸壺、

土師器高邪

12号墳 円墳 1210(3101 1基 (木棺 ) 古lrt時代中期後半
土師器直口壺

須忠 Z辞有番高イ 滑石製平玉

13号墳 円墳 不明 未確認 不 明 調査区外に延びる

14号墳 円頂 350(6,801 消失 不り]

1号墳 I〔よ墳 1710(1330 未確認 古Frt時代中期後 半～ 調査区外に延びる

8号墳 ■墳 不明 未lFL認 不明 調査区外に延びる

15号噴 円rFt 1250(9401 未liFt認 不 明 lJB査区外に延びる

9号 Frt 方噴 ? 不 明 消失 不明
調査区外に延びる

カクランに破嬢される

E 10号 III 方lll 不明 消失 不 I刀 カクランにl1/x壊 される
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グループとの間でも築造順序が推定される。 この他、墳丘側にテラス状の段の構築が認められ、 17

号墳は南北側に、4号墳は西側に、6号墳は東側に、2号墳は南側に構築する①5号墳のみ認められ

ないが、墳丘規模から必要性がなかったものと推定される。

Bグループ 主に古墳時代中期後半に築造されるグループである。墳形はすべて方墳で、墳丘規模は

3号墳が長軸 940m、 7号墳が長軸 6.50m、 16号墳は不明であるが 10mを超えるものは確認されて

いない。顕著な新旧関係は調査区外にのびるため詳細は不明である。墳形は 3号墳がやや台形状を、

7号墳は均整のとれた方形を呈す。Bグループ内での新旧関係については明瞭ではな く、7・ 16号墳

からはほぼ同時期の遺物が出土 しているが、3号墳については遺物が細片であることからの検討は困

難である。A-2と 7号墳の出土遺物や位置関係などから、A-2が 後出する可能性が考えられる。

Cグループ おおよそ古墳時代中期後半に築造されるグループである。時期的には A-2・ Bグルー

プと併行する。墳形はすべて円墳で、墳丘規模は 14号墳が墳丘径 6.80m、 12号墳が墳丘径 8.10m、

11号墳が墳丘径 10.60m、 13号墳は不明であるが 10m前後に収まる。墳形を観察すると、H号 墳

はほぼ円形である。 12号墳は 11号墳に近接する南東側がやや歪 となる。また、 12号墳南西側 と 14

号墳の北東側がやや歪 となっている。 13号墳については半分以上が調査区外にのびるため詳細は不

明であるが、 この 3基の古墳か らは若干離れていることから新 旧関係 は不明である。また、形状・

規模から他の 3基 と大きく逸脱 しないことから当該グループに含めることとした。

以上のことを整理すると、H号 墳が先行 し、 12・ 14号墳がほぼ同時期に築造された可能性が高い。

また、出土遺物に須恵器が用いられることから、A-2と 併行する可能性が考えられる。

Dグループ 築造時期は不明である。墳形は円墳で、墳丘規模は 1号墳が墳丘径 13.30m、 15号墳が

墳丘径 9.40m、 8号墳は不明であるが、確認 した形状・規模か ら 10m前後の墳丘が推定される。墳

形を観察すると、 1・ 15号墳は歪な半円形で 8号墳は現状からは均整のとれた半円形を呈す。 1号墳

は西側が 16号墳を切ることか ら、周溝西側の形状が歪 となっている① 15号墳は明瞭な新旧関係は

認められないが、東側の一部がやや直線状を呈すことから古墳が近接 している可能性が考えられる。

築造時期については 1号墳は 16号墳に後出することから古墳時代中期後半以降と推定されるが、

その他の古墳については不明である。

Eグループ 撹乱に破壊されることと調査区外にのびることから築造時期や墳形など詳細は不明であ

る。墳形は方墳が推定され、墳丘規模は不明瞭であるが 9号墳の残存状況から 10mを超えるもので

はないと推定される。 10号墳はさらに小さく、5m前後 と推定される。新旧関係は 10号墳が後出し、

9号墳墳丘を意識 していた様相は認められ /d― い。

第 4項 埋葬施設 (第 167図 )

今回の調査で計 9基の埋葬施設を確認 した。内訳は箱式石棺が 6基、木棺 3基 と箱式石棺が優位を

占める。 しかし、箱式石棺 と木棺の中でも構造の差異が認められ、次のように大別される。

1類→隅丸長方形状の掘方を持つ箱式石棺で石材に河原石に由来する扁平礫石を使用する。

2類→隅丸長方形状の掘方を持つ箱式石棺で石材に結晶片岩製の板石を使用する。

3類→不整形状の掘方を持つ箱式石棺で石材に河原石に由来する扁平礫石を使用する。

4類→隅丸長方形状の掘方を持つ組合式木棺で小口に河原石に由来する扁平礫石を使用する。

5類→隅丸長方形状の掘方を持つ組合式木棺。

6類→長大な掘方をもつ組合式木棺。
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グループ 古墳 分類 格構造 主軸方向 悟寸法 (m) 顔位 柿内副弊R 平面形状 備考

4号墳

埋葬施設
よ 箱式石棺 6ゞ3° IV

長軸 153X束幅

028× 西幅023
×深さ021

東 石枕

石構を目

留め粘土

で密封、

棺内にベ

ンガラ

5号墳

埋葬施設 1
1 箱式石構 N67° W

長軸 163× 東幅

040× 西幅023
X深さ021

束 石枕

石構を目

留め粘上

で密封

5号墳

埋葬施設2
饂合式木棺 N61° W

長軸174× 幅

062× 深さ026
菫 ?

A-1
17号墳

里葬施設
4 トロ石を持つ木棺 N60° W 長軸220× 幅

045X深 さ025
束

A-2
6号墳

翌葬施設
G式石構 N68° Vヽ

長軸 175× 東幅

044× 西幅028
×深さ023

東 石枕

鉄刀・

長頸鏃・

刀子

百構を目

認め粘上

●密封

3
2号墳

理葬施設
臨式石権 〈63° W

長軸171× 束幅

026× 西幅03G
×深さ023

西 石枕

石格を日

留め粘土

で密封

3号墳

哩葬施設
補式石格 N71° W

推定長軸 170～

179× 幅025～

X深さ010
不明

石格を破

壊される

7号墳

哩葬施設
箱式石棺 N80° E

長軸156× 束幅

034×西幅015
×深さ016

東 石枕

C
12号墳

埋葬施設
組合式木構 N3° IV

長軸200× 幅

040X深 さ066
萄 刀子

縮尺 1/80で表記

第 167図 埋葬施設一覧図
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1類は 4号墳、5号墳埋葬施設 1が該当する。 しか し、4号墳は掘方が深 く、側石を 3重に廻 らす

など構造上の差異が見 られるが、使用石材や石枕を V字状に構築すること、隙間や蓋石を粘上で密

閉することなど基本的な構造は共通 している。

2類は 6号墳が該当する。使用石材や石枕の構築に 1類 と明瞭な差異が認められるが、隙間を粘土

で密閉するなど 1類 と共通する要素が見られる。副葬品に鉄器を有する。

3類は 2号墳・3号墳・7号墳が該当する。しかし、2号墳では粘上による隙間の密閉が認められるが、

7号墳では粘上の使用は確認できなかつた。3号墳では掘方の観察から側石の形状や数量から 7号墳

に類似 していると推定される。頭位は 2号墳のみ西側である。

4類は 17号墳が該当する。小日に扁平礫石 と側板を組み合わせた棺構造で、類例 として千代川西

岸の服部 18号墳第 2主体部や鳥取平野南部の広岡 79号墳で確認されている。 (1)『 このような棺構

造は箱式石棺導入の萌芽 との位置、八東川左岸における箱式石棺導入の契機を示唆する可能性が高

い。』。また、石枕を V字状に構築することから 1類 と共通する要素が見られる。

5類は 5号墳埋葬施設 2が該当する。石枕などは構築されず、小日の痕跡も確認できなかったこと

から箱式に組み合わせた木棺 と推定される。

6類は 12号墳が該当する。長大な掘方を構築 し、棺寸法が 2.00mと 長 く、箱式に組み合わせた木

棺を持つ。頭位は唯一南 と推定される。棺上遺物に須恵器を有 し、副葬品に刀子を有する。

次に主軸方向を見ると 17号墳が N60° W、 3号墳が N71° Wと おおまかに 60～ 70° の間に収まる

が。7号墳は N80° Wと わずかに、 12号墳は N3° Wと大きく異なる。 しか し、7号墳の頭位は東側

と他の埋葬施設 と同じであることから、他の集団に近 しいと考えても差 し支えないであろう。

以上の事柄から考察すると主体的埋葬施設 としては箱式石棺が多 く採用されている。木棺の採用は

少な く、主体的埋葬施設に採用されていても 6類のように長大な掘方を有する /d‐ ど特殊 /d― 様相がう

かがえる。このことから各グループを概観 してい くとAグループでは 6類以外の埋葬施設が見られる。

Bグループでは 3類が採用され、Cグループでは 6類が採用されている。特に 5号墳では規模がほぼ

同じ箱式石棺、組合式木棺の両方を採用 している。。

では箱式石棺を主体的埋葬施設に採用 している事例を使用石材から観察すると 6号墳以外は河原石

に由来する扁平礫石を使用 し、隙間を粘土で密閉していることから共通の築造集団が推定される。 し

か し、その中でも 4号墳のように 3重に側石を廻 らせる事例や 7号墳のように隙間を粘土で密閉し

ない事例などが見られるが基本的構造は変わらないことから、これらの差異は被葬者の階層差や時期

差によるものと考えて差 し支えないと考える。

また、6号墳については結晶片岩の板石を石材に使用すること、石枕構造の違いが見 られることや

多数の副葬品を有することから、これらは被葬者の階層を表現するものと考えられ、主体的埋葬施設

に箱式石棺を採用する点については上野古墳群のなかで逸脱するものではない。

組合式木棺については 17号墳で箱式石棺に先行する可能性が認められる。5号墳埋葬施設 2の木

棺は埋葬施設 1と ほぼ同規模であることから、両被葬者の間で何 らかの上下関係があると推定される。

通常木棺のほうが格上 とされている ぃが、5号墳では副次埋葬施設に採用されていることから、石棺

を上位に意識 している可能性が高い。 12号墳については長大な掘方 と木棺を有すること、6号墳ほ

どではないが鉄器を副葬品に有すること、棺上遺物に須恵器を有することから、階層もしくは職能を

表現 している可能性が推定される。

310-



グループ 占墳 埋葬施設出土遺物 周潜出土遺物
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第 168図 古墳出土遺物一覧図
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第 5項 埋葬施設出土遺物 と周溝出土遣物 (第 168図 )

埋葬施設出土遺物を有する古墳は 6号墳 と 12号墳である。6号墳は鉄刀、長頸鏃、刀子 と武具が

副葬されている。 12号墳は刀子が副葬されているが、その他は確認されなかった。 しか し、棺上遺

物 として古墳時代後期前半の須恵器有蓋高邦 4個体 と土師器直口壺 1個体が出上 している①須恵器

有蓋高郷には陶邑系統 と在地生産系統の 2系統が認められ、各 2個体ずつ出土 していることから、

意図的な選択が うかがえる。また、掘方埋土から滑石製平玉が 3点出土 していることか ら副葬品の

可能性が考えられるものの、数が少ないことから可能性の域を出ない。4号墳の封土からは緑色凝灰

岩製平玉が 2点出土 しているが、棺内副葬に伴 うものではない。

周溝出土遺物は Aグループ (2号墳・4号墳 。6号墳 。17号墳 )、 Bグループ (7号墳 。16号墳 )、 C

グループ (11号墳 )か ら時期把握が可能な遺物が見られる。

2号墳からは古墳時代後期前半に比定される土師器甕が出土 している。4号墳からは中期前半に比

定される土師器小型丸底壺や甕回縁部が出土 している。6号墳からは須恵器庭と共伴 して中期後半に

比定される土師器高郭 4個体が出土 している。その内一つは有稜高郭である。 この構成は 12号墳周

溝でも確認でき、土師器高邪 4個体が共伴 し、内 1つは有稜高邪であること、その他須恵器広口壼

と土師器不が出土 していることから、使用する器物の選別がされている可能性が考えられ、中期後半

における古墳祭祀における規則性が うかがえる。 17号墳からは中期前半に比定される土師器甕片 と

小型丸底壺が出土 している。7号墳からは布留式上器の特徴が強い土師器甕が出土 してお り、 16号

墳からは穿孔が見られる布留式土器の特徴が強い土師器甕 と土師器壷が出土 している。 7・ 16号墳共

に中期後半に比定されるが、 16号墳の土師器甕には口縁部が複合口縁状にわずかに屈曲する山陰土

器の特色がうかがえるが、7号墳の上師器甕の口縁部は直立気味に外傾する様相が見 られることから

搬入品の可能性が考えられる。。

以上の事柄を整理すると、Aグループでは古墳時代中期前半～後期前半の遺物が出上 してお り、17

号墳→ 4号墳→ 6号墳→ 2号墳 とい う築造順序が推定される。Bグループは古墳時代中期後半の遺

物が見 られるが、7号墳 と 16号墳 との間では明瞭な時期差は確認できないが、在地生産品と搬入品

との差異を確認 した。 しか し、 このことから時期差を把握することは難 しく、被葬者の出自を表現 し

ている可能性が考えられる。Cグループは古墳時代中期後半 と推定され、また須恵器をもつ ことから

後期に寄るものと推定されよう。また 6号墳についても同様の事柄が当てはめられる。

周溝出土遺物を概観すると 6号墳・ 12号墳・ 16号墳において強い祭祀性が認められ、祭祀の内容

については 6号墳 。16号墳については遺物がほぼ完形を保っていることから廃絶祭祀の可能性が考

えられるが、 12号墳では高郷を上下逆に据えたり、倒れている状態で出上 していることから、祭祀

痕跡は見 られるものの目的については不明である。

第 6節 上野古墳群の展開

立地、墳形、埋葬施設、出土遺物の概要を述べてきたが、最後に上野古墳群の展開について若干の考

察を行いたい。

上野古墳群は古墳時代中期から展開する可能性が高 く、A-1グ ループ内では古墳時代中期前半に

17号墳がまず築造され、次いで 4号墳が築造されたと推定される。その後、5号墳が築造されたと

推定される。中期後半に須恵器を伴 う 6号墳 lA-2)が築造され、後期前半に 2号墳 (A-3)が築造

されたと推定される。Bグループでは明瞭 /1-時期差は確認できないが、おおよそ古墳時代中期後半が

９
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つ
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推定される。 7・ 16号墳はほぼ同時期の築造 と推定される。 3・ 16号墳の間では新旧関係を把握する

ことはできないが、台形状に広がる墳丘形状か ら 16号墳に先行する可能性が推定される。Cグルー

プでも明瞭な時期差は認められ /1-い が、須恵器を伴 うことから古墳時代中期後半か ら後期初頭が推

定される。 11号墳の規模が大きいことと 12号墳の墳丘形状からまず 11号墳が先行 し、その後 12・

14号墳が築造 されたと推定される。Dグループは 1号墳が 16号墳に後発することは判明 している

ことから、古墳時代中期後半～後期が推定されるが、8・ 15号墳については不明と言わざるを得ない。

同じくEグループについても時期は不明であるが、墳丘の立地、形状から築造場所が限定されている

様相が見られることが、古墳時代中期後半が消極的ながら推定される。

以上の事柄を整理 した各グループの築造順序を推定するとA-1(17号墳→ 4号墳→ 5号墳 )→ B(3

号墳 ?→ 7・ 16号墳 )→ A-2(6号 墳 )。 C(H号墳→ 12・ 14号墳 )→ A-3(2号 墳 )・ D(1号 墳 )

という流れが浮かび上がる。また、立地の観点から微高地沿いから微高地上への展開が推定されるが、

調査区外の様相が不明であることから推定の域を出/1-い。

今回の調査では古墳群を構築 した集落は確認できなかった。おそらく、当該期の集落は他所に移動

したものと推定され、その画期 としては八東川の動向が挙げられよう。また周辺における当該期の遺

跡を見回す と八東川右岸の久能寺古墳群 と久能寺狐塚遺跡 。が上野古墳群に併行する可能性が高 く、

当地における墓域 と居住域の有 り様を示唆する可能性が考えられるが、今後の資料の蓄積により実態

が解明されることを期待 したい。
(久富 )

註 (1)財団法人 鳥取市文化財団 2001『服部墳墓群 姫鳥線整備促進関連事業に係 る服部 16～
19。 34・ 36号墳、服部 1～ 3号墳の発掘調査』

(2)註 (1)

(3)清家 章 2010「古墳時代集団墓における木棺 と石棺」『待兼山考古学論集 Ⅱ』大阪大学考

古学研究室 真陽社

清家氏は同一墳丘上の箱式木棺 し箱式石棺を共通要素の多い棺であると理解 した上で「同一

墳丘に共存する箱式木棺 と箱式石棺は同じ範疇に基づいた棺であり、両方の被葬者は共通す

る埋葬習俗の下で埋葬が行われたということができる。同一出自集団が同一形式の棺を用い

るという福永の見解をこれに当てはめれば、箱式石棺 と箱式木棺の被葬者は出自集団を同じ

くしていたと考えられる」 と述べている。

(4)清家 章 2010『古墳時代の埋葬原理 と親族構造』 大阪大学出版会

近畿の事例であるが、主要埋葬施設には箱式木棺が採用される傾向が強い。

(5)松井潔氏からの指摘による。

(6)郡家町教育委員会 2002『久能寺狐塚遺跡 八頭高等学校運動場造成工事に伴な う埋蔵文

化財事前調査報告書』
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第 2節 上 野 遺 跡 の 掘 立 柱 建 物 跡・ 礎 石 建 物 跡 に つ い て

第 1項 掘立柱建物跡の概要 今回上野遺跡では 10棟の掘立柱建物・ 礎石建物跡を確認 した。全体

の傾向として小規模で、棟柱を持たない 2間以上 × 1間の建物跡がほとんどを占めるが、立地、構造、

時期などに各々特徴が認められる。 この節では建物跡を観察 し、個々の性質について若千の考察を試

みる。掘立柱建物跡 。礎石建物跡は 1・ 3・ 4区で確認されている。概要 としては 1区か らは 5棟の

掘立柱建物跡 と礎石建物跡を確認 した。主軸方向や規模がほぼ同一であること、同一箇所での複数回

の建替えが見 られること、掘立柱建物跡から礎石建物跡への移行が認められることなど構築には強い

計画性が認められる。3区からは 1棟の布掘 り建物跡 と 3棟の掘立柱建物跡を確認 した。布掘 り建物

跡は前年度の奈免羅 。西の前遺跡でも同様の遺構が確認されている。4区からは 1棟の掘立柱建物跡

を確認 した。竪穴住居跡 との新旧関係が認められることから、弥生期の集落 とは時期が異なる可能性

が考えられる。

第 2項 掘立柱建物跡・礎石建物跡の立地 と分布について (第 169図 )

掘立柱建物跡・礎石建物跡は 1・ 3・ 4区で確認されているが、その立地 と分布には一種の偏 りが

認められる。 この項では立地 と分布状況から各建物跡の性質について考察を行いたい。 まずは 1区

の建物跡を見てい くと、遺構の詳細については第 1章 にて述べているので省 くが、SB03・ 04・ 05は

2間 × 1間、SB02は 3間 × 1間、SB01に ついては調査区外にのびるため全容は不明であるが、お

そらく2間以上 × 1間 と推定される。棟柱は無 く、小規模な建物が集 まっていることか ら建物群 と

推定される。また、建物が同一の方向に並列 し、SB03・ 04を除いて、互いへの切 り合い関係が無い

ことや SB02の 一部 と SB05に布掘 り状の掘方が認められること、SB04か ら SB03へ の建替えの様相、

SB04・ 05の掘立柱建物跡から礎石建物跡への移行の様相な ど構造的及び時期差を表現する要素が認

められる。また、建物群の北側はほとんど遺構が存在 しない。時期は SB05が 1号墳を切ることから、

古墳時代後期後半か ら古代 と推定される。 1区の建物跡を A類 と名付ける。次に 3区の掘立柱建物

跡を見ると、布掘 り建物跡の SB06が特筆される。長軸 7.00m前後の長い掘方を構築 し、6本の柱を

立てた痕跡が明瞭に認められるが、明瞭な棟柱は確認されなかった。 このことから 5間 × 1間の構

造が推定される。掘方 と柱痕跡の一部は礫層を掘 り込んでいることか ら、構築には多大な労力がか

かったことは想像に難 くない。前年度調査で確認された布掘 り建物跡 (1)と は桁行はほぼ同じであるが、

梁行は若千狭い。時期は古墳時代の土抗に切 られることから、弥生時代後期後葉～終末期 と推定され

る。B類 と名付ける。その他の建物跡を見るとSB07・ 08・ 09に ついては互いの間隔をとって、近接

した状況で構築されている。SB07・ 08は ほぼ同じ方向で並列 し、SB09は 主軸方向を違えて構築さ

れている。A類 と同様に小規模な建物が集まっていることから建物群 と推定される。柱穴は深 く、一

部の柱穴埋土中に礫石が含まれていることから、礎石建物跡の可能性も考慮される。建物跡は弥生時

代後期 と推定される溝状遺構を切 っていることと 3基の竪穴住居跡の間に構築されている様相が認

められる。時期については遺物など明確な基準になるものがないが立地から弥生時代後期の可能性が

考えられる。C類 と名付ける。最後に 4区の掘立柱建物跡を見ると、2間 × 1間 と構造的には他の掘

立柱建物跡 と大差がない。ただ、桁行寸法や柱間寸法が他の掘立柱建物跡 と比較すると規模が大 きい。

弥生時代中期後葉の竪穴住居跡を切っていることと、古代の溝状遺構の方向を同じくする様相が認め

られる。礎石などは確認できなかった。時期については遺物など明確 /d― 基準 となるものがないが立地
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から弥生時代後期～古代の可能性が考えられる。D類 と名付ける。

A類→ SB01・ 02・ 03・ 04・ 05(古墳時代後期後半～古代 )

B類→ SB06(弥生時代後期後葉～終末期 )

C類→ SB07・ 08・ 09(弥生時代後期 )

D類→ SB10(弥生時代後期～古代 )

以上の事柄を観察するとA類の立地には建物配置に明確な計画性が認められ、北側には遺構がほ

とん ど存在 しないことか ら建物群に付属する広場の可能性が考えられる。また、SB05の 構築から、

1号墳墳丘の削平を伴 う大がか りな土地改良の痕跡をうかがわせる。B類については周辺に同様の建

物が見られないことから単独で構築されたものと推定される。建物の方向や性質については基準 とな

るものは見いだせなかったが、特殊な構造から住居 として使用されたとは考えにくく、奈免羅・西の

前遺跡においても規模や構造は若干異なるものの、同様の遺構が確認されていることから弥生期の集

落における特殊な役割があったと推定される。C類はほぼ同規模の建物が集まっていることから同じ

性質をもつ もの と推定される。また、弥生期の竪穴住居跡に囲まれていることか ら、当該期の集落

の構成する施設 と、SB07・ 08と SB09の主軸方向の違いが時期差を表 している可能性が考えられる。

D類は他の建物 と同様の構造を有 していることから、性質については同様 と考えられる①

第 3項 掘立柱建物跡 。礎石建物跡の規模 。構造・性質について (第 170図 )

上野遺跡の掘立柱建物跡を観察するとB類以外はほぼ同様の構造 と規模を呈す。規模や構造の詳

細については前章で述べたので省 くが、2間 × 1間前後 という建物構造から逸脱するものは無 く、時

期 こそ異なるものの性質については同様 と考えられる。その性質を考察すると、小規模な構造 と棟柱

を持たないことから、屋根は軽 く、柱 もさほど太 くないことか ら、住居 として用い られたとは考え

にくい。特に A類の計画性、C類の集合性を観察すると、住居ではな く、倉庫 と推定される。また D

類は 1棟のみであるが、規模 。構造から同様の性質 と推定される。

次に A類 (SB05)と B類の布掘 り掘方であるが、若干異なる。B類は当初から布掘 り建物 として構

築されているが、A類 (SB05)は 柱穴の切 り合い痕跡が確認できることや建替えの痕跡が認められる

ことから、構築 と抜き取 りを繰 り返 した結果、布掘 り状の掘方になったものと考えられ、このことか

らも B類の特殊性を示唆 していると考えられる。

礎石建物跡であるが、確実なものとしては A類で見 られる。SB03・ 05では掘立柱建物跡から礎石

建物跡への移行が明瞭に認められる。その他では C類、特に SB09に その要素が認められる。A類ほ

ど顕著ではないが、柱穴埋土に礫石が含まれている。 しかし、数が少なく柱を据え置 くよう/1-様相は

見られないことから礎石 というよりは倒壊防止の根がらみ石の可能性が考えられ、厳密 /h‐ 意味での礎

石建物跡 とは言えない。

以上のことから時期は異なるものの、掘立柱建物跡・礎石建物跡は住居 としてではなく、公共性の

強い施設であろうと考えられ、倉庫 と判断するのが妥当と考える。また礎石建物についても厳密な意

味では A類のみに認められると判断できる。

第 4項  まとめ

最後に各類の時期 と成 り立ちについて考察を行いたい。第 2項にておおまかな時期については述

べてきた。

弥生時代後期から古代に亘る幅広い時期を想定 しているが、むろんこれについては直接的な運動性
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No

規 模

方位 調査区 備 考
全 体

全 長 柱間氏法

桁行 梁行 FfF4子 梁行

SB01

×1岡 330m以「 216m 152m
141m

N60° Vヽ

1区

SB02

3間 Xl聞 389m 242m 138m
1 41rn

135m
135m
135m
131m

N60° W

l lX

間 Xl 392m 281m 208m
215m
171m
215m

N57° W

1区

SB04

J間 × ] 321m 204m (151m)
161m
181m
185m

N57°  llr

1区

SB05

】I翻 × 1間 348m 235m (1 90ml

1 71rn

170m
189m

N-52° Vヽ

1区

SB06

710m 171m N25° ■

3区

布掘り

SB07

2間 ×J倒 285m 210m 140m
140m
140m
140m

Ne9° WV

3区

間 × 285m 195m 140m
(144m)
136m
144m

N102°  W

3区

SB09

2間 ×1聞 360m 225m 192m
180m
192m
176m

N■ 05° ■

3区

SB10

2岡 ×1間 450m 260m 240m
210m
240m
206m

N72° W

4区

縮尺は不同 桁行の柱間寸法は西北からの値を万す

第 170図 掘立柱建物跡規模一覧図
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はなく、その時々によって展開する。BoC類の弥生期の建物はやはり集落に伴 うものと考えられる。

A類の古代の建物跡は周辺に同時期の集落が確認できないことから、集落 との繋が りは不明であるが、

糸口として立地 と計画性に手がか りがあるものと推定される。それは主軸方向が八東川の旧河道 (第

171図 )に対応 していることが挙げられる。 この旧河道は 1区基本層序 1-4層 として把握 しているも

のである。古代の旧河道ではないが、八東川の形成を示唆するもので、当時の河道方向を推定する材

料 となる。また、弥生時代後期後葉の SD0001の方向も旧河道に沿 うことからおおむね問題ないと考

える。 このことを前提に 1号墳 と SB05と の新旧関係、SD0001の埋没時期を観察すると、弥生時代

もしくは古墳時代には当てはめられず、また礎石建物跡であることから、古代に帰属する可能性が高

い。さらに立地が八東川に近 く、北側に広場 と推定される空間地が近接することなどから、土地の選

定 と改良を行っている可能性が高 く、その要因として律令体制下の影響が推定される。

D類については C類 (SB09)と の対比 と中期後葉の竪穴住居 との新旧関係、古代の溝状遺構 との関

係に手がか りがあるもの と推定される。C類のように他の建物跡が展開 しないが、SB09と は主軸方

向をほぼ同じくすること、中期後葉の堅穴住居跡を切ることから弥生時代後期の集落に帰属する可能

性 と、古代の溝状遺構 と方向を同じくすることから律令体制下に帰属する可能性が考えられるが、詳

細については不明である。

以上の事を整理するとA類は古代の掘立柱建物・礎石建物群である可能性が高 く、律令体制下に

属するもの と考えられる。上野遺跡から東に 2.3kmに は八上郡衡跡 と推定される万代寺遺跡 ②が、

南に 1.lkmに は 8世紀の掘立柱建物跡 と円面硯が出土 した西ノ岡遺跡 。が存在することからおそら

く八上郡 もしくは郷に付随する倉庫群 としての性質が推定される。また、八東川に近接することから

水上交通の中継点 としての性格も可能性 として推定される。BoC類は弥生時代後期の集落を構成す

る施設 と考えられる。 しかし、B類 とC類ではその性質は異な り、C類については集落に付随する倉

庫群 として推定されるが、B類については特殊性を帯びた建物 とも考えられる。D類については弥生

時代か古代のいずれかに帰属する可能性が考えられるが、詳細については掴みきれなかった。ただ、

他の 2間 × 1間の建物跡よりは一回りほど規模が大きいが、性質 としては倉庫 と推定される。

掘立柱建物跡はその性質上、遺物の出土がほとんど見 られない遺構で時期の判別には遺構の新旧関

係や形状に依拠するところが大きい。今回は時間の制約により十分な検討ができたとは言えず、不備

な点も多々あるとは思うが、今後の資料蓄積により明確な実態の解明に期待したい。 (久富 )

註 (1)八頭町教育委員会 株式会社島田組 2010『奈免羅・西の前遺跡 Ⅱ 県道河原インター線

道路改良工事に伴 う発掘調査報告書』

(2)郡家町教育委員会 1983『万代寺遺跡発掘調査報告書』

(3)船 岡町教育委員会 1981『西ノ岡遺跡発掘調査報告書』
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第 171図 旧河道復元図
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第 3節  焼失住居跡の利用状況

上野遺跡 4区では S116焼失後、S112が 拡張されて建替えられている。そこで鳥取県内の焼失住居

跡の事例を集成 し、焼失後の住居跡の利用状況 と比較 してみたい。

各報告書で焼失住居跡 と記載があるものや平面図から焼失住居跡 と判断できるものを集成 したとこ

ろ、県内の焼失住居跡例は 44遺跡 109棟になった。 (表 28)

一覧表には遺跡名、遺構名、遺構の時期の他、焼失前切 り合い、焼失前建替え、焼失後の各項 目を

示 した。焼失前切 り合いは焼失住居跡が成立する前に他の遺構を壊 しているかどうかを表 している。

焼失前建替えは拡張もしくは縮小を伴 う建替えや貼 り床の貼直 しの回数を表わしている。例えば「 1」

の表記は、 1回の建替えをした後焼失 したことを表 している。 これ らからは、その立地に何 らかの回

執が見 られる目安になると思われる。焼失後は、住居焼失後に住居跡がどのように利用されたかを表

している。廃絶の場合は他の遺構に壊されることなく検出されている。利用状況 としては住居跡に壊

される、古墳周溝に壊されるなどが挙げられる。 この論考では、建替えは拡張・縮小を伴いその中心

をほぼ同じくする場合で、壊す (さ れる)は 中心を同じくしない住居や古墳などその他の遺構によっ

て壊される場合 としている。

【焼失前の利用状況】

焼失前の利用状況を見てみると他の住居跡を壊した例が 13棟、土坑を壊した例が 1棟ある。 130/O

の住居跡が何らかの先行する遺構を壊していることになる。

焼失前の建替えの状況は、建替え無し (0回)89棟 (810/0)、 1回 14棟 (130/0)、 2回 6棟 (60/0)

となり、ほとんどの住居跡は焼失するまで改変を受けていない状況が見てとれる。また、立地で何ら

かの破壊を行った例はすべて建替えを行っていない。

これらの状況から住居の立地に当たって、回執は見られず、空いている場所に住居を造り、そのま

ま使用する住居が多いと見ることができる。

【焼失後の利用状況】

焼失後の住居跡の利用状況を見てみるとそのまま廃絶する例が 92棟 (840/0)、 建替える例が 1棟

(1°/。 )、 住居に壊される例が 7棟 (60/0)、 古墳・墓の墓域に壊される例が 5棟 (50/0)、 廃棄土坑にさ

れる例が 3棟 (3%)、 竪穴状遺構に壊される例が 1棟 (1°/。 )と なっている。

多くの例が焼失してそのまま廃絶している状況がうかがえる。それではその他の例について詳しく

見ていく。また、以下の遺構名は各報告書の記載に倣っている。

建替えが行われる例は頭根後谷遺跡 (倉吉市)6号住居址だけである。この住居跡は焼失前に 1回

建替えが行われた後に焼失し、焼失後拡張を伴いさらに 2回建替えを行っている。焼失前は 2本の

主柱穴であったが、焼失後は 4本の主柱穴になっている。焼失前後の時期差は大きくなく、継続し

て利用されている。立地に強い固執が見られる例と言えよう。

住居跡に壊される例は夏谷遺跡 (倉吉市)41号住居、上種第 5遺跡 (北栄町)竪穴住居跡 15号、

上種第 1遺跡 (北栄町)竪穴住居跡 12号、古御堂笹尾山遺跡 (大山町)竪穴住居 22、 百塚第 5遺

-321



跡 (米子市)S142、 吉谷中馬場山遺跡 (米子市)竪穴住居 5、 天王原遺跡 (南部町)SI-18の 6棟で

ある。このうち焼失住居跡と壊す住居跡の時期が近いのは吉谷中馬場山遺跡竪穴住居 5だけで、他

の例は時期差があり、焼失後すぐに再利用されておらず、焼失住居跡を認識して利用されている状況

はうかがえない。

古墳等墓域に壊される例は柄杓目遺跡 (鳥取市)S131、 沢ベリ遺跡 (倉吉市)S101・ SЮ 4、 宮内第

1遺跡 (湯梨浜町)S107、 天王原遺跡 SI-12の 6棟である。この事例も時期差があり、焼失住居跡を

認識して利用されている状況はうかがえない。

廃棄土坑にされる例は南谷大山遺跡 (湯梨浜町)BS10 1、 上種第 6遺跡 (北栄町)竪穴住居跡 5号、

笠見第 3遺跡 (琴浦町)S122の 3棟である。このうち前者 2棟は焼失住居跡と時期差は無く積極的

に投棄している状況である。笠見第 3遺跡 S122は 時期を置いて鍛冶関連遺物を投棄しており、焼失

住居跡の認識はないものと思われる。

竪穴状遺構に壊される例は妻木晩田遺跡 (大山町)S1173で ある。弥生時代後期前葉に廃絶した後、

弥生時代後期後葉になって貯蔵施設と思われる竪穴状遺構に破壊されることから、時期差を考えると

焼失住居跡との認識はないものと思われる。

以上、焼失住居跡のその後の利用状況を概観したが、多くの場合、そのまま廃絶している。また、

その後に立地が利用される場合も焼失住居跡との認識は無く、埋もれてできた空間を利用した状況が

うかがえる。積極的に利用される場合は焼失と同時に遺物の廃棄に使われることがある。焼失住居跡

に住居を造る例は、建替え 1例 と破壊する 1例だけである。このことからも、上野遺跡 4区の S116

とS112の 建替え例は非常に稀なケースであり、S116は 貼り床に高邪を、S112は ピットに穿孔土器を

それぞれ埋納することと合わせて考えると両者が特別な施設であったことが浮かび上がってくる。

(入江)

焼失前建替え回数

2回
/-6%

焼失後利用状況

1%竪穴状土坑

廃棄土坑

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

第 172図 建替え回数および焼失後の利用形態
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表 28 鳥取県内焼失住居跡一覧表

17 1北 栄付〕

翼
閉

妻木山地区 に   SII登

鵜 T=瑠評
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市町村 遺跡名 遺構名 1寺期
瞬 失 前

焼失後 報告書

坂中第6遺跡 古猿 前翔 莞絶

南部町 天王原 還 跡      E区

生ヽ

牛ヽ

SI-07

陽 日合 清 水 還跡

※ 遺構名は各報告書の記載に倣っている。

表 29 焼失住居跡報告書一覧表

鳥取県教育文化財団調査報告書  32

(財)鳥取

南谷ヒジィ聾響リポ路現劃藁引撃螢♂孔健提声
邪号墳 1991

南谷大山違跡 。南谷 とジリ遺跡      1 1998

1遺跡・冨内第4遺跡・
・宮内2、 63、 64、 65

木晩田遺跡発掘調査 (Ⅱ 分冊)     12000

史跡妻木晩田遺跡妻木山地区発掘調査報告

ザ弄摯勇轍 埋靴llll区    11996

=典弾摯乳ユ尊醍牽製鐸牲;貫甥 坐す+響
鍔

引
・小町越城野原第1遺跡・小町越城野原第2遺跡  |

育文化財図調査報告書
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第 4節 奈 免 羅・ 西 の 前 遺 跡 と上 野 遺 跡 の 竪 穴 住 居 跡 に つ い て

第 2章の小結で S101に ついて触れたが、ここでは前年度調査の奈免羅・西の前遺跡 Ⅱ (以下、奈

免羅 Ⅱとする)と 今年度調査の上野遺跡の成果も踏まえて、奈免羅 。西の前遺跡 (以下、奈免羅Ⅲと

する )の調査区で検出された堅穴住居跡 (以下、住居跡 とする )について若干の私見を述べたい。

今年度調査の奈免羅Ⅲでは 1基の住居跡が調査区端で検出された。調査区北西端で住居跡の東側

の一部が検出された。推定で 4分の 3以上が調査区外であるため部分的な調査 となったが、形状の

把握 と拡張の痕跡が確認された。まず、形状は隅丸長方形あるいは隅丸方形状を呈する。壁周溝 と床

面も検出された住居跡の構築過程も把握できたが、床面は壁周溝に近づ くにつれ無 くなっていること

が確認された。次に拡張の痕跡については、壁周溝 と床面が存在 しないことによって判断できるが、

この部分は検出段階から変成岩の岩盤が露頭 してお り、本来、拡張部分にも床面が敷設されていたと

する/A― らば、岩盤もしくはその上位に敷設されていたこととな り、拡張部分 と住居床面の間に段差が

生 じる。 この点については、拡張部分はベッ ド状遺構の可能性があるとした見解を第 2章で述べた。

S101か ら出土 した土器は小破片のため調整等の詳細は不明である① しか し、内面にケズ リがみられ

るものも存在 したことから、弥生土器あるいは土師器の可能性が高い と考え、S101の 時期を弥生時

代後期から古墳時代 とした。調査区内において S101以 外の竪穴住居跡は確認されなかったことから、

他の住居跡は調査区より西側に存在すると推定 した。また、調査区西側で平成 20年に八頭町教育委

員会の試掘調査が実施されている。T8の西端か ら須恵器の蓋を伴 う住居跡 (SI-1)の 一部が確認され

たことから、SI-1の時期を古墳時代後期頃に推定 した。奈免羅Ⅲの S10日よ土器が小破片であったため、

S11と の関連は不明である。 このように S101は 形状の把握 と拡張の痕跡を成果 としてあげたが、次

に奈免羅 Ⅱおよび上野遺跡の住居跡について述べる。

奈免羅 Ⅱは 3調査区にわかれて調査が実施されている。調査の成果 として、2区から大溝等が、3

区から掘立柱建物跡および住居跡等が確認されている。2区は 2面から 1棟の住居跡が確認されたが、

形状は不明である。3区は遺構面が 4面にわた り、2・ 3面から住居跡が検出された。2面で 12棟・

3面で 3棟が確認され、特に 2面の検出数が多い。時期は 2区の住居跡で弥生時代終末期、3区はそ

れぞれの住居跡で若干異なるものの、共通 して弥生時代中期に推定され、住居跡の形状はほとんどが

円形状である。

上野遺跡の各調査区からも住居跡が確認されたが、 1区で 1棟 。2区で 4棟・3区で 6棟・ 4区 で

7棟である。全体的には、平面が方形状を呈することで共通 しているが、主軸が南北方向と若干西へ

傾 くものの 2種類の住居跡群に区分できる① このことから時期を 2段階にわけて住居跡群の変遷を

考えたが、出土遺物から弥生時代後期～終末期に推定 した。

先述 したように、奈免羅 Ⅱの住居跡は一部弥生時代終末期があるものの概ね弥生時代中期に、上

野遺跡の住居跡は一部に弥生時代中期があるものの、概ね弥生時代後期～終末期に推定される。S101

は時期特定の指標 となる伴出遺物が出土 していないため詳細は不明であるが、上野遺跡の住居跡の平

面形状 と同様であることから弥生時代後期～終末期の可能性が高いと考える。つまり、各遺跡の住居

跡を概観すると、奈免羅 Ⅱが古い段階に属 し、上野遺跡 と奈免羅Ⅲが新 しい段階に属することが推定

される。

これまで各遺跡における住居跡の形状から述べた。S101は 概ね弥生時代から古墳時代、奈免羅 Ⅱ
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の住居跡は弥生時代中期に、上野遺跡の住居跡は概ね弥生時代後期から終末期に推定できた (表 30)。

可能性の 1つ として、SЮ lの時期は上野遺跡の住居跡の形状から弥生時代後期～終末期に推定される。

この結果、奈免羅 Ⅱの住居跡が古い段階であ り、上野遺跡 と奈免羅Ⅲが新 しい段階に属することがわ

かる。各遺跡の住居跡における時期の細分化は困難であるが、広い意味で上記が結論 としていえる。

したがって、奈免羅 Ⅱ→奈免羅Ⅲ→上野遺跡、または、奈免羅 Ⅱ→奈免羅Ⅲ・上野遺跡の住居跡の新

旧関係が推定される (第 173図 )。 このことは各遺跡の住居跡 (集落 )は八東川上流への移動 したこ

とが考えられ、また、それに伴い平面形態も円形から方形へ と変化 している。余談ではあるが、上野

遺跡では居住区域 (住居跡 )が廃棄された後に古墳の築造が行われるが、このことは「場の利用」が

居住区域から墓域 (古墳 )へ変化することを意味する。

今回、各遺跡の住居跡について概略を触れてきた。特に奈免羅Ⅲの S101は 当初、弥生時代から古

墳時代の大幅な時期設定を行い、その後、上野遺跡の住居跡の平面形状から弥生時代後期～終末期に

設定できる可能性を見出した。SЮ lは調査区の北西端で検出されたため、遺構の性格は部分的なも

ので止まったが、今後の調査によって住居跡の主軸の違いによる時期の細分化が可能 と推定される。

今後の調査に期待 したい。 (東 )

掛考文献

下田智大 2010『平成 20。 21年度 町内遺跡発掘調査報告書』八頭町教育委員会

井汲隆夫他 2010『奈免羅・西の前遺跡Ⅱ』八頭町教育委員会・株式会社島田組

表 30 各遺跡における竪穴住居跡の存続期間

時 代 時 期 上 野 遺 跡 奈 免 羅 Ⅲ 奈 免 羅 Ⅱ

弥

生

時

代

中 期

幽

※

出 幽

後 期

鳳

終末期

古

墳

時

代

前 期

慧 編

中 期

麟
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表 31 竪穴住居跡 規模一覧表

遺 跡 名 遺構番号

規 模

方 位 調 査 区
平面形状(本来の形状)

全 長  (寸法 )

長 軸(m) 短 軸(m)

上

野

　

】退
　
　
跡

S101 方形状 (隅丸方形) 4.900う(L 1.440ウ(L N-2° 一E l

S102 方形状 (隅丸方形) 5.440 4.690以上 N-4° 一E 2

S103 方形状 (円形) 4570 2.120う(L 2

S104 方形状 (円形) 4.920 1.880以上 2

S105 方形状 (隅丸方形) 3,780 1,950う (上 N-7° 一E 2

S106 方形状 (隅丸方形) 4.390 3700 N-8° 一E Ｏ
υ

S107 方形状 (隅丸方形) 3.660 2.590 N つ
０

S108 方形状 (隅丸方形) 6.750 6750 N17° 一W ０
∪

S109 方形状 (隅丸方形) 不明 不 明 N つ
０

S110 方形状 (方形) 3.870 不明 N つ
０

S111 方形状 (方形) 4.670 不 明 N-14° 一W つ
０

S112 方形状 (隅丸方形) 6.310 5。880 N-10° ―W 4

S113 方形状 (隅丸方形) 5.300 5.200 N-3° ―E 4

S114 方形状 (隅丸方形) 3260 2.570 N-2° ―E 4

S115 方形状 (隅丸方形) 3300 2.630 N-7° 一E 4

S116 方形状 (隅丸方形) 5.300 5,200 N-16° 一E 4

S117 方形状 (方形) 2180 2.080 N-18° 一E 4

S118 方形状 (隅丸方形) 3.260 3050 N17° ―E 4

奈免羅Ⅲ S101 方形状 (隅丸方形) 7.000 不 明 E-9° ―S

奈

免

羅

西

の

前

遺

跡

Ⅱ

S12001
つ
る

S13001 方形状(隅丸長方形) 3.442 2.665 E-26°  一S 3-2面

S13002 円形状 (円形) 5096 1.767(残 存値)
3-2面

S13003 円形状 (円形) 6007 5689 3-2面

S13004 円形状 (円形) 4,758 4.261 3-2面

S13005 円形状 (円形) 7491 7.147 3-2面

S13006 円形状 (円形) 7.902 7437 3-2面

S13007 円状形 (楕円形) 7.917 6.106 3-2面

S13008 円形状 (不整円形) 6.205 6155 3-2面

S13009 方形状 (隅丸長方形) 3.321 2.639 E-37°  ―S 3-2面

S13010 円形状 (楕円形) 6.349 5.846 3-2面

S13011 円形状 (円形) 4.539 4179 3-2面

S13012 円形状 (円形) 4.260 3.850 3-2面

S13013 円形状 (不整円形) 8.419 8.283 3-3面

S13014 円形状 (不整円形) 5.259 4880 3-3面

S13015 円形状 (円形) 7.073 6.917 3-3面

平成20年度

試掘調査
S11 方形状 (方形もしくは長方形) 不 明 不 明 N T8
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第 5章 結 諦

平成 22年 5月 から始まり、およそ半年以上に亘る上野遺跡 Iと 奈免羅 。西の前遺跡Ⅲの調査は当

初の予想に反 して、弥生時代中期後葉から古代にかけての多様な展開を把握することができた。特に

新規発見の上野古墳群については八東川左岸における古墳時代中期の様相を如実に示すものであ り、

当地域の展開を知る上で貴重な成果 といえる。

上野遺跡における集落展開は弥生時代中期後葉から認められ、弥生時代後期後葉に盛期を迎え、古

墳時代前期には消失する。 しか し、住人がいな くなった訳では無 く、古墳時代中期以降は墓域 として

利用され、古代には計画性の強い掘立柱建物跡などが出現することから、古墳時代中期以降の集落が

周辺に展開し、やがて古代における律令体制下での再編に至る過程が推定される。

奈免羅・西の前遺跡の調査では予想に反 して遺構密度が少なく、弥生時代後期後葉の竪穴住居跡 1

棟を確認 したもののその他は中世以降の耕作地痕跡を確認 したぐらいで、大規模な集落展開が認めら

れなかった。 このことから、今回の調査地は同遺跡で展開した集落の縁辺に当たる可能性が高 く、上

野遺跡で展開した集落 とは共存関係にはあるものの、別集落 としての展開が推定され、上野集落 と奈

免羅・西の前集落 という 2つ の集国が生活 し、互いに影響を与えつつ、発展 していったとい う当時

の社会のあ り方を想像させる。また、中世以降の開発に伴 う土地改良の様相がうかがえる。

以上が今回の調査で得 られた成果である。歴史の流れは決 して途絶えることなく、綿々と今 日まで

引き継がれている。今回の調査で明らかにできた事柄は当該地のごく一部に過ぎず、全体を俯敵すれ

ばまだまだ解明されていない事柄が圧倒的に多い。八東川左岸の歴史解明はようや く端緒についたと

いっても過言ではないだろう。今後の調査事例の増加 と研究の蓄積により、実態の解明が進むことを

願ってやまない。

また、筆者の力量不足により消化不良な事例も多々あ り、伝えたいことを十分に表現できたとは言

いがたい点 も見受けられようが、ひとえに責任は筆者に因るものである。 この成果が八東川左岸の、

しいては因幡国の歴史の隙間を埋める 1ピースになれば幸いである。

最後に夏の盛 りから厳冬まで協力 して頂いた発掘調査作業員一同と貴重な機会を与えて くれ上野遺

跡、奈免羅・西の前遺跡 とそこに生活 していた先人たちに調査スタッフを代表 して感謝の意を示 した

い。                                       (久 富 )
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写真図版 20 上野遺跡 2区
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写真図版 31 上野遺跡 3区
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SK0430遺物出土状況 (南束から) SK0430完 掘】犬況 (南から)

SK0430器 台出土状サと(105)(南から)



写真図版 34 上野遺跡 3区

SItC1440遺 構検出状況 (南から) SK0440遺物出土状況 (117)(南から)

SK0440遺物出土状況 (H5)(南 から) SK0440遺物出土状況 (H7・ H8)(南から)

SIt0440遺物出土状況 (117・ 118)(南 から) SK0440遺物出土状況 (■ 0(南から)

SK0440半裁セクション (南から) SK0440完掘状況 (南から)



写真図版 35 上野遺跡 3区
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SU01遺物出土状況 (東から) SU02遺物出土状況 (南東から)

SU03遺 物出土状況 (西から) SU04粘土塊出土状況 (南から)

ｒｋ

11号墳遺構検出状況 (南から)



写真図版 36 上野遺跡 3区

11号墳周溝遺物出土状況 (南から)

11号墳周溝遺物出土状況 (123～ 126)(南 から)



写真図版 37 上野遺跡 3区
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11号墳周溝セクションベル トA(東から) 11号墳周溝セクションベルトB(北から)

11号墳周溝セクションベルトC(西から) 11号墳周溝セクションベルトD(南から)

11号墳完掘状況 (東から)



写真図版 38 上野遺跡 3区

12号墳遺構検出状況 (南から)

12号墳周溝セクションベルトA(西から) 12号墳周溝セクションベルトB(北から)

12号墳周濤セクションベルトC(東から) 12号墳周溝セクションベルトD(南から)



写真図版 39 上野遺跡 3区

12号墳埋葬施設遺構検出状況 (南から)

12号墳埋葬施設遺物出土状況 (127～ 135)(北東から)12号墳埋葬施設遺物出土状況 (北から)

12号墳埋葬施設遺物出土状況 (136)(北西から)

静
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12号墳埋葬施設遺物出土状況 (127～ 135)(東 から)



写真図版 40 上野遺跡 3区

12号墳埋葬施設掘方完掘状況 (南から)

Ⅵ魏ユ
ー
騨 T:電計

12号墳埋葬施設遺物出土状況 (127～ 136)(北 から)

/⇒ 輩 〇

12号墳埋葬施設棺内完掘状況 (南から)

12号墳完掘状況 (南東から)



写真図版 41 上野遺跡 3区

13号墳遺構検出状況 (南から)

13号墳完掘状況 (南から)



写真図版 42 上野遺跡 3区

14号墳遺構検出状況 (東から)

14号墳完掘状 (東から)



写真図版 43 上野遺跡 4区

Tr 7セ クション (北から)

STr 5セ クション (西から)

4区第 1面完掘状況 (東から)



写真図版 44 上野遺跡 4区

S112P7遺物出土状況 (143)(南から) S112P9遺物出土状況 (142・ 144)(南 から)

漆嘘年

S112-P3遺物出土状況 (141)(北から) S112完掘状況 (東から)

4区第 2面完掘状況 (東から)



写真図版 45 上野遺跡 4区

れ.        守奪

√

15号墳周溝礫出土状況 (北西から) 15号墳周溝セクション (南から)

15号墳完掘状況 (南から)

SB10完掘状況 (西から)

〇

S113完掘状況 (束から)



写真図版 46 上野遺跡 4区
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S114床面検出状況 (東から)
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S114床面完掘状況 (南から)

S114掘方完掘状況 (南から)
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S115床面完掘状況 (南から)

S115掘方完掘状況 (南から) S116遺構検出状況 (東から)

S116床面炭化物出土状況 (北から) S116‐P5遺物出土状況 (166)(北から)



写真図版 47 上野遺跡 4区
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S117床面完掘状況 (南から)
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S118床面完掘状況 (東から)

SD0555セクション (南東から) SD0555遺物出土状況 (南東から)

SP0549遺物出土状況 (179)(西から) SP0552遺物出土状況 (180)(西から)
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SK0566遺物出土状況 (181)(南から)
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SK0574遺物出土状況 (182～ 184)(西 から)



写真図版 48 上野遺跡 4区
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SD0586遺物出土状況 (北から) SK0592遺物出土状況 (185)(北西から)

SK0615遺物出土状況 (東から)

・ 聾 ●
デ

SK0616遺 物出土状況 (188)(北東から)

SK0620遺物出土状況 (南束から)



写真図版 49 上野遺跡 4区

SK0620遺 物出上状況 (甑除去後)(192)(南東から)

SK0653遺 物出土状況 (南東から)SK0620遺 物出土状況 (南東から)
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SK0686遺 物出土状況 (203・ 204)(南から)SP0656遺 物出土状況 (202)(南から)



写真図版 50 上野遺跡 4区
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写真図版 51 奈免羅・西の前遺跡

表土掘削状況 (東から)

Tr 2完掘状況 (南西から)

遺構検出状況 (西から)



写真図版 52 奈免羅・西の前遺跡

SIol遺構検出状況 (西から) SЮ l床面検出状況 (南から)

SЮ l―P2完掘状況 (西から) SЮ l P3完掘状況 (西から)

SD001遺構検出状況 (西から) SD001完掘状況 (西から)

SDO07完掘状況 (南から) 完掘状況 (南から)



写真図版 53 上野遺跡 1区 出土遺物

1^ヤ 10 i SD0001  11 ・ 12 1 SD0004



写真図版 54 上野遺跡 1区 出土遺物

13:SB04-P5  14・  15:SK0127  16・  17: l号 上責

18,19:16号 墳周溝 20・ 21:2号墳周満



写真図版 55 L野遺跡 1区 。2医 出土遺物

4ケチエ〔J!井施設 2615号墳J!井施設 2 27・ 28:17ナサ墳用

''寺

 29:lX包含層

30^ヤ 33 i SD0001

/23

22・ 23:4;ナ 上【|ど1,1孝  24・ 25



写真図版 56 上野遺跡 2区 出土遺物

0‐
1・ 2区 SD0001出土遺物

344-37:SD0001



写真図版 57 上野遺跡 2区 出土遺物

38^シ 40:SD0001  41 :SD0188 42・ 43:SK0268

44:SK0285 45'46:S103



写真図版 58 上野遺跡 2区 出土遺物

47・ 48:S103 49:S104  50・ 51 :S105

52～ 55:6号墳周溝



63

写真図版 59 上野遺跡 2区 出土遺物

56～ 58:6号墳周溝 59～ 66:6号 墳埋葬施設

67:7号墳周溝 68・ 69:遺構面直上



写真図版 60 上野遺跡 3区 出土遺物

SD0001出土遺物

一　

　

　

　

　

６

70- 75:SD0001



写真図版 61 上野遺跡 3区 出土遺物

76^ヤ 79:SD0001  80-86:SD0346 87:SB09-Pl



写真図版 62 上野遺跡 3区 出土遺物

88:SB09 89。 901S106-P1  91-96:S107



写真図版 63 上野遺跡 3区 出土遺物

97-102:S108  103:S109  104:S111  105,106:SK0430



写真図版 64 上野遺跡 3区 出土遺物

107´ヤ114:SK0430  115- 118:SK0440  119。 120:SU02

121・ 122:11号墳周溝



写真図版 65 上野遺跡 3区 出土遺物

11号墳―周溝出土遺物

123～ 126:H号墳周溝 127～ 134:12号墳埋葬施設



写真図版 66 上野遺跡 3区・4区 出土遺物

,
136

135～ 139:12号墳埋葬施設 140～ 142:S112



テ■  (～ ‐kll醒
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写真図版 67 上野遺跡 4区 出土遺物

―
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ゝ
二蒟

143・ 144:S112  145- 153:第 1遺物包含層

154。 155:15号墳周溝



写真図版 68 上野遺跡 4区 出土遺物

156～ 158:15号墳周溝 159・ 160:S113 161-164:S113

SH 6出土遺物



写真図版 69 上野遺跡 4区 出土遺物

165:S115  166^ン 170:S116  171- 174:S118



写真図版 70 上野遺跡 4区 出土遺物

175- 178:SD0555  179:SP0549  180:SP0552

185:SK0592  186・ 187:SK0615  188:SK0616

181 :SKS066  182⌒ ヤ184:SK0574

189- 191 :SK0620



写真図版 71 上野遺跡 4区 奈免羅・西の前遺跡 出土遺物

192:SK0620  193^ψ 198:SK0625 199-201:SK0653 202:SP0656  203・ 204:SKS0686 205:第 2遺物包含層

206:奈免羅 。西の前遺跡 S101
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写真図版 72 保存処理鉄器 X線写真
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資料3764

スケール
資料32:10cm

資料33～ 39:5cm

59～ 65:6号 墳―埋葬施設

136:12号墳―埋葬施設

資料39136

資料38 65
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所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド

市町村
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号

遺

番

緯

　

”

経

　

駒

東
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調査期間

調査面積

m
調査原因

かみのいせき

上野遺跡

ち

ヤ上

鳥取県

八頭郡

八頭町

上野

帥内

31329 35° 25′

54〃

134°  15′

41″

平成22年 (2010

年)5月 17日 ～

同年 11月 12日

6154面 県道河原イン

ター線道路改良

工事に伴う

発掘調査報告書

なめら・にしのまえ

奈免羅 。西の前

遺跡 Ⅲ

鳥取県

八頭郡

八頭町

下濃

trt肉

31329 35°  23′

55″

134°  15′

22〃

平成22年 (2010

年)8月 17日 ～

同年 10月 31日

614面

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上野遺跡  I 古墳群

集落跡

弥生・古墳

時代～古代

円墳・方墳 。大溝・

溝・堅穴住居跡・掘

立柱建物跡・土器埋

納遺構

弥生時代中期 壷。甕。注口付き脚

台鉢 。高郷・器台・蓋

弥生時代石器 石鏃・石剣・石包丁・

石斧・砥石・石皿。日「 き石

弥生時代後期～古墳時代   壺・

甕・高郭・器台・蓋・低脚郵・甑形土

器・スタンプ文土器・搬入土器

古墳時代後期 須恵器蓋必。四耳

壺・薩

・八頭町有数の弥生時代後期の

集落跡
。新規発見の古墳群

・弥生時代終末期の大溝とそれ

に伴う多数の土器群の出土

・半島形土器の出土と弥生時代

後期の甑形土器の出土

奈免羅・西の前

遺跡 Ⅲ

集落跡

耕作地

弥生時代

中世

竪穴住居跡・素掘溝

群 弥生時代石器 石皿

中世 輸入陶磁器
・集落の縁辺部の可能性
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